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大寄遺跡 II区全景

第245号住居跡出土土器
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第238号住居跡出土土器

第37号井戸跡出土土器



口絵 4

‘̀ 
し ，9

1. 土師器 （第248図 6)

4.須恵器A （第143図1O) 
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7.須恵器B （第53図13)
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10.須恵器B （第248図12)

13. 須恵系土師質土器 （第85図 4)
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16. ロクロ土師器 （第49図 2)

2. 土師器 （第118図 5)

5. 須恵器A （第66区10)

8. 須恵器B （第248図 9)

11. 須恵器B （第248図14)

14. 須恵系土師質土器 （第85図2)
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ロクロ土師器 （第37図2)

3.須恵器A

6. 須恵器A （第147図12)
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9.須恵器B
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（第145図 3)

（第118図9)

12.須恵系土師質土器 （第248図18)

15.土師系土師質土器 （第248図13)
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18. ロクロ土師器 （第116図 7)

土器の焼成と高台の製作技法



発刊に寄せて

新憔紀を迎え、我が国をとりまく杜会経済情勢は大きく変化しております。

このような中で岡部町では、町民一人ひとりが真の悶かさを実感できる「みどりと活力、

そしてふれあいのまち」を将米の都市像とした、第 3次岡部町総合振興計画を策定し諸施

策を積極的に進めてまいりました。

工業の振興を図ることを目的とした西部工業団地整備事業もそのひとつであり、平成 8

年から10年にかけて、榛沢地区に23.1ヘクタールの工業団地か造成され、平成11年からは

一部の企業が操業を開始し、現在では進出した企業すべてが順調に操業されており今後の

地域経済活性化の一助になればと大いに期待されるところであります。

ところで本町は、隈かな自然の恵みをうけ、古くからの歴史と文化に支えられた伝統の

ある町で、特に原始。古代の遺跡が数多く所在し、全国的にも知られた遺跡も見つかって

おります。

近年では、中宿遺跡で発見された建物跡群が、古代の榛沢郡の郡面正倉として高い注目

を集め、平成 3年に県史跡「中宿古代倉庫群跡」の指定を受けました。

町は指定地の公有地化や、古代倉庫の復元など史跡の保存整備を進め、現在は中宿歴史

公園として町民の憩いの場になっております。

また、西部工業団地整備事業地内にも国の重要文化財に指定された「緑釉手付瓶」が出

土した西浦北遺跡をはじめとした榛沢遺跡群が所在し、これらの遺跡の発堀調査を財団法

人埼玉県埋蔵文化財調査事業団にお願いいたしました。

西部工業団地関係では、これまでに 2冊の発掘調査報告書が刊行されましたが、本報告

書は先に刊行した「大寄遺跡」の続編にあたるもので、かつて岡部の地にくらした人々の

足跡が記録され、その積み重ねのうちに長い歴史が築かれてきたことを知ることができま

す。

岡部町では、こうした先人たちの営みによって生まれてきた特色ある地域文化を大切に

将米に伝えることを基礎にして、新憔紀にふさわしい個性豊かで魅力ある町づくりを進め

ていきたいと考えております。

結びに、本報告書の刊行にあたりご協力をいただきました多くの皆様に心から感謝申し

上げます。

平成14年 3月

岡部町長 1亨蘭［］／慇、
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埼玉県では、隈かな彩の国づくりを実現するため、調和と均衡ある発展を目指し、それ

ぞれの地域の特性や文化に応じた整備事業を行っております。都市と農村が調和をおりな

す県北地域では、自然環境と共生し、創造性に満ちた活気ある産業杜会の構築に向けて、

先端技術産業を軸とした整備が推進されております。

岡部町西部工業団地造成事業は、県北地域の都市機能と居住環境の調和を図り崖業の発

展と屈用の拡大を目的として、岡部町により計画されたものです。

工業団地造成地内には 5か所の埋蔵文化財包蔵地が所在しておりました。その取扱いに

つきましては、関係諸機関が慎重に協議を重ねてまいりましたが、やむを得ず記録保存の

措置が講じられることとなりました。調査につきましては、埼玉県教育局生涯学習部文化

財保護課の調整により、岡部町の委託を受け当事業団が実施いたしました。

岡部町は、埼玉県内でも多くの埋蔵文化財が分布する地域として知られ、特に県指定史

跡の「中宿古代倉庫群跡」は古代における榛沢郡街の正倉と考えられております。

また、重要文化財に指定されている緑釉手付瓶を出土した西浦北遺跡は隣接地にあたり、

源平の合戦で活躍した岡部六弥太忠澄の出身地としてもよく知られています。

岡部町西部工業団地関係の報告書はすでに沖田遺跡及び大寄遺跡関係の各一冊が刊行さ

れておりますが、今回は大寄遺跡の未報告であった部分の報告です。遺跡の内容は、縄文

時代前期および古墳時代から平安時代の集落跡を中心とするもので、特に平安時代後期(10

憔紀後半以降）の集落としては県内最大規模で、遺構・遺物も多く、当時の生活の様子を

考える上の貴重な資料といえましょう。

本書が埋蔵文化財の保護、学術研究の基礎資料として、また、埋蔵文化財の普及や教育

機関の参考資料として広く活用いただければ幸いです。

刊行にあたり、発掘調査に関する諸調整に御尽力をいただきました埼玉県教育局生涯学

習部文化財保護課をはじめ、発掘調査から報告書刊行に至るまで御協力いただきました岡

部町教育委員会、鹿島道路株式会社、株式会杜横森製作所、東洋エクステリア株式会杜並

びに地元関係者の方々に厚くお礼を申し上げます。

平成14年 3月

財団法人 埼玉県埋蔵文化財調査事業団

理事長中野健



例

1. 本書は、大里郡岡部町に開発された岡部町西部

t業団地造成事業地内に所在する大寄遺跡・沖

田I遺跡・沖田II遺跡・沖田III遺跡・宮西遺跡

のうち大寄遺跡II区の一部に関する発掘調査報

告書である。

2. 逍跡の略号と代表地番及び発掘調査届に対する

指示通知は、以下のとおりである。

大寄遺跡第 1次 (OOYR)

大里郡岡部町大字榛沢293-8番地他

平成 9年2月18日付け教文 2-202号

大寄遺跡第 2次

大里郡岡部町大字榛沢298-4番地他

平成 9年4月30日付け教文第 2-9号

大寄遺跡第 3次

大用郡岡部町大字榛沢293-10番地他

平成10年4月24日付け教文 2-10号

3. 発掘調査は、岡部町西部工業団地建設事業に伴

う事前調査であり、埼玉県教育局生涯学習部文

化財保護課が調整し、岡部町の委託を受け、財

団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団が主体とな

り実施した。

4.本事業は、第 1章の組織により実施した。平成

8年度は元井 茂、橋本 勉、砥崎

で実施した。平成 9年度は橋本

ー、木戸

春夫、宮瀧由紀子、島羽政之、宮本直樹が担当

し、平成 9年 1月6日から平成 9年 3月31日ま

勉、中村倉司、

儀崎 ー、富田和夫、木戸春夫、平田重之、松

田 哲が担当し、平成 9年 4月1日から平成10

年3月31日まで実施した。平成10年度は、砥崎

ー、石坂俊郎、福田 聖、斎藤欣延が担当し、

言

平成10年 4月1日から平成10年 4月30Hまで

実施した。また、整理報告書作成作業は木戸が

平成10年12月1Hから平成11年 3月31日まで、

儀崎か平成11年 4月 1日から平成11年10月31

H、平成11年12月1日から平成12年3月31日ま

で、富田か平成12年 4月1日から平成12年 9月

30日まで、福田か平成13年10月1Hから平成14

年 3月30日まで実施した。

5。退跡の基準点測量と航空写真は、株式会杜東京

航業研究所に委託した。

6. 発掘調査時の遺構写臭撮影は各担当者が行っ

た。遺物写真は大歴道則力寸最影した。

7. 本報岩書の出土品の整理・図版の作成は福田が

行った。遺物実測は縄文土器・弥生七器・石器

を金子直行、金属製品を瀧瀬芳之、

富田・福田の指示で水井いずみが行った。木製

品については吉田稔の、土器については石塚

香、桜井元子の協力を得た。

本文の執筆は、 I-1を埼玉県教育局生涯学習

部文化財保護課、縄文時代の遺物は金子、井戸

跡・溝・土壇に関する遺構と遺物、

井が、それ以外は福田が行った。

8。本書の編集は、福田が担当した。

9.本書にかかる資料は平成14年度以降、埼玉県立

埋蔵文化財センターが保管する。

10. 本書の作成にあたり下記の方々からご教示、

岡部町教育委員会

清治

之

佐藤忠雄

平田重之 松田

荒川正夫

外尾常）＼

哲

それ以外は

V-1は永

斎藻欣延

知久裕昭

宮本直樹 渡辺

ご

協力を賜った。記して謝意を表します。（敬称略）

酒井

島羽政



凡例

1.本書の遺跡全測図におけるX。Yの座標値は、

国土標準平面直角座標第IX系に基づく座標値を

示している。また、各遺構図における方位指示

は、全て座標北を示している。

2. グリッドは10mXlOm方眼で設定し、グリッド

の呼称は、北西隅の杭番号である。

3.遺構図及び実測図の縮尺は、原則として以下の

とおりである。

遺構図 住居跡・掘立柱建物跡…•… ••1 /60 

上壊•井戸跡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 /60 

柵列跡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 /80 

荼毘跡・土壊墓・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1/30 

溝跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 /200 

遺物図 土器… 1/4 石器。鉄製品・・・ 1/3

拓影図・・・・・・ 1/3 土製品・・・・・・ 1/2

上記に合わないものに関しては、スケール及び

縮尺率等をその都度示している。

4.全測図等に示す追構表記の略号は以ドのとおり

である。

SJ…住居跡 SB…掘屯柱建物跡

SK…土壊 SD•••溝跡 SE••井戸跡

SA…柵列跡 ST…士壊墓

5.掘立柱建物跡については、推定される柱間間隔

を遺構平面図に示した。

6.挿図中のスクリーントーンは以下のことを示

す。

遺構断面図斜線部分…地山

遺物図については灰釉陶器の灰釉途布部分に

網をかけて示した。断面黒塗りは須恵器を表

す。

7.遺構図中に示したドットは、遺物の出土位置を

示す。

8.遺構断面図における水平数値は、海抜高度を示

しており、単位mである。

9.遺物は以下の基準により、呼称を分けた。

•土師器 ロクロを全く使用せず、酸化烙焼成

のもの。

・須恵器 ロクロを使用し、還尤烙焼成のもの。

Aはロクロを多用しており、従来の須恵器で

ある。 Bはロクロを使用し、従米の器形にな

い形態を持ち、バリエーションがある。

・須恵系土師質土器 ロクロをほとんど使用せ

ず、酸化烙焼成のもの。器形は須恵器を模倣

する。

•土師系土師質土器 ロクロを全く使用せず、

還元烙に近い酸化烙焼成のもの。器形は須恵

器を模倣している。

・ロクロ土師器 ロクロを使用し、酸化烙焼成

のもの。器形は陶器や木器を模倣する。

10. 遺物観察表は次のとおりである。

．胎土は、肉眼で観察できるものについて示し

た。

A…赤色粒 B•••石英 C••長石

D…角閃石 E••• 白色粒 F…白色針状物質

G…雲母 H…砂粒 I…片岩 J…礫

11.本書に掲載した地形図等は以下のものを使用し

ている。

国土地理院 1 /50000地形図「高崎」

「寄居」

国土地理院 1 /25000地形図「本庄」

「寄居」「深谷」「三ヶ尻」

国土地理院 1 /2500国土基本図

「IX-JC 25-2」

（昭和36年作成）
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第141号住居跡カマド断面

第142号住居跡遺物出土状況

第142号住居跡カマド遺物出土状況

第143号住居跡遺物出土状況

第144号住居跡

第145号住居跡遺物出土状況

第146号住居跡

図版 8 第147号住居跡

第147号住居跡 2号カマド

第145• 146 • 149号住居跡

第153号住居跡

第155号住居跡

第155号住居跡カマド遺物出土状況

第155号住居跡カマド断面

第156号住居跡

図版 9 第156号住居跡遺物出土状況

第156号住居跡カマド遺物出土状況

第156号住居跡カマド遺物出土状況

第158号住居跡

第160号住居跡

第160号住居跡遺物出土状況

第160号住居跡カマド断面

第161号住居跡

図版10 第162号住居跡

第162号住居跡遺物出土状況

第162号住居跡カマド遺物出土状況

第162号住居跡カマド断面

第163号住居跡

第163号住居跡カマド遺物出土状況

第163号住居跡鉄器出土状況

第163号住居跡遺物出土状況

図版11 第164号住居跡

第165号住居跡

第166号住居跡

第167号住居跡



第167号住居跡カマド 第199局住居跡

第168号住居跡 第199。200号住届跡

第168陸住居跡カマド 第201号住厄跡

第169号住居跡一次床面 第205砕住居跡

図版12 第169号住屈跡二次床面 第206号住居跡

第171号住屈跡・第160号土瑞 第206号住居跡遺物出土状況

第176号住居跡 第206号住居跡カマド

第177号住居跡・第163号土壊 図版17 第207号住居跡

第179号住居跡 第207号住居跡カマド

第179号住居跡カマド 第207号住居跡カマド

第180号住居跡 第208号住居跡

第180号住居跡カマド 第209号住居跡

図版13 第181• 182号住居跡・第198~200号t堀 第209号住居跡カマド

第182号住居跡カマド 第209号住居跡カマド断面

第183号住居跡遺物出土状況 第209号住居跡カマド遺物出土状況

第183号住居跡遺物出土状況 図版18 第209号住居跡遺物出土状況

第186号住居跡 第209号住居跡ピット 3断面

第186号住居跡遺物出土状況 第209号住居跡ピット 4断面

第186号住居跡カマド 第212~215号住居跡

第186苛住居跡カマド遺物出七状況 第216号住居跡

図版14 第187号住居跡 第216号住居跡遺物出土状況

第189号住居跡・第129号土壊 第216号住居跡カマド

第189号住居跡カマド 第216号住居跡カマド周辺遺物出土状況

第189号住居跡遺物出土状況 図版19 第217号住居跡

第190号住居跡・第48号井戸跡 第217号住居跡遺物出土状況

第192号住居跡 第217号住居跡カマド

第192号住居跡カマド 第217号住居跡カマド

第192号住居跡カマド崩落状況 第217号住居跡出入り日部

図版15 第193号住居跡 第217号住居跡遺物出上状況

第193号住居跡カマド 第218号住居跡

第193号住居跡カマド断面 第219号住居跡

第192~194号住居跡 図版20 第220。221号住居跡

第195• 196号住居跡 第222• 223号住居跡

第196号住居跡カマド 第222号住居跡遺物出土状況

第197号住居跡 第224号住居跡

第198号住居跡 第225号住居跡

図版16 第198局住居跡カマド 第225号住居跡遺物出土状況



第225号住居跡カマド 第245号住居跡遺物出上状況

第225号住居跡カマド周辺遺物出土状況 第246号住居跡

図版21 第225号住居跡カマド遺物出上状況 第247号住居跡

第227• 228号住居跡 第247号住居跡遺物出土状況

第231号住居跡 第248• 249号住居跡

第231号住居跡遺物出上状況 図版26 第250号住居跡・第36号井戸跡

第231• 232号住居跡 第250号住居跡カマド

第236~242局住居跡 第251丹住居跡

第236号住居跡 第252号住居跡遺物出上状況

第236号住居跡遺物出土状況 第252局住居跡カマド遺物出土状況

図版22 第236号住居跡カマド 第252号住居跡遺物出土状況

第236号住居跡遺物出土状況 第254号住居跡

第236号住居跡遺物出土状況 第255号住居跡

第236号住居跡遺物出土状況 図版27 第256号住居跡

第236~242号住居跡 第256号住居跡土塙 1遺物出土状況

第237号住居跡遺物出土状況 第257号住居跡

第237号住居跡カマド断面 第258号住居跡

第237号住居跡カマド断面 第259号住居跡

図版23 第237砕住居跡カマド断面 第260号住居跡

第237号住居跡カマド断面 第261号住居跡

第238号住居跡 第262号住居跡

第238号住居跡遺物出土状況 図版28 第263号住居跡

第238号住居跡 第11号掘立柱建物跡

第238号住居跡カマド 第12号掘立柱建物跡

第239号住居跡 第13号掘立柱建物跡

第240号住居跡 第13号掘立柱建物跡

図版24 第241号住居跡遺物出土状況 第14号掘立柱建物跡

第241号住居跡カマド遺物出土状況 第15号掘立柱建物跡

第242号住居跡 第17砕掘立柱建物跡

第242号住居跡カマド退物出土状況 図版29 第18号掘立柱建物跡

第245号住居跡 第19号掘立柱建物跡

第245号住居跡遺物出土状況 第20• 21号掘立柱建物跡

第245号住居跡カマド遺物出土状況 第22• 23号掘立柱建物跡

第245砕住居跡遺物出土状況 第24号掘立柱建物跡

図版25 第245号住居跡遺物出土状況 第26号掘立柱建物跡

節245号住居跡遺物出土状況 第27号掘立柱建物跡

第245号住居跡逍物出士状況 第27• 28号掘立柱建物跡



図版30 第28号掘立柱建物跡 第68号掘立柱建物跡

第29号掘立柱建物跡 第69号掘立柱建物跡

第30号掘立柱建物跡 第37号井戸跡

第31号掘立柱建物跡 第37号井戸跡断面

第32号掘立柱建物跡 図版35 第37号井戸跡断面

掘立柱建物跡群 (G~I -18~19グリッド 第37号井戸跡井戸枠出土状況（1)

付近） 第37号井戸跡井戸枠出土状況(2)

第33• 34号掘立柱建物跡 第37号井戸跡井戸枠出土状況(3)

第35号掘立柱建物跡 第37号井戸跡井戸枠出土状況（4)

図版31 第36号掘立柱建物跡 第37砕井戸跡井戸枠出土状況（最ド段の

第37号掘立柱建物跡 み）

第38号掘＼＇［柱建物跡 第37号井戸跡

第39号掘立柱建物跡 第37号井戸跡遺物出土状況

第40号掘立柱建物跡 図版36 第37号井戸跡遺物出土状況

第41• 42号掘立柱建物跡 第37号井戸跡遺物出土状況

第43号掘立柱建物跡 第37号井戸跡炭化材出土状況

第44号掘立柱建物跡 第40号井戸跡

図版32 第45~47号掘立柱建物跡 第44号井戸跡

第46号掘立柱建物跡 第48号井戸跡

第48号掘立柱建物跡 第48号井戸跡断面

第49号掘立柱建物跡 第48号井戸跡馬歯出土状況

第50号掘立柱建物跡 図版37 第49号井戸跡断面

第51号掘立柱建物跡 第49号井戸跡

第52号掘立柱建物跡 第50号井戸跡

第55号掘立柱建物跡 第51号井戸跡

図版33 第56号掘立柱建物跡 第52号井戸跡

第57号掘立柱建物跡 第53号井戸跡

第58号掘立柱建物跡 第54号井戸跡断面

第59号掘立柱建物跡 第54号井戸跡遺物出土状況

第60号梱立柱建物跡 図版38 第55号井戸跡退物出士状況

第61号掘立柱建物跡 第55号井戸跡遺物出七状況

第62号掘立柱建物跡 第56号井戸跡

第63号掘立柱建物跡 第57号井戸跡

図版34 第64号掘立柱建物跡 第10号溝跡

第65号掘立柱建物跡 第10号溝跡遺物出土状況

第66号掘立柱建物跡 第13号溝跡

第67号掘立柱建物跡 第13号溝跡



図版39 第24舟溝跡遺物出土状況 図版58 第9• 10号溝跡出土遺物

第104号土壇遺物出土状況 図版59 第10号溝跡・第33• 38号井戸跡出土遺物

第242号土壊 図版60 第37・40・47・54~56号井戸跡出土遺物

第242号土壊遺物出土状況 図版61 第37号井戸跡・第120• 155 • 158 • 230号土

第 3号土塙墓 瑞・ピット出土遺物

第 3号土塙墓遺物出土状況 図版62 第212• 250号住居跡・第37号井戸跡•第 1

第 3号土塙墓遺物出土状況 号土塙墓・ピット・グリッド出土退物

第 4号土塙墓 図版63 第133• 137~138号住居跡出土遺物

図版40 第4号土壊墓遺物出土状況 図版64 第142・144・153・155・160号住居跡出土遺物

第4号土壊墓獣歯出土状況 図版65 第160• 167 • 180 • 183 • 186号住居跡出土遺

第4号土壊墓獣歯下顎部出土状況 物

第4号土壊墓古銭出土状況 図版66 第193• 203 • 213~215 • 225 • 231号住居跡

第1号荼毘跡 出土遺物

第 1号荼昆跡遺物出土状況 図版67 第236• 237 • 241 • 245号住居跡出土遺物

A-25GrP1遺物出土状況 図版68 第245• 256 • 262号住居跡・第10号溝跡出土

A-26GrPl遺物出土状況 遺物

図版41 第126• 129 • 131~134号住居跡出土遺物 図版69 第10号溝跡・第40・51・57号井戸跡出土遺物

図版42 第137• 138 • 140~142 • 145 • 148号住居跡 図版70 第37• 57号井戸跡・第230号土壊・ピット・

出土遺物 グリッド出土遺物

図版43 第148・152・153・155・156号住居跡出土遺物 図版71 第129• 134 • 155 • 190号住居跡出土遺物

図版44 第156• 158 • 160 • 162号住居跡出土遺物 図版72 第160• 167 • 206号住居跡出土遺物

図版45 第162・163・165・167・169号住居跡出土遺物 図版73 第206• 216号住居跡出土遺物

図版46 第169・170・183・186・191号住居跡出士遺物 図版74 第225• 236~238号住居跡出土遺物

図版47 第193• 201 • 203~206号住居跡出土遺物 図版75 第238• 241 • 245号住居跡出土遺物

図版48 第206• 208 • 209 • 211号住居跡出土遺物 図版76 第245与住居跡出土遺物

図版49 第212~215• 220 • 222 • 225 • 227 • 231号住 図版77 第245• 252号住居跡出土遺物

居跡出土遺物 図版78 第252• 262号住居跡・第10号溝跡出土遺物

図版50 第231• 235 • 236号住居跡出土遺物 図版79 1区第203号住居跡・第47号井戸跡出土遺

図版51 第236• 237号住居跡出土遺物 物・鉄製品

図版52 第237• 238号住居跡出土遺物 図版80 灰釉陶器

図版53 第238号住居跡出土遺物 図版81 土錘・勾玉・切子玉

図版54 第240• 241号住居跡出土遺物 図版82 砥石•第 3 号土壊墓出土古銭

図版55 第241• 242 • 245号住居跡出土遺物 図版83 第llO• 129 • 179 • 180 • 183 • 193 • 199 • 217 • 
図版56 第245~247• 250 • 252号住居跡出土遺物 237号住居跡・第10号溝跡・第 3号上壊墓出

図版57 第252• 254 • 256号住居跡・第15• 48号掘立 土遺物

柱建物跡・第 8• 9号溝跡出土遺物 図版84 第37号井戸跡出土井戸枠・木製容器



1 発掘調査の概要

1.調査に至るまでの経過

岡部町は、農業を中心とした町づくりから、産業

構造の転換を図り、工業、商業、農業のバランスが

とれた創造性豊かな活力に満ちた町づくりの実現に

取り組んでいる。

事業の目玉となる道の駅おかべ、中宿歴史公園、

古代倉庫復元など県指定史跡中宿遺跡を中心に史跡

を活用した総合的な整備と、岡部駅周辺の区画整理

事業が始まった。事業地内の熊野遺跡の事前発掘調

査も実施され、和同開賓や三彩陶枕などの注日すべ

き出土品から、熊野遺跡は律令時代の榛澤郡街の中

心地と推定されている。

こうした開発事業に対応するため、町は祈たに平

成 5年度から文化財保護体制の整備と充実を図るた

め、教育委員会に文化財保護室を設置した。県はこ

れに応え県の職員を派遣して体制の強化を支援して

いる。

一方、町は工業の導入振興によって税収の増大

と雇用の促進をはかるため、榛澤地区に開発面積

231,000面の民間企業 3杜が進出する岡部町西部エ

業団地建設を誘致した。

工業団地建設予定地には埋蔵文化財包蔵地が所在

するため、町は事業者とその取り扱いについて協議

を重ねてきた。町教育委員会は平成 8年 9月から11

月にかけて、予定地内の試掘調査を実施し、 5ヵ所

の遺跡の所在を確認した。遺跡の面積は合計約

86,200m'に達することが明らかとなった。

町は遺跡を出米るだけ保存する方向で開発企業 3

杜に設計変更を要望して、調査期間の短縮、調査費

用の縮減をはかった。しかし、町文化財保護室の体

制は区画整理や歴史公園建設、町史編さん事業等と

並行して、 I業団地の発掘調査に対応するだけの条

件が整わず、町主体となっての発掘調査計画は暗礁

に乗り上げた。

行き詰まった状況を何とか打開するため、岡部町

長は工業団地建設促進に伴う埋蔵文化財の発掘調査

協力について、県の協力が得られるよう県教育委員

会に陳情し、指導及び協力を依頼した。

町は苦しい財政状況の中で 6人の専門職員を配

し、文化財行政の積極的椎進に努め先進的な体制造

りに努力している。県はこうした町の姿勢を高く評

価した。この上さらに工業団地の発掘調査を実施す

るだけの余力は残されていないと判断した。そこで

県文化財保護課は調査の受皿として財団法人埼玉県

埋蔵文化財調査事業団（以下「埋文事業団」。）が受託

事業として実施できるかどうか検討に入り、関係各

方面と調整を図り、受託条件等を整備した。そして

局内の合意を得て市町村支援の観点から、埋文事業

団が委託を受けて発掘調査を実施する旨、正式に町

と事業者に伝え、理解と協力を求めた。その方針は、

調歪主体を埋文事業団とし、町も調査組織に職員を

派遣して全面協力体制をとるものである。さっそく

関係者間で具体的な調査期間、方法、経費を中心に

協議が行われた。

かくして平成 8年12月19日付け教文第1246号で

県から事業者の鹿島道路株式会杜•株式会杜横森製

作所・東洋エクステリア株式会杜あて、岡部町と事

業委託契約の締結を、岡部町は埋文事業団と事業委

託契約の手続きを行うよう通知した。

発掘調査の委託契約は、町が発掘調査から整理報

告書刊行まで、契約上の義務と責任を履行すること

として契約上の形を整えた。

発掘調査に先立ち事業者からは文化財保護法第

57条の第 2項に基づく発掘通知が、埋文事業団から

は同法57条の第 1項に基づく発掘調査届けが提出

され、平成 9年 1月6日から沖田・大寄遺跡をかわ

きりに発掘調査が開始された。

（文化財保護課）

- 1 -



2。発掘調査鬱報告書作成の経過
発掘調査

岡部町西部工業団地造成用地内に所在する周知の

遺跡は、大寄追跡、宮西遺跡、西浦北遺跡の 3遺跡

である。各遺跡の範圃及び遺構確認を目的とした試

掘調査は岡部町教育委員会によって行われた。その

結果前記 2追跡において遺構が確認された。さらに

新たに沖ITTI遺跡、沖田II遺跡、沖田III遺跡の存在

が確認された。特に大寄遺跡、宮西遺跡については

濃密に遺構が分布することが明らかとなった。西浦

第 1表 各遺跡の調査期間と面積

平成 8年度 平成 9年度

1 2 J ， 4 5 6 7 8 

大寄遺跡

， 

北退跡については、対象範圃では遺構は確認されな

かった。以上の結果から前記 5遺跡について調査を

行うこととなった。

調査に刈たっては文化財保護課、岡部町教育委員

会、開発担当者代表である鹿島道路株式会杜と綿密

な協議を行い、各遺跡の調査時期と調査部分につい

て決定した。各遺跡の調査期間及び面積は第 1表に

示したとおりである。

平成10年度

10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 

p、_,“”‘ゑ”‘“”‘^99 ”’^”‘”‘鼻四~ヽ＿、贔”’‘=99“璽□9 』■99”‘”‘‘”‘』.,、_,‘”‘』璽99ー9‘”‘‘”‘‘”‘‘璽99 ―ヽ·”‘“”34, 100m' 

沖田 I遺跡
、園盃ア、―ヽ

3, 700m' 

沖田 II遺跡 ョヽ・『9三ヽ塁『9ー9 .ヽ...,ヽ躙誓9 9ヽ塁昂'‘ 、ヨ9 9ヽ国置99

4,500m' 

沖田III遺跡
、置.,』・誓99‘'疇 9 一9一9一9 、~、 4曇喜9『、』ヨ■『9一9

4,800m2 

宮西遺跡
鼻冨う9 ―ヽ“”’“”‘ヽ璽99ュ・~、一9·ー9‘”‘ 』”‘

18, 180m' 

以下に本報告に関する遺跡の調査経過について記

す。

大寄遺跡

大寄追跡は、西部工場団地用地内に所在する遺跡

群の中では、西北部に位置する。調査は平成 9年 1

月 6日から平成10年 4月30日まで行われた。調査面

積は約34,100面である。

保存区域を挟んで西側のブロックを、便宜的に大

寄遺跡 I区、東側のブロックを II区と称する。調査

は小山川に面した大寄遺跡 I区から開始された。最

初に重機による表土掘削を行ったところ、遺跡全体

に黒色土が原＜雄積し、住居跡が密集して重複して

いることが判明した。黒色土中に包含されていた住

居跡の大半は、掘り込みが浅く、中には床面の痕跡

を残すのみの住居跡も存在し、遺構確認及び精査は

_,一,_,_,_,ヽーヽ~一,_,

困難を極めた。

精査の結果、縄文時代前期の住居跡及び古墳時代

から平安時代に至る住居跡か計212軒、掘立柱建物

跡22棟等、多数の遺構とそれに伴う遺物が検出され

た。調査は平成 9年度に継続し、 6月図化作業、航

空写真撮影を行い、調査は終了した。

大寄遺跡II区は平成 9年度 4月、 I区と一部平行

しながら調査を開始した。調査区南部は埋没谷が入

り、遺構密度は比較的薄かった。特に南東部は地形

が傾斜しており、居住域としては利用されなかった

ようである。反面、調査区北半は、相対的に高い地

形を生かして居住域として長期間使用されていた。

遺構密度は極めて濃く、多数の遺構が複雑に重複し

ており、調査は難航した。精査の結果、縄文時代前

期の住居跡 4軒、古墳時代から平安時代に至る住居
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第 1図 年度別調査範囲

跡259軒、掘立柱建物跡69棟等、多数の遺構とそれに

伴う逍物が検出された。平成11年 3月、調査はほぼ

終了、航空写兵撮影を実施した。年度が変わって、

平成11年 4月、残った図化作業の一部と図面点検を

行い、調査は全て終了した。

整理・報告書作成事業

整理事業は、平成10年 4月1日から平成12年9月

30日まで実施した。平成10年度は沖田 I・ II・ III以

西の整理と平行して実施した。遺物の水洗、注記を

経て、接合、復元、実測作業、遺構図の整理と二次

原図の作成、 トレース作業などを進めた。平成11年

度は遺物の接合・復元作業と拓本採り、実測作業を

本格的に進めた。また、遺構図のトレースはほぽ終

了した。平成12年度、遺物の実測作業と平行してト

レースを実施した。その後、遺構図・遺物図版の版

組、退物写真撮影、原稿執筆等を行い、『大寄遺跡 I』

を刊行した。平成13年度は、遺物の復元、実測、 ト

レース、遺構図の整理、 トレースを並行して行い、

その後遺構図・遺物図版の版組、遺物写真撮影、原

稿執筆、遺物観察表の作成を経て、 1月割付を作成、

2月入札。校正を行い、 3月本書の印刷を終了した。

―-3 



3。発掘調査。整理。報告書刊行の組織
主体者財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

(1) 発掘調査 主任調 査員富田和夫(9年度）

平成 8~10年度 主任調査員木戸春夫(8 • 9年度）

理 事 長荒片 桂 主任調査員石坂俊郎(10年度）

副 理 事 長富田真也(8 • 9年度） 主任調査員宮瀧由紀子(8年度）

副 理！ 事 長飯塚誠一郎 (10年度） 主任調査員幅田 聖(10年度）

寸声 オマヵ父 理 事古川國男(8年度） 岡部町教育委員会

寸市 マTヵ父 理 事塩野 博(9年度） 主 任鳥羽政之(8年度）

常務理事兼管理部長稲葉文夫(8 • 9年度） 主 事平田重之(9年度）

常務理事兼管理部長鈴木 進（10年度） 主 事宮本直樹(8年度）

理事兼調査部長梅沢太久夫(8 • 9年度） 臨 時 職 員松田 哲 (9年度）

管理部 臨 時 職 員斎藤欣延(10年度）

庶 務 課 長依田 透(8 • 9年度）

庶 ず名欠ヵ 課 長金子 隆(10年度） (2) 整理・報告書作成事業

主 査西沢信行(8 • 9年度） 平成10~13年度

主 査田中裕二(10年度） 理 事 長荒井 桂（10• 11年度）

主 任長滝美智子 理 事 長中野健一(12• 13年度）

主 任菊池 久(8年度） 副 理 事 長飯坂誠一郎

主 任腰塚雄二(9 • 10年度） 常務理事兼管理部長鈴木 進(10年度）

専門調査員兼経理課長 関野栄一 常務理事兼管理部長広木 卓 (11・12年度）

主 任江田和芙 常務理事兼管理部長大舘 健（13年度）

主 任福田昭芙 管理部

主 任腰塚雄二(8年度） 管理部副部長関野栄一(12年度）

主 任菊池 久(9 • 10年度） 管理部副部長兼経理課長 関野栄一（11年度）

調査部 竿巳 理 幹持田紀男（13年度）

調 木旦 部 長谷井 彪 (10年度） 庶 ォマ欠ヵ 課 長金子 隆(10• 11年度）

調査部副部長高橋一夫(8年度） 主席（庶務担当） 阿部正浩（12年度）

調査部副部長今泉泰之(9年度） 主席（施設担当） 野中廣幸(12年度）

調査部副部長水村孝行(10年度） 主 査田中裕二(10• 11年度）

調査第一課長井上尚明(9年度） 主 任江田和美(11年度）

調査第二課長大和 修(8年度） 主 任長滝芙智子(10• 11年度）

調査第二課長井上尚明(10年度） 主 任腰塚雄二(10年度）

主 査元井 茂(8年度） 主 任菊池 久(12• 13年度）

主 査橋本 勉(8 • 9年度） 専門調査員兼経理課長 関野栄一(10年度）

主 壼中村倉司 (9年度） 主席（経理担当） 江田和美(12年度）

主 査砥崎 主 任江田和芙(10・ll・13年度）
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主 任長滝美智子(12• 13年度） （資料整理第 2担当）

主 任幅田昭美 資料整理第二課長市川 修(10年度）

主 任腰塚雄二(11~13年度） 主任調査員木戸春夫(10年度）

主 任菊池 久(10• 11年度） 統括調 査員儀崎 -(11年度）

資料部 調査部

資 料 部 長増田逸朗（10年度） 調 フ旦 部 長高橋一夫（12• 13年度）

資 料 部 長高橋一夫（11年度） 資料副 部 長鈴木敏昭(12年度）

主幹兼資料部副部長小久保徹(10年度） 調査部副部長坂野和信(13年度）

専門調査員兼資料部副部長 {i岡憲雄：（11年度） 主席調査員（資料整理担当） 硲刈l奇 -(12 • 13年度）

寸市 門調査員大和 修（11年度） 統括調査員富田和夫(12年度）

主任調 査員福田 聖(13年度）
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II 遺跡群の立地と蠣境

1.地理的環境
岡部町は埼［県の北西部に位置する。面積30.57

量人口約19,000人の農業を主体とした町で、特産

品のブロッコリー生産は日本一を誇り、 トウモロコ

シ、鶏卵、肥育牛も県下一の生産贔である。

岡部町西部工業団地造成用地にかかる遺跡群は岡

部町大字榛沢地内に位置する。この地域は岡部町の

中でも最も西寄りにあたり、西側は小山川を挟んで

本庄市と接する。最寄の交通はJR岡部駅で、駅から

西北西に約3.2kmに位置する。周圃は畑と水田の広

がる農村地帯である。

本地域にかかわる河川は女堀川、見馴川（下流で

小山川）、志戸川、藤治川等があり、おおむね北東流

し、利根川に注いでいる。

遺跡群の立地する本庄台地は、神流川によって生

成された扇状地性台地である。標高約110mの神川

町池田付近を扇項部とする。そこから北東方向に高

度を減じ、本庄市諏訪町では約50mとなる。扇端は

急崖となって妻沼低地と接する。西は神流川を境と

し、東は志戸川支流の藤治川で櫛引台地と面する。

女堀川以東の地域は見馴川、志戸川などによる浸食

が進んでおり、扇状地と自然堤防に分類される（註

1) こともあるが、自然堤防とされる部分について

は本来の台地が浸食を受け、その上に堆積物かた

まったものと推定される。発掘調査で遺構の確認さ

れる面はローム面であり、基本的に集落は北側の小

山川と南側の志戸川に挟まれたこのような台地上に

展開している。

第 3図は、明治18年測鼠の迅速図に埼五県地質図

等を参考にして作成した地形分類図である。細部に

ついては正確さに欠ける部分もあるので、正確には

専門書を参考にされたい。

2.周辺の遺跡
この地域は多くの遺跡が所在する所として知られ

山地 丘陵 □□ 台

第 2図埼王県の地形
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第 3図遺跡周辺の地形区分
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ており、特に古墳時代以降の遺跡はその量とともに

内容において県内屈指のものである。調査件数も多

＜既に数多くの報告書等が刊行され歴史的背景につ

いても分析が加えられている。ここでは大寄遺跡の

中心となる時期である古墳時代以降の遺跡について

概観する。

前期の住居跡は原ヶ谷戸遺跡、大寄B遺跡、石蒔

B遺跡、水窪遺跡、六反田遺跡、滝下遺跡等で検出

されている。中期の住居跡は六反川遺跡、宮西遺跡、

西浦北遺跡、東光寺裏遺跡等で検出されている。前

期、中期の集落は、散発的で比較的小規模である。

後期には六反田遺跡、砂田前遺跡などの大規模な集

落か営まれている。

周辺一帯は方形間溝墓、古墳の密に分布する地域

としてよく知られている。前期の石蒔B遺跡は芙児

町の南志渡川遺跡とともに前方後方形周溝墓を合む

方形周溝墓群で、東海西部系土器群が多く出士して

いる。屎ヶ谷戸遺跡や大寄B遺跡でも前期の方形尉

溝墓が検出されている。中期では、安光寺遺跡、千

光寺遺跡や、台地先端部の四十坂遺跡、中宿遺跡で

方形周溝墓・方墳が検出されている。前期古墳とし

ては児玉町鷺山古墳があり、中期には芙里町長坂聖

天塚古墳、川輪聖天塚古墳がある。

後期には各所に群集墳が形成される。遺跡周辺で

は本庄市西五十子古墳群、東五十子古墳群、西山古

墳群、千光寺古墳群、四十塚古墳群などがある。ま

た、宮西遺跡では古墳跡が検出され、平安時代の住

居跡では埴輪が竃の袖として転用されていたことな

どから、榛沢地区内にも古墳群が所在することが予

想される。主要な古墳としては前記の他に浅間山古

墳、寅稲荷塚古墳、御手長山古墳等がある。これら

の古墳を造り得る杜会を支える生産基盤は、主に周

辺の低地部に求められる。石蒔A遺跡では、既に古

墳時代前期から灌漑を目的とした施設が造られてい

たと見られ、早くからこの地域に、水に対する管理

技術が取り入れられていたことがわかる。このよう

な伝統的な生産基盤の上に条里制が施行されるよう

になる。追跡周辺には児玉条里、十条条里、岡部条

里などがあり、調査例も増えている。

奈良•平安時代になると本遺跡群を含む小山川中

流域の榛沢、後榛沢に加えて祈たに、櫛引台地先端

部の岡地区に集落が営まれるようになる。前者には

六反田遺跡をはじめとして今回調査された大寄遺

跡、宮西遺跡、石蒔遺跡や重要文化財に指定されて

いる緑釉手付瓶等を出土した西浦北遺跡がある。後

者には榛沢郡正倉跡に推定される県指定史跡中宿遺

跡があり、 7世紀後半から 9批紀にかけての倉庫跡

が検出されている。

中宿退跡の南に広がる熊野遺跡は中宿遺跡ととも

に郡衝に関連する遺跡と推定されており、前代まで

と違った遺跡の有り方を示している。熊野遺跡から

は大型の掘立柱建物跡や石組井戸、道路跡のほか、

多数の住居跡が検出されている。遺物では多数の畿

内産士師器、唐三彩の陶枕、円面硯、帯金具など一

般集落からは出上例の少ない遺物がみられ、郡街を

取り巻く集落の様相が判明しつつある。いずれ、政

庁、正倉とともに屈辺部を含めた具体的な郡街像が

明らかになるに違いない。

10祉紀以降については本庄市大久保山遺跡、美里

町向田遺跡、中宿遺跡等で竪穴住居跡、東光寺裏遺

跡で羽釜などが出上している。今回の調査で大寄遺

跡から該期の住居跡がまとまって検出されている。

古代後半期の集落構造を具体的に窺うことのできる

資料であり、その意義は大きい。

註 1 『土地分類基本調査』では「見馴川低地」として

細区分しているが、『新編埼五県史別編 3』においては

なされていない。
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第 4図周辺の遺跡

，
 



周辺の遺跡

1 沖田 I遺跡 2 沖田II遺跡 3 沖田III遺跡 4 大寄遺跡 5 西宮遺跡
6 西浦北遺跡 7 稲荷塚遺跡 8 六反田遺跡 ， 東光寺裏遺跡 10 伊勢塚遺跡
11 石蒔A遺跡 12 石蒔B遺跡 13 地神祇A遺跡 14 地神祇B遺跡 15 原ヶ谷戸遺跡
16 四十坂遺跡 17 新井遺跡 18 水窪遺跡 19 上宿遺跡 20 滝下遺跡
21 中宿遺跡 22 砂田前遺跡 23 岡部条里遺跡 24 岡遺跡 25 樋詰遺跡
26 内手遺跡 27 熊野遺跡 28 新田追跡 29 菅原遺跡 30 上原遺跡
31 西龍ヶ谷津遺跡 32 水久保遺跡 33 西谷遺跡 34 石原Lll瓦窯跡 35 猪山祭祀遺跡
36 北坂遺跡 37 田端屋敷遺跡 38 笠ヶ谷戸退跡 39 雌濠遺跡 40 元富遺跡
41 七色塚遺跡 42 久下東遺跡 43 山根遺跡 44 大久保山遺跡 45 東谷遺跡
46 宥勝寺北裏遣跡 47 古川端遺跡 48 村後遺跡 49 Hの森遺跡 50 向居遺跡
51 志渡川遺跡 52 南志渡川遺跡 53 石神遺跡 54 清水谷退跡 55 安光寺遺跡
56 瓶廷神杜前逍跡 57 甘粕山遺跡群 58 神明ヶ谷戸遺跡 59 普門寺西山遺跡 60 こぶヶ谷戸祭祀遺跡
61 峯遺跡 62 用上平遺跡 63 島の上遺跡 64 矢島南遺跡 65 川輪聖天塚古墳
66 長坂聖天塚古墳 67 公卿塚遺跡 68 前山 1号墳 69 前山 2号墳 70 浅間山古墳
71 寅稲荷古墳 72 御手長山古墳 73 愛宕神社古墳 A 塚合古墳群 B 御堂坂古墳群
C 鵜の森古墳群 D 東五十子古墳群 E 西五十子古墳群 F 東冨田古墳群 G 浅見山古墳群
H 塚本山古墳群 I 西田古墳群 J 四十坂古墳群 K 水窪古墳群 L 白山古墳群

M 上原古墳群 N 中南古墳群

゜
後榛沢古墳群 p 荼臼山古墳群 Q 千光寺古墳群

R 西山古墳群 s 諏訪山古墳群 T 猪山古墳群 u 大明神古墳群 v 木部山古墳群
w 羽黒山古墳群 x 普門寺古墳群 Y 猪俣北古墳群 z 猪俣南古墳群

参考文献

埼玉県 1978 『土地分類基本調査 高崎・深谷』

埼玉県 1982 『新編埼玉県史』資料編 1

埼玉県 1982 『新編埼玉県史』資料編 2

堀日萬吉他 1986 「埼玉県の地形と地質」 『新編埼玉県史別編 3』 埼玉県

堀日萬吉他 1987 「荒川流域の地形」 『荒川 自然』 埼玉県

木庄市 1976 『本庄市史』 資料編

増田逸朗他 1986 『埼玉県古式古墳調査報告書』 埼玉県史編さん室

美里町 1986 『美里町史』 通史編

村本達郎 1975 『埼玉県地理図集』

上記以外の文献は文末に記載した。なお、本章は、木戸春夫 1998『沖田 I／沖田II／沖田Ill』埼玉県埋蔵文化財

調査事業団報告書第231集、富田和夫 2000『大寄追跡 I』埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第268集を一部改変

のうえ、抜粋して転載した。
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田遺跡群の概要

1.遺跡群の概要

岡部町西部工業団地は大字榛沢地内に位置する。

この地域は本庄台地が小山川と志戸川によって開析

された扇状地である。遺構の検出される面は基本的

にローム而であり通常の台地でのあり方と同じであ

るが、遺跡は時に埋没河川を合みその埋積土によっ

て複雑な情況を呈する。本遺跡群は榛沢地内の西寄

りに当たり、小山川に而して本庄市と接している。

小山川と台地との比高差は 3~4mを測る。北側は

小山川の古い流路によって形成されたと思われる急

勾配の斜面によって低位面に続く。

この地域には六反田遺跡、西浦北遺跡を始めとし

て多くの遺跡が存在し、榛沢逍跡群の名称で呼ばれ

ている。六反川遺跡は古墳時代前期から続く集落で、

150軒以上の竪穴住居跡が調査されている。稲荷塚、

大寄A、大寄B、西浦北、宮西の各遺跡は圃場整備

に伴って一部力噌闘査されている。

大寄A遺跡は水路部分の調査で、大寄遺跡II区中

央付近を東西に貰通する。大寄B遺跡は圃場整備に

よって完全に削平された部分の調査である。縄文時

代中期の埋設土器、弥生時代中期及び後期の住居跡、

古墳時代前期から奈良時代までの住居跡および方形

周溝墓などが検出されている（佐藤1979)。この 2遺

跡はいずれも現在の大寄遺跡に合まれるもので、大

寄B遺跡の所在した台地縁辺を北限とし、南西方向

に伸びる微高地全面に及ぶと考えられる。

西浦北遺跡は、縄文時代前・中期の住居跡 3軒、

古墳時代中。後期の住居跡 2軒、奈良。平安時代の

住居跡49軒、製鉄・柏錬遺構14基などが調査されて

いる（佐藤1983)。4号住居跡から出土した緑釉手付

瓶と灰釉長頸瓶は重要文化財に指定されている。西

浦北遺跡は独立した弧状を呈する畑の高まり部分に

遺構が集中していたと思われる。遺跡南側の宮西遺

跡と地形は独立しているが、内容は共通する部分が

多い。今回の調査では遺跡西側の低い部分が用地内

にかかっていたが、試掘調査の結果、遺構は確認で

きなかった。

宮西遺跡は大寄A遺跡と同じく水路部分の調査が

行われ、縄文時代前・中期の住届跡 4軒、古墳時代

後期の住居跡15軒、平安時代の住居跡 2軒が検出さ

れている。その一部が今回の調査区内に含まれてい

る。遺跡は前述の古流路を西限として東に広がる。

東側一帯は、大寄八幡神社があり、現在も集落が広

がる居住域で、遺跡の範囲も相当の広かりを持つも

のと推測される。今回の調査では新たに沖田 I遺跡、

沖田II遺跡、沖田III遺跡が確認された。これらの遺

跡は大寄遺跡と宮西遺跡の間にあるやや低い水田部

分にあり集落跡の存在は予想されていなかったとこ

ろである。試掘調査の結果、このような比較的低い

部分にも小規模な徴高地が確認され遺構が存在する

ことが明らかとなった。このような小規模な微高地

は開発が進んだ現在では地形図に表れることは殆ど

ないが、沖田 I遺跡については昭和36年の地図には

畑としての高まりを見ることができる。

今回の調査で検出された各遺跡の内容は以下のと

おりである。

沖田 I遺跡

縄文時代前期から平安時代の遺構、遺物が検出さ

れた。縄文時代の遺構は前期の竪穴住居跡 6軒、土

壊 7基である。退構は検出されなかったが中期の土

器片もわずかながら出土した。古墳時代に属するも

のは竪穴住居跡 5軒、掘立柱建物跡 6棟、土壇 5基、

溝跡10条である。いずれも後期に属する。平安時代

のものは竪穴住居跡 1軒、掘立柱建物跡 1棟、井戸

跡 1悲、土壊18基である。

沖田II遺跡

土壊 3悲、溝跡 1条、河川跡 1条、ピットが検出

された。遺物は縄文時代前期及び平安時代のものが

出土している。

―-11 -
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沖田III遺跡

縄文時代前期から近棋までの遺構、遺物が検出さ

れた。縄文時代に属するものは前期の竪穴住居跡 3

軒である。古墳時代前期では方形周溝墓 7基、竪穴

状遺構 5基、後期では竪穴住居跡10軒、溝跡14条で

ある。平安時代は井戸跡 1基、道路状遺構 1条、溝

跡 2条、十蜆J廣12基である。中槻以降の所産としては

土塙墓か 1基検出されている。

2. 大寄遺跡の概要
大寄遺跡は工業団地予定地の北西部に位置する。

今回調査対象となった 5遺跡の内でも、最大規模の

遺跡である。遺跡は標高約53~55m、概ね平坦な台

地上に立地する。遺跡の西側及び北西側は身馬／1|川（小

山川）によって形成された崖線によって画されてい

る。遺跡南東部は、西南西から東北東に抜ける浅い

埋没谷が入り、標高は若干低くなっている。この低

地帯を挟んで南側には沖田 I遺跡、沖田II遺跡が形

成されている。

遺構分布の面からも、この低地帯とその北側にあ

る相対的に高位な台地部では大きな相違が認められ

る。 II区南側に広がる低地帯は、追構密度が薄く、

古墳時代の住居跡が数軒と、奈良•平安時代の掘立

柱建物跡が数棟分布する程度で、居住エリアとして

は不適地であったようである。一方、北側の台地部

では竪穴住居跡、掘立柱建物跡など、極めて多数の

遺構が複雑に重複した状態で検出された。縄文時代

前期の住居跡を喘矢とし、古墳時代中期の土塙、古

墳時代後期～平安時代に至る住居跡、中机の建物や

井戸跡、また遺構としては検出されなかったが、縄

文時代中期・後期、弥生時代や古墳時代前期の土器

もあり、長期にわたり居住適地として利川されたこ

とか判明した。

さて、大寄遺跡 I• II区から検出された遺構は、

竪穴住居跡475軒、掘立柱建物跡91棟、井戸跡68基、

七壊412悲、荼昆跡 1基、土壊墓 4桔、溝跡57条、柵

宮西遺跡

縄文時代から中枇にかけての遺構、遺物が検出さ

れた。中心となる時期は平安時代である。奈良時代

の区画施設や粘土採掘壊、平安時代の製鉄炉跡、道

路跡、平安時代と推定される小金銅仏筈も出土して

いる。調査時における遺構数は竪穴住居跡327軒、掘

立柱建物跡36棟、井戸跡28基、土塙264基、溝跡60条、

古墳跡 1基、道路状遺構3条、粘土採掘壊 9基、製

鉄炉跡 2基などである。

列13条等である。竪穴住居跡は縄文時代前期のもの

か4軒、不明 2軒、古墳時代後期～平安時代に至る

ものが469軒検出された。縄文時代の集落は群とし

ての明確なまとまりをもたず、散在的である。古墳

時代後期、特に 6備紀前半代に位置づけられる集落

は、 I • II区南端の低地部に散在する。この段階で

は北側の台地部には集落が営まれない。北側に集落

が進出するのは 6匪紀末葉～ 7憔紀前後である。以

降10性紀後半～11性紀に至る頃まで、安定的に集落

域として機能したものと考えられる。特に10憔紀後

半以降の集落が多い点は本遺跡の最大の特徴とい

え、該期の集落としては県内でも最大規模の一例で

ある。

中憔段階の様相はあまり明確ではない。 I区南東

部に方形で小型の柱穴が密集して検出され、おそら

く、掘立柱建物跡群が存在したものと思われるが、

具体的に建物として捉えられなかった。また、中世

段階と思われる井戸跡、土壊が I区。 II区双方に検

出され、 II区には中糀段階と推定される火葬墓（荼

昆跡）が検出された。

大寄遺跡を含めた榛沢遺跡群は、古代の鮨落とし

ては熊野。中宿遺跡を含めた岡遺跡群と並ぶ大集落

であることは疑いない。「榛沢」の遺称地でもあり、

彼我の関連性は勿論、古代榛沢郡の動態を解明する

トで、また中祉杜会への移行を考える際に欠くべか

らざる遺跡といえよう。
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IV 大寄遺跡II区の遺構と遺物

1. II区の概観

大寄遺跡II区は、 I区の東方、保存区域を挟んで

約50m隔たっている。東西約230m、南北185mの広

大な調査区である。地形的には I区同様ほぼ平坦な

台地上に位置する。標高は約53~54mで、西側から

東側に向かって僅かに傾斜している。

調査区の南半には浅い埋没谷が入り、西南西から

東北東に向けて抜けている。この低地部と北側にあ

る台地部では、遺構分布の面からも大きな相違があ

る。調査区北半の高位面では極めて多数の遺構が桐

密に分布し、対照的に南側の低地部では遺構分布は

疎である。

検出された遺構は竪穴住居跡263軒、掘立柱建物

跡69棟、井戸跡60基、溝跡34条、土壊270基、荼昆跡

1基、土塙墓 4基、柵列跡 7条、＇性格不明遺構 2基

などである。

遺跡は縄文時代前期、古墳時代後期から平安時代

に至る集落、中祉の遺構群からなる。遺構は検出さ

れなかったが、弥生時代中期、古墳時代前期の土器

が出土しており、未調査の調査区北側に当該期の集

落が存在する可能性が高い。また、第 1号土壊は古

墳時代中期のものである。この他に同時期の遺構は

見られないが、同様に北側に遺構が展開すると考え

られる。

縄文時代の住届跡は 4軒検出された。第 1~ 3号

住居跡は、 3軒重複している。第124号住居跡は、や

や離れた東側にある。退存状態の良い第 1号住居跡

は長方形で、壁柱穴が巡る。前期閃ll1期に属する。

古墳時代後期～平安時代の住居跡は259軒検出さ

れている。

集落の中で最も古く位置づけられるのは、 6世紀

末菓～ 7祉紀初頭段階の 8軒の住居跡である。第57

号住居跡は、カマドをコーナ一部にもつ特異なもの

である。また、第 8• 11号溝跡、第38• 54号井戸跡

もこの時期に属するものである。）朽戸跡はいずれも

小規模で、索掘りである。

7肌紀には集落が本格的に展開する。前半は北側

に4軒が散在する程度だが、中頃から後半にかけて

倍増し、 40軒前後になる。大きく東側と西側の 2群

が認められる。前半の第206号住居跡は小規模だが、

遺物を多く出土している。

7槻紀後半段階になると、第21。23• 55 • 262号住

居跡など大型の住居跡がH立つ。特に第23号住居跡

は9mを越える本遺跡最大の住居跡である。カマド

は、奥壁の中央よりやや右側に辿られるものが多い。

また、この時期から掘立柱建物跡か本格的に造ら

れるようになる。住居跡群からやや離れた南側のエ

リアを中心に、総柱建物跡、側柱建物跡が分布する。

側柱建物跡は、 3 X 2間のものが最も多いが、 5X  

2間の第13号建物跡のような大型のものもある。第

13号建物跡は中央に 3X 1間の小規模な柱穴列があ

る特異なものである。第11号建物跡は、第18• 30号

溝によって区回されている。付近にある建物跡とは

軸方向が異なり、性格が異なる可能性もある。調査

区の北側の住居跡に接しているものは、やや軸方向

が西に偏している。その内の 3棟、西庇の第57~59

号建物跡は、 D-21グリッド付近に集中して分布し

ている。

総柱建物跡は10棟ほどあり、 3X 2間、 2X 2間

のものがある。第31• 56号掘立柱建物跡は調査区の

北側、それ以外は南側に位置する。側柱建物跡同様

に、両者では軸方向が異なる。調査区の南側のもの

は、一定の間隔を置いて配置されている可能性が高

しヽ。

なお、南北軸の建物跡で、この時期としたものは、

8肌紀代のものである可能性も考慮しておく必要が

あろう。

第42• 44 • 4 7 • 60号井戸跡は、いずれも調査区の

南側の低地にかかる部分に分布している。規模が小
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第 6図

さく、索掘りで、溜井と考えられる。

調査区を東西方向に貰く大規模な第10号溝は、 こ

の時期に開削されている。第 9• 19 • 33号溝は、第

10号溝に関連する一連のものと考えられる。

8柚紀前半は更に住居跡が増加し、 40~50軒前後

になる。 7憔紀から展開する集落は、 この時期に最

大規模になる。重複するものや、拡張されるもの、

カマドを造り替えるものが多く、継続した居住を窺

大寄遺跡全測図

わせる。第71号住居跡は、床面に鍛冶炉が2基付設

されており、輔の羽口等も出土している。第217・241

号住居跡は入り日と考えられる施設が認められる。

第237・241号住居跡は出土遺物が多く、 237号からは

切子玉や猿投窯産の水滴が出土している。

掘立柱建物跡は調査区の中央やや西側を中心に展

開する。住居跡群南側のエリアのものは南北軸、東

西軸のものが多く、それ以外はやや西に偏した軸方

―-16 -
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向である。側柱建物跡は、 3 X 2間のものが最も多

い。第33• 34号建物跡は南側に第 7号溝がある。時

期が特定できないものもあるが、 G • H~l7~19グ

リッドの建物跡は 8憔紀代のまとまりのある建物跡

群と考えられる。第 7号溝はこれらを区画するもの

と考えられる。第22号建物跡は近接するが、この建

物跡群とは軸方向が異なり、南庇を持っている。総

柱建物跡で、この時期に特定できるものは第34号 l

棟のみである。住居跡南側の建物跡群に含まれてい

る。

第49• 56号井戸跡は、規模が大きく、深い。第56

号井戸跡からはまとまって土器が出土している。

8憔紀中葉は集落が縮小を始める時期である。住

居跡は平面形が正方形のものと、主軸方向が長い長

方形のものがある。第152号住居跡は、一辺1.8mほ

どのごく小型のものである。第238号住居跡からは、

- 17 -
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第 7図 大寄遺跡II区全測図区割

遺物が多く出土している。この時期に特定できる建

物跡は、第44• 47陸建物跡のみである。いずれも住

居跡の分布からやや離れた南側に位置する。この内

第47号建物跡は、周辺の建物跡と一定の距離を置い

て配置されている可能性がある。

第48号井戸跡は大型のもので、 2段の掘り方を

持っている。

8廿t紀代だが、時期の特定できない掘立柱建物跡

は15棟ほどある。これまで述べてきたように、住居

跡と詞じ位置に分布し、やや西偏する軸方向を持つ

ものと、住居跡の南側のエリアにあり、先の第33• 

34号建物跡等とともに建物跡群を構成するものの 2

者がある。 3X 2聞の側柱建物跡が最も多い。総柱

建物跡は 3棟あり、南側のエリアに造られている。

8桃紀後半から 9槻紀前半は、集落が縮小する時

期である。 8世紀後半の住居跡は15軒前後で、主軸

方向が長い長方形のものが多い。

9世紀前半の遺構は極端に少なくなっている。 II

区では住居跡 3軒にとどまる。中葉でも少なく、 2 

軒のみである。いずれも主軸方向か長い長方形であ

る。

住居跡が再び増加に転ずるのは、 9軋紀後半であ

る。 25軒ほどの住居跡が検出されている。調査区の

西側に大部分が分布するが、第203号住居跡は東側

の調査区北側方面にかかって検出されており、もう

一つの群が北側に展開する可能性がある。住居跡は

―-18 -



平面形が正方形、縦長、横長の長方形のものがあり、

第115号→1主居跡は、極端に細長い平lhi形である。カマ

ドが対角線上に斜めに突出するものも見られるよう

になる。第60号住居跡は、焼失家屋である。掘立柱

建物跡は 2棟のみである。井戸跡は、大型の第16号

のみである。

10匪紀前半段階の住居跡は数軒で、調査区の北西

側に分布する。前回報店でも述べたように、前後の

時期ほどの軒数かなく、集落の継続性にやや疑間が

ある。住居跡の形態は、正方形、長方形である。カ

マドは中央に造られるものもあるが、右側のコー

ナー寄りに造られるものが多い。

掘立柱建物跡は第38号 1棟のみで 3X 2聞の総

柱建物跡である。柱間が一定せず、柱穴も軸線上に

並んでいない。井戸跡は第37号のみである。大型で

大規模な掘り方を持ち、蒸籠組みの井戸枠が組まれ

ている。

10世紀中葉の住居跡として認定できたものは 8

軒にとどまる。住居跡は全体的に小型化し、横長の

長方形のものが多くなる。カマドは住居の規模に比

して、大型のものが多くなり、住居跡の性格の変化

を窺わせる。

10祉紀後半以降の住居跡は40数軒を数え、 8世紀

前半と並んで、集落か最大規模に拡大した時期であ

る。ただし、 10世紀後半段階以降は上器群を明瞭に

分離することができず、 11憔紀代のものを合みこん

でいる可能性もある。同時存在の住居跡は十数軒の

可能性が高い。住居跡は、長軸 2~4mの小型のも

のが多く、概して浅めである。平面形は横長の長方

形のものが多く、カマドは奥壁のコーナー寄りの右

側に付設されている。第156号住居跡は土器を比較

的多く出土するが、それ以外はあまり多くないよう

である。

10世紀代と考えられる掘立柱建物跡は前述の第

38・号以外に 3棟検出されている。 5X 2間、 2 X 2 

―-19 

間の側柱建物跡である。いずれも、第 5• 6号柵列

との関連を窺わせる位置関係にある。

井戸跡でこの時期に特定できるものは、 2基検出

されている。住居跡群の中に位置する。規模が大き

く、 2段の掘り込みを持つ。

溝は南流する第22• 23号溝がある。浅く、性格は

不明だが、集落域の区両とも考えられる。

柵列は 7条検出された。いずれも時期を特定でき

ないか、相互に関連したものと思われる。第 5~ 7 

号は、集落域の外延を区圃するものと考えられ、そ

の至近には掘立柱建物跡が造られている。遺構の分

布からは 9世紀後半の集落の区圃と考えられるが、

10枇紀の掘立柱建物跡とも関係する可能性もある。

その他のものは、住居跡群内部の区回の可能性が高

く、具体的な構造物ではなく、生垣的なものである

印象を受ける。

土壊墓は 2基検出された。第 1• 2号は住居跡の

中に掘り込まれていた。 10世紀後半以降の住居跡を

利用した廃屋墓と考えられる。

出土遺物は土師器須恵器を主体とし、灰釉陶器、

10憔紀後半以降では羽釜、ロクロ上師器高台椀・小

皿などから構成されている。この他に刀f、鎌、鏃、

紡錘車、釘等の鉄製品や切子玉、勾玉等の玉類が出

土している。

12憔紀以降と考えられるものとしては、井戸跡、

土塙墓、溝等がある。井戸跡は規模か大きく、索掘

りである。土壊募は荼昆跡とセットになるものと考

えられ、調査区の北側に位置することから、更に墓

群が北側に展開すると予想される。第 3号t壊墓か

らは、北宋銭が 7枚布に包まれた状態で出上してい

る。第 4号土瑞墓からは、馬の上下の歯列が出土し、

馬を埋葬したものと考えられる。

遺物は、常滑産の甕、在地産の鉢、龍泉窯系の青

磁等が出土している。
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2.縄文。弥生時代の遺構と遣物

第124号住居跡（第29図）

B-22・23グリッドに位置する。住居跡の大半が第

146号住居跡と重複し、また、第53掘立柱建物跡とも

重複するが、本住居跡の方が古い。住居跡のプラン

は壁溝が存在することから推定可能で、ほぱ北西方

向に長軸を採る長方形を呈する。長径5.15m、短径

4.19m、深さ0.24mを測る。

住居跡のコーナーはやや丸みを帯びており、壁溝

及び、壁柱穴が一周巡るものと思われる。壁柱穴は

等間隔状に並び、深さは深いもので約0.4m前後、平

均では0.2m前後を測る。壁溝は壁柱穴と紺み合わ

さって存在するが、部分的に途切れる箇所がある。

炉は地床炉で、住居跡長軸上中央部やや北寄りに設

けられており、長径0.54m、短径0.45m程を測る。

住居跡の主柱穴は明瞭にし得ないか、長軸方向に

棟木の乗る 4主柱、もしくは 6本主柱が想定される。

遺物は 1点のみ出上している。 1は所謂繊維上器

で、縄文時代前期中葉の黒浜式に比定されるもので

ある。胴部でやや強く括れ、口縁部の開く深鉢形t

器と思われ、やや節の大きな単節 LR縄文を追横位

施文する。繊維はやや多く含まれており、風化か進

み脆弱である。

グリッド出土の縄文・弥生土器

第 I群土器（第29図1~13)

縄文時代前期の土器群を一括する。

1 ~11は繊維を含む黒浜式土器である。 1は口縁

部かやや内彎気味に開く器形を呈し、口唇部がやや

内削状の角頭状を呈する。やや撚りの緩い単節 RL

を施文する。 2は先細り状の角頭状日唇部か外反し

て開く器形を呈する。日唇ドには節の大きな単節

LR縄文を横位施文し、以下に厭体の異なる 0段多

条縄文 LRを施文する。この多条縄文には、原体末

端処理の結節部分の阿転文である S字状結節文が見

られる。 3も2と同様の器形の口縁部破片であり、

単節 LRを施文する。

4 ~ 9は胴部破片で、 11は底部破片である。 4~ 6 

は単節 LR縄文を施文し、 7は無節縄文を施文する。

8は器面の荒れが著しく、無節か単節かの判断が難

しい。 9、10は単節 RLを施文するが、 9はやや縦

位方向に細かく施文しており、結果的に LR縄文を

表出している可能性がある。

12、13は諸磯b式上器である。 12は平行沈線間に

爪形文を施文する爪形文系上器で、 13は浮線文系士

器である。 13は浮線の上に斜位の刻みを施すが、部

分的に、刻みが鋸歯状もしくは X状を呈する。

第II群土器（第30図14~18)

中期後半の加曽利E式士器を一拮する。加曽禾IJE

式の中でも終末段階の土器群である。

14、15は口縁部文様帯と胴部文様帯を持つキャリ

パー系土器の口縁部破片であるが、口縁部の内彎が

ゆる＜、隆帯で表現する渦巻文も退化している。 14

は日唇部直下に渦巻文を施すもので、使用される隆

帯は低平である。 15は口唇部が角頭状に肥厚するも

ので、口縁部文様帯上端を横位の隆帯で区画する。

16は口縁部文様帯下端部分で、下端区回の隆幣が巻

き上がって渦巻文を形成する。 17は胴部が「く」字

状に屈曲し、無文の日縁部が開く浅鉢で、日縁部と

の区画沈線上に交互の剌突文を施文する。肩部部分

の文様帯には沈線文を充填する区圃文を施すものと

恩われる。 18は輻広の沈線磨消懸垂文を垂下するも

ので、地文には単節 RLを充填施文する。

以上、 14~17は加曽利EIII式古段階の土器群に比

定されるが、 18は磨消懸垂文が無文帯状に広いこと

から、 EIII式新段階に比定されるものと思われる。

第III群土器（第30図19~28)

後期初頭から中葉の土器群を一括する。

19はやや厚手の土器で、列点状文を施文しており、

称名寺式終末から堀之内式初頭にかけてのものと思

われる。 20は3本沈線で区画、もしくはモチーフを

連結するものである。 24は底部付近の破片で、沈線

の区画文を施文している。いずれも堀之杯JI式に比
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定される。

21は角頭状の日唇部が内彎気味に開く器形で、浅

い沈線による細かな区画文を施す。日唇上には、沈

線が巡る。 22は角頭状日唇が開く器形で、日縁部内

端に沈線が巡る。 23は器壁の薄い上器で、放物線状

の沈線モチーフを描く。堀之内II式に比定される。

25、26は加曽利B式に比定されるt器群で、 25は

沈線の粗い斜格f日文を施文する。 26は3単位の波

状口縁を呈する深鉢形士器で、日唇部は外削状の角

頭状を呈する。日縁部裏には凹線文を 2条施文し、

以下に平行沈線文の無文を施文する。波項部付近の

日唇裏直下の凹線内には、円形の剌突文を施してい

る。外面は日縁部の無文帯下に、沈線文帯を施文す

る。この沈線文の間隔は比較的広い。

27、28は同一固体と恩われ、日縁部が「く」字状

に屈曲する浅鉢と思われる。 27はやや内削状の角頭

状日縁が緩やかな波状を呈し、波項部付近では日縁

部から胴屈曲部にかけての貼付文が見られるが、剥

落している。日縁部と郷部に沿って沈線区画が施さ

れ、それぞれ無文傑を挟む様に単節 LR縄文を施文

する。曽谷式に比定されよう。

第w群土器（第30図29、30)

後期終末から晩期初頭にかけての土器群を一括す

る。 29、30は紐線文系の土器群で、 29はやや内彎す

る口縁部に低隆帯を巡らし、そのCに連続刺突文列

を施文する。 30は日縁部がやや内彎する器形で、日

端部に幅広の結節状の剌突文を巡らしている。文様

帯は沈線で区圃し、斜行沈線や弧状沈線文でモチー

フを描く。安行II式系の士器群であるが、晩期の安

行IIIa式段階に比定されよう。

第V群土器（第30図31~42)

弥生時代中期の土器群を一括する。 31~36は地文

縄文上に沈線文を施文するもので、大半は壺形土器

の頸部から胴部にかけての破片である。 31、32は沈

線区画に沿って剌突文列を施文している。 33~35は

地文縄文土に集合沈線文を施文しており、 36は角状

沈線で区画、モチーフを描いている。 37~41は縄文

のみ施文される土器群である。

42は胴部から底部にかけて大形破片で、底部は現

存する。胴部は曲線沈線文で細かな区画文を施し、

区画文は単位文化せず、連続しており、対称構成も

見られない。胴部の中央で、モチーフの中間部に円

形貼付文を施し、上部には刻みを施している。底径

5.6cm、現存高12.2cmを測る。

グリッド出土の石器

打製石斧（第31図1~6)

4がやや撥形を呈する他は、何れも中央部に挟り

の入る分胴形石斧である。 4は中期、 2 ~ 5は中期

未から後期の所産と思われる。 6は弥生時代の所産

と思われ、本米ならば石鍬と分類すべきものと思わ

れる。 1は頭部を欠損し、ホルンフェルス製で、長

さ8.1cm、幅6.3cm、J厚さ2.lcm、重さ95.10gを測る。

2は刃部を一部欠損するが、ホルンフェルス製で、

長さ9.4cm、輻6.0cm、厚さ1.6cm、重さ84.10gを測

る。 3は完形の砂岩製で、長さ11.6cm、輻6.2cm、厚

さ2.3cm、重さ194.97 gを測る。 4は完形のホルン

フェルス製で、長さ 15.5cm、輻6.9cm、原さ2.4cm、

重さ206.21gを測る。 5は刃部を一部欠損するが、

結晶片岩製で、長さ 13.2cm、輻8.2cm、開さ2.4cm、

重さ310.50gを測る。 6は刃部を欠損するが、ホル

ンフェルス製で、長さ 14.6cm、幅14.9cm、原さ2.3cm、

重さ467.91 gを測る。

磨石（第31図7、8、第32図9)

3点出土していが、いずれも大形の磨石である。

7は完形の安山岩製で、長さ11.65cm、輻9.3cm、厚

さ5.5cm、重さ796.58 gを測る。 8は一部欠損する

か、安山岩製で、長さ 13.1cm、幅8.2cm、原さ3.3cm、

重さ521.31 gを測る。 9は完形の閃緑岩製で、長さ

17.6cm、輻9.7cm、厚さ6.0cm、重さ1411.89gを測る。

石皿（第32図10)

1点ののみ出上した。 10は一部欠損するが、両測

縁に小突起を 1対作り出している。安山岩製で、長

さ21.1cm、輻14.0cm、厚さ6.1cm、重さ1432.55 gを
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第32図 グリッド出土石器(2)

測る。

砥石（第32図11)

石皿の転用品で、線状の研磨脹と磨面か見られる。

安山岩製で、長さ 11.6cm、幅12.90cm、厚さ6.8cm、

重さ715.97 gを測る。

挟状耳飾（第32図13)

半分程を欠捐するが、小形の挟状耳飾で、長さ2.

0cm、輻1.1cm、厚さ0.5cm、重さ 1.44 gを測る。滑石

製である。

三角形石製品（第32図12)

全而研麿が施されており、縁は刃部状を呈する。

スクレーパーの可能性もある。刃部を一部欠損する

が、泥岩製で、長さ6.5cm、輻6.8cm、厚さ 1.1cm、重

さ53.87gを測る。
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3.古代。中世の遣構と遺物

(1) 竪穴住居跡

第125号住居跡（第33図）

調査区の北西側、 A・ B-21グリッドに位置する。

第30号掘立柱建物跡が東側に按し、北東側に第127

号住居跡が、南西側に第130号住居跡かある。

平面形は長方形で、規模は長軸方向3.24m、短軸

方向2.53m、深さは0.05mでごく浅い。主軸方向は、

N-89"-Eを指す。床面は平坦で、貼り床や硬化面

等は確認できなかった。深さがごく浅いこともあ

り、覆土の状況は観察できなかった。

カマドは東壁の南寄りに追られ、壁を掘り込み突

出している。ごく浅い掘り方が設けられ、火床面は

床面よりやや下位になっている。袖は検出できな

かった。ピット 1は位置としては貯蔵穴の可能性も

あるが、覆土は焼土を多く合み、カマド崩壊後の流

れ込みと考えられることから断定には至らない。

床面に掘りこまれたピットは多いが、柱穴と考え

られるものは確認されなかった。
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SJ I 2 5カマド

］ 暗褐色土 焼土・炭化物微量

2 暗褐色土焼土プロック・焼土粒多焼、灰少量

3 黒色土 ロームプロック少星

SJ I 2 5ピット］

］ 赤褐色土焼土主体、ローム粒混入

2 暗褐色土 ローム粒・焼上粒やや多、灰少簸

3 暗褐色土 ローム粒多量

2m 
ー、11 : 6 0 

第33図第125号住居跡

逍物は上師器の甕の小破片がカマド中より出土し

たのみで、図示できるものはない。時期は 9柾紀と

考えられる。

第126号住居跡（第34図）

調斉区の北西側、 A-21グリッドに位置する。遺

構の北側は調査区域外にかかる。第127号住居跡、第

30 • 56号掘立柱建物跡と重複閃係にあり、本住居跡

が最も祈しい。また東偲に近按して第128号住居跡

があり、出土遺物から本住居跡の方が新しいと考え

られる。

平面形は北側が調査区域外となるため確実ではな

いが、正方形と推定される。規模は長軸方向2.81m、

短軸方向は調査区内で2.57m、深さは0.21mで浅

い。主軸方向は、 W-Eを指す。床面は平坦で、堅

＜踏み固められ、硬化していた。覆土はローム粒や

ブロックを多く含み、埋め戻しの可能性が高い。

カマドは東壁の南寄りに造られ、壁を掘り込み突

出している。火床面は床面とほぼ同じ高さで焚口に

近いと考えられる部分が焼土化していた。袖は検出

できなかった。西壁に沿ってピットが2基撮リこま

れていた。その内ピット 1は埋め戻しと考えられ

る。柱穴と考えられるものは確認されなかった。

遺物は、土師器のj:和の小破片とロクロ土師器の高

台付椀が出土している。上器以外にも南西コーナー

の床面直上から釘が、カマド内から用途不明の折損

しだ棒状製品が出上している。時期は10憔紀末と考

えられる。

第127号住居跡（第34図）

調査区の北西側、 A-21グリッドに位置する。遺

構の北側の大部分は調査区域外にかかる。第126号

住居跡、第30・56号掘立柱建物跡と重複関係にあり、

本住居跡が最も占い。また西側に近接して第125号

住居跡がある。

平面形は北側が調査区域外となるため不明であ

る。規模は北西ー南東方向で2.25m、深さは0.05m
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SJ 1 2 6 

1 黒褐色土 ローム粒微量

2 暗褐色土 ローム粒・ロームプロック (1~5cm大）多量

3 暗褐色土焼土粒・焼土プロック(1,2cm大）多量

SJ126ピット 1

4 黒褐色土 ローム粒・ロームプロック (2,3cm大）少械

2m 
-~-41 :60 

SJ126 SJ128 
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第34図 第126~128号住居跡・出土遺物
第 2表 第I26 • 128号住居跡出土遺物観察表

番号 器 秤 ロ径 高 底径 胎 上 焼成 色 調 残率 備 考

1 土 師 杯 (14.0) 3 6 EH 2 橙褐 5 
2 ロクロ杯 (10.9) 3.4 DE 1 明褐 15 内面及び口縁部黒色処理十ミガキ
3 ロクロ高台椀 14.6 4 9 6 2 ADE 3 橙褐 75 
4 土 師 杯 (12.0) 3 7 DEH 2 橙褐 15 

でごく浅い。主軸方向は、 N-63°-Wを指す。床面

は平坦で、貼り床や硬化面等は確認できなかった。

深さがごく浅いこともあり、覆土の状況は観察でき

なかった。

カマドは検出していない。床面、壁面にピットが

掘りこまれていたが、本住居跡のものではないと考

えられる。

遺物は土師器の甕の小破片が出土している。時期

は9世紀と考えられる。

第128号住居跡（第34図）

調査区の北西側、 A-21・22グリッドに位置する。

遺構の北側は調査区域外にかかる。第56号掘立柱建

物跡と重複関係にあり、本住居跡が古い。また東側

に近接して第126号住居跡があり、出土遺物から本

住居跡の方が古いと考えられる。

平面形は北側が調査区域外となるため確実ではな

いが、方形と推定される。規模は南壁が3.54m、直

行する方向力哺乱査区内で1.35m、深さは0.22mで浅

い。主軸方向は、 N-80°-Eを指す。床面は平坦で、

やや軟弱である。覆土の状況は確認できなかった。

カマドは検出していない。床面には床下土壊と考

えられる径 1mほどの掘り込みが2基掘りこまれて

いた。柱穴と考えられるものは確認されなかった。

遺物は土師器の杯・甕と須恵器蓋の小破片が出土
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土 焼七粒やや多、ローム粒微最<・ 1 暗褐色

調査区域外 I 2 黒褐色土ローム粒少呈

SJ 1 2 9床下士塙 1

1 赤褐色土焼土層

B I 暗 褐 色土ロームプロックとの混土層
°・― 2 日

12 3 黄褐色土 ロームと白色粘土の混土厄

I五I t¥¥ ¥¥¥ SK 2 1 8 ム粒やや多

SJ129 3 暗褐色土焼土粒少吊、ロー

4 灰白色粘土焼土粒少量、硬質

5 黒色土焼士粒少最 土混入

6 黄褐色上ローム質で、暗褐色

7 暗褐色土ローム粒均ーに混入

8 暗褐色上ローム粒少量
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第35図 第129号住居跡・出土遺物・第218号土壊
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第3表 第129号住居跡出土遺物観察表

釆,n昇J 認 柾 口径 しI口口’一J 底 径 胎 土

1 七 師 皿 (14.0) 2 8 (10 6) ADE 

2 上 師 昇： (10 8) 4 4 (6 0) AEH 
J 0 土 師 杯 (12 8) 3.8 ADE 

4 土 師 均： (11.8) 4.0 (6.4) DE 

5 須恵高台椀 (13 2) 5.6 6 4 EJK 

6 須恵高台椀 (14 0) 5.5 6 0 BDE 

7 須 恵 皿 13.2 2 1 6 4 EIJ 
8 須 車じヽ ~ 11Il 13 2 2 7 6.1 BEIJK ， 羽 釜 (21.8) 7.0 BDEJ 
10 上 師 今式柘 (19 4) 24.3 4 0 ADEH 

11 十眉l|i台付甕 2 7 18.0 ADEH 

12 土師台付甕 2.5 8.6 DEH 

13 上器片錘 0.7 BEH 

している。時期は 8世紀前半と考えられる。

第129号住居跡（第35図）

焼成

1 

2 

2 

2 

2 

1 

2 

2 

1 

1 

1 

1 

2 

調査区の北西側、 A-22グリッドに位置する。北

側と東西は調査区域外にかかり、調査できたのは遺

構の南側の一部のみである。第218号土壊と重複関

係にあり、本住居跡が古い。

平面形は不明だが、南壁が直線的であることから

方形になると推定される。規模は南壁が調査区内で

3.09m、直行する方向が2.13m、壁の立ち上がりは

ほとんどなく、壁周溝で追構の範囲を認定した。主

軸方向は、 W-Eを指す。床面は平坦でやや軟弱で

ある。北東側の床面直上には焼土が一面に広がって

いた。覆土は焼土を多く合む。自然堆積である。

カマドは検出していない。床面には床ド士壊と考

えられる掘り込みが2基掘りこまれていた。この内

床下土壇 1は下層に白色粘土を多く含み、第218与

土壊にも同様の粘土層が認められることから、何ら

かの関係がある可能性も考えられる。柱穴と考えら

れるものは確認されなかった。

遣物は土師器のJill..杯・甕と須恵器の皿・高台付

椀、羽釜が出土している。土師器は器肉の原い 1.

2と薄い 3• 4があり、後者は端部がつまみあげら

れている。須恵器はいずれも末野窯産である。 6は

体部外面に「舎」の墨書がある。 13は土器片錘と考

えられるもので、杯の底部を打ち欠き、両端に］］子

による切り込みが入れられている。

色 凋 残率 備 芳

橙褐

明褐

赤褐

橙褐

明灰

乳灰

暗灰

灰

橙褐

棺褐

橙褐

明褐

褐灰

25 

25 

15 

15 

45 木野産 A 

55 No. 5 「舎」墨書 A 

50 末野産 A 

100 木野光 A 

10 カマド t師質 ロクロ整形

65 No. 2 No. 3 

60 No. l 

95 No. 4 

100 土師杯の底部転用

時期は 9肌紀後半と考えられる。

第130号住居跡（第36図）

調査区の北西側、 B-21グリッドに位置する。第

133号住居跡、第30・56号掘立柱建物跡と重複関係に

あり、本住居跡が最も新しい。また東側に近接して

第134号住居跡があり、出上遺物から本住居跡の方

が祈しいと考えられる。

残存状況が悪く、カマドと北壁と南壁の掘り込み

を僅かに認識できたことにより、遺構の範圃を認定

した。

平面形は、正方形である。規模は長軸3.31m、短

軸3.28m、深さは0.02mでごく浅い。主軸方向は、

N-90°-Eを指す。床面は平坦で、硬化面等は認め

られなかった。覆土は深さがごく浅いこともあり、

覆土の状況は観察できなかった。

カマドは東壁の南寄りに造られ、壁を掘り込み突

出している。燃焼部のもっとも深い部分を検出でき

たのみで形態等は不明である。火床面は床面とはほ‘‘

同じ高さで最も深い部分が焼土化していた。柚は検

出できなかった。東壁寄りの中央には径1.lm、深さ

15cmの土塙が床面の下に掘り込まれており、床下土

壊と考えられる。柱穴と考えられるものは確認され

なかった。

遺物は、ロクロ土師器の高台付椀の破片が出土し

ているのみである。時期は10匪紀と考えられる。
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SJ 131 

1 黒褐色土 ローム粒少艮、焼土粒多呈

2 黒褐色土 ローム粒少羅

3 黒褐色土焼土粒・炭化物少量

4 赤渇色土焼土

5 黒褐色土 ローム粒微量、しまり強

6 黒褐色七 ローム粒多量

SJ 131床下土塙 1

1 黄褐色土一部硬化する

2 黒褐色土 ロームプロックまばら

SJ 1 3 2 

1 暗褐色土焼土・ロームプロック含む

2 黒色土灰・焼土多い

3 暗褐色土 ローム粒・焼土粒少量

SJ I 3 2ピット 1

1 黒 色 土 ローム粒・焼土粒少量含む

2 黒褐色土 ローム粒多量、焼土粒・焼土プロック (1,2cm大）少量

SJ 1 3 3 

1 暗褐色土 ロームプロ、ソクやや多、ローム粒・焼土少量

2 暗褐色土 ローム粒多憎

3 黒褐色土

SJ 1 3 3カマド

1 白色粘土 焼七プロック・黒色土混入

2 黒色土灰多量

3 黒色土ロームプロック混入

4 暗褐色土 ロームプロック少量

5 黒褐色土

6 白色粘土 貼付されている

7 白色粘土 ロームプロック混入

第36図 第130~133号住居跡

- 51 -



SJ130 

]□王□
SJ131 

＼ロロ：：

口口／

ーヘ一戸言 5

ニ 6

。

爪
口
胄
3

(1/3) 

◎
 

~7 

゜
0 2 0 3 0,4 0,C (113) (1/3) (1/ 3) 

(1/3) 
(1/ 3) 

⑤ ① ⑤ ① ◎ 

SJ132 

~6 

。し— l',13 1評
0 • 5cm 

／
 口/] 

-― ―
-

-=-
-

P

 

t口□竺三o18 

こ 19

口／／］21

第37図 第130~132号住居跡出土遺物

第131号住居跡（第36図）

調査区の北西側、 B-21グリッドに位置する。第

132号住居跡、第231号土壊と重複関係にあり、本住

居跡が最も新しい。

平面形は長方形である。規模は長軸3.18m、短軸

2.46m、深さは0.06mでごく浅い。主軸方向は、 N

-79°-Wを指す。床面は平坦で、堅く踏み固められ、

硬化していた。覆土は自然堆積で、 1層に焼土ブロッ

クが多く合まれるが、周辺からの流れ込みと考えら

れる。

カマドは東壁の南寄りに造られ、燃焼部の大部分

は壁内に収まるが、若干壁を掘り込んでいる。火床

面は床面とほぼ同じ高さで焚口に近いと考えられる

部分が焼土化していた。灰層はあまり発達していな

い。袖は検出できなかった。カマドの手前には長軸

l.Om、短軸0.8mの土壊が貼り床の下から検出され

た。北西コーナーには径0.4m、深さ0.45mのピット

1が掘り込まれており、柱穴と考えられる。
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第4表 第130~|32号住居跡出土遺物観察表

釆p」昇J 器 種 ロ径 高 底径 胎 上 焼成 色 調 残率 備 考

1 ロクロ高台椀 3 2 7 4 ABDEJ 1 荼褐 70 確認面

2 ロクロ高台椀 (14. 0) 6.2 8 2 AEG 2 淡褐 65 No.16 内面黒色処理十ミガキ

3 ロクロ高台椀 (14 0) 3 1 ADJ 1 明褐灰 20 確認面

4 須 声Uムヽ 杯 (13 8) 3 7 ADH 3 灰臼 10 B 

5 ロクロ高台椀 2.3 8.6 BDE 1 褐灰 75 N<19 内面黒色処理十ミガキ

6 ロクロ高台椀 2 5 8.2 ADEJ 1 荼褐 95 No. 9 内面黒色処珂

7 須恵高台椀 3,2 (6.8) ADH つJ 灰白 20 No. 8 B 

8 羽 ク立 (20 0) 11 3 BEIJ 2 荼褐 15 No. 4 井ロクロ整形、上師質、体部外面縦ケズリ

， 羽 クー、立 25 0 14 5 DEJ 2 褐 15 No. 5 • 6 • 7 ロクロ整形 十．師質

10 士 錘 長3.3cm 最大径1.0cm 孔径0.25cm 咀旦287 g D 1 明褐 残率100%

11 上 錘 長33cm 最大径1.2cm 孔径0.3cm 重址3.45g ADE 2 明褐 残率100%

12 土 錘 長3.5cm 最大径1.1cm 孔径03cm 重贔275 g AD 2 暗褐 残率100%

13 士 錘 長3.5cm 最大径1.2cm 孔径03cm 重是401 g EJ 2 暗褐 残率100%

14 上 錘 長4.0cm 最大径12cm 孔径0.3cm 重量3.86g AD 2 明茶褐残率100%

15 t 錘 長4.2cm 最大径11cm 孔径03cm 甫星3.97g ADE 2 暗褐 残率100%

16 ロクロ皿 10.2 2.4 5.0 DE 2 

17 ロクロ椀 (17 0) 5 4 DE 2 

18 ロクロ高台椀 1 6 (6 8) DE 2 

19 上 師 珈式 2 3 (6 O) DEJ 2 

20 十一 師 珈£<こ (26.0) 7.2 BEJ 1 

21 羽 多並 (20. 0) 5.9 AE 3 

遺物は、比較的多く、カマドの手前からカマドの

構築材と考えられる礫とともに羽釜がまとまって出

土した。

器種は須恵器の杯・高台付椀、ロクロ土師器の高

台付椀、羽釜、土錘が出土している。 2はロクロ土

師器の高台付椀で内面黒色処理され丁寧に磨かれて

いる。 5 • 6はロクロ土師器で内面黒色処理される。

8 • 9は羽釜である。 8はロクロ調整されず、胎土

が土師質である。 9はロクロ調整である。土器以外

にも床下土瑞から雁股鏃の鏃身部が出土している。

時期は11世紀前半と考えられる。

第132号住居跡（第36図）

調査区の北西側、 B-21グリッドに位置する。第

131・133号住居跡、第54号掘立柱建物跡と重複関係

にあり、第131号住居跡よりも古く、第133号住居跡、

第54号掘立柱建物跡よりも新しい。

平面形は長方形である。規模は長軸3.29m、短軸

2.36m、深さは0.08mでごく浅い。主軸方向は、 N

-83'-Wを指す。床面は平坦である。覆土は自然堆

積である。

カマドは東壁の南寄りに造られ、若十壁を掘り込

赤褐

橙褐

褐灰

褐

橙褐

褐

70 No. l 

25 No. 3 カマド確認面内面ミガキ

40 カマド

35 p 1 

15 p 1 

5 非ロクロ整形 土帥質

んで突出している。火床面が床面より若干掘り窪め

られている。焚日に近いと考えられる部分が焼土化

していた。袖は検出できなかった。カマドの手前の

北西コーナーには径0.6m、深さ0.3mのピット 1が

掘り込まれており、覆土にば焼土が多く合まれてい

た。

遣物はロクロ土師器の小皿がカマドの南壁に接し

て、椀がカマドの中から出土している。

器種はロクロ土師器の小皿・高台付椀、土師器の

甕、羽釜が出土している。この他に図示不能だが灰

釉陶器の皿の細片が出土している。 17はロクロ土師

器の椀で内面か丁寧に磨かれている。 21は羽釜で、

ロクロ調整されず、胎上が土師質である。時期は10

祉紀末と考えられる。

第133号住居跡（第36図）

調査区の北西側、 B-21グリッドに位置する。第

130 • 132号住居跡、第30• 54 • 56号掘立柱建物跡と

重複関係にあり、いずれよりも本住居跡が古い。

平面形は方形である。規模は長軸4.0lm、短軸

3.50m、深さは0.06mでごく浅い。主軸方向は、 N

-61°-Eを指す。床面は平坦で部分的に貼り床が認
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第38図 第133号住居跡出土遺物

第5表 第133号住居跡出土遺物観察表

釆田万ロ 器 種 II径 高 底径 胎 土 焼成

1 土 師 杯 (12.0) 3.6 AEG 2 
2 上 師 杯 (12 0) 3.4 ADE 1 
J ウ +. 師 坑 (12 0) 3.4 EGHJ 2 
4 土 師 杯 12.2 3.4 EH 2 
5 上 師 皿 (15. 0) 2.9 ADEH 3 
6 須 声e~、 昇； 3.8 5.6 BEI 1 
7 上 帥 鉢 (25 0) 14.7 (10 0) EH 2 
8 七 師 坑丞柘 2.8 (7.0) BEG 3 

められる。覆十＾は自然堆積である。

カマドは東壁の中央より若干南寄りに造られてい

た。第54号掘立柱建物跡の柱穴と重複するため明ら

かでないが撚焼部はほぱ壁円に収まると考えられ

る。火床面は床面とほぱ同じ高さで地山の焼上化は

認められなかった。床面上には灰層 (2層）が形成

されていた。袖は白色粘上を貼り込んで造り出され

ていた。右側の袖には補強材として第38図 7の鉢が

正位で埋め込まれていた。柱穴と考えられるものは

確認できなかった。

遺物は上師器のj:不・皿。鉢・甕、須恵器の杯が出

土している。 6の杯は底部周辺ヘラ削りの末野窯産

のもので、混入の可能性が高い。時期は 7世紀中葉

と考えられる。

第134号住居跡（第39図）

調査区の北西側、 A・ B~21 • 22グリッドに位置

する。第30。56号掘立柱建物跡と重複関係にあり、

いずれよりも本住居跡か新しい。また西側に近接し

色 凋 残率 備 考

淡褐

荼褐

桁褐

橙褐

褐

青灰

荼褐

赤褐

20 確認面底部黒斑有り

20 底部黒斑有り

5 

60 

25 S]132と接合

55 末野産 A 

30 No. l 

20 床下

て第130号住居跡があり、出土遺物から本住居跡の

方が古いと考えられる。

平面形は不整な長方形である。東壁は北側が張り

出している。規模は長軸3.48m、短軸2.66m、深さ

は0.06mでごく浅い。主軸方向は、 N-84'-Wを指

す。床面は遺構の中央がやや低く、壁周辺がやや高

めである。貼り床が認められ、全体に堅く踏み固め

られ、硬化していた。覆土は自然堆積である。

カマドは東壁の南寄りに造られ、壁を掘り込み突

出している。火床面は床面とはぼ同じ高さで、支脚

の手前が焼土化していた。袖は検出できなかったが、

燃焼部の両脇から抽の構造材と考えられる片岩が出

土している。左側は倒れた状態だが、右側は立てら

れたままの状態であった。中央には支脚と考えられ

る径10cm、高さ25cmの礫が立てられたままの状態で

出土し、その上に 4の羽釜かかぶった状態で出土し

ている。遺構の中央には大規模な掘り方が掘り込ま

れ、それを埋め戻して lmX0.6mの床下土塙が造
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貼床

SJ 1 3 4 

1 黒褐色土 ローム粒・ロームプロック (2~4cm大）・焼土粒・白色粘土少量

2 黒褐色土 ローム粒・焼土粒少晨

3 黒褐色土 ローム粒・ロームプロック (2cm大）多量

SJ 1 3 4カマド

4 黒褐色土 ローム粒・ロームプロック (3,4cm大）・焼土粒多最

5 黒褐色土 ローム粒少量、焼土粒多量、しまり弱

6 黒褐色上焼土プロック、しまり強

7 黒褐色土 ローム粒多量、焼土粒少量

SJ 1 3 4床下土樅 1

1 暗褐色土 ローム粒少呈

2 暗褐色土 ローム・白色粘土プロック

3 黒色土ロームプロックとの混土層

4 黒色土

SJ134ピット 1

1 暗褐色土 ロームプロック (3cm大）やや多い

2 暗褐色土 ローム粒・ロームプロック少量 (SB56)

3 明褐色土 ローム主体、黒色土プロック混入 (SB56)

0
ヒ

2m 
I -•一 l.6 0 
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第39図 第134号住居跡・出土遺物

第 6表 第134号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 ロ径 高 底径 胎 上 焼成 色 調 残率 備 考

1 ロクロ小皿 10. 2 2 8 4.4 AHJ 2 淡褐 80 カマドNo.5 

2 ロクロ椀 (15. 6) 5.4 (7 4) ADHJ 2 褐 30 

3 七 師 叫瓦五 (21.8) 5 1 AEG 2 褐 5 

4 羽 釜 (21.4) (27 0) 10 0 ADEH 1 褐灰 30 カマドNo.1 • 2 • 3 • 4 • 6 ロクロ整形 須恵質

られている。上面には貼り床が施されていた。南西

コーナーに径60cm、深さ50cmのピット 1があり、埋

め戻しの可能性が高い。柱穴と考えられるものは確

認されなかった。

遺物はロクロ土師器の小皿・椀、土師器の甕、羽

釜が出土している。 2の椀は底部外周がヘラ削りさ

れている。内面は黒色処理される可能性がある。羽

釜は胴部中ほどを欠失するが同一個体と考えられ
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1 黒褐色士． ローム粒・ロームプロソク(1~4cm大）多呈

2 赤褐色土焼土

3 黒褐色土焼土粒多量

4 黒色土灰多量、焼土粒微量

SJ 1 3 5ピット 1
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第40図 第135号住居跡・出土遺物

第 7表 第135号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 ロ径 高 底径 胎 上 焼成 色 調 残率 備 考

1 上 師 杯 (13 0) 3.2 BDE 3 褐 5 上壊 1
2 土 師 杯 05.0) 4.4 AEGH 2 褐 20 
3 須 声じ‘ 杯 (12.4) 3.4 (6 O) BEK 1 青灰 20 No. 5 末野産 A 
4 須恵高台椀 2.4 (5.8) DEJK 2 明灰 80 No. 4 木野産 A 
5 須 恵 椀 (16 0) 5 7 EK 2 灰 20 末野産 A 
6 須 恵 盤 (22 0) 4 6 BEIJK 2 明灰 5 末野産割れr,を削リ、口縁にしている A 
7 土 師 甕 (18 0) 4.5 DEJ 2 赤褐 20 
8 ロクロ杯 (12 6) 2 7 ADE 1 淡褐 15 ， 羽 多並 (22 0) 5 8 ABDEJ 1 淡褐 5 No. 3 非ロクロ整形胴部外面縦ケズリ 七師質
10 羽 父立 4 4 (11. 5) BDEJ 2 褐 20 No. 1 
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る。ロクロ整形され、底部周辺はヘラ削りである。

時期は10祉紀末と考えられる。

第135号住居跡（第40図）

調査区の北西側、 B-21・22グリッドに位置する。

第54号掘立柱建物跡と重複関係にあり、本住届跡が

新しい。

平面形は不整な方形である。規模は長軸3.45m、

短軸2.93m、深さは0.18mで浅い。主軸方向は、 E

-wを指す。床面は遺構の中央がやや低く、壁周辺

がやや高めである。貼り床が認められ、全体に堅く

踏み固められ、硬化していた。覆士中にロームブロッ

クが多く含まれ、埋め戻しの可能性がある。

カマドは東壁の最も南寄りに造られ、壁を長く掘

り込み、やや斜め方向に突出している。カマドの右

側の壁面には段がつけられていた。火床面は床面と

ほぼ同じ高さで、焚口に近いと芳えられる部分が焼

土化していた。側壁も焼土化していた。煙道にピッ

ト状の掘り込みがある。 4層は灰層である。抽は検

出できなかった。南西コーナーにあるピット］は径

1.lm、深さ40cmあり、埋め戻しの可能性が高い。

柱穴と考えられるものは確認されなかった。

遺物は土師器の杯・甕、須恵器の杯・高台付椀．

盤、ロクロ土師器の杯、羽釜が出土している。 10の

羽釜はカマド燃焼部から出土したものである。 3

~ 6の須恵器はいずれも末野窯跡産である。 6の盤

は甕の底部厨辺の部分を、割れ日を削り日縁部とし

たものである。羽釜はいずれも非ロクロ整形で縦位

のヘラ削りが施され、上師質である。 10の甕の底部

には多量の砂粒が付着している。遺物の時期は大き

く9世紀後半 (3~7) と10世紀前半(1 • 2 • 8 

~10)の2時期に分けられる。この内、本住居跡の

時期はカマド燃焼部から出土した羽釜から10川紀

前半とする。

第136号住居跡（第41図）

調査区の北西側、 C-21グリッドに位置する。第

137 • 138与住居跡、第58• 59号掘立柱建物跡と重複

関係にあり、本住居跡が最も新しい。

平面形は方形である。確認面で掘り込みは認めら

れず、方形のシミ状の範圃を遺構の範圃とした。規

模は長軸2.93m、短軸2.61mである。主軸方向は、

N-9"-Eを指す。床面は貼り床が遺構の中央に若

干残るのみであった。

カマドは燃焼部の底面を確認したのみである。東

壁の最も南寄りに造られ、壁を掘り込み突出してい

る。火床而は床面とはほ同じ高さで、焚日に近いと

考えられる部分が焼土化していた。抽は検出できな

かった。カマドの正面のやや南寄りには、径70cm、

深さ 15cmの床下土瑞があり、上面に貼り床が施され

ていた。南西コーナーにあるピット 1• 2は径40cm

で上層に焼土を含み、埋め戻しの可能性がある。柱

穴と考えられるものは確認されなかった。

遺物 (1~3) はロクロ上師器の小皿・杯、須恵

器の杯が出土している。 1 • 2はロクロ上師器で、

2は内面黒色処理され、T寧なヘラ摩きが施される。

3の須恵器の杯は混入と考えられる。時期は11軋紀

中葉である。

第137号住居跡（第41図）

調査区の北西側、 B • C-21。22グリッドに位置

する。第136• 138号住居跡、第58• 59号掘立柱建物

跡、第37号井戸跡と重複関係にあり第、 136号住居

跡、第37号井戸跡より古く、その他のものより新し

い。第138号住居跡は本住居跡と入れ子状になって

いる。

平面形は長方形である。規模は長軸4.16m、短軸

3.08m、深さはO.lmで浅い。主軸方向は、 W-Eを

指す。床面はほぼ平坦で、貼り床は認められない。

全体に堅く踏み固められ、硬化していた。覆土は自

然堆積である。

カマドは東壁の中央よりやや北側に造られ、壁を

掘り込み突出している。火床面は床面とほぼ同じ高

さで、壁の外側は段を持って煙道となっている。 6

層は灰層である。袖は白色粘土を貼りつけて造られ

ていたが、実測していないため図示できなかった。

北西コーナーにある土瑞 lは径1.0m、深さ25cmあ

- 57 -



ー＝f—-—+-----ロ SE37 

D D' 

SJ138 

E E' B B 

SJ136 

一二三
SJl 37 •138 

〖口／4

口

三□
三 Z

ーふ

u• 
I 

」

e
 

L
e
3
S
 

口

口
口尼／／

＼／  

』

Q ． 

SJ 1 3 6ピット 1• 2 

1 暗褐色土焼土粒やや多

2 黄褐色土 ローム主体

3 暗褐色土 ローム少呈

4 黒色上ローム微呈

SJ137 

1 黒褐色土 ローム粒・焼上粒・炭化物少量

SJ 1 3 8 

2 黒褐色土 ローム粒・焼土粒少せ、しまり強

SJ 1 3 8カマド 1

3 黒色土焼七・灰多量

4 黄褐色土 ローム粒・ロームプロック (2,3cm大）

主体

SJ 1 3 7カマド

5 暗褐色上焼土プロック多量

6 黒色土灰多、焼七粒含む

SJ 1 3 7土痰 1

1 黒色土ローム・焼土少最

2 黒色土 ロームプロック・焼土プロック

やや多

SJ 1 3 8カマド 2

1 黒褐色土 ローム粒・焼七粒少量

2 赤褐色土焼土粒屯体、白色粒多量

3 黒褐色土 ローム粒・ロームプロック

(2 cm大）多量

SJ 1 3 8土塘 1

1 暗褐色土焼土粒少縫

2 黒色土 ロームプロックやや多

3 褐色土焼土・粘土粒多量
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」l:60

＼三／

□ ；～で、7ーロ

□ 
三

□ 
0 10cm 
I I l l ~ 4 

第41図 第136~138号住居跡・出土遺物(I)
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第8表 第136~138号住居跡出土遺物観察表

牙田ミ早J 器 種 ll径 閲 底径 胎 t 焼成

1 ロクロ小 1lll(10. 0) 2.1 (6 4) AEG 1 

2 ロクロ杯 (14.8) 3.4 BEGH J つ

3 須 恵 昇： (11.3) 2 8 BDE 1 

4 七 師 均： (12. 0) 3.3 DE 2 

5 土 師 杯 (13 0) 3.2 EG 3 

6 上 師 昇： (12.4) 3.2 BCEH 2 

7 七 師 杯 (12 6) 3.8 BEH 2 

8 土 師 杯 (13. 0) 4.2 ABDEH 2 

9 上 帥 杯 02.8) 4 1 ABEJ 2 

10 +. 師 均； (13 0) 4.2 (8. 8) ABDE 2 

1 1 上 師 昇： (14. 0) 4.2 BEII 2 

12 七 師 皿 13 6 2.8 7.5 DEG 2 

13 狙 声じヽ 皿 (12. 5) 2.3 (6 0) ABHI 3 

14 須 恵 皿 (11 6) 2 2 EIK 1 

15 須恵高台杯 3.7 EHK 3 

16 土 師 甕 (16 4) 5 8 DE 2 

17 土 師 坑式柘 (17 0) 7 2 DE 1 

18 +̂ 師 罪零 (19 0) 5.7 ADE 2 

19 上 帥 珈ーよ (18.0) 12 8 DEHJ 2 

20 上 師 甕 18 0 17.5 ADE 2 

21 七 師 瑯式 (19.8) 5 4 ABDEH 2 

22 土 帥 甕 (22.0) 5 1 DE 1 

23 -L師小剋甕 11 6 7 8 ABEH 3 

24 土師小型甕 (12 0) 8 9 BEH 2 

25 上師小型甕 (14.0) 6 3 EH 2 

26 七師小型甕 (9 2) 4 1 AE 2 

27 上師小型甕 (12 8) 8 3 ADE 1 

28 上師小烈甕 (12 6) 5 0 AEH 2 

29 小 却 郷寧 (18 2) 18.0 18.5 DEH 1 

30 土 師 吋ぷ€ 3.0 8 8 BCEH 2 

31 十一 師 坑武律^ 9.5 DE 1 

32 土師台付甕 2.5 (7.6) BEH 2 

33 上師台付甕 3.3 (8.5) DEH 1 

る。覆士 (1層）は自然堆積である。柱穴と考えら

れるものは確認されなかった。

遺物 (4~33) は土師器の杯・皿・甕・台付甕・

小型甕、須恵器の皿・高台付杯、また図示できない

が灰釉陶器の小破片（実物不明）が出土している。

12の皿、 20• 29の甕はカマドからの出土である。調

査時に第138砕住居跡と一体で取り上げられてお

り、遺物を両者に分離することに躊躇するものもあ

るが、カマド出土土器をもとにするならば10を除く

土師器杯・皿類、 19• 20 • 29の甕類が本住居跡に伴

うと考えられる。 11の杯は内面が黒色処理され、ヘ

ラ磨きが施されている。 29の甕には径 6cmの内側か

らの底部穿孔が施されている。時期は10薗紀前半で

色 調 残率 備 ガ

淡褐

橙褐

明灰

黒褐

暗褐

淡褐

褐

淡褐

橙褐

明褐

褐

荼褐

黄灰

青灰

暗灰

褐灰

明褐

褐

橙褐

褐

橙褐

橙褐

橙褐

褐

淡褐

暗褐

褐

褐

明褐

褐

橙褐

褐

明褐

20 

30 p 1 内面黒色処理＋ミガキ

15 p 1 末野産 A 

10 

10 

25 カマド

20 1号カマド

45 カマド

30 SJ137上壊 1

25 掘リ方

5 内面黒色処理＋ミガキ カマド

60 カマドNo.14 確認面

10 末野産 A 

25 掘リ方末野倖 B 

20 未野産 SJ137土壊 1 B 

20 確認面

10 掘リ方

30 No. l 

20 確認面

30 カマドNo_5 • 12 間辺確認面

25 カマド

15 掘リ方

40 1号カマド

15 カマド

15 床―ド

10 

30 確認面

25 カマド

25 カマドNo.2 • 8 SJ136 • 137確認面底部穿孔

75 カマド

65 カマド S]136 • 137確認面

40 床下

80 確認面

ある。

第138号住居跡（第41図）

調査区の北西側、 B-21、C-21• 22グリッドに

位置する。第136• 137局住居跡、第58• 59号掘立柱

建物跡、第37号井戸跡と重複関係にあり、第58• 59 

号掘立柱建物跡より新しく、その他のものより古い。

第137号住居跡は本住居跡と人れ子状になってい

る。

平面形は長方形である。規模は長軸3.88m、短軸

2.99m、深さは0.04mでごく浅い。主軸方向は、 E

-Wを指す。床面はほぼ平坦で、貼り床が認められ

る。覆土は第137号住居跡が入れ子状に掘り込まれ

るため硬化していた。
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口＼＼＼ ＼ 

SB6 3 0]  p7 

SJ139 

]-

B 53 90 

SJ 1 3 9 

1 黒褐色土 ローム粒・ロームプロック(1~3cm大）少量

SJ 1 3 9カマド

2 黒褐色土 口＿ム粒・焼土粒少量、白色粘土多量

3 黒褐色t焼土粒多量

4 黒褐色土焼土粒多拭、白色粘士少械

5 黒褐色土焼土粒少量

6 黒褐色土 ローム粒・焼土粒少量

SJ 140カマド 2

1 灰白色粘土

2 灰白色粘土 焼土プロック多量

3 暗褐色土ローム粒少量

4 暗褐色土ローム粒やや多、焼上粒少量

5 黒 色 土灰多量、焼土粒・焼土プロック・炭化物混入

6 黒 色 土 ロームプロック多量混入、灰・焼土粒混じる

7 黒色土ロームプロック多号

第43図第139• 140号住居跡

1に＼｀｀ぷ：山

」

8 暗褐色土 ローム粒やや多、白色粘土粒少展

9 暗褐色士~ ロームプロック混入、白色粘土プロックやや多

SJ 1 4 0カマド 1

10 灰白色粘土焼土プロック多量

11 黒灰色土灰多

12 褐色土焼土・ローム粒含む

SJ 1 4 0ピット 5

13 暗褐色土ローム粒やや多

14 暗褐色土ローム含まない

O 2 m 
I ~ l - 9 1 60 

カマドは北壁と東壁の 2箇所に造られていた。築

造順序は 1号→ 2号の順である。 1号カマドは北壁

のほぼ中央に造られる。浅い土塙状の燃焼部が掘り

込まれ、突出している。掘り方 (4層）はローム土

で埋め戻されている。火床面は床面より下位になっ

ている。 3層は灰層である。使用後ローム七で埋め

戻されていたと考えられ、覆土の 2層が乗っている。

カマド 2は東峡のほぼ中央に造られる。浅い土壊状

の燃焼部が掘り込まれ、やや長く突出するようだが、

第37号井戸跡と重複しており不明である。火床面は

床面より下位になっている。第137号住居跡築造時

に埋め戻された可能性がある。カマド 1• 2とも袖
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第44図 第139号住居跡出土遺物

第9表 第139号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 ロ径 翡 底径 胎 土 焼成

1 L 師 杯 (13 0) 3.2 (8.8) DEH 2 

2 +p  師 昇： (12. 0) 2.7 DEH 2 

3 土師台付甕 3 2 8 8 DE 1 

4 上師小刑甕 (14 0) 9 9 BDE 1 

5 七 師 郷式 (18.6) 18.0 EGH 1 

は検出できなかった。北東コーナーにある土壊 1は

径1.0m、深さ20cmあり、埋め戻されている可能性が

高い。柱穴と考えられるものは確認されなかった。

遺物は土師器のj:不.lIIl.。甕・台付甕・小刑甕、須

恵器の皿。一高台付杯が出土している。第137号住居跡

の項でも述べたが、調査時に第138号住居跡と一体

で取り上げられており、遺物を両者に分離すること

に躊躇するものもあるが、第137号住居跡の資料と

したもの以外は本住居跡に伴うものと考えたい。須

恵器は破片のみである。いずれも末野窯跡産である。

甕には大小があり、小型のものは台付甕である可能

性が高い。時期は 9世紀末である。

第139号住居跡（第43図）

調査区の北西側、 A•B-22グリッドに位置する。

第140号住居跡、第62・63号掘立柱建物跡と重複関係

にあり、いずれよりも新しい。

平面形は長方形である。規模は長軸3.92m、短軸

2. 74m、深さは0.22mで浅い。主軸方向は、 N-89°

-Wを指す。床面は平坦である。覆土は自然堆積で

ある。

カマドは東壁の中央より若干南側に造られ、煙道

色 調 残率 備 考

明褐

明褐

橙褐

褐

赤褐

25 

10 

95 カマド

30 No. l 

30 カマドNo.4 • 8 • 10 

部分は若干壁を掘り込み突出している。燃焼部は浅

い土壊状を呈し、火床面は床面よりややド位となっ

ている。床面の焼上化は見られない。灰層は認めら

れず、 3 • 4屈は天井部の崩落土と考えられる。柚

は検出できなかった。柱穴と考えられるものは確認

されなかった。

遺物は土師器の杯・甕・小型甕・台付甕、また図

示できないが須恵器の杯の小破片が出土している。

士器以外にも棒状の鉄製品が出土している（第270

図30)。3~ 5はいずれもカマド出土である。時期は

9祉紀末と考えられる。

第140号住居跡（第43図）

調査区の北西側、 A•B-22グリッドに位憤する。

第139• 141号住居跡、第62• 63号掘立柱建物跡と重

複関係にあり、第141号住居跡より新しく、その他の

ものより古い。

平面形は方形である。規模は長軸4.92m、短軸

3.67m、深さは0.16mで浅い。主軸方向は、 N-35°

-Wを指す。床面はほぼ平坦で、貼り床か認められ

る。覆士はローム土を多く含み、埋め戻しである。

カマドは北壁と東壁の 2箇所に造られていた。築
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第45図 第140号住居跡出土遺物

第10表 第140号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 ロ径 高 底径 胎 上 焼成 色 調 残率 備 考

1 土 師 杯 (13.0) 3.1 BDEH 2 橙褐 20 休下 内面放射暗文＋ラセン暗文

2 L 師 昇： (12 0) 3.2 AD J つ 赤褐 10 床卜^

3 十一 師 杯 02.6) 3 3 BDE 2 褐 40 No. 6 カマドNo.l • 2 

4 上 師 昇； (14.0) 3 0 DE 2 褐 15 

5 土 師 鉢 (12.0) 3.9 DEH 2 橙褐 10 床下

6 士 師 冊（160) 3 0 AEG 2 橙褐 15 床下

7 須 恵 昇； (13 6) 3 5 (8 6) BEJ 2 明灰 20 P3 末野産 A 

8 須 恵 壺 2 8 BEK 1 暗青灰 20 床下末野産 A

， ロクロ高台 5 2 (10 4) BDEH 3 明褐灰 20 No. l 

10 上 師 刻云f (22 0) 6 3 DEH 3 褐 20 

11 土 師 甕 (22.4) 14 8 DEH 2 橙褐 15 カマド

12 土 師 顎コ (22.0) 14 5 DEG 2 褐 20 カマドNo,5 • 7 

造順序は不明で、同時に使われていた可能性もある。

カマド 1ぱ東壁の中央よりやや南寄りに造られる。

燃焼部は壁面に掘り込まれ、突出している。掘り方

は深く、褐色土 (12層）で埋め戻されていた。火床

面は床面とほぼ同じ高さである。 10層は天井部の崩

落土、 11層は灰層である。カマド 2は北壁の中央よ

りやや東寄リに造られる。浅い土壊状の燃焼部が掘

り込まれ、突出している。 6• 7層は掘り方で、ロー

ム土で埋め戻されていた。火床面は床面より下位で

ある。 2層は大井部の崩落土、 5屈は灰層である。

煙道先端部のピットは煙突の施設である可能性があ

る。袖は検出できなかった。柱穴は径40~50cm、深

さ60~75cmで、柱痕等は認められなかった。

遺物は土師器の坪・ lIII.。鉢・甕、須恵器の杯・壺、

ロクロ土師器の高台付杯が出土している。 3の杯は

カマド出土である。 8は壺の肩部で、櫛歯状のエ具

により刺突文と波状文が施文されている。ロクロ土

師器は混入と考えられる。時期は 8肌紀初頭である。
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SJ144協り方

SJ 141 

1 暗褐色士 ローム粒・ロームプロック（2,3cm大）少量

2 黒褐色土 ローム粒少最

SJ 141カマド

1 暗褐色土 ローム粒・白色粘土・焼上粒多量

2 暗褐色土 白色粘土・焼土粒多量、 1層に比べて粘土少

3 白色粘土焼土粒少量

4 赤褐色土焼土

5 黒灰色土焼土粒少量、灰多

6 暗褐色土 ローム粒・白色粘土・焼土粒・焼土プロック (2cm大）多量

第46図

第141号住居跡（第46図）

調査区の北西側、 A・ B-22 • 23グリッドに位置

する。北側ヵ哺周査区域外にかかる。第140• 143 • 144 

号住居跡、第19• 29 • 62局掘立柱建物跡と重複関係

にあり、本住居跡が最も古い。

平面形は方形になると推定される。規模は長軸

7 黒褐色土 ローム粒・焼土粒多盪

8 白色粘土

SJ 141ピット 1• 2 

1 暗褐色土 ローム粒少量

2 暗褐色土 ローム粒・ロームプロック(1,2cm大）多量

3 黄褐色土 ローム粒・ロームプロック (3cm大）主体、

黒褐色土ブロック混入、しまり強

SJ 141ピット 3

1 黒色土

2 暗褐色土 ローム粒やや多

3 暗褐色土 ロームプロック混入

4 黄褐色土 ローム主1本、黒色上混入

゜1 l 
2m 

二 I:60

第141号住居跡

6.18m、短軸4.06m、深さは0.14mで浅い。主軸方

向は、 N-80°-Eを指す。床面はほぼ平坦である。

覆土はローム土を不規則に含み、埋め戻しの可能性

もある。

カマドは東壁のほぼ中央に造られる。燃焼部は壁

内に収まる。掘り方は深く、 ローム土や白色枯土を
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第47図 第141号住居跡出土遺物

第11表 第141号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 ロ径 高 底径 胎 上 焼成 色 調 残率 備 考

1 土 師 均； (13 8) 4 5 AEH 2 褐 30 

2 上 師 杯 (13.8) 4.7 DEH 2 褐 30 カマド袖

3 土 師 杯 (13.0) 4 1 DE 2 褐 20 カマド カマド袖

4 士 師 昇： (13 6) 3 7 DEH 2 明褐 15 床下

5 土 師 杯 03.8) 4 1 AE 2 褐 20 

6 土 師 昇； (14 0) 3 3 DEH 2 橙褐 10 床下

7 土 師 坑 (15.2) 4 1 DEH 2 黒 10 内外面とも黒色

8 土 師 杯 06.0) 3.8 ADEH 2 橙褐 15 放射暗文， 土 師 坪 (13 0) 3.2 ADE 1 赤褐 5 放射暗文

10 土 師 皿 (17.0) 3.1 DE 2 明褐 15 

11 須 声じ‘‘ 杯 (6.0) 2.8 BEH 3 暗灰 10 周辺確認面 木野産 A 

12 須 恵 壺 5.6 EJ 1 暗青灰 10 カマド末野産 A

13 土 師 甕 (25. 0) 9.8 AEG 1 茶褐 25 床下

14 土 師 壺 5.0 (9 0) ADEH 2 褐 25 周辺確認面

15 七師小型鉢 (13 4) 5 7 DE 2 褐 15 

16 土 師 均； 0 5 DE 2 褐 破片 周辺確認面 「x」のヘラ記号

17 土 師 琲 (12 4) 4.1 BEJ 2 赤褐 20 
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SJ142 

1 黒褐色土 ローム粒微最・焼土粒

焼土プロック (2,3cm大）・白色粘土少量

2 黒褐色土 ローム粒・焼土粒少量

3 黒褐色土 白色粘土多量、焼土粒少量

4 黒褐色土焼土粒・焼tプロック (3,4cm大）多量

5 黒色土 ローム粒・焼土粒少量

6 赤掲色土焼土

7 黒褐色土 ローム粒・ロームプロック (1,2cm大）少最

8 黒褐色土 ローム粒・焼上粒．灰・白色粘土多量

9 黄褐色土 ロームプロックによる硬化面

10 黒褐色土

゜

SJ 1 4 2床下土墟 1

1 黒褐色土焼土粒少呈、炭化物少景

2 褐色土灰・焼土多量、炭化物少景

SJ143 

1 暗褐色土 ローム粒・焼土粒・少景

SJ 1 4 3カマド

2 暗褐色土焼土粒少量

3 赤褐色土焼土層

4 暗褐色土 焼土粒多量、ローム粒・ロームプロック

(2,3 cm大）・炭化物・白色粘土少量

SJ144 

1 暗褐色土 ローム粒・焼土粒少量

嗜。

SJ144カマド 1

2 褐色土焼土・白色粘土・炭化物多械

3 黒色土灰多量

4 暗褐色土 ロームプロック・焼土粒多量

SJ144カマド 2

1 赤褐色ナ 焼土プロック主体、白色粘土混在

2 黒色土焼土粒混入

3 暗褐色土ローム粒・ロームプロック混在

SJ 1 4 4ピット 1~3 

1 暗褐色上 ローム粒少呈

2 黄褐色土 ローム粒・ロームプロック主体、

暗褐色上を斑状に含む、しまり強

3 暗褐色上 ローム粒少量、しまり強

第48図 第142~|44号住居跡
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第12表 第142~144号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 日径 r切．ユ 底 径 胎 十一 焼成

1 須恵系高台椀 13 0 5.2 5.2 DEGJ 2 
2 ロクロ高台杯 14.0 7.0 9.2 ABDE 1 
J つ 須恵系杯 (13.0) 3.7 EGJ 2 
4 須恵系高台椀 4.8 (7.2) EHJ 3 
5 t師高台杯 (14. 0) 4.9 AEG rJ ) 

6 上 師 甕 4.9 4.0 BDH 1 
7 十一 師 甕 (21.0) 8 8 DEG 2 

8 土 師 珈写 (22.0) 17.6 BEJ 1 ， 上 師 珈上 (19 4) 18 7 ADE 1 
10 七 師 均； (12 0) 3.6 (8. 8) ADEH 3 
11 土 師 杯 (12.0) 3 5 (8 0) AEH 3 
12 上 師 昇： (12.3) 3 4 ADE 2 
13 土 師 1lll (15.0) 3 9 DE 2 
14 須恵高台椀 3 0 (7 2) BEK 1 
15 土 師 甕 (20.0) 6 8 ADE 2 
16 七 師 珈率 (30 0) 14.1 ABEG 1 
17 羽 釜 (22.6) 12 2 BDEJ 1 
18 七 師 均： (12 0) 3.8 BEH 2 
19 土 師 杯 (14 0) 2.6 BEH 2 
20 上 師 昇； (14.2) 2 8 BDEH 2 
2] 須 恵 杯 (15.0) 3.7 HIJ 1 
22 土師小型壺 (10.5) 5.7 6 5 DE 1 

23 上 師 嘩式 (16.0) 10.1 BCDEH 2 

多く合む褐色土 (6• 7層）で埋め戻されていた。

火床面は床面とほぼ同じ高さである。 3• 4層は天

井部の崩落土、 5層は灰層である。袖は白色粘土を

貼りつけて造られる。柱穴は径50~70cm、深さ20cm

前後で、柱痕等は認められなかった。 1 • 2の内側

にもピットがあることから、建て替えられた可能性

もある。

遺物は土師器の坑．jJl1.甕．壺・小型鉢、須恵器

の杯・壺、古墳時代中期のi甘・高杯が出土している。

12の肩部には櫛刃状工具による烈点文が施される。

16の内面に「X」のヘラ記号が見られる。 17は古墳

時代中期のもので混入である。時期は 7世紀末であ

る。

第142号住居跡（第48図）

調査区の北西側、 A•B-23グリッドに位置する。

第143• 151号住居跡と重複関係にあり、本住居跡が

新しい。

平面形は長方形である。規模は長軸3.42m、短軸

2.29m、深さは0.06mでごく浅い。主軸方向は、 N

-83"-Wを指す。床面はほぼ平坦である。覆土は自

色 調 残率 備 考

褐

荼褐

荼褐

荼褐

赤褐

暗褐

橙褐

荼褐

橙褐

明赤褐

褐

淡褐

橙褐

青灰

褐

赤褐

橙褐

暗褐

褐

淡褐

灰褐

明褐

荼褐

75 P 1 No. 6 

95 P 1 No. 1 • 11 • 13 
15 

30 p 1 

25 p 1 

65 No. 8 

20 No.12 

45 No. 2 • 3 • 4 • 5 • 10 
35 P 1 No. 7 • 9 

10 

10 

30 口縁部に無調整部残す、黒斑有リ（底部）

20 

30 No. 3 木野産 A 

10 カマド

15 No. 4 

15 土師質胴部タテケズリ カマド

25 床下

10 

15 2号カマド

10 ｝木下末野哨 A

35 体部側面黒斑有り

30 1 号カマド •P4· 床f/SJ143 

然堆積である。

カマドは東壁の南寄りに造られる。燃焼部は浅い

十壊状に掘り込まれる。掘り方 (7• 8層）は深く、

黒褐色土で埋め戻されていた。火床面 (6層）は床

面とはほ詞じ高さである。 3• 4層は天井部の崩落

土、 5層は灰層である。袖は検出できなかった。土

塙 1は長軸1.0m、短軸60cm、深さ40cmで、埋め戻さ

れている。柱穴と考えられるものは確認されなかっ

た。

遺物は土師器の高台付杯・甕、須恵系土師質土器

の杯高台付椀、ロクロ土師器の高台付杯が出土して

いる。 1の底部には製作時の置台と考えられる植物

の圧痕が付いている。 6• 9の甕はカマド出土であ

る。時期は10世紀中葉である。

第143号住居跡（第48図）

調査区の北西側、 A・B-23グリッドに位置する。

第141・142• 144号住居跡、第19• 29号掘立柱建物跡

と重複関係にあり、第142号住居跡より古く、それ以

外より新しい。

平面形は方形である。規模は長軸3.37m、短軸
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1 暗褐色土焼土粒やや多、ロームプロック

少量

2 黒色土焼土・炭化物混入

3 赤褐色土焼土

4 暗褐色土

SJ 1 4 5床下土塙 1

1 暗褐色土 ローム粒少量

SJ 1 4 5床下土塙 2

1 暗褐色土 口＿ム粒・焼土粒・炭化物少旦

SJ 1 4 5床下土讃 3

2 黄褐色土 ローム粒・プロック (1~3cm大）

主体、暗褐色土プロック少呈、

しまり強

3 黒褐色土 ローム粒多量

SJ145床下土痰 4

1 暗褐色土 ローム粒・焼土粒多最

SJ 1 4 6 

1 黒褐色土 ローム粒少量

SJ 1 4 6カマド

2 黒褐色土焼土粒少量、白色粘土多量

3 黒褐色土 焼土粒・焼土プロック (2~4cm大）多量、白色粘土少量

4 赤褐色土 焼土粒・焼土プロック (2cm大）主体、白色粘土少聾

5 黒褐色土焼t粒少鼠

6 白色粘土焼土粒少骸

7 白色粘土

8 黒色土灰多量、焼土粒少量

9 黒褐色土 ローム粒・焼土粒少姑

10 黒褐色土 ローム粒少量

21鷹

SJ145 

＼ 

□ 
一□□／

ロコロ□l.
0 !Oc田
l l →1 4 

第50図 第 I45 • 146号住居跡・出土遺物(I)
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第51図 第I45 • 146号住居跡出土遺物(2)

第13表 第145• 146号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 ロ径 一晶’一 底径 胎 上 焼成 色 調 残率 備 考

1 ロクロ小皿 (10 0) 2.0 (5.0) ACEH 1 橙褐 10 
2 ロクロ高台杯 (14 6) 3.7 ADHJ 2 淡褐 20 No. 6 
3 ロクロ高台椀 (14 0) 5.3 (7.0) BHJ 2 荼褐 60 内面黒色処理＋ミガキ
4 ロクロ杯 (14 0) 3.7 EG 2 褐 10 
5 土 師 珈ー上 (26 O) 14.5 ABDHIJ 2 褐 20 No. 5 
6 羽 釜 (22 4) 6.1 DEJ 1 明褐 15 No. 3 ロクロ整形上師質
7 羽 ク卓 (24 O) 4 7 HJ 2 褐 20 P 1 No. 4 土師質
8 土 錘 長33cm 最大径1.2cm 孔径0.3cm 重量3.51g DE 1 明赤褐 残率100%， 土 師 均： (16 0) 3 0 BDEH 2 橙褐 15 壁溝
10 土 師 杯 (16.0) 3.6 DEH 2 明褐 10 
11 上 師 皿 (15.0) 3.0 DEH 2 明褐 10 床 F
12 七 師 Jill (15.0) 2 4 DEH 2 褐 15 カマド
13 土 師 皿 (17.0) 3.8 ADE 1 橙褐 15 No. l 
14 上 師 皿 (15.0) 2.8 DEH 2 荼褐 25 No. 2 

2.98m、深さは0.06mでごく浅い。主軸方向は、 N

-79"-Eを指す。床面はほぽ平坦である。覆十→は自

然椎積である。

カマドは東壁のやや南寄りに造られ、燃焼部は壁

内に収まる。浅い土壊状の掘り方 (4層）が埋め戻

されていた。火床面 (3層）は床面とほぼ同じ高さ

である。抽は白色粘土を貼りつけて造られる。柱穴

は確認されなかった。

遺物は土師器の杯．1ill．甕、須恵器の高台付椀、

羽釜が出土している。 12• 13 • 17は混入と考えられ

る。 15の甕はカマド出土である。羽釜 (17) は非ロ

クロ整形で縦位のヘラ削りが施され、土師質である。

時期は 9世紀中葉である。

第144号住居跡（第48図）

調査区の北西側、 B-22、A・ B-23グリッドに

位置する。第141• 143芳住居跡、第19• 29号掘立柱

建物跡、第179号土壇と重複関係にあり、第143丹住

居跡、第29号掘立柱建物跡より古く、それ以外より

新しい。第179号土壊との関係は不明である。

平面形は長方形である。長軸5.18m、短軸4.32m、

深さは0.05mでごく浅い。主軸方向は、 N-85°-W

を指す。床面は平坦で、貼り床が施され、全体に硬

化していた。覆土は自然堆積である。

カマドは北壁と東壁の 2箇所に造られている。築

造順序は 1→ 2の順である。いずれも浅い土堺状の

燃焼部が掘り込まれ、突出する。カマド 1は東壁の

やや南寄りに造られる。掘り方 (4層）は深く、埋

め戻されていた。火床面は床面とほぼ同じ高さであ

る。 2層は天井部の崩落土、 3層は灰層である。柚

は検出していない。カマド 2は北壁の中央よりやや
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東寄りに造られる。 3層は掘り方である。火床面は

床面とほは詞じ高さである。 1層は天井部の崩落上、

2層は灰層である。抽は白色枯士を貼りつけて造ら

れていた。柱穴は径40~60cm、深さ50cmで、各々に

柱痕か認められる。

遺物は土師器の杯・甕・小型壺、須恵器の杯が出

土している。 23の甕はカマド 1、20の杯はカマド 2

の出七である。時期は 8世紀初頭である。

第145号住居跡（第50図）

調査区の北西側、 B・ C-23グリッドに位置する。

第146• 147 • 148号住居跡、第53• 64号掘立柱建物跡

と重複関係にあり、本住居跡が最も新しい。

平面形は南北方向がやや長い長方形である。規模

は長軸2.76m、短軸2.52m、深さは0.08mでごく浅

い。主軸方向は、 N-86°-Wを指す。床面はほぼ平

坦で、全体に堅く踏み固められ、硬化していた。覆

上は自然堆積である。

カマドは東壁の南寄りに造られる。燃焼部は浅い

皿状に東壁に半ばかかる形で掘り込まれている。煙

道が削平されているため、本米は大部分が壁外に突

出していたものと考えられる。 4層は掘り方で埋め

戻されていた。火床面 (3層）は床面とほぼ同じ高

さである。 2層は灰層である。袖は検出できなかっ

た。また、床面にはカマドの補強材と考えられる片

岩等の礫が散在していた。床下土瑞は 4基検出され

た。床下土壊 1は長軸70cm、短軸40cm、深さ20cm、

土壊 2は長軸80cm、短軸80cm、深さ25cm、上壊 3は

長軸1.0m、短軸80cm、深さ20cm、土壊 4は長軸50cm、

短軸50cm、深さ10cmで、 3。4はローム上を多く合

み埋め戻されている。カマド北側に径30cm、深さ10

cmのピット (P1) がある。

遺物は土師器の甕、ロクロ土師器の小皿・高台付

杯・高台付椀、羽釜、土錘が出土している。 5の甕

はカマド北側のピット 1からの出土である。土器以

外にも床下土壊 1の上面から紡錘車の軸と考えられ

る鉄製品が出土している（第269図18)。 5の甕は礫

を多く合むザラザラした胎土である。羽釜はいずれ

71 

も土師質で、 6はロクロ整形で、 7は非ロクロ柱形

である。時期は10世紀後半である。

第146号住居跡（第50図）

調査区の北西側、 B • C-22 • 23グリッドに位置

する。第124• 145号住居跡、第53• 63号掘立柱建物

跡、第162号土壊と重複閃係にある。第53号掘立柱建

物跡との新1日は不明だが、その他のものより本住居

跡が古い。

平面形は長方形である。長軸5.32m、短軸3.16m、

深さは0.10mでごく浅い。主軸方向は、 N 89°-W 

を指す。床面は平坦で、貼り床が施され、硬化して

いた。覆土は削平のため明らかでない。

カマドは東壁の中央に造られる。燃焼部は深い土

壊状に掘り込まれ、突出している。 9• 10層は掘り

方で埋め戻されていた。火床面は床面とはぼ同じ高

さである。 8層は灰層、 2~6層は天井部の崩落土

である。袖は白色帖土 (7層）を貼り付けて造られ

ていた。ピットは径30cm、深さ20cmの2基が検出さ

れた。

遺物は土師器の杯・皿が出土している。時期は 8

椎紀前半である。

第147号住居跡（第52図）

調査区の北西側、 C-22・23グリッドに位置する。

2基のカマドと東壁を除いて削平されていた。第

145 • 148 • 149号住居跡、第60• 64号掘立柱建物跡と

重複関係にあり、第145号住居跡より古く、その他の

ものより新しい。

平面形は、長方形と推定される。規模は推定で長

軸5.78m、短軸2.59mである。主軸方向は、 W-E

を指す。床面の状況は不明である。

カマドは北壁と東壁の 2箇所に造られていた。い

ずれも袖は検出していない。築造順序は 1→ 2の順

である。カマド 1は東壁の南寄りに造られる。燃焼

部は径40cm、深さ30cmのピット状に掘り込まれ、煙

道が長く壁外に突出している。火床面は床面よりも

下位になる。 9層は天井部の崩落上、 7層は灰層で

ある。カマド 2は北壁の東寄りに造られる。掘り込
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1 暗褐色土 ローム粒・焼土粒やや多

2 暗褐色土焼土粒少量

3 黒褐色土焼土・炭化物やや多

4 暗褐色土焼土粒多量、ローム粒・白色粘土粒少量

5 褐色土

6 暗褐色土焼土プロック・白色粘土プロック多量

7 黒色土焼土・炭化物混入

8 褐色土焼土プロック多星

9 明赤褐色土 白色粘土混入

SJ 148 

1 黒褐色上 ローム粒・焼土粒少量

2 黒褐色土 ローム粒・ロームプロック(1,Zcm大）多鼠、焼土粒少娩

3 黒褐色土焼土粒多量

4 白色粘土焼土粒少呈

5 赤褐色土焼t

6 黒褐色土ローム粒少横

，゚
 

2m 
~ 1 l : 60 

SJ 1 4 8ピット 1

1 暗褐色土焼土粒・ローム粒・白色粘土粒を含む

SJ149 

1 黒褐色土ローム粒少量

SJ 1 4 9カマド

2 白色粘土焼七粒・焼土プロック(1~3cm大）多量、黒褐色土少冦

3 黒色土灰多量、焼土粒微足

SJ149床下土塙 1

4 黒褐色土 ローム粒・ロームプロック (2,3cm人）多量、しまり強

5 黒褐色土 ローム粒少呈、ロームプロック (5cm大）、しまり強

6 黒褐色土 ローム粒多量、白色粘土少量、しまり強

7 黒褐色土 ローム粒・灰白色粘土多量、しまり強

8 黒褐色土 ローム粒微量、しまり強

9 黒褐色土 ローム粒・ロームプロック (1~3cm大）多量、しまり強

10 黒褐色土 ローム粒微量、しまり強

11 黒褐色土 ローム粒・ロームプロック(1~5cm大）多量、しまり強

第52図第147~149号住居跡
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第14表 第147~|49号住居跡出土遺物観察表

牙田ミ'勺’ー 器 柿 口径 高 底径 胎 土 焼成

1 須 恵 堺 (12 0) 2 6 DEK 1 
2 須恵高台椀 (13 0) 5 2 DEI 3 
3 須 恵 芸J9LL (12 2) 1.3 BE 1 
4 須恵系高台椀 (13. 8) 2 8 ADE J ， 
5 灰 釉 椀 (14 0) 3 9 K 1 
6 上 師 坑工iS 4 7 5.2 DE 2 
7 上 師 珈式 7 8 4 0 EHK 2 
8 羽 釜 (21 0) 8 5 BEGJ 2 ， 羽 ク並 (18.0) 16 7 BDEJ 1 

10 甑 20 0 (14 0) DEHIJ 1 
11 須 恵 昇； 12.0 3.7 6 4 DEH 2 
12 須恵系杯 12 0 3.6 6 0 ADE 2 
13 須 恵 昇、 (11 4) 3.4 (5 2) HJ 1 
14 須 恵 昇； 11. 0 3.9 4.5 ABE 1 
15 七 師 罪忘 (22 0) 11.8 EGJ 2 
16 上 師 辟： (12 0) 3.5 ADEH J ， 
17 十一 師 杯 (14 0) 3.2 DEH 2 
18 土 帥 昇： (14 0) 3.7 DEH 3 
19 土 師 鉢 (22 0) 5 3 ADEH 2 
20 須 声とヽ 杯 (12 8) 3.7 (7 2) BEI 2 
21 上師小型甕 (10.0) 2.9 EGH 1 
22 七 師 甕 (21 4) 10.2 ADEH 3 
23 土 師 甕 9 8 5 2 DEHJ 3 

みが不明瞭だがカマド 1同様の構造を持つと推定さ

れる。ピット状の掘り込みの北側は焼土化していた。

火床面 (8層）は床面とほぼ同じ高さである。 7層

は灰層、 3 • 4 • 6層は天井部の崩落土である。周

辺には天井。袖の補強材と考えられる片岩が散在し

ていた。床下土壇 lは径1.2m、深さ35cmで、ローム

土を多く合む褐色土で埋め戻されていた。また、カ

マド 1の西側にも径70cm、深さ 7cmの皿状の掘り込

みがあり、本住居跡に伴う可能性が高い。

遺物は土師器の甕、須恵器の杯・蓋・高台付椀、

須恵系土師質土器の高台付椀、灰釉陶器の椀、羽釜、

甑か出土している。 2• 9はカマド出土である。羽

釜はいずれもロクロ整形で須恵質である。灰釉陶器

は東濃窯産である。時期は10椎紀前半である。

第148号住居跡（第52図）

調査区の北西側、 C-22・23グリッドに位置する。

2基のカマドと東壁を除いて削平されていた。第

145 • 147 • 149砕住居跡、第60• 64号掘立柱建物跡と

重複関係にあり、第149号住居跡、第60・64号掘立柱

色 澗 残率 備 考

灰白

明灰

青灰

赤褐

明灰

褐

褐

灰褐

灰褐

褐

明黄灰

黄灰

灰[l

淡褐

灰褐

橙褐

明掲

褐

明褐

灰

褐

赤褐

暗褐

20 床下上塙 1 B 

20 カマド 2 B 

15 末野産 A 

20 床下士塙 l

15 漬けかけ大原 2

35 No. l 

40 床―卜士壊 1

10 カマドNo1 ロクロ整形須恵質
20 カマドNo.3 カマド 2周辺・カマド 2 ロクロ整形

須恵質

20 No. l ロクロ整形、上帥質
70 カマド内No.l A 

75 No. 5 

30 No. 4 B 

80 P 1 No. 7 B 

30 No. 3 

10 壁溝内

15 床下

10 床ド上塙 2

10 床下

20 床―ド末野産 A

25 

15 床―ド土壇 2

40 床下土壊］

建物跡より新しく、その他のものより古い。

平面形は北壁が長いいびつな長方形である。規模

は長軸4.llm、短軸3.56m、深さ0.03mである。主

軸方向は、 W-Eを指す。床面は平坦で、貼り床か

施され、硬化していた。覆土は自然堆積である。

カマドは東壁のほぼ中央に造られていた。燃焼部

は壁を掘り込み突出している。土J廣状の掘り方 (6

層）か掘られ埋め戻されていた。火床面 (5層）は

床面とほぼ同じ高さである。 2~ 4層は天井部の崩

落上である。北側の抽の基底部と考えられる部分で

は、第64号掘立柱建物跡ピット 9の南端に白色帖土

を貼り付けている様子が観察でき、その立ち上がり

部分が焼土化している。ピット］は、第149号住居跡

の床下土壊 2を切って造られている。貯蔵穴の可能

性もある。ピット 2は径30cm、深さ27cmで、第147号

住居跡の床下土壊 lに切られる。

逍物は土師器の甕、須恵器の杯、須恵系土師質土

器の杯が出土している。 14• 15はピット 1• 11はカ

マド出土である。この他に図示していないが、灰釉
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1 暗褐色土 焼土・白色粘土・ロームプロック多最

2 暗褐色土 ローム粒・ロームプロックやや多、焼土少最

3 暗褐色土 微細なローム粒少量

4 黒色土ロームプロック多

5 暗褐色土

SJ 1 5 0床下土塙

6 黄褐色土 ロームプロック多、褐色土混入

7 暗褐色土 ロームプロックとの混士厄

8 暗褐色土 ロームプロックとの混土層、ロームやや少ない

9 褐色土 口＿ムプロックとの混土層

10 褐色土 ロームプロックとの混土層、ローム多量

＿二ロ／ ¥2  

2m 
‘‘- • 4 1 : 6 0 

゜f--- 1 
10cm 

---=c)l 4 

第54図 第150号住居跡・出土遺物

第15表 第150号住居跡出土遺物観察表

釆田でロ「 器 種 17径 高 底径 胎 上 焼成 色 調 残率 備 考

1 上 師 杯 02.0) 2 7 BEH 2 橙褐 15 掘り方

2 土 師 杯 (12 4) 2 6 BDEH 2 明褐 15 床卜土瑞 2 掘り方

3 須 恵 坑 2 1 (7 2) BEF 1 青灰 25 カマド掘り方南比企産 A 

4 上 帥 甕 (20.0) 4 0 BCDEH 3 橙褐 10 

陶器の椀の小破片が出土している。時期は10世紀前

半である。

第149号住居跡（第52図）

を多く合む層と少ない層の互層になっており、埋め

戻しである。 7層は白色枯土を多く含む。床｀ド土壕

2は長径70cm、短径50cm、深さ40cmである。 ピット

調査区の北西側、 C-22・23グリッドに位置する。

第147• 148号住届跡、第60• 64号掘立柱建物跡と重

複関係にあり、本住居跡が最も古い。

平面形は長方形である。規模は長軸4.10m、短軸

3.51m、深さ0.04mである。主軸方向は、 W-Eを

指す。床面は平坦だが、削平されているため覆土の

状況は不明である。

カマドは東壁の中央に造られていた。燃焼部は浅

い土壊状に壁を掘り込み突出している。火床面 (5

層）は床面よりやや下位である。 3層は灰層、 2層

は天井部の崩落土である。袖は検出していない。床

下土壊 1は、径1.3m、深さ50cmで、覆土はローム土

は2基検出された。

調査区の北側、

ピット］は径30cm、深さ20cmの

ものが2つつながった形態である。 ピット 2は、径

60cm、深さ27cmである。柱穴と考えられるものは確

認されなかった。

遺物は土師器の杯・鉢・甕・小型甕、須恵器の杯

が出土している。土器以外にも用途不明の板状の鉄

製品（第270図28)が出土している。時期は 9肌紀中

葉としておきたい。

第150号住居跡（第54図）

C • D-22 • 23グリッドに位置す

る。床面まで削平されており、掘り方のみが遺存し

ていた。第60号掘立柱建物跡と重複し、本住居跡の
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第55図 第151号住居跡・出土遺物

第16表 第151号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 日径 高 底径 胎 上 焼成 色 調 残率I 備 考

1 上 師 埒； (12.0) 4.4 ADEH 1 赤褐 20 IP 4 
2 ロクロ椀 3 8 (7 0) AGH 2 褐灰 10 

3 ロクロ椀 (14 O) 2.2 DE 2 乳白 5 

第17表 第152号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 口径 高 底径 胎 土 焼成 色 調 残率 備 考

1 土 師 杯 (12.1) 3.3 ADE 2 橙褐 60 No. l 2片あり接合しない

2 土 師 昇： 12.2 4.0 ADE 2 橙褐 80 No. 2 

方が古い。

平面形は長方形である。規模は長軸3.60m、短軸

3.35m、深さ0.03mである。主軸方向は、 N-89°-E

を指す。床面の状況は不明だが、貼り床が施されて

いる。削平されているため、覆土の状況は不明であ

る。

カマドは東壁の中央に造られていた。燃焼部は浅

い土塙状に壁を掘り込み突出している。 1層は掘り

方で、埋め戻されていた。火床面、灰層、天井部の

崩落土は削平されており、不明である。柚は検出し

ていない。床下土壊 1は長径1.2m、短径l.0m、深

さ26cm、床下土壕 2は長径1.2m、短径90cm、深さ24

cmで、いずれも覆土はローム土や焼土を多く含み、

埋め戻されている。柱穴は確認されなかった。

遺物は土師器の杯・甕、須恵器の杯が出土してい

る。時期は 8世紀後半である。
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1 暗褐色上 ローム粒・白色粘土粒少盤

SJ 1 5 2カマド

2 暗褐色上 ローム粒・焼土粒多量

3 黒色土焼士粒少量

こ
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第56図 第152号住居跡・出土遺物

第151号住居跡（第55図）

調査区の北側、 A・ B-23 • 24グリッドに位置す

る。遺構の北西側は調査区域外にかかる。床面まで

削平されており、峡周溝、掘り方のみが遺存してい

た。第142号住居跡、第26号掘立柱建物跡と重複し、

本住居跡の方が古い。

平面形は方形である。規模は長軸4.68m、短軸

4.57mである。主軸方向は、 N-76°-Eを指す。削

平のため、床面、覆土の状況は不明である。

カマドは調査区域内では検出されず、北側に造ら

れていたと推定される。柱穴は 4基検出された。径

40~60cm、深さ60~70cmで、柱痕等は不明である。

遺物は士師器の杯、ロクロ土師器の椀が出土して

いる。後者は混入と考えられる。時期は 7憔紀前半

である。

第152号住居跡（第56図）

調査区の北側、 A-24グリッドに位置する。

平面形は方形である。規模は長軸1.87m、短軸

1.79m、深さ0.13mである。主軸方向は、 N-56°-E

を指す。床面は調査時に掘りすぎたため状況を確認

できなかったが、硬化面は認められなかったようで

ある。覆土は自然堆積である。

カマドは東壁の中央に造られていた。燃焼部は浅

い土爛状に壁を掘り込み突出している。火床面は床

面よりやや下位である。 3層は灰層、 2層は天井部

の崩落土である。柚は白色粘土を貼り付けて造られ

ていた。柱穴と考えられるものは確認されなかった。

遺物は土師器の杯が床面から出士した。時期は 8

枇紀中葉である。

第153号住居跡（第57図）

調査区の北側、 B-23• 24グリッドに位置する。

第155・158・159号住居跡と重複関係にあり、第155・

158号住居跡より祈しく、第159号住居跡より古い。

平面形は、方形である。規模は長軸3.89m、短軸

3.87m、深さ0.21mである。主軸方向は、 N 87°-E 

を指す。床面は平坦で、貼り床か施されている。覆

土は埋め戻しの可能性がある。

カマドは東壁のほぼ中央に造られていた。燃焼部

は壁を掘り込み突出している。浅い皿状の掘り方(7

~13層）が掘られ埋め戻されていた。火床面は床面

とほぽ同じ高さである。 6層は灰層である。 5層は

天井部の崩落土である。袖は検出していない。床下

土壊は 2基ある。 1は径1.0m、深さ20cm、2は径1.1

m、深さ30cmで、いずれも焼土・ローム土を多く含

み埋め戻されている。柱穴は確認されなかった。

遺物は上師器の杯・皿・甕・小型壺・台付甕、須

恵器の杯。蓋・高台付椀・壺・コップ形土器、土錘、

砥石、鉄滓が出土している。 15• 19 • 20 • 23はカマ

ドから、 1 • 8 • 9 • 22はカマドの掘り方から、 12• 

16 • 17は床面からの出土である。時期は 9靴紀中葉

である。

第154号住居跡（第57図）

調査区の北側、 B 24グリッドに位置する。第155

号住居跡と重複関係にあり、本住居跡の方が新しい。

平面形は長方形である。規模は長軸3.79m、短軸

3.02m、深さ0.03mでごく浅い。主軸方向は、 N-87°

Eを指す。床面は平坦で、貼り床 (5層）が施さ

れ、硬化していた。覆土は削平のためほとんど残っ

ていなかった。
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SJ 1 5 3 

1 暗褐色土焼土粒多量、ローム粒やや多

2 暗褐色土 焼土極めて多、ローム粒多量

3 暗褐色土焼土少量

4 暗褐色土 ローム少量

SJ 1 5 3カマド

5 暗褐色土焼土プロック多量

6 黒色土灰多量

7 暗褐色土 焼土プロック多呈

8 暗褐色土焼土粒少量

9 黒色土灰・ロームプロック混入

SJ 1 5 3カマド掘り方

10 黒色土

2m 
- —- ,uo 13 黒灰色土

11 黒色土焼土・ロームプロヅクとの混土層

12 暗褐色土

第57図第153~155号住居跡
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SJ 1 5 3床下土痰 1

1 暗褐色土 焼土・ロームプロック混入

2 黄褐色土 ロームプロソク主体、焼土粒・黒色土粒混入

SJ 1 5 3床下土漿 2

3 赤褐色土焼土の堆積層

4 黒色土 ロームプロックが互屑に堆積

SJ154 

1 暗褐色土 ローム粒・ロームプロック混入

SJ154カマド

2 暗褐色土 白色粘土・焼土プロック多鼠

3 黒色土灰主体、焼上粒・焼上プロック混入

4 黒色土 焼土・ローム粒・ロームプロック・灰混入

SJ154掘り方

5 暗褐色士 ロームプロック・焼土粒含む

SJ155 

1 黒褐色士 ローム粒・ロームプロック (2~5cm大）多量

2 黒褐色土 白色粘土プロック (2~5cm大）多量

3 黒褐色土 ローム粒・ロームプロック (1,2cm大）極多量

4 黒褐色土 ローム粒微騒

5 黒褐色土 ローム粒少量

6 黒褐色土 ロームプロック (2,3cm大）多量

7 白色粘土

8 赤褐色土焼上主体

9 黒褐色七 焼土粒、白色粘士多風

10 黒色上焼土粒少展、しまりなし

11 黒褐色土 ローム粒少磁

12 黒褐色土 ローム粒・ロームプロック (2,3cm大）多数

13 黒褐色t ローム粒，ロームプロック (2~5cm大）多量

14 果褐色土 ローム粒・白色粘十・焼土粒多呈

SJ153 
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第58図 第 153~155号住居跡出土遺物(I)
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第18表 第 153~|55号住居跡出土遺物観察表

番号 器 柾 口径 高 底径 胎 t 焼成 色 調 残率 備 考

l t 師 杯 (11 6) 2 5 AH 2 明褐 5 カマド周辺掘リ方

2 士 帥 況： (12.0) 3 3 ADH 3 杓褐 20 

3 上 師 均； (1 1 8) 2.8 ADI-I 2 明褐 15 床 I＜十壊 2体部、外面に黒斑あり

4 l: 師 杯 (12 0) 3 3 ADEH 2 怜褐 10 

3 「 1 •一 師 皿 (15. 0) 3 6 DE 2 橙褐 25 床ド内面風化、調整不明瞭 SJ158 

6 碩恵コップ形 (9 0) 2.8 EF 1 青灰 5 南比企産 A 

7 L 師 昇； (12 0) 2 9 ADEH 2 明褐 20 

8 士 師 均； (12 0) 3.7 (7.5) ADG 1 褐 35 カマド聞辺掘リ方 11縁ド端沈線巡る

， 上 師 坊； (12 2) 3 7 8.2 AEG 1 橙褐 40 カマド）寺］辺掘り方粉っぽい胎L、無黒斑

10 土 師 杯 (11 7) 3 7 (6.2) ADG 1 明褐 45 カマト1訂辺、掘り方の可能性あリ 口縁下端沈線巡る

11 上 師 均； (]2 0) 4 1 (9.0) EH 3 橙褐 25 

12 t 師 均； (13.0) 3 7 DGH 2 橙褐 25 No. 3 

13 須 声じヽ 杯 (11 8) 3 6 (6.0) BEIK 2 明灰 15 木野元 A 

14 須 恵 坪 (13 6) 3 9 7 0 ABEI 3 明灰 60 Ko. 6 末野元 A 

15 須 恵 ・呈m ― (17.5) 2 2 BEF 2 青灰 20 カマド 南比企産 A 

16 珀恵高台椀 2 7 8.4 EIK 2 灰 80 No. 5 末野庄 A 

17 須恵高台椀 4 6 (7 3) BEI 1 暗灰 25 No. 4 末野哨 A 

18 須 恵 壺 (22.6) 7 4 EF 1 青灰 20 南比企庄 A 

19 士 師 坑尽E (18.8) 10. 4 ADEH J ， 明褐 25 カマド

20 上 帥 甕 (21. 0) 13 6 ADE J r) 荼褐 20 カマド

21 L 師 喪 (21.0) 7.4 ADEH 3 明褐 20 JA(下上壊 1 掘り方

22 十帥小児I壷 (10.0) 8.0 DE 1 明褐 30 No. 2 カマド掘リ方

23 上師台付甕 3.9 8.0 DE 2 橙褐 95 カマド

24 十 錘 長4.3cm 最大径1.3cm 孔径0.4cm 重蜃5.47g ADE 2 暗褐 残率95%

25 砥 石 長56cm 幅35cm 厚さ24cm 重屈70.74 g 石材 No. 7 

26 上 師 昇： (11.0) 3 2 (8.5) DE 2 

27 士 師 罪式 (18.4) 5 8 DEH 2 

28 上 師 杯 (12 0) 3 2 B.EH 2 

29 上 師 杯 (12 0) 2.9 BEH 2 

30 +_ 帥 昇： (]J.2) 2 5 EH 2 

31 L 師 昇； (10 3) 2.9 DE 2 

32 土 師 杯 (11 0) 3.0 DE 1 

33 上 師 杯 11 9 4 1 EGH 2 

34 土 師 杯 (13 0) 4 0 BEH 2 

35 上 師 皿 (18 2) 3 8 BDE 1 

36 十→ 師 杯 (16 0) 4 3 BEH 2 

37 上 師 鉢 (20 0) 4 0 EH 2 

38 須 声じい 杯 (10 0) 3 1 (6.2) ABDE 3 

39 須 声ビ‘ 杯 (10.4) 3.1 EK 2 

40 須 恵 盤 26 9 (2 9) BEHK 2 

41 土 師 壺 2.2 6 2 BEH 2 

42 上 師 壺 (20 0) 4 8 BCDEHJ 2 

43 上 師 甕 (22. 0) 7 2 BCEHJ 2 

44 t 師 甕 20 4 22.5 BDEH 2 

45 上 師 碑ぷ 17 0 21 3 DEH 1 

カマドは東壁の中央に造られていた。燃焼部は土

壊状に粒を掘り込み突出している。 4層は振り方で、

埋め戻されている。火床面は床面より下位である。

3層は灰層、 2層は天井部の崩落土である。柚は検

褐

褐

黒褐

橙褐

橙褐

橙褐

橙褐

暗赤褐

明褐

明褐

橙褐

赤褐

黄灰

灰臼

明灰

赤褐

淡褐

橙掲

褐

橙褐
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10 カマド

20 カマド

15 内外面黒色処即

10 

30 休下カマド跡 SJ153 

35 
9J!  3 カマド

60 No. 6 

9J「J No. 5 

20 床 I‘←

15 カマド

10 

45 全周ヘラケズリ A 

20 末野産 A 

5 床ド末野産 A 

50 No. 3 

15 

20 No. l 

95 カマドNo.3 

95 カマドNo.2 胴部、底部に焼成後穿孔各 1ヶ所

出されていない。柱穴は確認されなかった。

遺物は土師器の杯と甕がカマドから出土してい

る。時期は 9祉紀後半である。



第155号住居跡（第57図）

調査区の北側、 B-24グリッドに位固する。第

153 • 154 • 159局住届跡と盾複関係にあり、本住居跡

が最も古い。

平面形は長方形である。規模は長軸4.26m、短軸

3.54m、深さ0.19mである。主軸方向は、 N-75"-E

を指す。北側に拡張され、最初の住居跡を坪め戻す

形で、貼り床 (13脳）が施されている。床面は平坦

である。覆土は埋め戻しである。

カマドは北壁と東壁の 2箇所に造られていた。築

造順序は 2→ 1の順である。カマド 1は東壁の南寄

りに造られる。燃焼部は浅い土壊状に掘り込まれ、

壁からやや突出している。 11・12層は掘り方である。

火床面は床面とほぼ同じ高さである。 10層は灰層、

7 • 8層は天井部の崩落土である。袖は白色粘上を

貼り付けて造られていた。 44• 45の甕は、袖の補強

材として埋め込まれていたものである。カマド 2は

北壁のやや東寄りに造られる。貼床の下になり、燃

焼部の痕跡が残るのみである。火床面は床面よりや

や下位になる。14陪は天井部の崩落土と考えられる。

柱穴は検出されなかった。

遺物は土師器の杯・皿・鉢・壺・甕、須恵器の杯・

盤か出上している。 32• 36はカマド lから、 30はカ

マド 2からの出上である。 45は胴部と底部に径 3cm 

ほどの穿孔が施されている。時期は 7世紀末である。

第156号住居跡（第60図）

調査区の北側、 B-23グリッドに位置する。第

157 • 158号住居跡、第177• 178号土壇と重複関係に

あり、士壊よりも古く、他の住居跡より祈しい。

平面形は、長方形で、東側と南側に張り出しがあ

る。壁尉溝が 2周することから拡張したものと思わ

れる。規模は長軸3.82m、短軸3.05m、深さ0.20m

である。主軸方向は、 W-Eを指す。床面は平坦で、

貼り床が施されている。覆土は埋め戻しの可能性が

ある。

カマドは東壁の南寄りに造られていた。燃焼部は

壁を掘り込み、長い煙道が突出していた。火床面(5

層）は床面よりやや上がった高さで、壁にかかる位

閻が径30cmほど焼上化していた。中央に支脚の据付

用の小ピットが穿たれていた。 4層は灰層、 3層は

天井部の崩落土である。袖は検出していないが、北

側では補強材としていた片岩がそのままの状態で

立っており、逆側にも据付痕が残っていた。床下土

堀は 3基ある。 1は径I.Om、深さ20cm、2は径70cm、

深さ20cm、 3は径60cm、深さ 5cmで、いずれもロー

ム十を多く含む暗褐色土で埋め戻されていた。ピッ

ト1は径40cm、深さ10cmである。柱穴は確認されな

かった。

遺物は土師器の杯・甕、須恵器の平瓶・コップ形

土器・高台付椀、ロクロ上師器の小皿・椀・高台付

椀•長頸瓶、羽釜、土錘が出土している。 4 • 5 • 

9 • 14はカマドから、 8はピットからの出土である。

4と5の小皿は合わせ日の状態で、燃焼部のやや奥

から出土しており、埋納された可能性かある。 14の

羽釜は小礫を多く合む胎土である。土器以外にも、

大型の刀子と用途不明の板状鉄製品が出上している

（第269図3•第270図32) 。時期は10世紀末から 11槻

紀前半である。

第157号住居跡（第60図）

調査区の北側、 B-23グリッドに位置する。第

156 • 158号住居跡、第53号掘立柱建物跡、第58号井

戸跡と重複関係にあり、第156号住居跡、第58号井戸

跡より古く、第158号住居跡、第53号掘立柱建物跡よ

り本住居跡の方が新しい。床面まで削平され、堀り

方の範岡を遺構と認定した。遺構の東半分は第156

号住居跡に壊されている。

平面形は長方形と推定される。規模は長軸方向

2.45m、短軸3.49mである。主軸方向は、 N-67°-E

を指す。床面の状況は不明だが、貼り床 (3層）が

施されていた。覆上の状況は不明である。

カマドは東繋のやや南寄りに造られていた。燃焼

部は土壊状に掘り込まれていた。 2層は掘り方で、

埋め戻されている。火床面(1層）は床而より下位

である。灰層等は確認できなかった。袖・柱穴は確
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SJ 1 5 6 

1 暗褐色土 ロームプロック多、焼土粒多巣

2 黄褐色土版築状のローム

3 暗褐色土 ローム粒・焼土プロック多量

4 黒色t灰多量

5 赤褐色土焼土

6 黄褐色土 ロームプロックにより構成

7 暗褐色土 ローム粒多量、しまり強（床下土塙 1)

8 暗褐色土 ローム粒含む

SJ 1 5 6床F土塚 2• 3 

1 暗褐色土 口＿ムプロック混在（床下土塙 2)

2 暗褐色土 ロームやや少（床下土塙 2)

3 黒褐色土 ローム粒多量（床下土塚 3)

SJ 1 5 6ピット 1

1 黒褐色七 ロームプロック微量

第60図第156~|58号住居跡
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SJ 1 5 7 

1 暗褐色士 ローム粒・焼土粒・プロノク (2,3cm大）多塁、炭化物少量

2 黒褐色土 ローム粒・プロック (2~4cm大）多贔

3 暗褐色土 ローム粒少榊

SJ 1 5 8 

1 黄褐色土 ローム主体、黒色上混人

2 暗褐色土焼七粒・ローム粒少量

3 黒 色 土 ロ ー ム 粒 少 屋

4 黒 色 上 ロ ー ム 粒 微 量

5 暗褐色ナ 白色粘土プロソク・焼土粒少量

SJ 1 5 8カマド

6 白色粘土 焼土プロック少量

7 黒色十灰主体、焼土粒少星

8 暗褐色上 焼七プロック多ほ、ロームプロック少帷

9 黄褐色．土暗褐色上混入

10 黄褐色上硬化面

11 暗褐色土 焼土・ロームプロック混入

12 暗褐色七 白色粘土プロック・焼上プロソク混入

13 黒色土焼七粒微量

SJ158ピット 1~4 

1 暗褐色土 ローム粒・ロームプロック(1~4cm大）多鼠

2 黄褐色土 ローム粒・ロームプロック (3,4cm人）主体、所々暗褐色土を含む

SJ 1 5 8ピット 6

1 黒色 土ローム 粒少星

SJ156 

ーロ1

□□12  

□□13  

文一

賃

口

口口／

＼ー／言▽

。~ 5 

(1/3) 

① 
/] --:--

＼ 
I 2 

l : 3 

5cm 

c
m
4
 

O
l
 

ー
＿＿ __~-

!I~ 

第61図 第156号住居跡出土遺物
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第19表 第156号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 ロ径 高 底径 胎 土 焼成 色 翡 残率 備 考

1 土 師 昇： (11 0) 3.3 (6.8) BDE 2 明褐 25 床下上壊 1

2 須恵コップ形 (7.0) 2.7 EF 1 明青灰 5 南比企産 A 

J ウ 碩 恵平瓶 (10 4) 3 9 EK 1 明青灰 10 床下土填 1 秋間産 A 

4 ロクロ小皿 9 0 2.2 4.7 BHJ 2 褐 95 No. 6 

5 ロクロ小皿 9 8 1.8 5.9 ABD 2 黄灰 100 No. 7 

6 ロクロ椀 (14 2) 4.8 (7. 2) DHJ 2 暗褐 35 

7 須恵高台椀 (14 8) 5.6 ABIJ 2 灰褐 20 カマド B 

8 ロクロ高台椀 14.5 7 0 8 1 ADE 1 明褐 60 P 1 No.13 内面黒色処理＋ミガキ

， ロクロ椀 (16 2) 4 7 EHJ 2 荼褐 20 カマドNo.5 内面烈色処理＋ミガキ

10 ロクロ長頸瓶 13.1 DEJ 1 灰褐 40 No. l 内面黒色処迎 両孤ミガキ

11 上 師 甕 (20 0) 7 8 ABDEH 1 橙褐 10 床下土堀 2

12 十一 師 叩.L式 (27 8) 12.0 ADHJ 2 橙褐 10 カマド

13 羽 釜 (20 0) 8 0 BDHJ 2 橙褐 20 カマド 上師質

14 羽 ク立 (25.0) 15.6 BHJ 2 赤褐 25 カマドNo.3 上師質

15 七 錘 長35cm 最大径15cm 孔径（）．35cm 重鼠662 g ADE 2 赤褐 残半55%

認されなかった。

遺物は、土師器の杯と須恵器の杯がいずれも掘り

方から出土した。時期は 9祉紀前半である。

第158号住居跡（第60図）

調査区の北側、 B-23• 24グリッドに位置する。

第153• 156 • 157号住居跡、第177• 178 • 185号上壊

と重複関係にあり、本住居跡が最も古い。床面は 2

枚確認され、北側に拡張されている。

平面形は方形である。規模は長軸4.78m、短軸

4.59m、深さ0.2mである。主軸方向は、 N-21°-W

を指す。床面は全体に硬化し、貼り床 (10層）が施

されていた。覆土は自然堆積である。

カマドは北壁の東寄りに造られ、 2回とも同じ場

所に造られている。燃焼部は七壇状に掘り込まれ、

突出している。カマド 1は古いものでカマド 2の手

前にピット状の掘り方（12• 13層）が造られ、埋め

戻されていた。カマド 2は新しいものである。 8.

9層は掘り方で、埋め戻されていた。火床面(8層）

は床面より下位である。 7層は灰層、 6層は天井部

の崩落土である。袖は両側で確認され、白色粘上を

貼り付けて造られていた。柱穴は 7基確認された。

径40~50cm、深さ50~60cmで、柱痕は確認されな

かった。

遥物は、士師器の杯・皿・甕．鉢・ミニチュアと

須恵器の蓋．壺が出土した。ミニチュアの鉢はカマ

ド出土で、遺棄された可能性かある。七器以外にも

鎌（第269図13)が出土している。時期は 8匪紀前半

である。

第159号住居跡（第63図）

調査区の北側、 B-23• 24グリッドに位置する。

第153• 155 • 158 • 160号住居跡と重複関係にあり、

本住居跡が最も新しい。床面まで削平され、堀り方

の範囲を遺構と認定した。遺構の北半分は不明瞭で

あった。

平面形は方形と推定される。規模は長軸3.66m、

短軸3.33mである。主軸方向は、 N-88°-Wを指す。

床面の状況は不明だが、貼り床(1層）が施されて

いた。覆士の状況は不明である。

カマドは不明である。北壁・西岐のいずれかに造

られていたと考えられる。床下土堀と考えられるも

のは不整形で、東西2.5m、南北1.5m、深さ20cmで、

埋め戻されていた。柱穴は長径80cm、短径40cm、深

さ60cmで埋め戻されていた。

遺物は、土師器の杯が出土しているが、本住居跡

に伴うものではないと考えられる。時期は10~11世

紀と考えられる。

第160号住居跡（第63図）

調査区の北側、 B • C-24グリッドに位置する。

第159号住居跡と重複関係にあり、本住居跡が古い。

平面形は歪んだ方形である。規模は長軸4.49m、
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第62図 第 157• 158号住居跡出土遺物

第20表 第 157• 158号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 ロ径 高 底径 胎 七 焼成 色 調 残率 備 考

1 七 師 杯 (14.0) 3 6 BDEH 2 橙褐 15 梱り方
2 須 恵 杯 1.4 6 2 BEI 2 明灰 80 揖り方末野産 A
3 土 師 杯 (12.0) 3.0 BDEH 2 橙褐 15 貼床内
4 七 師 埒； 12 0 3.6 DE 2 橙褐 80 No. l 貼床内 底部外面円形黒斑あり
5 七 師 杯 (13.4) 3.8 ABEH 2 淡褐 25 
6 土 師 皿 (1 4. 0) 2.9 BDEH 2 淡褐 25 
7 上 師 皿 (15 0) 2.3 BEH 2 淡褐 15 掘り方
8 上 師 llil (17 8) 2 8 ABEH 2 淡褐 15 ， 土 師 lll1 14.6 3 7 ADE 2 明褐 95 No. 5 貼床内
10 須 恵 芸皿 ． (18. 2) 2.2 BDHK 3 明灰 10 貼床内群馬産 A
11 須 恵 勺-―"L' - (16.0) 4.2 BEI 2 暗青灰 10 掘り方末野産 A
12 土 師 鉢 (22.2) 6.2 BDEH 2 黒褐 20 貼床内
13 -!: 師 甕 7.5 (4 2) BEH 2 褐 30 貼床内 No. 3 
14 土 師 珈瓦 (21 8) 7 9 BDEH 2 褐 20 P 1 No. 3 
15 上 帥 甕 (20 8) 6 9 BDEHJ 2 赤褐 20 P5 
16 十師ミニチュア鉢 (6 0) 3 0 BEH 2 淡褐 15 カマド
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SJ 1 5 9 

1 暗褐色土 ローム粒・焼土粒少量、ロームプロック部分的に含む

2 黒色上ローム粒微羅

3 黒 色 土 ロームプロックとの混士層

SJ 1 6 0 

1 黒褐色土 ローム粒・ロームプロック (2,3cm大）・焼土粒少量、白色粘土粒混入

2 黄褐色土 ローム粒・ロームプロック主体

3 黄褐色土 ローム粒・ロームプロック主体、 2屈に比べて暗褐色土多量

4 黒褐色土ローム粒少量

SJ 1 6 0カマド

5 白色粘上

6 暗褐色土焼士粒やや多、白色粘土ブロックを含む

7 黄灰色粘七

8 赤褐色土 白色粘土プロック混入

9 暗褐色土焼土プロック多量

10 黒色土灰主体

11 暗褐色土ロームプロック混入

12 暗褐色土 ローム粒・焼土粒・白色粘土少舅

13 白色粘土焼土粒少量

14 赤褐色土焼土層

15 黒褐色土ローム粒・焼土粒少量

SJ 1 6 0ピット 1• 2 

1 黒色土

2 黒色 土ローム粒． o-ムプロック含む

3 黒色 土ロームプロックとの混土層

2鷹

第63図第159• 160号住居跡
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第64図 第 159• 160号住居跡出土遺物

短軸4.44m、深さ0.17mである。主軸方向は、 N-27°

Wを指す。床面は平坦である。覆土は 1層が自然

堆積、 2 ~ 4層が埋め戻しである。

カマドは西壁の南寄りに造られていた。燃焼部は

土壇状に掘り込まれ、壁からやや突出している。 11

層は掘り方である。火床面は床面とほぼ同じ高さで

ある。 10層は灰層、 5~9層は天井部の崩落上であ

る。袖は白色帖士を貼り付けて造られていた。 21• 

22の甕は、柚の補強材として埋め込まれていたもの

である。柱穴は 5基確認された。径30~50cm、深さ
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第21表 第159• 160号住居跡出土遺物観察表

番砂 器 種 ロ径 高 底径 胎 十 焼成

1 +. 師 杯 (11.2) 3 3 AEI-I 2 

2 土 師 均： (12.0) 2.6 DEH J ， 

3 上 師 均； (12. 8) 2 9 ADE 2 

4 士 師 昇； 04.0) 3 2 AEG 2 

5 士 師 杯 (11.8) 2 7 DEH 1 

6 上 師 杯 02.0) 3.2 DEH 1 

7 土 帥 昇； (13 0) 3 2 EH 3 

8 土 師 昇： 00.0) 3 0 BDEII 2 ， L 帥 昇； (9.8) 3.2 ADEH 1 

10 土 師 杯 (1 1. 0) 3 2 BDEH 2 

11 L 師 杯 (12 0) 4.2 BDEH 2 

12 +̂ 師 均； (12 4) 3.6 ABEH J つ

13 上 師 杯 (12 8) 2 8 ADE 2 

14 須 恵 盤 (23 8) 2.7 BEIK 2 

15 七師小型壺 (9 0) 3.9 ADE 2 

16 上師小型壺 (8.0) 4 8 BDE 2 

17 士師小型甕 8.8 BCDEH 2 

18 土 師 珈式 (16 7) 5 4 BCEHJ 2 

19 土師小型甕 (14.0) 5.5 ADEII 2 

20 上 帥 痰 17.4 19.6 ABEHJ 2 

21 +̂ 師 乖一尽 23 0 12.5 BCEHJ 2 

22 上 師 吋ょ桓こ 20.0 19.5 ABDEH 2 

23 土 師 珍式栢 21 2 BDEH 2 

40~60cmで、埋め戻されていた。

遺物は上師器の杯・小型壺・小型甕・甕、須恵器

の盤が出土している。 20はカマドの燃焼部からの出

土である。時期は 7憔紀後半である。

第161号住居跡（第65図）

調査区の北側、 C-23• 24グリッドに位置する。

第164号住居跡と重複関係にあり、本住居跡が新し

い。床面まで削平され、壁周溝の範囲を遺構と認定

した。

平面形は方形である。規模は長軸3.63m、短軸

3.34mである。主軸方向は、 N-68°-Eを指す。床

面と覆土の状況は不明だが、貼り床 (3層）が施さ

れている。

カマドは東壁の中央に造られていた。燃焼部は土

壊状に掘り込まれ、壁から突出している。 6層は掘

り方である。火床面は床面よりやや下位である。 5 

層は灰層、天井部の崩落上は不明である。床下土墳

1は径90cm、深さ20cmで、下層は白色粘土の層で

あった。

色 調 残率 備 考

橙褐

橙褐

褐

褐

橙褐

明褐

橙褐

淡褐

橙褐

橙褐

橙褐

橙褐

明赤褐

明灰

橙褐

褐

褐

明褐

褐

褐

明褐

褐

明赤褐

30 

10 

20 

10 

20 

20 

20 I木―Iぐ

20 

25 No.10 

25 

50 No.16 

40 

10 

5 末野産 A 

10 

25 

40 底部に黒斑

20 No.12 

35 P3 

70 カマドNo.8 

50 No. 4 • 5カマド袖内

60 No. 1 • 2カマド袖内

40 カマド

遺物はなく、遺構の重複関係から 8• 9軋紀頃の

ものと考えられる。

第162号住居跡（第65図）

調査区の北側、 C • D-23グリッドに位置する。

第163~166号住居跡と重複関係にあり、本住居跡が

最も新しい。

平面形は、長方形である。規模は長軸4.88m、短

軸3.25m、深さ0.07mである。主軸方向は、 W-E

を指す。床面は中央がやや高く、周辺がやや低くなっ

ている。全体に貼り床が施される。覆土は自然堆積

である。

カマドは東壁の南寄りに造られていた。燃焼部は

壁を掘り込み、長い煙道が突出していた。七壊状の

掘り方（12・13層）は埋め戻されている。火床面 (10・

11層下）は床面よりやや下がっている。煙道は長く

両壁が焼土化していた。 10• 11層か灰層、 5 ~ 9層

は天井部の崩落土である。柚は検出していない。床

下土瑞は長径2.0m、短径1.7m、深さ 30cmで、埋め

戻しだが、挟まれる19層は白色粘土であった。柱穴
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SJ 1 6 1 

1 暗褐灰色土 明度あり、ローム粒、白色粒少量

2 暗褐灰色七 ローム粒、白色粒、焼土粒少量

3 褐色土ロームプロック混入

SJ 161カマド

4 黒褐色上焼土粒少星、しまり弱

5 黒褐色土焼土粒・白色粘土・灰少贔、しまり強

6 黒褐色土焼土粒多呈、しまり弱

SJ 1 6 1床下土塙 1

7 ll音褐灰色士 ローム粒・焼土粒微扇

8 白 色 粘 土

SJ 1 6 2 

1 暗褐色十灰・焼上粒混人

2 暗褐色上焼土粒子やや多、炭化物・ローム粒少羅

3 賠褐色土ローム粒少量

4 暗褐色土 白色粘土プロソク少屈混入

SJ 1 6 2カマド

5 暗褐色士 白色粘土プロック・焼土粒やや多

6 白 色 粘 土 白色粘土主体、焼ナ粒・暗褐色上混入

7 暗褐色七焼土粒多量

8 暗褐色土焼土粒・白色粘士少量

9 赤褐色土焼土主体、暗褐色土・白色粘上少量

10 黒灰色七焼土粒混入

11 黒灰色土焼上プロソクやや多

12 暗褐色七 ロームプロックやや少、焼土少量

13 暗褐色土焼上プロソク多贔、灰・炭化物混人

14 暗褐色土焼土粒少羅、やや粘質

15 黒色七焼十．粒少量

16 褐 色 土 ロームプロソク・ローム粒少墨、焼上微禎

17 暗褐色上炭化物粒縞状に入る

SJ 1 6 2床下土城 1

18 暗褐色土 ロームプロックとの混土層

19 白色粘土

20 暗褐色土 ロームプロソクとの混土層

SJ163 

1 暗褐色土焼土粒極めて多

2 暗褐色土焼土多量、炭化物・白色粘土プロック少量

3 暗 褐 色 土 焼上粒少且

SJ 1 6 3カマド

4 褐 色 上 焼土粒やや少、炭化物粒・白色粘土・ロームプロック少鼠

5 白色粘土焼土プロック混入

6 赤褐色焼士焼土屈

7 暗褐色土灰・焼土粒含む

8 黒色土焼土粒・炭化物混人

9 暗褐色土ローム粒少量

10 褐 色 土 ローム粒・白色粘土プロック・焼七粒混入

SJ 1 6 3床下土塙 1

11 暗褐色上 ロームプロックとの混土屑、焼t粒多量

12 暗褐色土ローム主体

SJ163床下土塙 3

1 暗褐色土焼土粒・ロームプロック含む

2 白色粘土

SJ 1 6 4カマド

1 白色粘土焼土プロック多量混入

2 暗褐色土焼土粒やや多、ロームプロック含む

3 暗褐色土焼土粒・ローム粒少量

SJ162 
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第22表 第162~164号住居跡出土遺物観察表

釆日肛J 器 種 II径 高 底径 胎 上 焼成

1 1 - 師 昇： 12.2 3.6 ADE 2 

2 」- 師 昇： 11 8 4 2 6 2 EG 2 

3 上 帥 均； 12.2 4.2 5.6 DEH 2 

4 十一 師 昇： (12.0) 4.5 5.7 BDE 1 

5 上 師 杯 (12 8) 3.8 (7.4) DEJ 2 

6 !・. 帥 杯 12.8 4.5 ADE 1 

7 土 師 杯 (14 0) 4 2 DEH 2 

8 上 帥 杯 (13.6) 4.5 BDE 2 ， 須 恵 昇： (11 0) 4.0 5 2 AEI-l!J 3 

10 碩恵高台椀 (15 0) 5 4 6 2 BEJK 1 

11 ロクロ杯 (12 6) 4 4 (6 2) ABDEH 2 

12 十一 師 椀 (13 6) 5.1 DEH 2 

13 ロクロ鉢 2 6 (1() 0) DEH 2 

14 ロクロ高台椀 2.8 (6 4) ADE 2 

15 ロクロ高台椀 2 5 7 1 ADE 1 

16 ロクロ高台椀 2.5 7 1 DEH 1 

17 灰釉高台Jlll. (13 8) 2 8 6 6 BK 1 

18 俎 恵 昇： 02.6) 3 6 (8 0) BEI 2 

19 上師台付痰 3 8 (7 8) ABE 2 

20 t師台付甕 3 9 9 0 ADE 1 

21 十師小型甕 (14.0) 5 6 ADE 2 

22 土 師 砕4上 E (21 0) 9.7 DE 1 

23 上 師 壺 5.8 (9 0) DEG 2 

24 -L 師 杯 12.0 3.3 DE 2 

25 七 師 昇； (12.0) 2.8 ADE 2 

26 上 師 杯 (12. 5) 2.9 ADE 2 

27 十→ 師 昇： 12.2 3.4 DE] 2 

28 上 師 杯 (13.0) 3 5 ABDE 2 

29 須 忠 杯 (12 9) J ') 0 J BEFK 1 

30 須 声Cヽ 昇： (13.0) 3.6 7.7 BEJK 2 

31 須 忠 昇： 13.0 3.5 7.4 BDEJ 2 

32 須 恵 芸」 (16 9) 1 6 BEIJK 2 

33 土 師 均； 08. 0) 4.3 ADE 2 

34 土師台付甕 3 5 (10. 0) ADE 1 

35 上帥台付梨 (12 0) 7.0 ADE 2 

36 七 師 珈玉C (21 0) 5 9 DEH 1 

37 上 帥 甕 (21.2) 14 1 DEII ウJ 

38 上 師 珈式 23 3 ADE 2 

39 +. 師 昇； (11.8) 2 4 BEH 2 

40 土 師 昇： 02.0) 3 0 BDEH ， J 

と考えられるものは確認されなかった。

遺物は多く、土師器の杯・椀・甕・台付甕・小型

甕・壺、須恵器の杯・高台付椀、ロクロ土師器の杯・

高台付椀・鉢、灰釉陶器の高台付皿が出士している。

1 • 3はカマドから、 4• 6 • 7 • 11 • 17 • 22はカ

マドの前の床面からまとまって出tした。 3• 15は

底面に砂が付着している。 18は混入と考えられる。

土器以外にも、鉄滓が出土している。時期は10世紀

色 調 残率 備 考

橙褐

褐

橙褐

褐

褐

橙褐

褐

明褐

黄灰

灰白

橙

褐

褐

員灰

茶褐

赤褐

灰I'J

明灰

赤褐

ふ褐

賠亦褐

椿褐

褐

褐

暗褐

褐

橙褐

橙褐

明青灰

灰

灰褐

青灰

褐

暗褐

暗褐

茶褐

褐

褐

橙褐

橙褐

55 カマド

60 SJ163 

70 No. 8 カマド

60 No.17 

20 ／木下十壊 1

70 lio.12 

10 No.1() 

20 

50 S]l63 B 

45 No.22 A 

30 No.18 内面黒色処坪

10 床ド 内面黒色処理＋ミガキ

25 Iぷ下 内面黒色処理＋ミカ‘キ

70 No. 2 内面黒色処理＋ミガキ

95 No.23 

100 No. 7 

60 No.15 東濃哨

25 木野産 A 

40 

55 No. 3 

10 No. 9 

20 No.14 SJ145 

25 

55 

10 

20 SJ162 

75 

25 

15 床 lヽ^上峨 2 カマド左袖内 南比企産 A 

60 カマド 末野元かり A 

100 No. 2 A 

10 木野産 A 

15 カマド

30 

20 カマド

30 カマドNo.l 

20 カマド

55 カマドNo.4 カマド右袖内

5 P4 

10 掘り方

前半である。

第163号住居跡（第65図）

調査区の北側、 C• D-23 • 24グリッドに位置す

る。第162・164~166号住居跡と重複関係にあり、第

162号住居跡より古く、それ以外より新しい。

平面形は長方形である。規模は長軸4.08m、短軸

3.58m、深さ0.13mである。主軸方向は、 W-Eを

指す。床面は床下土塙 lの上面が凹んでおり、貼り
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床が施されている。覆土は埋め戻しである。

カマドは東壁の中央に造られていた。燃焼部は士

壊状に掘り込まれ、壁から突出している。 10層は掘

り方である。火床面は床面より下位である。 8層は

灰層、 4~ 7層は犬井部の崩落土である。袖は白色

粘土を貼り付けて造られている。床下上壊 1は長径

1.4m、短径1.lm、深さ40cm、床下土堀 2は径1.0m

ほどで、埋め戻されていた。床―ード土壇 3は径60cm、

深さ 15cmで、上面には白色粘士が貼り付けられてい

た。下層も白色粘土の層である。

遺物は多く、土師器の杯・甕・台付甕、須恵器の

杯、須恵系土師質土器の杯・蓋が出土している。 30・

31 • 33 • 35~38はカマドから出土した。土器以外に

も、鉄鏃が 2点、床下上壇 1• 2の上面から出tし

ている。時期は 8世紀後半である。

第164号住居跡（第65図）

調査区の北側、 C • D-23 • 24グリッドに位置す

る。第161~163• 165 • 166号住居跡と重複関係にあ

り、第161~163号住居跡より古く、第165• 166与住

居跡との関係は不明である。床面まで削平されてお

り、掘り方のみを調査した。

平面形は方形である。規模は長軸4.88m、短軸

4. 72mである。主軸方向は、 N-83°-Eを指す。覆

土は不明だか、全体に貼り床か施されていた。

カマドは東壁のやや南寄りに造られていた。燃焼

部は浅い皿状に掘り込まれ、壁からやや突出してい

る。火床面 (2層）は床面とほほ同じ高さである。

1層は天井部の崩落土である。袖は検出していない。

柱穴は 4基検出された。径40~60cm、深さ40~60cm

で、柱痕等は確認されなかった。

遺物は土師器の杯の小破片が出土したのみであ

る。時期は確実ではないが 8世紀と考えられる。

第165号住居跡（第68図）

調査区の北側、 D-23• 24グリッドに位置する。

第162~164• 166 • 167号住居跡と重複関係にあり、

第162• 163 • 167号住居跡より古く、それ以外より祈

しい。本住居跡は第166号住居跡を埋め戻して、拡張

したものと考えられる。

平面形は方形である。規模は長軸5.73m、短軸

5.44m、深さ0.05mである。主軸方向は、 N-70°-E

を指す。床面は平坦で、全面に貼り床 (7層）か施

されている。覆土は自然堆積である。

カマドは東壁のやや南寄りに造られ、第166号住

居跡のカマドと重複していた。燃焼部は土壊状に掘

り込まれ、舷から突出している。火床面は床面とほ

ぼ同じ高さである。 3層は灰層、 1 • 2層は天井部

の崩落十ごである。柚は両側で確認され、日色帖土を

貼り付けて造られている。 8• 9の甕は袖の補強材

として埋め込まれていたものである。柱穴は 4基確

認された。径30~40cm、深さ60~90cmで、 5層は柱

痕である。

遺物は、土師器の杯・皿・甕・甑が出土している。

7。10• 11はカマドから出土した。時期は 8世紀前

半である。

第166号住居跡（第68図）

調査区の北側、 D-23• 24グリッドに位置する。

第162~164• 165 • 167号住居跡と重複関係にあり、

第162• 163 • 167号住居跡より古く、それ以外より新

しい。第165号住居跡は本住居跡を拡張したもので

ある。

平面形は方形である。規模は長軸5.32m、短軸

4.84m、深さ0.07mである。主軸方向は、 N-70°-E

を指す。床面は平坦で、全面に貼り床 (10層）が施

されている。

カマドは第165号住居跡のカマドと重複してい

た。燃焼部は深く土壊状に掘り込まれ、壁から突出

している。火床面は床面とほぼ同じ高さである。 8.

9層は掘り方である。灰層、天井部等は不明である。

袖は確認できなかった。柱穴は 4基確認された。径

30~60cm、深さ30~60cmで、柱痕等は確認されな

かった。

遺物は、土師器の杯・皿・甕が出土している。 16

はカマドから出上した。土器以外に壁周溝から刀子

（第269図4)が折れ曲がった状態で出土している。
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一月』
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SJ 1 6 5 

I 白色粘土 焼土プロック多最

2 褐色土 白色粘土プロック・焼土プロック混入

3 黒色土灰多最、焼土粒・炭化物粒少量

4 暗褐色土 焼土粒・ロームプロック少塁

5 暗褐色土 ローム粒やや多

SJ 1 6 6 

6 黄褐色土 ロームプロック主体、白色粘土・焼土混入

7 暗褐色t ロームプロック含む

8 褐色土 白色粘土・焼土プロック混入

9 白色粘土焼土プロックとの混土屈

10 暗褐色土 ロームプロック含む

II 暗褐色土

12 暗褐色土 ローム粒やや多

13 暗褐色土 ローム粒含む

14 暗褐色土 ロームプロック多

SJ 1 6 5ピット 1~4 

1 白色粘土 焼土粒・焼上プロック混入

2 暗褐色土 ロームプロック混入

3 暗褐色士 ローム・焼土微母

4 暗褐色土 ロームプロックやや多

5 黒色土

6 暗褐色土 ロームプロックとの混土層

SJ 1 6 5カマド袖

1 白色粘土 焼土プロック含む

2 黒灰色土灰届i

3 暗褐色土 白色粘上・焼土プロック混入

4 暗褐色土 ローム粒・焼土粒少量

2 ー鷹

第68図第165• 166号住居跡
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時期は 8匪紀前半である。

第167号住居跡（第70図）

第69図 第165• 166号住居跡出土遺物

床が施されていた。覆土の状況は不明である。

カマドは北壁と東壁の 2箇所に造られている。築

造順序は 2→ 1の順である。いずれも土壊状の燃焼調査区の北側、 D • E-23 • 24グリッドに位置す

る。第165• 166号住居跡と重複関係にあり、本住居

跡が新しい。

平面形は方形である。規模は、長軸5.60m、短軸

5.17m、深さは0.06mでごく浅い。拡張されており、

拡張前の規模は長軸4.48m、短軸4.40mである。主

軸方向は、 N-50-Wを指す。床面は平坦で、貼り

部が掘り込まれ、突出する。カマド 1は北壁のやや

東寄りに造られる。土壊状の掘り方 (5 • 6層）は

深く、埋め戻されていた。火床而は床面より下位で

ある。 3• 4層は灰層、 2層は天井部の崩落土であ

る。袖は白色枯土を貼り付けて造られていた。カマ

ド2は当初の住居跡の東壁のほぼ中央に造られる。
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第23表 第165• 166号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 1_1径 ー晶＇ ’ 底径 胎 上 焼成

1 土 師 杯 03.6) 3 4 BDEH 2 

2 土 師 況； 13.6 3 4 BDEH 2 

J ウ 土 師 杯 (14 0) 3.5 BDEH 2 

4 土 師 杯 06.0) 3.7 BDEH 2 

5 上 師 杯 (15.0) 2.5 BDEH ］ 

6 t 師 皿 (lg. 0) 2 9 DEH 2 

7 土 師 珈上武 (21.0) 6 3 BDEH 2 

8 上 師 甕 22 4 6 7 ADEH 1 

9 1- 師 珈式 13 7 6 5 ABCEH 2 

10 上 師 甕 14.2 (5.0) ABEH 3 

11 -±: 師 甑 6 2 (18 0) BDEH 2 

12 土 師 杯 (12 0) 2 7 BDEHJ 2 

13 上 師 均； (12 0) 2 4 ADE 2 

14 十一 師 昇： 03.0) 2.7 DEH 2 

15 土 師 、IIll(16 0) 2.6 BDEH 2 

16 土 師 甕 (23 0) 6 4 ABDEH 2 

9層は掘り方で、埋め戻されている。火床面・灰層

は不明で、上面に貼り床が施されていた。貯蔵穴・

柱穴は拡張後の住居跡に対応するものである。貯蔵

穴はカマドの右側にあり、径60cm、深さ15cmで、土

師器の以と壺が上面から出土している。柱穴は 5基

確認され、各々径30cmほどの複数の小ピットが認め

られることから拡張のみならず、複数回数の建て替

えがあった可能性もある。径60~100cm、深さ30~60

cmで、柱の抜き取り痕が認められる。

遺物は土師器の杯・皿・壺・甕が出上している。

11~13はカマド 1から、 8• 15は貯蔵穴から、 4は

カマド 2からの出土である。時期は 8祉紀中葉であ

る。

第168号住居跡（第72図）

調査区の北側、 E~23 • 24グリッドに位置する。

第49砕掘立柱建物跡、第257号土壊と重複関係にあ

るが、新1日は不明である。南側に第167号住居跡があ

り、本住居跡の方が新しい。床面まで削平されてい

る。

平面形は歪んだ長方形である。規模は長軸3.33

m、短軸3.20mである。主軸方向は、 N-8T-Wを

指す。床面は平坦で、覆土の状況は不明である。 3.

4層は掘り方の可能性もある。

カマドは東壁の中央に造られていた。燃焼部は壁

色 調 残率 備 考

褐

褐

橙褐

褐

橙褐

橙褐

橙褐

明褐

明赤褐

橙褐

橙褐

褐

荼褐

淡褐

淡褐

橙褐

20 壁溝

80 

20 カマド右袖

10 

15 

30 

15 カマド

75 カマド右袖No.l 

25 カマド右袖

15 カマド

15 カマド

20 p 1 

10 

5 

15 

30 カマド

から突出している。火床面(1層）は床面とほぼ同

じ高さと推定される。 2層は掘り方である。灰層、

天井部等は不明である。袖は確認できなかった。柱

穴は 2基確認された。径40~50cmで浅い。ピット l

はその位置から貯蔵穴の可能性もある。土師器の甕

が出土している。

遺物は、土師器の甕が出土している。時期は 9軋

紀後半である。

第169号住居跡（第73図）

調査区の北側、 D-24グリッドに位置する。第22

号溝跡と重複関係にあり、本住居跡の方が古い。本

住居跡では床面が 2枚確認されている。

平面形は方形である。規模は長軸4.81m、短軸

4.63m、深さ0.07mである。主軸方向は、 N-72"-E

を指す。床面は平坦で、全面に貼り床(13層 1次

床面、 2層 2次床面）が施されている。覆土（ 1

層）は自然堆積である。

カマドは東壁の中央に造られていた。燃焼部は土

塙状に掘り込まれ、壁から突出している。 10層は掘

り方で埋め戻されている。火床面 (6層下、 8 • 9 

層下）は 2枚認められ、各々の床面より下位である。

6 • 9層は灰層、 5 • 7 • 8層は天井部の崩落土で

ある。袖は確認されなかった。柱穴は 4基確認され

た。径60cm、深さ50~80cmで、 3層は柱抜き取り痕
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SJ 1 6 7 

1 暗褐色t ローム粒・ロームプロックやや多、焼土少星

SJ 1 6 7カマド

2 褐色土焼土プロック・褐色砂質粘十多量

3 黒色土灰主体、焼上粒混入

4 黒色土灰主体

5 暗褐色土 褐色粘土・焼土・ローム混入

6 暗褐色士 焼七粒やや多

7 褐色七砂質粘土

8 黒色土灰層縞状に堆積

2悶

9 暗褐色土 白色粘土・焼土プロック多量

10 暗黄褐色t ロームプロック多埜

SJ 1 6 7貯蔵穴

1 暗褐色土 ローム粒・粘土・焼土少量

SJ 1 6 7ピット 1~5 

1 暗褐色土 ローム粒・焼土粒少最

2 暗褐色上 ロームプロックとの混上層

3 暗褐色土 ローム粒・ロームプロック多最

4 暗褐色土 ロームプロック多量

第70図第167号住居跡
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である。

第71図 第167号住居跡出土遺物

平面形は長方形である。規模は長軸4.49m、短軸

遺物は、土師器の杯・椀・甕が出土している。遺

物は床下からの出土が多い。 10はカマドから出土し

た。時期は 8備紀前半である。

第170号住居跡（第74図）

調査区の北側、 C • D-20グリッドに位置する。

第153号土壊と重複関係にあり、本住居跡の方が古

しヽ。

3.13m、深さ0.04mでごく浅い。主軸方向は、 N-80°

-Eを指す。床面は平坦である。覆土は自然堆積で

ある。

カマドは東壁の南寄りに造られていた。燃焼部は

小さく掘り込まれ、壁から突出している。火床面(2

層）は床面より下位である。灰層、天井部の崩落土

は不明である。袖は確認できなかった。床下土壊は
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第24表 第167号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 ロ径 高 底径 胎 t 焼成 色 調 残率 備 考

1 +. 師 杯 12 0 2 7 ADE 2 褐 60 A No.6 
2 上 師 昇： (13 0) 2 9 ADE 2 褐 20 A 
3 上 帥 恥． 11. 8 3 4 ADE 1 明褐 25 A Pl 
4 土 師 杯 (13.0) 3 0 DE 1 暗褐 15 カマド B
5 七 師 杯 (12.6) 3.4 DEH J 0 橙褐 15 P5 
6 十一 師 杯 (14 0) 3.0 ADH 2 橙褐 10 カマドA
7 七 師 杯 (12.0) 2.9 ADE 2 暗褐 10 A 
8 --[_: 師 杯 14.6 4.2 DEH 3 荼褐 35 A No. 2 ， 上 師 IIIL (16 0) 3 0 ADE 2 暗褐 15 p 5 
10 上 師 昇： (13. 2) 3 2 DE J ウ 赤褐 45 p 1 
11 上 師 甕 (15.2) 30.8 ADE 2 橙褐 30 カマドNo.4 カマドA
12 上 師 珈芯 (21.3) 8.6 DEH 2 褐 50 カマドA カマドNo.3 • 4 
13 土 師 甕 22.0 15.0 ADE 1 明褐 45 カマドNo.2 • 5 カマドA
14 七 師 甕 (22.0) 7.1 ADE 2 明褐 15 A 
15 士 師 壺 17.5 ADE 2 明褐 70 No. l • 3 • 4 掘り方

第25表 第168号住居跡出土遺物観察表

番1号 1_L器師オ重痰 1二I 1ロ底口［竺
BDE 

上 I焼成 1 色 調 1残率

2 赤褐 15 IP 1 

備 考

SJ168 

゜
Pz

＜
 

4基ある。 1は径50cm、深さ16cm、2は径1.0m、深

さ20cm、3は長径1.8m、短径1.2m、深さ20cm、4

は長径1.lm、短径1.0m、深さ25cmで、埋め戻され

ていた。ピット 1は径60cm、深さ50cmである。柱穴

と考えられるものは検出できなかった。

遺物は、ロクロ土師器の高台付椀．椀、須恵器の

甕、土錘が出土している。 3はカマドの燃焼部の中

央から出土した。土器以外にも鉄製紡錘車の車部（第

269図17)、鉄滓が出土している。時期は10世紀後半

である。

第171号住居跡（第75図）

調査区の北側、 C-21グリッドに位置する。第58・

59号掘立柱建物跡、第160号土壊と重複関係にあり、

前者より新しく、後者より古い。床面まで削平され、

遺構の南側は不明瞭である。

平面形は長方形である。規模は長軸3.59m、短軸

2.67mである。主軸方向は、 N_87°-Wを指す。床

面、覆土の状況は不明だが、床下土壊に貼り床が施

されることから、全体に行われていたと思われる。

カマドは東壁の南寄りに造られていた。燃焼部は、

壁から突出している。火床面が辛うじて残り、焚日

←--」侶門 付近の床面は焼上化していた。灰層、天井部の崩落

．
 

0
8
.
V
9
<
 

SJ168 

1 暗褐色土焼土小プロック多量

2 褐色土焼土粒・炭化物粒少量

3 暗褐色土褐色土主体、焼土細粒・ローム粒等少量

4 暗灰褐色土焼土粒・ローム粒・炭化物多械

汽。

゜ヒーC・

第72図 第168号住居跡・出土遺物 土は不明である。袖は確認できなかった。床下土塙
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1 暗褐色土 ローム粒少且

2 黄褐色土 ローム粒・ロームプロック主体

3 暗褐色土 ローム粒多協、しまり強

SJ169カマド

4 暗褐色土焼土粒・白色粘土少量

5 白色粘土焼土粒微量

6 黒色土灰多量

7 白色粘土焼土粒・暗褐色土少量

8 赤褐色土焼土層

9 黒色土灰多量、焼土粒微娯

10 黒褐色土 ローム粒・焼土粒少量

11 暗褐色土

12 白色粘土焼土粒多量

13 暗褐色土 ローム粒・ロームプロック

(I cm大）少腿しまり強

SJ I 6 9ピット 1~4

1 暗褐色土 ローム粒微呈

2 暗褐色土 ローム粒・白色粘土プロック

(2,3 cm大）少駐

3 暗褐色土 ローム粒少量

4 黄褐色土 ローム粒・プロック (I~5cm大）主体、

黒褐色土プロック含む、しまり強
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第73図 第 169号住居跡・出土遺物
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第26表 第169号住居跡出土遺物観察表

牙田ミ 9万1 岱 秤 日径 IむnJ 底径 胎 十一 焼成 色 調 残率 備 ガ
1 l•: 師 昇； (12 0) 2.9 BDEH 2 褐 60 一次床下面
2 七 師 杯 (12 4) 3 4 BDEH 2 橙褐 45 カマド
3 上 師 昇； (12 4) 3 5 BDEH 3 橙 50 No. l 
4 士 師 昇； (13 0) 2.8 BDEH 3 淡褐 20 床下面

5 十 師 杯 (14 4) 2 8 BEH 2 橙褐 20 
6 上 帥 昇； (13. 2) 3 () BDEHJ 3 褐 25 一次休ド面
7 土 師 椀 (18 0) 3 3 BDEHJ J ＜ 橙褐 20 
8 土 師 昇； 15.8 4 4 BCEH 3 明赤褐 45 一次床―ド面・床下， L 師 椀 (17 0) 5 8 CDEH 3 橙褐 45 床ド

10 Iご 師 罪式 (22 0) 10.0 BCDEHJ 2 淡褐 10 カマドNo.1
11 ヒ 師 珈上心 8 0 4 3 BEH 1 褐 60 二次床面
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2 黒褐色土 ローム粒・焼土粒・炭化物多量

SJ 1 7 0ピット 1

1 黒褐色土 ローム粒少最

2 黒色土 ローム粒・ロームプロック (1,2cm大）少量 ヽ
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第74図 第170号住居跡・出土遺物

第27表 第170号住居跡出土遺物観察表

番号 器 稲 ロ径 凸．一 底径 胎 上 焼成 色 調 残率 備 考

1 ロクロ高台椀 (13. 0) 3 8 ADE 1 荼褐 45 カマトNo.l /j< F上峨 1• 2 
2 ロクロ椀 (15 8) 3 1 EG 2 黒 10 確認面 内外面ともに黒色処理＋ミガキ
3 ロクロ高台椀 1 6 (7 6) DEH 1 荼褐 40 カマドNo.1 
4 須 声ビム‘ 珈．忘 EIK 2 青灰 破片 末野産
5 碩 恵 珈Lヽこ BEIK 1 灰 破片 確認面末野産
6 上 錘 長33cm 最大径12cm 孔径03cm 巫拭3.59g DE 1 明赤褐 残率100% 床下上壊 4
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SJ 1 7 1 

1 黒褐色土 ローム粒少量

SJ 171床―卜上痰 1

1 黄褐色七 ローム粒・ロームプロック (2cm火）主体、しまり強

2 黒色土 ローム粒微量、しまり強

3 黒褐色土 ローム粒・ロームプロック (1~3cm大）多星、しまり強

SJ 171床下七凛 2• 3 

1 暗褐色土焼土粒やや多

2 暗褐色ナ ロームとの互屈

3 暗褐色土 ロームプロック多屋混在

SJ 1 7 1ピット 1

1 黒褐色土 ローム粒微量

2 黒褐色七 ローム粒・ロームプロック (1,2cm大）微星

3 黒褐色土 ローム粒・ロームプロック(1~3cm大）少羅

SJ 171ピット 2

1 黒褐色土焼土粒微械

2 黒褐色士 焼土粒・ローム粒・炭化物多量

3 黒褐色土 ローム粒多鼠

4 黒褐色土焼上粒微量

5 黒色土焼土粒微呈

ロプ

0 10cm 
I I 寸し 4

SJ 1 7 2カマド

1 黒色土焼土粒多鼠

2 暗褐色土 白色粘土・焼土・炭化物混在

3 暗褐色土焼土やや少

meo 
ー

2
 

第75図 第171 • 172号住居跡・出土遺物
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第28表 第171号住居跡出土遺物観察表

番号 1 闘 種 |rJ径 1 位J I I.rs.径 1 胎十 1焼成 1 色凋 1残率 備 考

1 須恵高台椀（16.0)I 5.0 

2 ロクロ高台椀（15.0)I 5.4 

BEIK 

AEG 
2

1

 

明灰 15 床下上壊 1 A 

明褐 15 IP 2 内面ミガキのみ
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SJ174 

SJ 1 7 3カマド

1 黒褐色土 ローム粒少歴

2 黒褐色土 ローム粒多匿

SJ 1 7 3床下土撰 1

1 黒褐色土 ローム粒少量

2 黒色土 ローム粒・ロームプロック(1,2cm大）・焼土粒少祇

SJ 1 7 3ピット 1

3 黒褐色土 ローム粒微盪

4 黒褐色土 ローム粒・焼土粒少量

5 黒褐色土 ローム粒・ロームプロック (1,2cm大）多量

SJ 1 7 3ピット 2

1 暗褐色土 ロームプロック・焼土粒少量

2 暗褐色土 ローム粒やや多

SJ 1 7 4床下土塙 1

1 黒褐色土 0ーム粒・ロームプロック(1,2cm大）多量、しまり強

2 黒褐色土 ローム粒多皇、しまり強

3 黒褐色土 ローム粒・ロームプロック (3,4cm大）多量、しまり強
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第76図 第173• 174号住居跡・出土遺物

第29表 第173号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 日径 tlnr J 底径 胎 土 焼成 色 調 残率 備 考

1 上 師 均： (12. 4) 2 8 DEH 2 明褐 10 床―・ド

2 十一 師 杯 (12 0) 2.7 DEH 2 橙褐 5 床下

3 上 師 杯 02.0) 3.0 DEH 2 橙褐 10 床下

4 上 師 甕 1.0 4.7 DEHJ 2 褐 80 p 1 

5 須 声Cヽ 壺 (14 8) 4 1 BE 1 暗青灰 15 床ド上瑞 1 末野産

6 羽 ク並 (19 4) 7.5 DEH 1 灰褐 5 p 1 ロクロ整形 須恵質
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第30表 第175号住居跡出土遺物観察表

番号 1 器 種i「l径

1 上師甕

高 I底径 I 胎 上 I焼成 I 色調残率 備 考

4.2 I (7.0) IBDEJ 3 I ;Jド褐 I 15 I No. l 確認面

と一

状の掘り方 (2• 3層）が埋め戻されていた。 1層

は灰層である。柱穴と考えられるものは検出できな

0 -1,. かった。

A 54.00 一．

＼ ／  
゜l -— l 

2m 
ゴl.60

第77図 第175号住居跡・出土遺物

は3基ある。 1は径1.0m、深さ25cm、2は長径1.2

m、短径1.0m、深さ40cmで、埋め戻されていた。ピッ

ト1は径60cm、深さ30cm、2は径50cm、深さ30cmで

ある。ピット 2は5層が灰層で灰溜りのような施設

の可能性がある。柱穴と考えられるものは検出でき

なかった。

遺物は、ロクロ土師器の高台付椀、須恵器の椀が

出土している。土器以外にも用途不明の鉄製品（第

269図20)か出土している。時期は10祉紀後半であ

る。

第172号住居跡（第75図）

調査区の北側、 C-21• 22グリッドに位置する。

第58• 59号掘立柱建物跡、第37号井戸跡と重複関係

にあり、前者より新しく、後者より古い。床面まで

削平され、カマドのみが残存していた。

乎面形は長方形と推定される。主軸方向は、W-E

を指す。床面、覆土の状況は不明である。

カマドは東壁に造られていたと考えられる。上壊

遺物は、図示不能な七師器の甕の小片か出土した

のみである。時期は不明である。

第173号住居跡（第76図）

調査区の北側、 D-21グリッドに位置する。床面

まで削平され、遺構の南側は不明瞭である。

平面形は長方形である。規模は長軸3.29m、短軸

2.50mである。主軸方向は、 W-Eを指す。床面、

覆土の状況は不明だが、床下土塙に貼り床が施され

ていた。

カマドは東壁に造られていた。燃焼部は、現状で

は皿状に掘りこまれ、壁から突出している。 1 • 2 

層は掘り方である。火床面・灰層等は不明である。

袖は確認できなかった。床下土壇 1は長径1.4m、短

径80cm、深さ15cmである。ピット 1は径60cm、深さ

25cm、2は径40cm、深さ20cmである。柱穴と考えら

れるものは検出できなかった。

追物は、土師器の杯・甕、須恵器の壺、羽釜が出

土している。 1 ~ 4は混人の可能性が高い。土器以

外にも刀子の茎かと思われる鉄製品（第269図10)が

出土している。ピット 1の羽釜を伴うものと考え、

時期は10世紀後半とする。

第174号住居跡（第76図）

調査区の北側、 D-21グリッドに位置する。床面

まで削平され、遺構の西側と貼り床の一部が残存す

るのみである。

平面形は方形、もしくは長方形と推定される。規

模は南北方向3.56m、東西は3.2m以上になる。主軸

方向は、カマドを東側に想定するとW-Eとなる。

床而、覆土の状況は不明だが、貼り床(1層）が施

されていた。

カマドは確認できなかった。床下土壊 1は径70cm、
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SJ 1 7 6カマド

1 黒色土焼土粒多量

2 赤褐色土焼土主体

3 黒褐色土 ローム粒少絹

SJ 1 7 6床下土塙 1

1 黄褐色土 ロームと黒色土の混土、非常に硬化

2 暗褐色土 ロームプロック少呈

3 暗褐色土 ロームプロック多量

4 黒色土 ロームプロックやや少

5 明褐色土 ローム主体

SJ 1 7 6床下土塙 2

1 黒色土炭化物やや多、ローム粒微粧

2 黒色土 ロームプロック少儀

SJ 1 7 6床下土漿 3・4

1 暗褐色土 ローム少届

2 黄褐色土 ローム主体、暗褐色土プロック混在

SJ 1 7 6ピット 1

1 黒褐色土焼t粒．灰多量
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第78図 第176号住居跡・出土遺物

第31表 第176号住居跡出土遺物観察表

牙m万ロ 器 種 日径 高 底径 胎 土 焼成 色 調 残率 備 考

1 ロクロ高台椀 (14 8) 5.4 AEG 1 明褐 20 p 1 
2 ロクロ椀 (15 9) 2 7 AEG 2 明褐 5 p 2 内面黒色処理＋ミガキ
3 ロクロ高台椀 3 0 (8 8) DEJ 2 褐 50 確認面

4 罪 釜 (17.0) 8.3 DEGJ 3 赤褐 15 No. 1 非ロクロ整形 十師質

第32表 第177号住居跡出土遺物観察表

番:J I畠益：禾重：I］□1 :界J~
底径 I胎 七 I焼成I色調 I残率 備 考

AEGH I 2 褐 5 カマド

EIJK I 1 暗青灰 10 カマド 末野産

深さ30cmで、埋め戻されている。ピット 1は径40cm、

深さ30cmである。柱穴と考えられるものは検出でき

なかった。

遺物は図示不能な土師器の小破片が出土してい

る。時期は不明だが、 10.ll世紀か。

第175号住居跡（第77図）

調査区の北側、 D~21 • 22グリッドに位置する。

第57号掘立柱建物跡と重複し、本住居跡が新しい。

床面まで削平され、掘り方のみを確認した。

平面形は方形である。規模は長軸2.45m、短軸

2.36mである。主軸方向は、カマドを東側に想定す

ると N-77°-Eになる。床面、覆土の状況は不明だ

か、貼り床が施されていた。

カマドは確認できなかった。柱穴と考えられるも

のは検出できなかった。

遺物は、土師器の甕と図示不能な土師器の杯の小
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SJ 1 7 7 

1 黒褐色土 ローム粒多量

SJ 1 7 7カマド

2 黒褐色土焼土粒多屋
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第79図

破片が出土している。時期は不明だが、甕は 7• 8 

世紀の可能性がある。

第176号住居跡（第78図）

調査区の北側、

第177号住居跡・出土遺物

D-22グリッドに位置する。第57

号掘立柱建物跡と重複関係にあり、本住居跡の方が

新しい。床而まで削平され、

ある。

遺構の西側は不明瞭で

平面形は長方形である。規模は長軸3.60m、短軸

2.40mである。主軸方向は、 N-82°-Eを指す。床

り床(1層）

いたと思われる。覆土の状況は不明である。

カマドは東壁の南寄りに造られていた。燃焼部は

土壇状に掘りこまれ、壁から突出している。

掘り方である。火床面 (2層）か辛うじて残り、焚

日付近の床面は焼t化していた。 1層は灰層である。

側壁には補強材の片岩を立てたと息われる[lJlみが

残っていた。抽は確認できなかった。床下土瑞は 4

基ある。

径70cm、深さ35cm、

30cm、

が施されることから、全体に行われて

1は径1.3m、深さ35cm、2は長径90cm、短

3は長径80cm、短径70cm、深さ

4は長径85cm、短径65cm、深さ25cmで、埋め

戻されていた。

謂灰溜ピットと考えられる。

cm、深さ 19cm、

遺物は、

ピット 1は径40cm、深さ 15cmで、所

2は長径50cm、短径40

3は径40cm、深さ32cm、

土師器の甕・台付甕、
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SJl 78 

SJ 1 7 8 

1 黒褐色土 ローム粒少量

g • 

第80図

4は径30cm、

深さ54cmである。柱穴と考えられるものは検出でき

なかった。

ロクロ土師器の高

台付椀．椀、羽釜．灰釉陶器が出土している。

床―ド土堺 4の上面から出土した。土器以外にも床下

土壇 3から用途不明の筒状の鉄製品（第270図24)が

出土している。時期は10世紀後半である。
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第178号住居跡
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SJ 1 7 9 

1 暗褐色土灰褐色土を含む、ローム粒多量、焼土小プロック少羅

2 暗褐色土 ローム粒多量、焼土粒多量

3 暗黄褐色土 灰色土・黄灰色粘土小プロック多量

4 褐 色 土黄灰色粘土・焼土小プロック多量

5 暗黄灰褐色土 暗褐色上を主体に黄灰色粘土多量、焼土粒・小プロック少量

6 暗褐色土焼土プロック(1cm大）を多最

7 暗灰褐色土 焼土粒少量、炭化物粒を含む、下面は僅かに、灰・炭層となる

8 暗褐色土 焼土粒・粘土プロック(1cm大）・炭化物粒少最、ロームプロック (5mm大）

多量

9 暗褐色土焼土粒・粘土少罷、ロームブロック多量

10 暗褐色土黄灰色粘土・焼土粒・ローム粒微最

11 暗黄灰色土 粘土層、焼土粒・炭化物粒・暗褐色土を含む

y_'_C'  

SJ I 8 0 

12 暗褐色土 白色微細粒・焼土粒・ローム粒微量

13 暗褐色土 ローム粒少整、焼土粒微量

14 暗褐色土ローム粒・焼土粒多量

SJ 1 8 0カマド

1 暗褐色土焼土粒を含む

2 灰白色上粘土多量、焼土粒を含む

3 暗褐色土 ローム粒・プロック多量、焼土粒少量

4 灰褐色土灰・焼土粒多罷、炭化物粒少量

5 暗灰白色土粘土・焼土粒多量

6 黒褐色土焼土粒・粘土粒多量、ローム粒少量

7 黄褐色土 ロームブロック・焼土粒多量
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第81図 第179• 180号住居跡・出土遺物(I)
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第33表 第179• 180号住居跡出土遺物観察表

牙"ミ'甲'J— 器 種 日径 閲 底径 胎 上 焼成 色 調 残率 備 考

1 +̂ fi IIi 昇： (12 0) 2 5 BDEH 2 褐 20 
2 上 師 昇： (12.4) 3 5 ADE 1 褐 40 床ド向 口縁部に無調整部残す
J t) 上 師 杯 (13 0) 3 1 BDEHJ 2 淡褐 25 床下面

4 +. 帥 皿 (16, 0) 2 4 BEH 2 淡褐 20 
5 土 師 J!11 05. 0) 3 0 BDEH 2 淡褐 10 
6 上 師 杯 (16 0) 3 2 BDEH 2 橙褐 25 SJ180覆土

7 須 恵 蓋 (16,0) 2 5 EK 1 明青灰 60 No. 7 秋間産 A 
8 須 恵 盈 (12 2) 2.0 BEFJ 3 明灰 25 覆土南比企喉 A， 須 恵 杯 (13 2) 3 3 EHK 2 灰 20 木野南 A 
10 須 恵 堺 (12 0) 3 4 (6.8) ABEIJ 2 黄灰 15 No. 5 末野産 A 
11 須 声じヽ 杯 1 6 (8 0) BEF 1 灰 20 南比企産 A 
12 士帥小叩J甕 (14 0) 5 6 BEH 2 淡褐 25 カマド

13 上 師 甕 6.3 (5.0) BDEH 2 褐 25 
14 +. 師 罪玉こ 3 1 (7 0) AEHJ 2 赤褐 15 
15 土 師 哀 3.2 (7 0) BCEH 2 橙褐 25 砂底

16 上 師 罪式 (22.0) 5 1 BEH 2 橙褐 25 覆t

17 + 帥 齊込 (21 8) 10.4 ABEH 2 褐 15 覆七

18 上製紡錘卓 上径4.3cm 下径3.2cm 孔径0.8cm 重旦3668 g No. 1 
19 土 師 杯 (12 5) 3 3 DE 2 橙褐 50 No. 9 日縁ドに無調整部のこす、粘上禎上げ痕あリ
20 七 師 昇： (12 8) 3.4 BDEH 2 褐 25 覆土

21 上 師 昇； 03.0) 3 9 BDEH 2 褐 25 
22 士 師 杯 (14. 6) 3 6 BDEH 2 淡褐 25 No.13 
23 土 師 杯 (14 0) 4 0 BDEH 2 淡褐 25 沐下面 SJ179瓜下面

24 上 師 [Ill (14. 4) 3 0 BDEH 2 淡褐 15 
25 七 帥 杯 (20.0) 4 6 BEH 2 淡褐 10 床下面

26 土 師 鉢 (16 0) 7 5 ADEII 3 褐 55 No. 7 覆土 内面黒色処坪

27 須 恵 杯 (10. 0) 3 3 (6 4) BHIJ 3 明黄灰 20 末野産 全周旧転ヘラケズリ A 
28 土 師 甕 08.0) 8.1 ABEII 2 褐 15 No. 4 
29 i: 師 珈式 (21 6) 6 4 ABEH 2 橙褐 15 裂十 SJ179覆十～
30 土製紡錘車 ート径61cm 下径3.9cm 孔径08cm 重凪115.93 g No.10 

第177号住居跡（第79図）

調査区の北側、 D-22• 23グリッドに位置する。

第163• 164 • 181・182号上壊と重複関係にあり、本

住居跡が最も古い。ほぱ床面まで削平されていた。

平面形は長方形である。規模は長軸3.62m、短軸

2.66mである。主軸方向は、 W-Eを指す。床面は

ほぼ平坦で、全体に貼り床か施されている。覆土の

状況は不明である。

カマドは東壁の中央に造られていた。燃焼部は、

壁から突出している。火床面は床より下位である。

2層は灰層、天井部の崩落土は不明である。袖は確

認できなかった。床下土壊、ピットは確認できなかっ

た。

遺物は、土師器の杯、須恵器の甕が出土している。

時期は 9棋紀後半である。

第178号住居跡（第80図）

調査区の北側、 D-22• 23グリッドに位置する。

第170~173号上塙と重複関係にあり、本住居跡が最

も古い。遺構の西側は不明瞭で、ほぼ床面まで削平

されていた。

平面形は長方形と推定される。規模は長軸南北方

向2.77m、東西方向2.9m以上である。主軸方向は、

カマドを東側に想定した場合、 W-Eを指す。床面

は平坦で、覆士は自然堆積と考えられる。

カマドは確認していない。東壁に造られていたと

考えられる。床下土壊、ピットは確認できなかった。

柱穴と考えられるものは検出できなかった。

遺物は、土師器の小破片が出土したのみである。

時期は不明である。
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第179号住居跡（第81図）

調杏区の北側、 A・ B~25 • 26グリッドに位置す

る。第180号住居跡と重複関係にあり、本住居跡が新

しい。

平雁形は長方形である。規模は長軸4.84m、短軸

4.13m、深さ0.16mである。主軸方向は、 N-87-W

を指す。床面はやや凹凸があり、貼り床が施されて

いた。覆土は埋め戻しである。

カマドは東壁の中央に造られていた。燃焼部は土

壊状に掘り込まれ、壁から突出している。 8• 9層

は掘り方で、埋め戻されている。火床面は床面とほ

ぽ同じ高さである。 7層は灰層、 5 • 6層は天井部

の崩落士である。柚は黄灰色枯土を貼り付けて造ら

れていた。ピットはいずれも本住居跡より新しく、

柱穴と考えられるものは確認できなかった。

遺物は、七師器の杯・皿、須恵器の杯・恙・甕．

小型甕・土製紡錘車か出土している。 12はカマド出

土である。 6の日縁部の外面には粘土がめくれあ

がった状態で部分的に付いている。 15の底面には砂

粒が多く付着し、底部外周は未調整である。 27は混

入と考えられる。時期は 8憔紀中葉と考えられる。

第180号住居跡（第81図）

調査区の北側、 A・ B-25 • 26グリッドに位置す

る。第179号住居跡、第24• 25号溝跡・第 1号荼毘跡

と重複関係にあり、本住居跡が最も古い。

平面形は歪んだ方形である。規模は長軸4.38m、

短軸4.12m、深さ0.17mである。主軸方向は、 N-78°

-Eを指す。床向は平坦で、貼り床が施されていた。

覆土は自然堆積である。

カマドは北壁のやや東寄りに造られていた。燃焼

部は土i廣状に掘り込まれ、壁からやや突出している。

6 • 7層は掘り方である。火床面 (5層）は床面よ

り下位で、粘上を貼りこんで造られている。 4層は

灰層、 1 ~ 3層は天井部の崩落土である。袖は確認

できなかった。柱穴と考えられるものは確認してい

ない。

遺物は土師器の杯。 1IIl。鉢・甕、須恵器の杯、上

-l11 

製紡錘車が出上している。 19• 22 • 26 • 30は南壁際

から出士した。時期的に輻かあるが、 8憔紀前半と

考えられる。

第181号住居跡（第83図）

調査区の北側、 B-25• 26グリッドに位置する。

第182号住居跡、第196• 198~200号土壊、第34号溝

跡と重複関係にある。第182号住居跡との新旧関係

は不明だが、本住居跡か第182号1主届跡の床面を壊

していないことから、本住居跡が浅く、新しいと考

えられる。土壊、溝跡はいずれも本住屈跡より新し

い。床面まで削平されており、壁周溝の範圃を遺構

の範囲とした。

平面形は方形である。規模は南北方向3.17m、東

西方向2.73mである。主軸方向は、東カマドと想定

した場合、 N-ST-Eを指す。床面、覆土の状況は

不明である。

カマドは確認されず、北あるいは東方向に造られ

ていたと考えられる。柱穴と考えられるものは確認

できなかった。

遺物は、第181・182号一括で取リトーげられている

が、本仕居跡に伴うものではないと考えられる。時

期は不明だが、第182号住居跡より新しい 8世紀以

降と考えられる。

第182号住居跡（第83図）

調査区の北側、 B-25• 26グリッドに位置する。

第181号住居跡、第67号掘立柱建物跡、第196• 

198~200号土壊、第34号溝跡と重複関係にある。第

181号住居跡との新旧閃係は不明だが、本住居跡が古

いと考えられる。土瑞、溝跡はいずれも本住居跡よ

り新しい。掘立柱建物跡との祈旧関係は不明である。

床面近くまで削平されている。

平面形は長方形と推定される。規模は長軸5.61

m、短軸3.49mである。主軸方向は、 N-ST-Eを

指す。床面は平坦で、全面に貼り床 (2層）が施さ

れている。覆土の状況は不明である。

カマドは東壁のやや南寄りに造られていた。燃焼

部は土瑞状に掘り込まれ、壁から突出している。 8.
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第83図 第181 • 182号住居跡・出土遺物

第34表 第181 • 182号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 ロ径 高 底径 胎 土 焼成 色 調 残率 備 考

1 土 師 訊 (13.0) 2 6 DEH 2 淡褐 15 

2 上 師 昇； (12 0) 3.4 BCEH 2 褐 10 P2 

3 七 師 坑 (12.4) 3.8 BDEHJ 2 橙褐 25 No. 2 

4 土 師 均： (12.0) 2.7 EH 2 褐 10 

5 七 師 罪忘 (21.0) 10.7 DEH 1 明褐 25 No. 4 • 5 

9層は掘り方で埋め戻されている。火床面は床面よ

り下位である。 7層は灰層、 3 ~ 6層は天井部の崩

落土である。袖は両側で確認され、白色粘土を貼り

付けて造られている。柱穴は 2基確認された。径

40~60cm、深さ30~40cmで、埋め戻されている。

遺物は、土師器の杯・甕が出土している。 3• 5 

はカマドから出土した。時期は 8匪紀中葉である。

第183号住居跡（第84図）

調査区の北側、 A-26• 27グリッドに位置する。

第184• 185号住居跡と重複閃係にあり、本住居跡が

両者より新しい。遺構の北側は調査区域外にかかる。

平面形は方形と推定される。規模は東西方向3.30
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第35表 第183~|85号住居跡出土遺物観察表

釆曰肛J 器 種 日径 高 底径 胎 土 焼成 色 調 残率 備 考

1 土 帥 昇： 12 0 3 3 9 4 DE l 橙褐 70 No. 7 
2 上 師 j•イ 12.4 3 4 DE 2 褐 70 No.13 
3 七 師 杯 (13 ()) 3.3 (10 6) ADE 2 橙褐 40 
4 土 師 身： (14. 2) 4 4 8 6 DE 2 褐 30 No. 8 カマド 底部平底風になる
5 L 師 昇； (13.4) 4 () DEJ 2 橙褐 25 No. 9 
6 須恵高盤 3.5 BEIJ 2 暗灰 35 末野崖 A 
7 須 忠 杯 (13. 0) 3 3 BEFI-I 1 明灰 25 南比企光 A 
8 須 恵 杯 12.7 3 4 7.8 BEIJK 2 明灰 95 No. 6 末野産 A ， 碩 恵 昇： (13 8) Jつ.「3 7.0 BEF 1 青灰 25 No]2 南比企庄 A 
10 I. ▲ 師 鉢 (19 0) 5.5 BEG 2 褐 10 カマド

11 t 師 甕 6 7 5.3 BDEG 2 褐 55 No.14 
12 上 師 今云忙 (19 0) 10.2 DE 2 褐 15 
13 +. 師 珈零 22 2 14.8 ADE 2 褐 70 No. 2 
14 上 錘 長7.7cm 最大径25cm 孔径06cm 重屈3617 g DEH 1 褐 100%
15 •L 製紡錘車 上径40cm 下径28cm 孔径0.8cm 厚さ15cm 
16 土 師 昇； 02. 0) 3.0 DEH 2 

17 上 師 杯 (14. 0) 3 3 ADE 2 
18 十 師 昇； (12 6) 3.3 ADE 3 
19 上 n1ff 杯 (13. 6) 4.6 ADE 2 

20 七 師 式珈 (21.8) 10 0 AEGH 2 

m、南北方向1.60mである。主軸方向は、 W-Eを

指す。床面は平坦である。覆土は自然雄積である。

カマドは東壁に造られていた。燃焼部は土瑞状に

掘り込まれ、璧から突出している。 8層は掘り方で

埋め戻されている。火床面は床面より下位である。

7層は灰層、 3~ 6層は天井部の崩落土である。袖

は両側で確認され、白色粘十を貼り付けて造られて

いる。柱穴は確認されなかった。

遺物は、上師器の杯・鉢・甕、須恵器の杯・高聾、

上錘、土製紡錘車が出土している。 13• 15はカマド

から、 2・4・5・8・9・11は南壁際からまとまっ

て出土した。 11の底面には砂粒が多く付着している。

13の甕の外面は、ケズリの際にエ具がはねた痕跡が

多く残る。時期は 8槻紀後半である。

第184号住居跡（第84図）

調査区の北側、 A-26グリッドに位置する。第

183・185芳住居跡と重複関係にあり、前者より占く、

後者との前後関係は不明である。第185号住届跡は

本住居跡と同一の遺構である可能性もある。遺構の

北側は調査区域外にかかり、西側は攪乱に壊されて

いる。

褐

褐

明橙褐

赤褐

褐

重歴36.39 g カマド No. l 

10 床―ド

10 床下

30 

5 

20 

平面形は方形と推定される。規模は東西方向80cm、

南北方向1.15mである。主軸方向は不明である。床

面は平坦である。覆土は自然雄積である。

カマド、柱穴などは確認されなかった。

遺物は、土師器の杯が出上している。時期は 8世

紀前半である。

第185号住居跡（第84図）

調査区の北側、 A-27グリッドに位置する。第

183・184号住居跡と重複関係にあり、前者より古く、

後者との前後閃係は不明である。第184号住居跡は

本住居跡と同一の追構である可能性もある。遺構の

北側は調査区域外にかかる。

平面形は方形と推定される。規模は東西方向1.83 

m、南北方向1.02mである。主軸方向は不明だが、

壁の方向からW-Eになると考えられる。床面は平

坦である。覆土は自然堆積である。

カマド、柱穴などは確認されなかった。

遺物は、土師器の杯・甕が出土している。 18• 19 

は混入と考えられる。時期は 8世紀中葉である。

第186号住居跡（第85図）

調査区の北側、 B • C-26 • 27グリッドに位置す
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第85図 第 186号住居跡・カマド・出土遺物

る。第10号溝跡と重複閏係にあり、本住居跡が祈し

しヽ。

平面形は遺構の南側が歪む方形である。規模は長

軸2.86m、短軸2.44m、深さ0.12mである。主軸方

向は、 N-79°-Eを指す。床面は平坦である。覆土

は自然堆積である。

カマドは東壁に造られていた。燃焼部は掘り方(6

層）を埋め戻すことで土壇状となり、壁から突出し

ている。火床面は床面より上位である。やや奥側に

支脚と考えられる礫が立ったままの状態で出土して
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第36表 第 186号住居跡出土遺物観察表

番り 器 種 日径 高 底径 胎 -t: 焼成 色 調 残率 備 考

1 須恵系杯 12.0 4 4 6.2 AEIJ 3 赤褐 100 カマド カマドNo.6 • 11 酸化焔焼成
2 須恵系高台杯 (12 6) 4.5 5.0 BDJ 3 灰褐 40 
3 須恵系高台坑 (13.5) 4 8 ADEI 3 黄灰 50 カマドNo.l 末野産酸化烙焼成
4 須忠系高台杯 (11.8) 5 0 (5.6) ABEJ 2 灰褐 35 カマドNo.13
5 七 師 昇： (14.0) 3.7 BEH 2 淡褐 25 
6 上師小型甕 12.2 8 4 BDEH 2 淡褐 45 カマドNo.3 
7 t師台付甕 (12. 0) 15 1 8.0 DEH 3 荼褐 60 カマドNo.5 

s:i 
SD10 

．
 

ov•c

g 

V
 

SJ 1 8 7カマド

1 暗褐色土焼土粒・ローム粒少泣

2 暗赤褐色土焼上屈

3 暗褐色土焼土粒・焼土プロック多

4 黒褐色土灰多祗、焼土粒多、炭化物粒含む

5 暗褐色土焼土粒微量

＼叫

第86図第187号住居跡カマド

いる。 5層は灰層、 4層は天井部の崩落土である。

袖は両側で確認され、白色枯土を貼り付けて造られ

ている。内側には補強材と考えられる礫が立ったま

まの状態で出土している。 7の甕も北側の袖の補強

材と考えられる。床下土壊は径40cm、深さ20cmで埋

め戻されていた。下層は粘土層である。柱穴等は確

認されなかった。

遺物は、土師器の杯・甕・小型甕・台付甕、須恵

系土師質土器の杯・高台付杯が出土している。 1. 

3 • 6はカマドの手前からまとまって出土した。 5

は混入である。 2の底部は、中心糸切り技法で切り

離されている。時期は10祉紀中葉である。

第37表 第 188号住居跡出土遺物観察表

SJ188 

8 

．
 

『

<

．
 

O
L
.
C
g

V
 

B B' 

SJ 1 8 8 

1 暗褐色土 ロームプロックやや多、焼土粒少量

゜9 -— l 
2m 

ー、一 l: 6 0 

ー□□□

□-〖
0 10cm 
l l 1 1 4 

第87図 第 188号住居跡・出土遺物

番り1[器：］［種::I□I:] 底径 1:：→ 1t尭□三Iダ：t

備 考
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SJ 1 8 9 

1 暗褐色土 ローム粒子・鉄分・焼土粒多母

2 黒褐色土 茶褐色土とロームプロック・焼土粒・炭化物多旦

3 黒褐色土 ローム粒多量、褐色土プロック含む

4 褐色土暗褐色土を主体にローム小プロック・粒．灰白色粘土粒多量

5 黄褐色土 ロームプロック多

刈

。

可

D' 

SJ 1 8 9カマド

1 暗褐色土 ローム粒・炭化物・焼土粒少量

2 暗褐色土 焼土小プロック少歓、ローム粒若干、やや褐色土多

3 黒掲色土 焼土プロック多量、ローム小プロック少量

4 黒褐色土焼土粒多量

5 明灰色土 暗灰色土主体、焼土粒多量、褐色粘土含む

6 暗褐色土焼土粒若干 。
1門。

□ 
2濯 m

4
 

C
 .. 

O
1
 

ー

第88図 第189号住居跡・カマド・出土遺物

第38表 第189号住居跡出土遺物観察表

番号 1 器 種 1 口径 1 点J I底径 1 胎十 1焼成 1 色晶 I残率 備 考

1 I土師杯104.0)I 2.s DEH 1 I 明赤褐 1 5 

第187号住居跡（第84図）

調査区の北側、 C-26グリッドに位置する。第10

号溝跡と重複関係にあり、本住居跡が新しい。

遺構の大部分を削平されており、カマドと遺構の

南東側の一部を検出したのみである。主軸方向は、

東壁を軸方向とすれば、 W-Eとなる。覆土は自然

堆積である。

カマドは東壁に造られ、南壁に近い位置に当たる

ようである。燃焼部はJil1状で、壁から突出している。

火床面 (4層下）は床面より下位である。やや奥に

支脚状の焼土塊が見られた。 4層は灰層、 2• 3層

は天井部の崩落上である。袖、床下土壊、柱穴等は

確認されなかった。

遺物は皆無である。遺構の状況から10• 11世紀頃

の遺構と考えられる。

第188号住居跡（第87図）

調査区の北側、 D~25グリッドに位置する。第 6

号溝跡と近接しており、本住居跡のほうが古い。床

面まで削平されており、掘り方のみが残存していた。

平面形は長方形である。規模は長軸3.75m、短軸

2.87mである。主軸方向は、東カマドと想定した場

合、 W-Eを指す。床面の状況は不明だが、全体に

貼り床(1層）が施されている。

カマドは確認されず、北あるいは東方向に造られ
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り新しい。第52号掘立柱建物跡との前後は不明であ

る。

SE48 

□_A 

SJ190 

42 

d
図30 

第

m□
〗8

A 53.60 

SJ 1 9 0カマド

1 黒褐色土 褐色土多量、炭化物粒・ローム粒・焼土粒少羅

2 暗黄褐色土 1暦と同様の上層に、ロームプロック多量

SJ 1 9 0貯蔵穴

1 暗褐色土 ローム小プロック・炭化物粒を多く含む

2 暗黄褐色土 黄褐色粘土小プロック多量、焼土粒微羅

3 暗褐色土 主体は 1層に同じ、 1屈より暗く、含有物のIitが少ない

2渭。

第89図第190号住居跡

ていたと考えられる。柱穴と考えられるものは確認

できなかった。

遺物は、土師器の小破片が出土したのみである。

時期は 7• 8靴紀頃と考えられる。

第189号住居跡（第88図）

調査区の中央、 D • E-24 • 25グリッドに位置す

る。第52号掘立柱建物跡、第129• 186号上塙と重複

関係にあり、第129号土塙より古く、第186号上塙よ

平面形は方形で、カマドより南東側か狭くなって

いる。棚状施設があった可能性もある。規模は長軸

3.46m、短軸3.29m、深さ0.14mである。主軸方向

は、 N-48°-Eを指す。床面は平坦で、全体に貼り

床 (5層）が施されていた。覆上は埋め戻しである。

カマドは北東壁のやや南寄りに造られていた。燃

焼部は上壊状に掘り込まれ、壁から突出している。

4 • 5 • 6層は掘り方である。火尿面 (3層ド）は

床面より下位である。 3層は灰層、 2層は天井部の

崩落土である。袖は両側で確認され、白色粘土を貼

り付けて造られていた。柱穴と考えられるものは確

認していない。

＼＼ 
・ム

SJ191 

攪乱

。3 

SK150 

三 ー一
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＼
ハ

＜゜I 

．
 

0
9
・
c
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v
 

SJ I 9 I 

l 黒褐色土 ローム粒・ロームプロック (2~4cm大）少量

0 2 m 
l l - I160 

口ー

0 10cm •——“- 1 —• l. 4 

第90図 第191号住居跡・出土遺物

第39表 第191号住居跡出土遺物観察表

釆田方＇・1 器 種 ロ径 晶•• 底径 胎 土 灼も成 色 調 残率I 備 考

十一 師 杯 (12 8) EG 橙褐
| 1 3 0 1 15 

2 t 師 杯 00.4) 2 8 DE 2 橙褐 15 
3 上 師 昇： 12.2 4 0 AEG 2 橙褐 80 INo. l 
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第91図第192~194号住居跡
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SJ192・193 

1 暗褐色土焼土粒・ローム粒・ローム小プロック少呈

2 黒褐色土 ローム小プロソク少量、黄灰色粘土・焼土小プロック若干含む

3 黒 色 土やや褐色tを含む、ローム小プロック・粒多量

4 黒褐色土 ローム小プロソク多触、焼土粒少籟

5 暗褐色土

6 暗褐色土 ローム細粒多量、焼士・炭化物粒少砧含む

7 暗褐色土 ロームプロック少星、ローム・焼土・炭化物粒多械

8 暗褐色土ローム粒含む

9 褐色土ローム粒含む

10 暗褐色t ローム小プロック・粒多量、パミス、焼土・炭化物若干有り

(SK204) 

11 暗灰色土灰色粘土・炭化物を含む (SK204)

SJ I 9 2カマド

l 暗褐色土 黒色土主体、暗褐色土・黄灰色粘土小プロック・焼土粒子少星

2 赤灰色土焼土化した黄灰色粘土プロソクを多く含む

3 黄灰色土 暗褐色士主体・黄灰色粘土プロックを粗い鹿の子状に多く含む

4 暗褐色土黄灰色粘七プロック・焼t粒・炭化物粒少昂

5 黒褐色土黄灰色粘土粒・焼土粒少楷、炭化物粒多罷

6 赤褐色土焼土プロック・粘土小プロ、ノク多餓

7 黄灰色土 白色粘上と褐色土の混土層、炭化物粒を若干含む

8 黒褐色土 ローム粒・黄灰色粘土を若十含む、炭化物多量

9 暗褐色土 ローム小プロソク・褐色土多量

SJ 1 9 3カマド

1 暗褐色土焼土粒多量、ローム粒少量、白色微細粒微量

2 灰色粘土

3 灰色粘土焼土粒微量、灰少尾

4 赤褐色土焼土

5 暗灰褐色土 焼土粒・プロック少量

6 暗褐色土シルト、粘土、灰、焼土粒含む

7 粘 土焼土粒含む

8 黒褐色土炭化物多呈

9 黒色土

10 赤褐色土焼土プロック

11 暗灰褐色七 焼土プロック (1cm大）・粘土プロック (2cm大）．灰多量：

12 粘 土焼土粒少量、 2層と同様

13 暗灰褐色土 灰・粘土含む、しまり弱い

14 黒色土ロームプロック (2,3cm大）含む

15 暗黄褐色土 ロームプロック多堪

16 灰色粘土焼土・炭化物粒多

17 暗灰褐色七 粘土粒・暗褐色土混入

18 暗灰褐色土 灰白色粘土・焼土・炭化物粒多い

19 暗褐色土ロームプロック (3~5cm大）多娯

SJ 1 9 3貯蔵穴

1 暗灰褐色土 粘質土多量、焼土粒混入

2 黒褐色ナ焼土粒多量、ローム粒微量

3 暗褐色土 ロームプロック多量、焼上粒少量

4 暗褐色土 ロームプロック (5cm大）多量

SJ 1 9 3ピット

1 黒褐色土ローム粒少羅

2 暗灰褐色土 焼上粒、炭化物粒、ローム粒、粘土を含む

3 暗褐色土 ロームプロック少罷

4 暗褐色土 ロームプロック多盪

SJ 1 9 4 

12 赤褐色土焼土層

13 暗褐色土 ローム粒少量、白色微細粒を含む

14 黒褐色土 ローム粒・白色微細粒・焼士粒微量

15 暗褐色t ローム粒多量

16 黒褐色上ローム粒少量

17 暗褐色土 ローム粒・ロームプロック多展

青。

第92図第192• 193号住居跡カマド
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第93図 第192~|94号住居跡出土遺物

遣物は土師器の杯が出土している。小破片のみで

時期の判別が難しいが、重複関係から 7世紀後半以

前のものと推定される。

第190号住居跡（第89図）

調査区の中央、 E-25 • 26グリッドに位置する。

第52号掘立柱建物跡、第48号井戸跡と重複関係にあ

る。第52号掘立柱建物跡との前後は不明で、第48号

井戸跡より古い。

床面まで削平されており、壁周溝の範囲を遺構の

範囲とした。

平面形は方形で、カマドより北側が狭くなってい

る。規模は長軸4.05m、短軸3.53mである。主軸方

- 121 -



第40表 第192~|94号住居跡出土遺物観察表

釆m'勺,・ 器 種 II径 高 底径 胎 七 焼成 色 調 残率 備 考

1 十師高杯 3.6 EGJ 2 橙褐 50 1区

2 上 師 乖•ふ£ 1. 5 4.4 ABCE 2 褐 80 3区覆十

3 t 師 昇： (12 0) 4.0 ADEH 1 棺褐 10 1区

4 土 師 杯 (15. 2) Jつ.J ［― BEG 1 荼褐 10 4区

5 上 師 鉢 (13.8) 3.7 ABE 1 荼褐 5 4区

6 十一 師 杯 (9 8) 2 5 ADE 2 赤褐 25 3区覆上

7 土 師 昇： 02.0) 2.5 BEG 1 褐 10 2区

8 上 師 況、 (12.8) 3 0 BDEH 2 明褐 10 ， 十 師 昇： (15.0) 3.5 EH J r) 棺 15 
10 土 帥 杯 (12.0) 2 4 BCEHJ 2 淡褐 15 P2 
11 上 師 昇； (10 2) 2.8 DE 2 橙褐 45 P2 
12 七 師 埒： (10 0) 3 1 DEH 2 橙褐 40 
13 上 帥 昇： (12.0) 4.3 BDE 2 橙褐 40 やや風化

14 七 師 昇： 12 6 4 4 ADE 2 褐 75 No. 8 
15 上師小刑壺 (1 0. 0) 3.8 BDEH 2 褐 20 
16 十一 師 坑云t 7.0 (5 8) BCEHJ 2 褐 10 カマド

17 上 師 碑瓦 6.7 (7.4) BCDEHJ 2 褐 25 カマド

18 上 師 珍、.b-栢( (22 0) 3.8 BDEHI 2 褐 60 カマドNo.l • 3 カマド

19 土 師 甕 (21.4) 5.0 BCEHJ 2 橙褐 20 
20 上 師 壺 16 2 ABEJ 1 橙褐 40 No. 3 • 5 
21 砥 石 長 57cm 輻3.1cm 厨さ2.0cm 孔径05cm 董量5365 g 石材 上 Fニヶ所に孔有り

22 土 錘 長 (45cm) 最大径14cm 孔径0.4cm

向は、 N-30°-Eを指す。床面、覆土の状況は不明

である。

カマドは東壁のやや南寄りに造られていた。燃焼

部は皿状に掘り込まれ、壁から突出している。 1.

2層は掘り方である。火床面の状況は不明である。

灰層、犬井部の崩落土は不明である。柚は確認でき

なかった。カマドの南側には、径60cm、深さ 30cmの

t塙があり、貯蔵穴と考えられる。覆士は埋め戻し

である。柱穴と考えられるものは確認していない。

遺物は土師器の小破片が出土したのみである。ま

た覆土中から弥生時代中期の壺が出土している。（第

30図42) 時期は不明である。

第191号住居跡（第90図）

調査区の北側、 A・ B-29グリッドに位置する。

第150号土壊と重複関係にあり、本住居跡の方が古

い。遺構の東側の大半を攪乱により壊されていた。

平面形は方形と推定される。規模は南北方向2.56

m、東西方向2.03m、深さ 0.06mである。主軸方向

は、東カマドと想定した場合、 N-72°-Eとなる。

床面は平坦で、覆土は自然堆積である。

重拭8.41g BEJ 2 暗赤褐 残率80%

カマドは東壁もしくは北壁に造られていたと考え

られる。柱穴等と考えられるものは確認できなかっ

た。

遺物は土師器の杯が出土している。時期は 8世紀

初頭である。

第192号住居跡（第91図）

調査区の北側、 B-29グリッドに位置する。第

193 • 194号住居跡、第143• 268号土壊と重複関係に

あり、第194号住居跡より新しく、第193号住居跡、

第143• 268号土塙より古い。

平面形は方形である。規模は長軸4.34m、短軸

4.25m、深さ 0.21mである。主軸方向は、 W-Eを

指す。床面は平坦で、全体に貼り床 (4層）が施さ

れていた。覆土は自然堆積である。

カマドは西壁の南寄りに造られていた。燃焼部は

土壊状に掘り込まれ、奥壁は段になっている。ほぽ

壁の範囲に収まっている。 8層は掘り方で、埋め戻

されている。火床面 (5層下）は床面よりやや上位

となっている。 5層は灰層、 2 ~4 • 6 • 7層は天

井部の崩落土である。袖は黄灰色粘土を貼り付けて
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SK146 1 黒褐色土 ローム小プロック多呈、大プロック少量
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2 暗褐色土 ローム細粒多量

3 暗褐色土 ローム粒・プロック多羅

SJ 1 9 6 

4 黒褐色土 褐色土多摂、ローム粒・焼土粒・炭化物粒少量

5 褐色土 4層に土ローム小プロックを霜降り状に多く含む

6 暗褐色土 ローム細粒を大械に含む

口
SJ 1 9 6カマド

SJ196 7 暗褐色土 褐色土・黄灰色粘土粒・ローム小プロック多昼、

SJ195 焼上小プロック・炭化物粒少量

土凛1 8 灰褐色土 黄灰色粘土・焼土プロック・炭化物小プロック多量

9 暗褐色土 黄灰色粘土粒・焼土粒・炭化物粒多量

／ ］ 
＼？ 

＼ 

; B' 

2隅

第94図第195• 196号住居跡

造られていた。柱穴は 4基検出された。径20~30cm、

深さ30~40cmで、覆土の状況は確認できなかった。

遺物は、土師器の杯・鉢・高杯が出土している。

1は混入と考えられる。小破片が多く明確ではない

が、時期は 7世紀後半と考えられる。

第193号住居跡（第91図）

調査区の北側、 B • C-29 • 30グリッドに位置す

る。第192・194号住居跡、第204号土壊と重複関係に

あり、第192・194号住居跡より新しく、第204号土壊

より古い。

平面形は方形である。規模は長軸4.78m、短軸

4.38m、深さ0.16mである。主軸方向は、 N-80°-E

を指す。）木面は平坦で、覆土は自然堆積である。

カマドは東壁のやや南寄りに造られていた。燃焼

部は深い土壊状に掘り込まれ、壁からやや突出して

いる。 13~15層は掘り方で、中に拳代の礫が入って

いた。火床面は 2枚ある。 (5層下、 11層下）前者は

床面とほほ同じ高さ、後者はやや下位である。 5,

11層は灰層、 2 ~4層は天井部の崩落土である。袖

は両側で確認され灰色粘士を貼り付けて造られてい

た。貯蔵穴はカマドの南側で確認され、長径80cm、

短径70cm、深さ40cmである。柱穴は 4基検出された。

径20~30cm、深さ40~60cmで、 1層は柱痕である。

1の底面からは拳大の礫が出土している。

遺物は上師器の杯。小型壺・甕、須恵器の杯、砥

石が出土している。 16~18はカマドから出土した。

21は上下に穿孔が施されている。時期は 7世紀後半

である。

第194号住居跡（第91図）

調査区の北側、 B-29グリッドに位置する。第

192 • 193号住居跡、第142• 143号土壊と重複閃係に

あり、本住居跡が最も古い。

平面形は方形である。規模は長軸3.64m、短軸

3.47m、深さ0.18mである。主軸方向は、 W-Eを

指す。床面は平坦で、覆土は埋め戻しの可能性があ

る。

カマドは確認されず、東壁もしくは北壁に造られ

ていたと推定される。柱穴と考えられるものは確認

できなかった。

遺物は土師器の小破片、土錘が出土したのみであ
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SJ 1 9 7 

1 白色粘土

2 黒色土

3 暗褐色土焼土粒子やや多、白色粘土プロック少量

4 黒色土ローム粒子やや多

SJ 1 9 7カマド

1 暗灰褐色土 白色微細粒・ローム粒含む

2 暗褐色土焼土粒多量、ローム粒含む

3 暗褐色土灰少量、ローム粒・焼土粒含む

4 黒褐色土 ロームプロック含む

5 暗灰褐色土粘土・焼土粒含む

6 黒褐色土ローム粒少量

7 暗褐色土ローム粒多鼠

8 暗褐色土ローム粒含む

H』

SJ 1 9 8 

1 暗褐色土 ローム粒をやや霜降り状に含む、焼土粒少量

2 暗褐色上 ローム細粒・小プロック少量、焼土粒若干

SJ198カマド

3 明褐色土 黄灰色土・焼土小プロック・炭化物粒少最

4 赤灰色土焼土プロック・黄灰色粘土プロック多量

5 暗褐色土 ローム小プロック・焼土小プロック若干

6 明灰色土灰白色粘土・焼土粒・小プロック多量

7 暗黄褐色土 ローム小プロック大最

8 黒褐色土ローム小プロック少最

SJ199・200 

1 黒褐色土ローム粒多最

2 暗褐色土 ローム粒多屋、黒色土プロック少量

3 暗黄褐色土 暗褐色土を主体にロームプロック多量

4 黒褐色土 ローム粒・小プロック少皇

5 暗褐色土 4層と同様だが、ローム粒・小プロック多量

6 暗褐色士ローム粒多量

7 暗褐色土 ローム粒・プロック大量

8 暗黄褐色土ほぽ3層と同様

9 黒褐色土 ローム粒・焼土粒多量 (SK203)

SJ 2 0 0ピット

1 黒褐色土ローム粒少盪

2 暗褐色土 ロームプロック多量

3 暗黄褐色土 ローム大プロック多倍

第95図第197~200号住居跡
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第41表 第197~199号住居跡出土遺物観察表

来"＜1甲J— 器 種 日径 ーI切上ー 底径 胎 上 焼成 色 調 残率 備 考

1 上 師 昇： (11 8) 4 1 ADE 2 橙褐 20 

2 上 師 jネ (12 0) 3.4 ADE 2 明橙褐 15 

3 士 師 杯 (12. 4) J9 .J 9 DE 1 黒 10 

4 上 帥 llll. (16 0) 3.7 ADE 2 橙褐 15 

5 -t 師 壺 (20 0) 4.4 ADEH 2 荼褐 10 床下

6 士 錘 長 65cm 最大径 17cm 孔径04cm 重足1184 g ADE 2 暗褐 残率100%

7 上 師 昇； (12 0) 3.5 ABG 2 明褐 15 1区

8 七 師 杯 02.0) 3.3 AB 2 橙褐 20 1区， 土 師 杯 (14.0) 3.0 ABE 1 褐 10 

10 上 師 杯 (13 0) 3.8 ABEG 1 褐 5 4区

11 須 声ビ‘ 乖式 8.2 BEU 1 暗青灰 破片 2区木野産

12 上 師 堪 (12 0) 7.0 ABDE 1 褐 35 SJ197 • 199 
13 L師小剋鉢 (12 0) 7 7 ABE 2 橙褐 15 

14 七 帥 坑 (1 1. 4) 3 3 ABEH 3 橙褐 3 r 

15 上 師 昇； (13 0) 3 3 BEH 2 赤褐 10 

16 有孔円板 li4. lcm 短径4.0cm 孔径0.2cm 厚さ0.4cm 重星12.54 g No. 1 

る。時期は不明だが、遣構の重複関係から 7世紀の

ものと考えられる。

第195号住居跡（第94図）

調査区の北東側、 B-30グリッドに位置する。第

196号住居跡と重複関係にあり、本住居跡の方か古

い。第196号住居跡に遺構の北側を壊されている。

平而形は方形である。規模は長軸3.10m、短軸

2.91m、深さ0.10mである。主軸方向は、 W-Eを

指す。床面は平坦で、全体に貼り床 (5層）が施さ

れていた。覆土は埋め戻しである。

カマドは北壁の東寄リに造られていたと考えられ

る。第196号住居跡に完全に壊されており、燃焼部の

状況等は不明である。床下土塙は 2基検出している。

1は径40cm、深さ 8cmで、その位置から貯蔵穴の可

能性がある。 2は径70cm、深さ 14cmである。覆士の

状況は確認できなかった。柱穴と考えられるものは

確認できなかった。

遺物は、土師器の図示不能な小破片が出土したの

みである。時期は不明である。

第196号住居跡（第91図）

調査区の北側、 B-30グリッドに位置する。第195

号住居跡、第146号土壊と重複関係にあり、前者より

新しく、後者との関係は不明である。

平面形は長方形である。規模は長軸3.77m、短軸

-126 

2. 70m、深さ0.05mである。主軸方向は、 W-Eを

指す。床面は平坦で、覆士は自然堆積である。

カマドは北壁のやや東寄りに造られていた。燃焼

部は土堀状に掘り込まれ、壁から突出している。火

床面 (9層下）は床面よりやや下位である。 9層は

灰層、 7• 8層は天井部の崩落土である。袖は確認

できなかった。柱穴と考えられるものは確認できな

かった。

遺物は土師器、須恵器の図示不能な小破片が出土

したのみである。時期は不明だが10世紀と思われる。

第197号住居跡（第95図）

調査区の北東側、 A•B-30グリッドに位置する。

第198号住居跡と重複関係にあり、第199・200号住居

跡と近接する。第198・199号住居跡より古く、第200

号住居跡との関係は不明である。遺構の北側は調査

区域外にかかる。

平面形は方形である。規模は長軸4.51m、短軸

4.33m、深さ0.08mである。主軸方向は、 N-53°-E

を指す。床面は平坦である。覆上は自然堆積である。

カマドは西壁の南寄りに造られていた。燃焼部は

輻の狭い長方形の土壊状に掘り込まれ、ほほ壁内に

収まっている。 4層は掘り方で、埋め戻されている。

火床面 (3層下）は床面とほぼ伺じ高さである。 3

層は灰層、 2層は犬井部の崩落土である。袖は両側
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撹乱 ツ＼＼ SJ 2 0 1カマド
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5 黒褐色土ローム粒少量□)p, 
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第97図 第201号住居跡。出土遺物

第42表 第201号住居跡出土遺物観察表

一釆田J勺―L 器 柾 11径 高 底径 胎 土 焼成 色 調 残率 備 考

1 上 師 昇： (11.8) 3.1 ABEH 2 橙褐 20 

2 土 師 杯 (12 0) 3 4 BCDEH J ， 橙褐 15 

3 L 師 昇： 11.6 4.3 BCEH 2 淡褐 70 内面黙色処岬

4 上 師 杯 (12 0) 3 9 BEH 2 灰褐 45 カマド

5 十一 師 鉢 (15.8) 5 0 BEH 2 橙褐 15 

6 士 師 椀 (15.0) 3.5 DEH 2 淡橙褐 5 内面ミガキ

7 上 師 甕 (13.0) 3.5 ABCDEH 3 橙褐 10 床F面

8 上 帥 甕 14.4 5.2 BCDEHI 2 黒褐 30 ， 上 錘 長 (37cm) 最大径1.6cm 孔径05cm 重蜆7.47g DE 1 褐 残率50%

で確認され、暗灰褐色帖七を貼り付けて造られてい

た。柱穴は確認されなかった。

遺物は、土師器の杯・皿。壺、土錘が出土してい

る。時期は 7桃紀前半である。

第198号住居跡（第95図）

調斉区の北東側、 B-30グリッドに位置する。第

197 • 199。200号住居跡と重複関係にあり、そのいず

れよりも新しい。
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第98図 第202号住居跡

第198・200号住居跡と重複閃係にあり、第197号住居

跡が近按する。第197• 200号住居跡より新しく、第

198号住居跡より古い。第200号住居跡に重なってお

り、同住居跡を建て替えた可能性かある。床面近く

まで削平されている。

平面形は方形である。規模は長軸4.82m、短軸

4.25mである。主軸方向は、北カマドと推定した場

合、 N-32°-Wとなる。床面は平坦で、覆土の状況

は不明である。

カマドは北壁に造られていたと考えられる。柱穴

は4基確認され、 5~ 7層は柱の抜き取り痕である。

遺物は、土師器の杯、石製模造品が出土している。

第198号住居跡出土遺物との間に訓駈はなく、いず

れも本住居跡に帰属するものと考えられる。 16は混

入と考えられる。表裏面とも丁寧に研磨される。側

面はケズリのままの部分も見られる。時期は 7世紀

中葉である。

第200号住居跡（第95図）

平面形はやや各辺が丸みを持つ方形である。規模

は長軸2.67m、短軸2.54m、深さ0.15mである。主

軸方向は、 N-7T-Eを指す。床面は遺構の南側が

やや高くなっている。覆土は自然堆積である。

カマドは東壁の南寄りに造られていた。燃焼部は

輻の狭い長方形の土壊状に掘り込まれ、突出してい

る。 7層は掘り方で、埋め戻されている。火床面(5

層下）は床面とほぼ同じ高さである。 5層は灰層、

3 • 4層は天井部の崩落土である。抽は両側で確認

され、灰白色粘土を貼り付けて造られていた。床下

土壊は径60cm、深さ20cmである。柱穴は確認されな

かった。

遺物は、 6 • 7軋紀の土師器の杯・小型壺・鉢、

須恵器の甕が出土しているが、本住居跡に伴うもの

ではなく、重複関係にある第197・199・200号住居跡

のものと考えられる。時期は10~11惟紀と推定され

る。

第199号住居跡（第95図）

調査区の北東側、 B-30・31グリッドに位閤する。

調査区の北東側、

第198・199号住居跡と重複関係にあり、第197号住居

跡に近接する。第198・199号住居跡より古く、第197

号住居跡との前後関係は不明である。第199号住居

跡に重なっており、第199号住居跡は同住居跡を建

て替えた可能性がある。床面まで第199号住居跡に

壊されている。

乎面形は方形である。規模は第199号住居跡より、

やや小さくなると考えられるか不明である。主軸方

向は、第199号住居跡と同様であれば、 N-32°-Wと

なる。床面の状況は不明だか、掘り方 (8層）を持

ち、全体に貼り床か施されていたと考えられる。覆

土の状況は不明だが、埋め戻されていた可能性かあ

る (1層）。

カマドは北壁に造られていたと考えられる。柱穴

は4基確認され、

B~30·31グリッドに位置する。

1層は柱の抜き取り痕である。

遺物は、皆無である。時期は不明だが、第199号住

居跡に近接する時期だとすれば、

られる。

7世紀中葉と考え
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1 褐色土焼土粒・焼土プロック多鼠

2 褐色上ローム粒やや多

3 黒色土灰層

4 暗褐色土 白色粘土プロック・焼土粒少量

5 黒色土 白色粘土プロックやや多

6 黒色土ローム微量

SJ 2 0 3床下土塙 1

7 黒褐色土 ローム粒、ロームプロック (2,3cm大）

白色粘土少量
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第99図 第203• 204号住居跡・出土遺物

第43表 第203• 204号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 日径 -lロn••J ニ 底 径 胎 土 焼成 色 調 残率 備 考

1 上 師 杯 (10 8) 2.6 EG 3 橙褐 5 

2 土 師 昇： 02.6) 3.4 (8.2) DE 2 赤褐 40 No. l 内面放射＋ラセン暗文

3 須 恵 昇： (13.2) 3.3 ABEHK 2 灰白 15 秋間産 A 

4 土師小型甕 11.4 11.6 ADEH 1 褐 90 カマド No. 2 

5 土師台付甕 3.0 9.3 ADEH 1 赤褐 90 床下土瑠 1

6 士 師 埒： 11 2 3 8 AE 2 橙褐 80 

7 土 師 坑； (12 0) 3.8 BDEH 1 赤褐 30 SJ203 No. 1 

8 土 師 均； (13.0) 3 3 AEG 2 暗褐 5 床下

第201号住居跡（第97図）

調査区の北東側、 B•C-30グリッドに位置する。

遺構の北東コーナーは撹乱により壊されている。

平面形は長方形である。規模は長軸4.46m、短軸

3.54m、深さ 0.06mである。主軸方向は、 N-7 °-W 

を指す。床面は平坦である。覆土は埋め戻しである。

カマドは北壁の西寄りに造られていた。燃焼部は

土壊状に掘り込まれ、ほぼ壁内に収まっている。 3.

6 ~8層は掘り方で、埋め戻されている。火床面

(2 • 4層下）は床面より下位である。 2• 4層は
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灰層、 1層は天井部の崩浴上である。袖は両側で確

認され、暗灰褐色粘上を貼り付けて造られていた。

柱穴は 3基確認された。径20~30cm、深さ 15~20cm

で、 1培は柱痕である。

遺物は、土師器のj:不．鉢。甕、上錘か出土してい

る。時期は 7性紀前半である。

第202号住居跡（第98図）

は径90cm、深さ 5~7 cmで埋め戻され、上面の東半

分には白色帖上が貼り付けられていた。床下土壇 2

は径1.0m、深さ 10cmで、床下土塙 lとほぼ同じ土で

埋め戻されていた。

遺物は、土師器の杯・小型甕・台付甕、須恵器の

杯が出tしている。

9世紀中葉である。

4はカマド出土である。時期は

調査区の北東側、 B•C~30グリッドに位置する。

第10号溝跡と重複するが、前後関係は不明である。

遺構の南東コーナーは第10号溝跡により壊されて

いる。床面まで削平されている。

平面形は長方形で、 カマドの西側が狭くなってい

る。規模は長軸2.85m、短軸2.77mである。主軸方

向は、 N-15°-Wを指す。床面、覆土の状況は不明

である。

カマドは北壁のやや東寄りに造られていた。燃焼

部は皿坑状に掘り込まれ、突出している。 3層は掘

り方で、埋め戻されている。火床面 (2層下）は床

面より下位である。 2層は灰層、 1層は天井部の崩

落土である。袖、柱穴等は確認されなかった。

遺物は皆無である。時期は不明である。

第203号住居跡（第99図）

調査区の北東側、 A~31グリッドに位置する。第

204号住居跡と重複関係にあり、本住居跡の方が新し

い。遺構の北側は調査区域外にかかる。

平面形は方形もしくは長方形と推定される。規模

は長軸3.00m、短軸方向2.45m、深さ0.03mである。

主軸方向は、 N-70°-Eを指す。床面は平坦である。

覆土は自然堆積である。

カマドは東壁の南寄りに造られていた。燃焼部は

段を持って掘り込まれ、突出している。

方で、埋め戻されている。火床面 (2 • 4層下）は

床面より下位である。 3層は灰層、

6層は掘り

1層は天井部の

崩落土である。袖は確認できなかった。床下土壊 1

第204号住居跡（第99図）

調査区の北東側、

第203砕住居跡と重複関係にあり、本住居跡の方か

古い。遺構の北側は調査区域外にかかる。床面近く

まで削平されていた。

平面形は方形もしくは長方形と推定される。規模

は調査区内で東西方向3.45m、南北方向2.60m、深

=7'---j 

SJ 2 0 5 

1 暗灰褐色土 ローム粒多量

2 灰褐色土粘土粒・焼土粒多量

第100図

A-30・31グリッドに位置する。
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第205号住居跡・出土遺物
第44表 第205号住居跡出土遺物観察表

香号 器 種 ロ径 高 底径 胎 ク

ー4i
 

焼成 色 調 残率 備 考

ー 土 帥 杯 12.2 4.4 BDEH 3
 

暗褐 60 胎七粗く、砂粕多い
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SJ 2 0 6 

1 暗褐色土 ローム粒多阻、白色微細粒少．1il:

2 暗褐色土ローム粒少醤

3 黒褐色土 ローム粒微母、焼土粒少罷

4 暗褐色土 ローム粒微量、焼土粒・灰色粘土プロック (2,3cm大）少量

5 暗褐色土 焼土粒多監、灰色粘土プロック・ローム粒少量、粘性弱

6 暗灰褐色七 焼土粒・炭化物粒・粘士粒含む、粘性やや有り

7 赤褐色土焼土

8 灰色粘土

9 黒灰色上灰多呈

10 暗黄褐色土 ローム粒・ロームプロソク微母

11 暗褐色土 ローム粒・焼上粒少量

12 暗灰褐色土 灰色粘上・ローム粒少最、焼土粒・焼七プロック多量

13 黒褐色土 ロームプロック (2,3CID大）多械

~- 1 
2m 
l l : 60 

三

こ三二p)2

□ 6 

口

口

/7 

｀ 
こ 5

□
 

0 10cm 
にi l 1 →1 4 

0 5関心

第101図 第206号住居跡・出土遺物
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第45表 第206号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 口径 高 底径 胎 上 焼成 色 調 残率 備 考

1 土 師 杯 (12.0) 4.1 ADE 2 橙褐 25 覆土床下

2 上 師 均： 11 7 3 4 DEG 1 褐 100 No. 8 

3 七 師 杯 10.8 3.6 AEL 1 淡褐 100 No. 5 

4 土 師 杯 11.4 3.3 DEHJ 2 橙褐 100 No. 3 

5 上 帥 均； 11. 2 3.2 DEL 1 褐 95 No. 6 

6 七 師 杯 10.0 3 1 AEH 2 橙褐 100 No. 2 

7 土 師 昇； 10.6 3.8 ADEH 1 橙褐 100 No. 4 

8 土 師 杯 11 0 3 9 ADEH 1 橙褐 100 No.10 ， 七師小塑甕 15.4 20.2 BDEJ 2 明褐 85 カマド No. 7 

10 上 師 甕 (21.8) 34.6 J9 . 3 ← BDEJ 1 暗褐 60 No. l 

11 上 錘 長77cm 最大径3.4cm 孔径1.0cm 重量77.32g EJ 1 褐 残率80% 床下層面

＼ 
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SJ 2 0 7 

I 暗黄褐色土 ローム粒・プロック多量、焼土粒少量

2 暗褐色土 ローム粒・プロックを含む、焼土粒少量

3 暗黄褐色土 ローム粒・プロック多量、焼土粒少量

SJ207カマド

4 灰白色土粘土・焼土粒多量

5 暗褐色土 ローム粒・焼土粒少量

6 灰白色土 ローム粒・焼土粒・炭化物粒微量

7 暗灰褐色土 ローム粒少橙、焼土粒・粘土粒やや多

8 黒褐色土炭化物粒・焼土粒多量

9 暗灰褐色土焼土粒多量

10 灰褐色土 ローム粒・プロック多昼

□16/3 

2閲。

ーロぃ
(1/ 3) 

⑤ 

゜「 I 1-413 
O 5cm 

10cm 
JI.4 

第102図 第207号住居跡・出土遺物

第46表 第207号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 ロ径 高 底径 胎 土 焼成 色 調 残率 備 考

1 七 師 埒： (12.2) 3 1 AE 1 橙褐 10 全体に摩滅、粉っぽい胎土

2 土 師 杯 (12 0) 2.8 BD 3 淡褐 3 r カマド

3 土 師 昇： (13 0) 3 6 ABDEJ 2 暗褐 15 カマド

4 七 師 椀 (15 8) 4.7 AEH 2 褐 10 

5 土師高杯 9 6 (11 7) ADEH 2 明褐 30 No. 2 風化のため調整不明瞭

6 砥 石 長126cm 幅3.6cm 厚さ2.4cm 重量20310 g 凝灰岩製 No. 8 

7 土 錘 長3.3cm 最大径1.5cm 孔径04cm 里景4.50g ADE 2 明褐 残率50%

さ0.03mである。主軸方向は東カマドと想定した場

合、 N-55°-Eとなる。床面は平坦である。覆土の

状況は確認していない。

カマドは検出されなかった。上壊 1は径70cm、深

さ20cmである。貯蔵穴等の可能性もある。柱穴は 1

基確認され、重複することから建て替えの可能性も
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ある。径50cm、深さ50cmと54cmの2ヶ所の掘り込み

がある。

遺物は、土師器の杯が出土している。 7は床面出

土である。時期は 7槻紀前半である。

第205号住居跡（第100図）

調査区の北東側、 D-31・32グリッドに位置する。

他の住居跡とはやや離れた位置にある。北西ー南東

方向の対角線上を撹乱により壊されている。

平面形は方形である。規模は長軸4.18m、短軸

3. 70m、深さ0.06mである。主軸方向は、 N-76° E 

を指す。床面は平坦である。覆土は埋め戻しの可能

性かある。

B' 

B' 

SJ208・209 

1 暗褐色土 ローム粒を含む、焼土粒を僅かに含む

2 暗灰褐色土 ローム粒やや多

3 暗褐色土 ローム粒多量、ロームプロック (3cm大）少量

4 暗褐色土 ローム粒少最、ロームプロック含む

SJ 2 0 9カマド

1 暗茶褐色土焼土粒・粘土粒多

2 橙褐色土焼土多量、硬化した焼土プロックを含む

3 灰白色土粘土・焼土粒多量

4 暗灰色土灰多量、焼土粒を含む

5 灰褐色土焼土粒多晨

6 灰白色土粘土・焼土粒多量

7 暗褐色土焼土粒・ローム粒を含む

8 暗茶褐色土焼土粒・粘土粒多最

9 茶褐色土 ローム粒多量、焼土粒・炭化粒少量

10 暗灰褐色土焼土粒少量

11 灰褐色土焼土粒・粘土粒を含む

12 暗褐色土 ローム粒を含む、焼土粒・炭化物粒少景

13 灰白色土粘土層、焼土粒を少し含む

14 黄褐色土ローム粒多景

15 黒色土炭化物層、焼土粒少呈

16 黒褐色土ローム粒少羅

17 灰白色土粘土層、焼土粒少量

18 暗褐色上焼土粒・粘土粒を僅かに含む

19 暗茶色土ローム粒多量

20 黄褐色土ロームブロック多量

SJ209ピット 1~4

1 暗黄褐色土 ローム粒・焼土粒やや多

2 黒褐色土 ローム粒・焼土粒・炭化物粒の微粒子を含む

3 暗褐色土 ローム粒・プロック多量

4 暗黄褐色土 ローム粒多量

SJ 2 0 9貯蔵穴

1 暗褐色土 ローム粒・焼七粒を含む

2 暗黄褐色土 ローム粒多量

3 暗灰褐色土 ローム粒やや多、焼土粒を僅かに含む

D
i
 

2m 
ヽ~へ•41 : 60 

第103図第208• 209号住居跡

カマドは東壁のやや南寄りに造られていた。燃焼

部は小さく、壁からやや突出している。火床面 (2

層下）は床面とほぼ同じ高さである。 2層は天井部

の崩落土である。袖は白色粘土を貼り付けて造られ

ていた。柱穴と考えられるものは確認できなかった。

遺物は土師器の杯が出土している。また南側の壁

際には片岩の大型の礫がまとまって出土している。

カマドの構築材の可能性もある。時期は、 7祉紀前

半である。

第206号住居跡（第101図）

調査区の北東側、 A•B~32グリッドに位置する。

第27• 28号掘立柱建物跡と重複関係にあり、本住居
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第104図 第208• 209号住居跡カマド・出土遺物

跡の方が古い。

平面形は長方形である。規模は長軸2.85m、短軸

2.51m、深さ0.14mである。主軸方向は、 N-65°-W

を指す。床伯iは平坦である。覆土は自然堆積である。

カマドは北壁の東寄りに造られていた。燃焼部は

小さい長方形で、はは壁内に収まっている。 10・11・

13層は掘り方で、埋め戻されている。火床面 (9層

下）は床面とほは同じ高さである。 9層は灰層、 5.

12層は天井部の崩落土である。袖は灰色粘土を貼り

付けて造られていた。柱穴と考えられるものは確認
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第47表 第208• 209号住居跡出土遺物観察表

番砂 悩 種 11径 高 底径 胎 t 焼成

1 上 師 杯 2.8 AEH J ， 

2 土 師 昇； (12 0) 4.5 ADE 1 

3 土 師 珈武 (21.0) 5.9 ABCEH 2 

4 上 師 均： 11. 5 J 9 J 9 AEGH 1 

5 L 師 昇； (12 0) 4 0 ABEG 2 

6 七 師 昇； (11.0) 3 4 ABG 2 

7 上 帥 杯 02 0) 3.1 ADE 3 

8 t 師 況： 12.0 4 6 ABG 2 ， 土 師 昇： (14.0) 4 1 BEG 1 

10 L: 師 甕 (21 4) 17.7 BCDE 2 

11 士 師 甕 22.0 3 5. 2 (4.8) BEJ 1 

できなかった。

遺物は遺存率の高いものが多く、士師器の杯・甕、

土錘が、床佃から出土している。特に 2~ 8の杯類

は正位の状態で、間隔を置いて出土しており、意図

的に遺棄された可能性もある。 9はカマド出土であ

る。 10の甕は底部よりやや上位の外周に焼土が輻 2

~3  cmの帯状に付着し、底部は煤が付着する。使用

法を窺わせるものである。時期は、 7侃紀後半であ

る。

第207号住居跡（第102図）

調斉区の北東側、 B-32グリッドに位置する。

平面形は方形である。規模は長軸2.21m、短軸

L97m、深さ0.24mである。主軸方向は、 N 63°-E 

を指す。床面は平坦である。覆土は埋め戻しの可能

性がある。

カマドは東壁のほぼ中央に造られていた。燃焼部

は大きく、壁から突出している。火床面 (9層下）

は床面と同じ高さである。 9層は灰層、 6 • 10層は

天井部の崩落土である。袖は検出できなかった。柱

穴と考えられるものは確認できなかった。

遺物は土師器の杯・椀・高台付杯、土錘、砥石が

出土している。小破片が多く、 4 • 5は混入と考え

られる。 6の砥石は 4面とも使い込まれている。時

期は、確実ではないが、カマド出土の 3から 7槻紀

中葉としておきたい。

第208号住居跡（第103図）

調査区の北東側、 B•C-32グリッドに位置する。

第209号住居跡と重複閃係にあり、本住居跡の方が

色 調 残率 備 考

橙褐

橙褐

橙褐

橙褐

荼褐

荼褐

明褐

黒褐

暗褐

明褐

荼褐

20 

40 No. l 

25 

100 No. 2 

85 No. l 

20 

20 

65 No. 3 

20 

25 No. 2 

50 No. l 

古い。第209号住居跡は本住居跡を拡張したもので

ある。

平面形は長方形である。規模は長軸3.30m、短軸

3.03m、深さ0.08mである。主軸方向は、 N 62°-E 

を指す。床面は平坦で、覆土は自然堆積の可能性も

あるが、埋め戻しと考えられる。

カマドは第209号住居跡のカマドと董複し、掘り

方も検出できなかった。柱穴と考えられるものは確

認できなかった。

遺物は、土師器の杯・甕が出上している。 2はカ

マド脇の壁周溝から出土している。時期は 7性紀中

葉である。

第209号住居跡（第103図）

調査区の北東側、 B・ C-32グリッドに位置する。

第208号住居跡と重複関係にあり、本住居跡の方が

新しい。本住居跡は第208号住居跡を埋め戻して、拡

張したものと考えられる。

平面形は方形である。規模は長軸4.21m、短軸

4.03m、深さO.lmである。主軸方向は、 N-62°-E

を指す。床面は平坦で、全面に貼り床か施されてい

る。覆土は自然堆積である。

カマドは西壁のやや南寄りに造られ、第208号住

居跡のカマドと重複し、完全に壊している。燃焼部

は土堺状に掘り込まれ、壁から突出している。 7~14 

層は掘り方である。 15層は第208号住居跡の灰層の

可能性もある。火床面 (4層下）は床面とほぼ同じ

高さである。北側にピット状の掘り込みがあり、 11

の甕を据えた可能性もある。 4層は灰層、 1 ~ 3層
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4 灰白色土粘土・焼土粒多
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第105図 第210~215号住居跡・出土遺物(I)
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第106図 第210~215号住居跡出土遺物(2)
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第48表 第210~215号住居跡出土遺物観察表

釆m万ロ 謡 種 日径 高 底径 胎 七 焼成

］ -[-- 師 杯 (12.0) 3 4 ADE 2 
2 +. 帥 杯 (12.0) 3 1 DEH 2 
3 土 師 邸 (13. 8) 2.9 ADE 2 
4 じ 師 る式柘 5 3 3.0 AEJ 1 
5 七 師 昇： 11 8 3 4 AEG 2 
6 上 師 杯 10.2 3.3 AE 2 
7 •L 師 杯 (12. 0) 2.6 AEG 1 
8 士 師 均： (12 0) 2.8 EGH 3 ， 上 師 j不 (12 0) 3.5 ADE 2 
10 十一 師 杯 (11.6) 2.5 AEH 2 
11 土 師 杯 (11.6) 3 7 DEH 2 
12 」.- 師 均； (1 2. 0) 3.0 DEH 2 
13 七 師 杯 12.6 3 2 DEH 1 
14 上 師 杯 (12 0) 3.1 DEH 2 
15 十 師 杯 (14. 4) 4 4 ADE 2 
16 須 恵 杯 (13 6) 4.1 9 0 EHK 1 
17 須 声Uヽ 昇： (13 8) 3 8 8.1 BEHK 1 
18 碩 恵 杯 (13 5) 3.4 7 9 BEFH 3 
19 I:: 師 甑 (25 0) 7 8 ADE 1 
20 土 師 甕 (22 8) 6 1 ADEH 2 
21 上 帥 壺 (22.8) 6.0 ABDE 2 
22 -t 師 昇； (12. 0) ,)ウ,;}「 DEH J r) 

23 士 師 均： (12.6) 3 2 DEH 2 
24 上 師 昇； 04.0) 2.6 DEH 2 
25 .:l: 師 杯 (14.0) 3.4 DE 2 
26 土 帥 昇： (13.0) 3 2 ADE 2 
27 上 師 昇： 13.1 3.5 DE 1 
28 十← 師 鉢（17.0) 4 1 ADEG 1 
29 小 刑土J 壺 (7 3) 4 4 (6.6) ADEH 1 
30 須 声じヽ 盈（14.0) 2 3 EHK 1 

は天井部の崩落土である。袖は両側で確認され、灰

白色枯土（17• 18層）を貼り付けて造られている。

貯蔵穴はカマドの南側にあり、径60cm、深さ 40cmで、

中ほどに段を持ち、埋め戻されている。柱穴は 4基

確認された。径30~40cm、深さ50~80cmで、 1~ 3 

層は柱の抜き取り痕である。

遺物は、土師器の杯・甕か出土している。 4の杯

は完形で、貯蔵穴ヒ面から逆位の状態で出土した。

5の杯は北側の袖の上面から正位の状態で出土し

た。 11の甕は北側の袖と貯蔵穴上面から出土し、カ

マドを壊した際に廃棄したものと考えられる。時期

は7憔紀中葉である。

第210号住居跡（第105図）

調査区の北東側、 A~32·33グリッドに位置する。

第215号住届跡と重複関係にあり、本住居跡の方が

色 調 残率 備 打

褐

橙褐

橙褐

褐

赤褐

褐

棺褐

橙褐

褐

褐

橙褐

棺褐

荼褐

褐

褐

灰白

明青灰

乳l.’I

棺褐

亦褐

赤褐

明褐

橙褐

明褐

褐

棺褐

橙褐

荼褐

明褐

灰白

10 

10 
!9― ) 

25 

100 No. 2 内面黒色処理

85 カマドNo.1 

15 カマド

10 

10 

10 内而黒色処坪

15 覆十．

15 床ド而

30 No. 6 

10 床―ド面底部内面にヘラ記号「 X」

20 覆上 内面に「 X」状の線刻あり

65 No. 3 不明秋間産 A

70 No. 2 金山窯産か A 

35 覆土南比企在 A

10 覆上

15 

10 

10 覆上

20 覆七

15 

10 覆十ク

10 覆上

80 No. 2 確認面

10 覆上

40 体部～底部黒斑あり

30 覆上秋聞産 A

新しい。遺構の北側の大部分は調査区域外にかかる。

平面形は方形と推定される。規模は東西方向3.97

m、南北方向1.99m、深さ 0.04mである。主軸方向

は、東カマドと想定した場合N-84'-Eとなる。床

面は平坦である。覆土の状況は確認できなかった。

カマドは東壁もしくは北壁に造られていたと考え

られる。柱穴等と考えられるものは確認できなかっ

た。

遺物は、土師器のj:不・甕の小破片が出土している。

この他に弥生上器の小破片が出土している。時期は

8世紀前半である。

第211号住居跡（第105図）

調査区の北東側、 A-33グリッドに位置する。第

212~215号住居跡と近接する。時期的にも近接して

いるが本住居跡の方かやや古い。遺構の北側の大部
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分は調査区域外にかかる。

平面形は方形と椎定される。規校は北西ー南東方

向1.83m、北東ー南西方向1.26m、深さ0.15mであ

る。主軸方向は、 N-65°-Wを指す。床面は平坦で

ある。覆上は自然堆積である。

カマドは西壁のやや南寄りに造られていた。燃焼

部はJIIL状に掘り込まれ、段があり、壁から突出して

いる。 3層は掘り方で、埋め戻されている。火床面

(2層下）は床面とほぽ同じ高さよりやや上位であ

る。灰層は不明瞭で見とめられなかった。 2層は天

井部の崩落上である。袖は確認できなかった。柱穴

と考えられるものは確認できなかった。

遺物は、t師器の杯が出土している。 5の杯は法

面際の床而から正位の状態で出土した。 6はカマド

出上である。時期は 7批紀後半である。

第212号住居跡（第105図）

調査区の北東側、 A• B-33グリッドに位置する。

第213~215号住居跡と重複関係にあり、本住居跡が

最も新しい。また、近按する第211号住居跡とは、本

住居跡の方が新しい。遺構の東側の大部分は調査区

域外にかかる。

平面形は方形と推定される。規模は南北方向2.96

m、東西方向2.23m、深さ0.05mである。主軸方向

は、東カマドを想定した場合、 N-78°-Eとなる。

床面は平坦である。覆土は自然堆積である。

カマドは東壁に造られていたと考えられる。柱穴

と考えられるものは確認できなかった。

遺物は、土師器の杯・甑・甕．壺、須恵器の杯が

出土している。小破片か多いが、 16。17は比較的遺

存率が高く、床面から出土している。 17は胎土や質

感から群馬県太田市金山窯周辺の製品と考えられ

る。 14• 15は内面に「x」のヘラ記号が施されてい

る。 19は砂粒を多く含む覆土である。土器以外にも、

刀子と用途不明の板状鉄製品（第269図 2.第270図

26)が出土している。時期にやや輻のあるように感

じられるが、 16・17から 8祉紀中葉としておきたい。
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第213号住居跡（第105図）

調査区の北東側、 A• B-33グリッドに位置する。

第212• 214 • 215号住居跡と重複関係にあり、いずれ

よりも本住居跡の方が古い。第214• 215号住届跡は

本住居跡を拡張したものと考えられ、壁周溝のみを

もって遺構の範囲を認定した。

平面形は長方形と推定される。規模は長軸方向

2.99m、短軸2.71m、深さ0.05mである。主軸方向

は、東カマドと想定した場合、 W-Eとなる。床面

は乎坦である。第214• 215号住居跡とほぼ同じ高さ

で、この住居跡そのものの覆土は失われている。

カマドは東壁もしくは北壁に造られていたと考え

られる。柱穴と考えられるものは確認できなかった。

遺物は、土師器の杯・鉢．壺、須恵器の蓋が、第

214 • 215号住居跡と一括で取り上げられている。そ

のほとんどが覆上出土のもので、第215号住居跡に

帰属すると考えられる。 27の杯も平面では本住居跡

に伴うように見えるか、床面からは浮いており、第

215号住居跡のものと考えられる。土器の時期は 7

~ 8匪紀と幅があるが、第215号住居跡を遺存率の

高い27の時期である 8机紀前半とし、それに近接す

る時期を考えておきたい。

第214号住居跡（第105図）

調査区の北東側、 A•B-33グリッドに位置する。

第212・213・215号1主届跡と重複関係にあり、第212・

215号住居跡より古く、第213号住居跡より新しい。

本住居跡は第213号住居跡を拡張したものであり、

第215号住居跡は本住居跡を拡張したものと考えら

れる。壁周溝のみをもって遺構の範囲を認定した。

平面形は長方形と推定される。規模は長軸方向

3.67m、短軸方向3.07m、深さ0.05mである。主軸

方向は、東カマドと想定した場合、第213• 215号住

居跡とほぽ同一のW-Eとなると考えられるが、西

壁がやや触れることから若干北東方向に振れる可能

性もある。床面は平坦である。第213• 215号住居跡

とほぼ同じ高さで、この住居跡そのものの覆土は失

われている。
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10 暗褐色土 ローム粒・プロック (3cm位）を含む、焼土粒少量
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第107図 第216号住居跡・カマド・出土遺物
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第49表 第216号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 ロ径
―的’-• 底径 胎 土 焼成

1 上 師 鉢 (20 8) 13.0 ABDEH 2 

2 上 帥 罪コm; 20.7 33 7 3.7 EHJ 1 

3 上 師 甕 (18.6) 35 8 4.0 BDEJ 3 

カマドは東壁に造られていたと考えられる。柱穴

と考えられるものは確認できなかった。

遺物は、土師器の杯・鉢．壺、須恵器の蓋が、第

213 • 215号住居跡と一括で取り上げられている。土

器の時期は 7~ 8世紀と幅があるが、第215号住居

跡を遺存率の高い27の時期である 8軋紀前半とし、

それに近按する時期を考えておきたい。

第215号住居跡（第105図）

調査区の北東側、 A•B-33グリッドに位置する。

第210・212~214号住居跡と重複関係にあり、第210・

212号住居跡より占く、第213・214号住居跡より新し

い。本住居跡は第214号住居跡を拡張したものと考

えられる。

平面形は長方形と推定される。規模は長軸方向

4.12m、短軸3.47m、深さ0.05mである。主軸方向

は、東カマドと想定した場合、 W-Eとなる。床面

は第213• 214号住居跡とほぼ同じ高さで、平坦であ

る。覆土は自然堆積である。

カマドは東壁に造られていたと考えられる。柱穴

と考えられるものは確認できなかった。

遺物は、土師器の杯・鉢・壷、須恵器の蓋が、第

213 • 214居住居跡と一括で取り上げられている。そ

のほとんどが覆土出土のもので、本住居跡に帰属す

ると考えられる。 27の杯も覆土出土で、本住居跡の

ものと考えられる。土器の時期は 7~8匪紀と輻が

あるが、遣存率の高い27から 8世紀前半としておき

たい。

第216号住居跡（第107図）

調査区の北東側、 B-32・33グリッドに位置する。

平面形は方形である。規模は長軸3.99m、短軸

3.38m、深さ0.08mである。主軸方向は、 N-50°-E

を指す。床面は全面に貼り床が施され、平坦だが、

貯蔵穴の周囲のみかやや盛り上がっている。覆土は

色 調 残率 備 考

橙褐

明荼褐

橙褐

30 No. l • 2 

70 No. 3。 4カマド

70 No. 5 • 6カマド

埋め戻しの可能性かある。

カマドは北壁の東寄りに辿られていた。燃焼部は

土壊状に掘り込まれ、壁内に収まっている。 7~10 

層は掘り方である。火床面 (5層 F）は床面とほぼ

同じ高さである。 5• 6層は灰層、 3 • 4層は天井

部の崩落土である。袖は両側で確認され、灰白色粘

土 (11層）を貼り付けて造られている。柱穴は 4基

確認された。径20~30cm、深さ50~60cmで、 1層は

柱の抜き取り痕である。

遺物は、土師器の鉢・甕が出土している。 2• 3 

はカマドの手前からまとまって出土した。カマドで

使用したものをその場で破砕したような印象を受け

る。貯蔵穴の東側からは礫がまとまって出土し、編

物石の可能性が高い。時期は 7世紀後半である。

第217号住居跡（第108図）

調査区の北東側、 B•C-33グリッドに位置する。

平面形は方形である。規模は長軸4.32m、短軸

3.80m、深さ0.18mである。主軸方向は、 N-63°-E

を指す。床面は全面に貼り床（カマド 8層）が施さ

れ、平坦である。覆土は自然堆積である。

カマドは北壁の中央に造られていた。検出時は灰

白色粘土が小さな山になっていた状態である。燃焼

部は土壊状に掘り込まれ、壁内に収まっている。煙

道は、燃焼部から段を持って北側に長く延びている。

8 ~10 • 14 • 16 • 17層は掘り方で、埋め戻されてい

る。火床面 (7層下）は床面とほぼ同じ高さである。

7層は灰層、 2 ~4 • 6 • 12 • 20 • 22 • 23層は天井

部の崩落土である。 1層と 5層はカマド崩落後に穿

たれたピットとその影響により形成された土層と考

えられる。柚は両側で確認され、灰白色粘土(13層）

を貼り付けて造られている。貯蔵穴はカマドの東側

にあり、長径75cm、短径40cm、深さ30cmで、埋め戻

されている。柱穴は 5基確認された。径20~40cm、
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SJ217 

1 暗褐色土焼土粒・ローム粒を含む

2 暗 褐色土 ローム粒多昼、焼土粒少懃

3 暗 褐色土 ローム粒を含む

4 暗褐色土 ローム粒・プロック多呈

5 暗褐色土 ローム粒・焼土粒少量

6 暗灰褐色土 ローム粒・プロック多量

7 黒褐色土 ローム粒・プロック少量

8 暗黄褐色土 ローム粒多撰

SJ 2 1 7カマド

1 暗 褐 色土 ローム粒・焼土粒を僅かに含む

2 灰白色土粘土を主体とし、焼土粒を僅かに含む

3 暗灰褐色土 粘土粒を含む

4 灰白色土粘土を主体とし、焼土粒を多最に含む

5 暗灰褐色土 焼土粒・粘土粒多呈

6 灰茶褐色土 焼土粒多量、粘土粒を僅かに含む

7 暗褐色土焼土粒・ローム粒・炭化物粒少量

8 灰茶褐色土 粘土・ローム粒やや多

9 茶褐色士焼土粒やや多

10 黒褐 色 上 ローム粒・ブロック (1~3cm)多量

11 暗茶褐色土 焼土粒・プロックを含む

12 暗灰白色土 暗褐色土粒の混じった粘土・焼土粒多量

13 灰白色土粘土で構成

14 黒色土 ローム粒 少磁

15 暗褐色土ローム粒やや多

16 黒色 土ローム 粒多呈

17 黄白 色上 ロー ム粒 多量

18 暗灰褐色土 ローム粒多量、焼土粒少量

19 黒 褐色 土焼 土粒 を含 む

20 燈褐色土焼土多盪

21 暗灰褐色土 焼土粒・ローム粒を含む

22 灰白色土粘土・焼土粒を含む

23 灰 褐 色土 ローム粒少星、焼土粒多量

24 暗 褐色 土焼 土粒 を含 む

f_ _F; 25 暗褐色土焼土粒少量、ローム粒を含む

26 暗黄褐色土 ローム粒多量

SJ 2 1 7ピット 1~5 

1 黒褐色土ローム粒やや少

2 暗褐色土ローム粒やや多

3 暗黄褐色土 ローム粒多量
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第108図 第217号住居跡・出土遺物
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第50表 第217号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 |l 径 高 底径 胎 土 焼成 色 調 残率 備 オJ 

1 上 師 杯 (1 1. 5) 3 6 AE 1 明褐 35 No. 3 

2 七 師 鉢 (21 2) 7.5 BDEG 1 褐 10 No. 6 

J ， 土 師 甕 (13 0) 5 5 BDEH 1 荼褐 20 No. 5 

4 上 師 甕 4 2 5.2 BDEH 1 赤褐 30 No. 8 

5 磨 石 l乏4.7cm 1i畠40cm )厚さ37cm 電屎9461 g 石質角閃石安山岩

oI • o・ | ＼ 詞査区域外
、～＼に、～～

・A -

口
SJ218 

y 三
I 

-= 

A 5330 ーぷ

冑
o. I 

邑ml 
o. 

SJ218 

~- —E 

口／ こ二1

屯。

第109図 第217号住居跡カマド

深さ 30~50cmで、 1• 2層は柱の抜き取り痕である。

南壁の中央は幅1.lmの範圃が30cmほど半円形に張

り出している。ローム土で段を造り出しており、入

り日の階段状の施設と考えられる。段の東西の同じ

位置に片岩が貼り付けられており、施設に関わるも

のと思われる。

遺物は、土師器の杯・鉢・甕が出土している。 5

は磨石である。この他にも片岩がいくつか出土して

いる。時期は 7世紀後半である。

第218号住居跡（第110図）

調査区の北東側、 C•D-33グリッドに位置する。

第10号溝跡と重複関係にあり、本住居跡の方が古い。

゜0p1 ◎巳

SJ 2 1 9 

1 暗褐色土 ローム粒・焼土粒多量

2 暗褐色土 ロームプロック少量
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z
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第llO図 第218• 219号住居跡・出土遺物
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SJ220 
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／ 
SJ221 

/―‘、 P,
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SJ220 4 暗褐色土焼土小プロック・焼土粒多量、

1 暗褐色土ロームプロック・ローム粒少俎、ローム小プロッ 炭化物粒やや多

クやや多 5 暗褐色土 ロームプロックやや多、焼土プ

2 暗褐色土ローム粒多量、ローム小プロック少量 ロック少批

SJ 2 2 0カマド SJ 2 2 1 

3 暗褐色土 ローム中プロックやや多、焼士小プロック少量、 6 暗褐色土

焼土粒多母 SJ221カマド

7 暗褐色土 ロームプロック・ローム粒多量

乞鷹 0
ヒ

10四l
1 1 1 ~ 4 

第111図 第220• 221号住居跡・出土遺物

第52表 第220• 221号住居跡出土遺物観察表

釆田方ロ 器 種 ロ径 高 底径 胎 土 焼成 色 調 残率 備 考

1 土 師 埒： (12.2) 2 8 AD 2 褐 25 カマド

2 土 師 昇： 13.0 3.3 ADE 2 橙褐 70 覆土

3 土師高杯 7 0 AEH 2 赤褐 65 覆土

4 土 師 甕 (22.0) 8 3 BEK 2 橙褐 10 カマド覆土

5 土 師 甕 (21 8) 16 2 DEHJ 2 橙褐 15 カマド

遺構の東側の大部分は調査区域外にかかる。

平面形は方形と推定される。規模は南北方向3.38

m、東西方向2.53m、深さ0.06mである。主軸方向

は、東カマドを想定した場合、 N-74°-Eとなる。

床面は平坦である。覆土はローム粒・焼土粒を少量

含む暗褐色土で、自然堆積である。

カマドは北壁もしくは東壁に造られていたと考え

られる。柱穴と考えられるものは確認できなかった。

遺物は、土師器の杯が出土している。小破片が多

く、確実ではないが7世紀中葉としておきたい。

第219号住居跡（第110図）

調査区の北東側、 A-34グリッドに位置する。第

250・254号土撰と重複関係にあり、第250号土壊より

本住居跡の方が古く、第254号土壊より新しい。遺構
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の北・東・南側は調査区域外にかかる。

平面形は方形と推定される。規模は南北方向3.35

m、東西方向3.13m、深さ0.03mで、床面近くまで

削平されていた。主軸方向は、東カマドを想定した

場合、 N-69°-Eとなる。床面は平坦である。覆土

は自然堆積である。

カマドは北壁もしくは東壁に造られていたと考え

られる。柱穴は 2基確認された。径40cmで柱痕は確

認できなかった。

遺物は、土師器の杯、須恵器の図示不能な小破片

が出土している。小破片が多く、確実ではないが 7

世紀中葉としておきたい。

第220号住居跡（第111図）

調査区の北東側、 B-34グリッドに位置する。第

221号住居跡と重複関係にあり、本住居跡の方が新し

い。本住居跡は第221号住居跡を建て替えたものと

考えられる。

平面形は長方形である。規模は長軸3.08m、短軸

2.66m、深さ0.05mである。主軸方向は、 N-85° E 

を指す。床面は平坦で、覆土は自然堆積である。

カマドは東壁のやや南寄りに造られ、第221号住

居跡のカマドと重複し、完全に壊している。燃焼部

は土壊状に掘り込まれ、壁から突出している。 5層

は掘り方で、埋め戻されている。火床面 (4層下）

は床面とほぽ同じ高さである。 3 • 4層は天井部の

崩落土である。袖は確認できなかった。床下土壊は

カマドの北側にあり、長径1.lm、短径60cm、深さ 17

cmである。柱穴と考えられるものは確認できなかっ

た。

遺物は、第220・221号住居跡一括で取り上げられ、

土師器の杯・甕・高杯が出土している。 1• 4 • 5 

はカマド出土である。 3は混入と考えられる。時期

は8世紀後半である。

第221号住居跡（第111図）

調査区の北東側、 B-34グリッドに位置する。第

220号住居跡と重複関係にあり、本住居跡の方が古

い。第220号住居跡は本住居跡を建て替えたものと

考えられる。

平面形は長方形である。規模は長軸3.23m、短軸

2.90m、深さ0.05mである。主軸方向は、 W-Eを

指す。床面は平坦で、覆土は自然堆積の可能性もあ

るが、埋め戻しと考えられる。

カマドは第220号住居跡のカマドと重複し、掘り

方 (7層）を検出したのみである。ピットは 2基あ

る。 1は径40cm、深さ79cm、2は径30cm、深さ 9cm 

である。柱穴と考えられるものは確認できなかった。

遺物は、第220号住届跡と一括で取り上げており、

本住居跡のみに伴うかは明らかでない。第220号住

居跡と近接する時期と考え、時期は 8世紀末として

おきたい。

第222号住居跡（第112図）

調査区の北東側、 B-35グリッドに位置する。第

223号住居跡、第242号土壊と重複関係にあり、前者

より新しく、後者より古い。

平面形は長方形である。規模は長軸3.02m、短軸

2. 78m、深さ0.05mである。主軸方向は、 N-80°-E

を指す。床面は平坦で、覆土は自然堆積である。

カマドは東壁の中央に造られていた。燃焼部は土

壊状に堀り込まれ、突出している。 5層は掘り方で、

埋め戻されている。火床面 (4層下）は床面とほぼ

同じ高さである。灰層は検出されていない。 3• 4 

層は天井部の崩落土である。袖は両側で確認され、

灰白色粘土を貼り付けて造られている。貯蔵穴はカ

マドの南側にあり、長径70cm、短径60cm、深さ 19cm

である。柱穴と考えられるものは確認できなかった。

遺物は、土師器の杯・台付甕・甕・壺、須恵器の

甕が出土している。 1• 5は貯蔵穴の上面出土であ

る。時期は 8世紀前半である。

第223号住居跡（第112図）

調査区の北東側、 B-34・35グリッドに位置する。

第222号住居跡と重複関係にあり、本住居跡の方が

古い。第222号住居跡に遺構の北側の大部分は壊さ

れている。それ以外の部分も床面まで削平されてい

る。
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1 暗褐色土 ロームプロック少黛、ローム粒多最、焼土小プロックやや多

2 黄褐色土 ロームプロック多量

SJ 2 2 2カマド

3 暗褐色土 焼土プロック多簸、焼土小プロックやや多、炭化物少最

4 暗褐色土 ロームプロック少景、焼士小プロック多量

5 暗褐色土 ロームプロック・焼土小プロックやや多、ローム小プロック少星

SJ 2 2 3カマド

1 暗褐色土 ロームプロック・ローム粒・焼土粒多量

汽。

- -__  - - -----

---¥~~  3 

SJ222 

ここ口
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第112図 第222• 223号住居跡・出土遺物

第53表 第222• 223号住居跡出土遺物観察表

釆田万ロ 器 種 ロ径 高 底径 胎 士 焼成 色 調 残率 備 考

1 上 師 杯 12 4 3.3 DE 2 褐 80 貯蔵穴No.1
2 七師台付甕 (14 8) 13 5 ADEH 2 褐 40 覆土貯蔵穴 カマド 胴部下半被熱内面肩部黒く変色

3 土 師 珈冥 (21 8) 5.9 DE 3 赤褐 20 覆土

4 土 師 珈式 9 3 (5 2) DE 2 褐 25 覆土

5 七 師 壺 (17 4) 5.3 DEH 2 明橙褐 15 貯蔵穴 No. 2 
6 土 師 均： (11 4) 2 6 ADE 2 橙褐 10 覆土

7 須 バ宙↓ヽ 甕 3.9 EHJ 2 灰白 破片 貯蔵穴末野産

8 須 恵 甕 EK 1 青灰 破片 貯蔵穴斜格＋叩き＋青海波当て具， 土 師 昇： (12.5) 2 8 DE 2 橙褐 10 カマド 掘り方内

10 上 錘 長47cm 最大径15cm 孔径0.4cm 重斌852 g ADE 2 褐残率65% 覆上
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SJ224 

1 暗褐色土灰褐色土・ローム粒多量、焼土粒・炭化物少晨

2 暗 褐 色土 1層と同様だがやや暗く、含有物が少量である

3 灰褐色土ローム粒・焼土粒少量

4 暗黄褐色土 ロームプロック多量

5 黒褐色土焼土小プロック・炭化細粒多量

6 黒褐色土炭化物・焼土・ローム細粒多藪

7 暗灰褐色土焼土粒多量、炭化物粒少量

8 暗 褐 色土 ローム粒・プロックやや多、焼土粒を含む

9 黒褐色土焼土粒・プロック (3cm大）多量、炭化物粒を含む

10 黄 褐 色土 ロームプロック主体

11 黒褐色土焼土粒少罷

12 暗 褐 色土 ローム粒・プロック多量、焼土粒微量

B e_ 

_A. 

_q' 

SJ 2 2 5 

13 暗褐色土 灰褐色上・黒掲色土を含む、焼土小プロック・ローム大粒少量

14 暗褐色土 13層と同様だがやや暗い、炭化物粒少量

15 灰褐色土褐色土・黒色土を含む、ローム細粒多量、炭化粒少晨

16 灰褐色上 ローム粒子・小プロックを上付と下位に含有、焼土粒少展

SJ 2 2 4貯蔵穴

1 暗褐色土 ローム粒・焼土粒・炭化物粒少量、灰褐色土多邊

2 黒褐色土 ローム小プロック・粒まばら、焼土粒・炭化物粒を若干含む

3 黒褐色土暗褐色土多量、ローム・焼土・炭化物少昼

4 暗黄褐色土 ロームプロック多量

O 2 m 
- ---- ▼~ ~ ̂ ” -- l : 6 [] 

第113図第224• 225号住居跡

平面形は長方形である。規模は長軸推定2.59m、

短軸2.37mである。主軸方向は、 N-58°-Eを指す。

床面、覆土の状況は不明である。

カマドは東壁のやや南寄りに造られていた。燃焼

部は土壊状に掘り込まれ、突出していると考えられ

る。 1層は掘り方で、埋め戻されている。灰層、天

井部の崩落土等は不明である。袖は確認できなかっ

147 

た。柱穴と考えられるものは確認できなかった。

遺物は、土師器の杯の小破片と、土錘が出土して

いる。 9はカマド出土である。時期は 8世紀前半で

ある。

第224号住居跡（第113図）

調査区のほぼ中央、 E-21グリッドに位置する。

第38号掘立柱建物跡と重複関係にあり、第225号住
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SJ 2 2 5カマド

1 明灰褐色土 灰白色粘土プロック大砧．、ローム小プロック・焼土粒少量

2 灰褐色土褐色土主体、灰白色粘土粒・焼土粒多駐、炭化物プロック少量

3 暗褐色土 黄灰色粘土粒・ローム粒・焼土粒多逼、炭化物少最

4 赤褐色土焼上粒・灰多量

5 灰白色上焼土粒少量、灰層、ボソボソ

6 暗灰白色土焼土粒・炭化物粒少量、灰多量

7 黒灰色土炭化物粒．灰多紺

8 暗褐色土 ローム粒多量、焼土粒を含む、

9 黒褐色土炭化物粒多凩、焼土・ローム粒少量、灰褐色土粒多量

10 暗褐色土 やや灰色士を含む、ローム小プロック・焼ナ粒少簸

11 明褐色土 ローム細粒多鼠、小プロック少量

12 暗褐色士焼土粒・ローム粒・炭化物粒多擬 (SB38第 1層）

13 暗黄褐色土 (S B38第3層）

lm 
～→ 1:30 

第114図第225号住居跡カマド

居跡と近按する。本住居跡が両者より新しい。

平面形は長方形である。規模は長軸3.79m、短軸

3.06m、深さ0.07mである。主軸方向は、 N-5°-E

を指す。床面は床下土壇の上面が凹んでいる。覆土

は自然堆積である。

カマドは東壁の南寄りに造られていた。燃焼部は

土壇状に掘り込まれ、突出している。火床面 (6層

下）は床面より下位である。灰層は検出されていな

い。 5。6層は天井部の崩落上の可能性がある。燃

焼部中央のピットは径25cm、深さ 15cmで、甕等を附

設した可能性がある。袖は両側で確認され、灰白色

帖土を貼り付けて造られている。貯蔵穴は南西コー

ナーにあり、径75cm、深さ 40cmで、埋め戻しの可能

性もある。床下土壊は 2基検出されている。 1はカ

マドの西側にあり、長径1.75m、短径50cm、深さ 15

cmで、覆土は焼土・炭化物を多く合み、埋め戻され

ている。 2は径95cm、深さ 10cmで、埋め戻されてい

る。柱穴と考えられるものは確認できなかった。

遺物は、上師器の甕、ロクロ土師器の高台付椀．

椀、灰釉陶器の椀、羽釜が出土している。 6はカマ

ド出土である。羽釜はいずれも土師質で、非ロクロ

整形である。時期は10椛紀後半である。

第225号住居跡（第113図）

調査区のほぼ中央、 E • F-21 • 22グリッドに位

置する。第38• 39。48号掘立柱建物跡と重複関係に

あり、第224号住居跡と近接する。本住居跡が最も古

し、

゜
第54表 第224• 225号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 ロ径 高 底径 胎 土 焼成 色 調 残率 備 考

1 ロクロ高台椀 (13.0) 4.2 ADE] 2 淡褐 15 3区

2 ロクロ椀 4.0 4 3 BDEG 1 橙褐 20 1区

3 灰 釉 椀 (16.0) 4.5 K 1 灰白 20 No. 4 

4 ロクロ椀 04. 9) 5.5 DEH 2 荼褐 10 1区 内面黒色処理十ミガキ

5 ロクロ高台椀 3 8 (7.6) ADEJ 2 橙褐 20 No. 5 内面ミガキ

6 羽 釜 (22. 0) 9.2 BDEH 2 荼褐 15 カマドNo.l 土師質非ロクロ整形 胴部外面縦ケズリ

7 羽 釜 (22.0) 9.2 ADEGH 2 明褐 15 No. 2 土師質 非ロクロ整形

8 土 師 甕 27 9 9.8 BEJ 2 褐 25 カマド 床下上瑞 l 3区No.3 ， 須 声Cヽ 芸r (11 6) 3.2 BEJ 1 青灰 90 No.12 金山窯産 A 

10 土 師 壺 21.4 20 4 ADEH 1 明褐 80 カマドNo.1 • 2 • 3 • 4 壁溝 2区
1 1 七 師 珈志 (18. 5) 6 8 ADGH 1 褐 25 No.IO 

12 土 師 甕 22 0 12.8 ADE 2 明褐 20 No.11 

13 上 師 甕 18 4 30.9 8 4 ADE 2 褐 75 カマドNo.3 
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1 黒褐色土 ローム粒・焼土粒微屈

2 暗黄褐色土 ロームプロック・ローム粒多呈

3 黒褐色土 1層と同様

4 黄褐色土 ローム主体、黒色土混入

5 暗黒褐色土 ローム粒・焼土粒子微量

SJ 2 2 7 

6 暗黒褐色土 ローム粒・小プロック多量、焼土粒少量

7 黒褐色土 6層とほぽ同様だが、焼土粒を含まない

8 暗黄褐色土 ロームと黒色上を斑にほぽ同量

SJ 2 2 7カマド

9 黒褐色土 ローム粒・焼土粒少量

10 暗黄褐色土 多薙の粘土と焼t及び黒色土で構成

lla 黒色土 ローム粒と焼土小プロックを混入

!lb 黒色土 llaより焼土多

12 赤褐色土焼土の純層

SJ 2 2 6カマド

1 暗灰褐色土 暗褐色土主体、ローム粒・焼土粒少量

2 灰褐色土焼土小プロック・炭化物少量、ローム粒微堡

3 赤褐色土黒褐色土主体、灰多量、焼土小プロック大量

4 黒褐色土焼土粒少量

5 暗褐色土ローム粒若干呈

6 暗褐色土灰色粘土若干量、ローム粒少量

SJ229カマド

1 灰白色土焼土粒・プロック多量、炭化物粒を含む

2 暗灰褐色土焼土粒多量

3 暗黄褐色土 ローム粒多昼、焼土粒少量

2隅

SJ226 SJ227 

こ二三／

＼□-三3

口
二

SJ229 

［三二三只ぃ

口
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ロロ
--------

Iロニロ
¥¥ ¥ ¥ ¥ 

0 10cm 
I l -14  

第116図 第226~229号住居跡・出土遺物
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第55表 第226~229号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 日径 高 底径 胎 土 焼成 色 調 残率 備 考

1 土 師 昇； 12.0 2.8 BGH 2 褐 10 

2 七 師 均； (12 5) 3 2 EGH J ， 褐 15 

3 ロクロ高台椀 3.6 ABEJ 3 褐 25 内面黒色処理十ミガキ

4 ロクロ高台椀 5.4 7 3 BDEJ 1 荼褐 55 内面ミガキ

5 ロクロ高台椀 14 8 5.2 8 2 DEH 2 荼褐 65 No.4 • 11 
6 ロクロ高台椀 4 7 (8 6) AEJ 3 明褐 65 No. 2カマド

7 ロ ク ロ小皿 9 4 3 0 5 5 ADEK 3 乳白 50 

8 羽 ク立 (24.0) 20 1 ADEHJ ， J 褐 30 No. l • 3 • 5カマト沐下t壊非ロクロ整形土師質， ロクロ高台椀 1 9 (8 6) BEG 1 明褐 15 カマド

第56表 第230号住居跡出土遺物観察表

番1号1ク員器恵種j:不1::2f:I：冗 I底径IE：し 土 1焼:[1唸1青： 1ダ::1木野産

備 考

平面形は長方形である。規模は長軸4.06m、短軸

3.24m、深さ0.18mである。主軸方向は、 N-71°-E

を指す。床面は平坦で、全面に貼り床 (16層）が施

されている。覆土は自然堆積である。

カマドは東壁の中央に造られていた。燃焼部は土

壊状に堀り込まれ、突出している。 8層は掘り方で

埋め戻されている。火床面 (7層下）は床面より下

位である。 4~ 7層が灰層、 1 ~ 3層は天井部の崩

落土である。袖は両側で確認され、灰白色粘土を貼

り付けて造られている。南側の袖には12の甕が補強

材として埋め込まれていた。貯蔵穴はカマドの南側

にあり、長径70cm、短径50cm、深さ21cmである。柱

穴と考えられるものは確認できなかった。

遺物は、土師器の壺・甕、須恵器の蓋が出土して

いる。 10• 12 • 13はカマド出土である。 9は群馬県

太田市金山窯周辺の製品と考えられる。 13は粘土幣

の按合痕が明瞭で、胴部中位には補強したと考えら

れる粘土紐が外面に貼付されている。武蔵型の甕と

は異なり、他地域の影響を受けている可能性もある。

時期は 8世紀後半である。

第226号住居跡（第116図）

調査区のほぼ中央、 F-21グリッドに位置する。

第228号住居跡、第48号掘立柱建物跡、第29号溝跡と

重複関係にあり、第227号住居跡と近按する。第48号

掘立柱建物跡、第227号住居跡・第29号溝跡より古

く、第228号住居跡より新しい。遺構の西側の大部分

は調査区域外にかかる。

平面形は方形もしくは長方形である。規模は南北

方向2.69m、東西方向1.75m、深さ0.14mである。

主軸方向は、 N-78"-Wを指す。床面は平坦で、覆

土は埋め戻されている可能性がある。

カマドは東壁の南寄りに造られていた。燃焼部は

土壊状に掘り込まれ、突出している。 4~6層は掘

り方で埋め戻されている。火床面 (3層下）は床面

とほぼ同じ高さである。 3層が灰層、天井部の崩落

土は不明である。袖は両側で確認され、灰白色粘土

を貼り付けて造られている。柱穴と考えられるもの

は確認できなかった。

遺物は、土師器の杯・甕、ロクロ土師器の高台付

椀が出上している。時期は、いずれも小破片で確実

•―-+--戸-=

S01 SD1 

攪乱

A 54.10 A
 

口

21鷹

0 10cm 
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第117図 第230号住居跡・出土遺物
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ではないか10侃紀後半としておく。

第227号住居跡（第116図）

調査区のほぼ中央、 F~21グリッドに位置する。

第228号住居跡、第 1号溝跡と重複関係にあり、第

226号住居跡と近接する。両住居跡よりも本住居跡の

方が新しく、第 1号溝跡より古い。遺構の西側の大

部分は調査区域外にかかる。

平血形は長方形である。規模は南北方向3.10m、

東西方向3.13m、深さ0.18mである。主軸方向は、

N-88°-Eを指す。床面は平坦で、全面に貼り床

(7 • 8層）が施されている。覆土は埋め戻しである。

カマドは東壁の南寄りに造られていた。燃焼部は

突出している。火床面（12層下）は床面と同じ高さ

である。灰層は検出されていない。 10~12層は天井

部の崩落土である。柚は確認できなかった。柱穴と

考えられるものは確認できなかった。

遺物は、ロクロ土師器の高台付椀。小皿、羽釜が

出土している。 5• 6 • 8はカマド出土である。 8

は非ロクロ整形で土師質である。胎土に砂粒を多く

合む。時期は10匪紀後半である。

第228号住居跡（第116図）

調査区のほぼ中央、 F-21グリッドに位置する。

第226• 227号住居跡、第 1• 29号溝跡と重複関係に

あり、いずれよりも本住居跡の方が古い。遺構の南

東のコーナーを検出したのみで、その他は不明であ

る。

平面形は方形と推定される。規模は不明である。

深さは0.03mである。床面は平坦である。覆土の状

況は不明である。

カマドは不明である。柱穴と考えられるものは確

認できなかった。

遺物は図示不能の土師器、須恵器の小破片が出土

しているのみである。時期は不明だが、新旧関係か

ら9世紀と考えておきたい。

第229号住居跡（第116図）

調査区のほぼ中央、 F-21グリッドに位置する。

遺構の大部分が削平されており、カマドのみを検出

-152 

した。

主軸方向は不明だが、 E-Wに近い軸方向になる

と考えられる。

カマドは東壁に造られていたと推定される。燃焼

部は土壊状に掘り込まれている。火床面 (3層下）

は床面より下位である。灰層は検出されていない。

1 ~ 3層は天井部の崩落土である。袖は確認できな

かった。柱穴と考えられるものは確認できなかった。

遺物は、ロクロ土師器の高台付椀の破片が出土し

ている。時期は確実ではないが、 9~10世紀と考え

ておきたい。

第230号住居跡（第117図）

調査区のほぼ中央、 F-20グリッドに位置する。

第1号溝跡と重複関係にあり、本住居跡が古い。床

面近くまで削平されている。遺構の東側の大部分は

攪乱により壊される。

平面形は方形もしくは長方形である。規模は南北

方向3.96m、東西方向1.08m、深さ0.04mである。

主軸方向は、北カマドを想定した場合、 N-4°-E

となる。床面は中央が高く、周囲がやや低くなって

いる。覆土の状況は不明である。

カマドは北壁に造られていたと推定される。柱穴

と考えられるものは確認できなかった。

遺物は、須恵器の杯の破片が出土している。時期

は9椛紀と考えられる。

第231号住居跡（第118図）

調査区のほぼ中央、 F-22• 23グリッドに位置す

る。

平面形は長方形である。規模は長軸4.26m、短軸

2. 78m、深さ0.06mである。主軸方向は、 N-79°-W

を指す。床面は平坦で、覆土は自然堆積である。

カマドは東壁のやや南寄りに造られていた。燃焼

部は土塙状に掘り込まれ、煙道が長く東側に延びる。

5層は掘り方で埋め戻されている。火床面 (11層）

は床面よりやや下位である。 10層が灰層、 7 ~9. 

12層は天井部の崩落土である。抽は南側でのみ確認

され、ローム土を貼り付けて造られている。貯蔵穴
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1 灰褐色土 ローム粒・焼土粒を含む、炭化物粒少鼠

2 暗灰褐色土 焼土粒多盪、炭化物粒を含む

3 灰褐色土 1層とほぼ同じ

4 暗褐色土ローム粒多量

5 暗灰色土炭化物粒・焼土粒多蘊

6 暗褐色土焼土プロック(1cm大）、炭化物粒を含む

（床下土塙 1)

7 褐色土焼土粒多呈

8 暗褐色土焼t粒やや多、しまりが悪い

9 暗灰白色土焼土粒少呈、硬質

10 暗黄灰色土 焼土粒・炭化物粒を含む

11 赤褐色土焼土粒主体、暗灰色土粒を含む

12 暗茶褐色土焼土粒・炭化物粒少量

13 暗灰褐色土 ローム粒少罷、焼土粒を含む、しまりが悪い

SJ 2 3 1貯蔵穴

1 黒色土ローム粒微量

2 黒褐色土 ロームプロック多呈、焼土少量

SJ 2 3 1ピット 1

1 黒褐色土焼土プロック混入

2 褐色 土黒色土と焼土プロックの混上層
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第118図 第231号住居跡・出土遺物
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第57表 第231号住居跡出土遺物観察表

釆m旱J 器 種 日径 1ロ口,J • 底径 胎 土 焼成 色 調 残率 備 考

1 十一 師 杯 10.9 4 2 5.4 ADEH 2 褐 95 No. 3 砂底
2 上 師 杯 (11 0) 4 0 ADEH 2 褐 25 カマド
3 上 師 杯 (13 9) 4.4 (7.8) BEH 2 橙褐 20 2区
4 七 師 杯 (12.0) 4.5 ABDEHJ 2 荼褐 20 2区
5 土師高台杯 11. 9 5 5 (7 5) DEG 2 淡褐 75 No. 5 カマド非ロクロ整形体部外面ナデ雑な作り
6 須 恵 昇； 12 0 4.0 5 5 A J ， 明灰 85 1 • 2 • 4区p1 覆土末野産 B
7 須恵高台杯 (11 8) 4 4 5 3 ADEI 3 灰白 60 p 1 末野産 B 
8 須恵高台椀 (14 4) 3.6 EHIK 2 青灰 25 2区 p 1 末野産 A ， 須恵高台皿 12 4 4 0 5 9 AEHIJ 2 明灰 80 No.10 覆土末野産 B
10 上 師 杯 11 6 3.9 5 6 BDEH 2 褐 55 2区
11 須恵系高台杯 (11 5) 4.2 (4.6) AEGH 2 褐 40 2区
12 須恵高台椀 04.4) 5.6 (7 O) BEIJ 3 質灰 40 カマド B 
13 t師小型甕 (1 2. 8) 6.9 DEH 2 黒褐 45 2区
14 上 師 梨 21.5 16 6 BEHJ 3 淡褐 90 3区 No.6 • 8 
15 t 師 甕 (22.0) 10.5 ABEH 2 褐 15 p 1 

第58表 第232号住居跡出土遺物観察表

番1号1土器師禾重甕 1二I :7 
底径 I 胎

BDEH 

土 l焼成 I 色 調 I残率

ー 褐 10 

備 考

第59表 第233号住居跡出土遺物観察表

番り 1 器 種 1 口怪 1 宮
1 上師甕（17.o)I s.o 

底巳［凹＿
ABE 

土 I焼成 1 色 調 1残率

1 荼褐 10 Iカマド

備 考

-ー-f I ji 
1 m 
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SJ 2 3 2 

1 灰褐色土 暗灰色粘土粒・炭化物多量、ローム粒・焼土粒少量

2 灰褐色土ほぽ l層に同じ、やや褐色味強い、焼土粒微景

3 暗褐色土 黒褐色土多呈、ローム細粒・焼土細粒少量

4 暗茶褐色土 ローム粒子多量、炭化物少量

5 暗灰色土暗褐色土少量、ローム粒・炭化物少量

6 暗黄褐色土 暗灰色土主体、ロームプロック多量

SJ 2 3 3 

1 暗褐色上 ローム粒・焼土粒少量

2 暗黄褐色土 ローム粒多呈

3 暗黄褐色土 ローム粒・焼土粒多羅

4 茶褐色土焼土多量

5 暗灰褐色土 灰多景、焼土粒・プロック・ローム粒多量

6 茶褐色土 口＿ム粒を含む、焼土粒・プロック多械

7 暗黄褐色土 ローム粒・焼土粒を含む

8 黄褐色土 ロームプッロクで構成

0 2 m 
l —- 1 ---fl:60 

2隅 ロニ〔，
ローーニー ロ 0 10cm ← - l - ll:4 

第120図 第233号住居跡・出土遺物

゜ト一 l 二呼

第119図 第232号住居跡・出土遺物
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1 暗褐色土焼土粒を含む、炭化物粒・ローム粒少量

2 暗灰色土ローム粒を含む

3 褐 色 土 焼 土 粒 多 量

4 暗灰褐色土焼土粒・炭化物粒を含む

5 灰白色土焼土粒を含む

6 暗褐色土焼土粒微呈

7 暗褐色土焼土粒・炭化粒を含む

8 暗褐色土 ローム粒・焼土粒少量

9 灰褐色土焼土粒多量、炭化物粒少昼

10 暗灰褐色土焼土粒多量、炭化物粒を含む

込＿ _c 

11 黄 褐 色 土 ロ ーム主体

12 暗灰褐色土焼土粒を含む

13 暗褐色土ローム粒微塁

14 暗黄褐色土 ローム粒多呈

15 灰褐色土 ローム粒多量、焼土粒・炭化物粒少量

16 暗茶褐色土 ローム粒・焼土粒多最

17 暗灰褐色土焼土粒多量

18 暗黄褐色土 ローム粒多最、焼土粒少量

19 暗褐色土 ローム粒・焼土粒少最（床下土檄 1)

20 暗褐色土 ローム粒多量、焼土粒少景（床下t堀 1)

゜ 嗜。

SJ234 

口ー ／

口／
SJ235 

口ー／

ロニニ／
口三 ｀ 口

゜l
 

10cm 
1 1 9 4 

第121図 第234• 235号住居跡・出土遺物
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第60表 第234• 235号住居跡出土遺物観察表

番号 悩 種 日径 高 底径 胎 上 焼成

1 土 師 杯 (12 0) 2 9 BEG 1 
2 士 師 杯 (13.0) 3.5 ABDE 2 
3 上 師 均： (13. 4) 3 5 BDE 2 
4 上 師 均、^ (11 6) 3.4 (7 3) BDEG 1 
5 土 帥 昇； (13.0) 3 6 DEG 1 
6 上 師 椀 (18.0) 4 9 (9.0) BDE 2 
7 須恵高台椀 3.0 (7.0) EI 1 
8 須恵高台椀 2 7 7.7 BEIK 2 

はカマドの南側にあり、長径70cm、短径45cm、深さ

30cmで、埋め戻されている。床下土壊は径60cm、深

さ25cmで、焼土・炭化物を合む。ピットは貯蔵穴と

切り合うように掘られ、貯蔵穴の方が新しい。径45

cm、深さ 15cmで、覆土は焼土を多く合み、埋め戻さ

れている。柱穴と考えられるものは確認できなかっ

た。

遺物は、土師器の杯・高台付杯・小型甕・甕、須

恵器の杯・高台付杯・高台付椀、須恵系土師質土器

の高台付杯が出土している。 1 • 2はカマド燃焼部

の出土である。 5 • 14はカマドの手前からまとまっ

て出土している。 9は床下土壇の上面からの出土で

ある。 1の底部には砂粒が多く付着している。 1. 

5 ・10・11は器壁が厚く、ズッシリと重い。 5は非

ロクロ整形でナデとオサエにより造られている。土

器以外にも、刀子（第269図5)が出土している。時

期は10世紀前半である。

第232号住居跡（第119図）

調査区のほぼ中央、 F-22グリッドに位置する。

第40号掘立柱建物跡、第 1号溝跡と重複関係にあり、

前者より新しく、後者より古い。

平面形は方形である。規模は長軸2.55m、短軸

2.47m、深さ0.05mである。主軸方向は、 W-Eを

指す。床面は平坦で、覆土は自然堆積である。

カマドは東壁の中央に造られていた。燃焼部は長

楕円形に掘り込まれ、煙道が長く東側に延びる。火

床面 (4層下）は床面よりやや下位である。灰層。

天井部の崩落土は不明である。抽は確認できなかっ

た。柱穴と考えられるものは確認できなかった。

遺物は、土師器の甕の小破片が出土している。時

色 調 残率 備 考

褐

荼褐

褐

荼褐

暗褐

灰褐

青灰

明灰

10 カマド

5 カマド

20 貯蔵穴

65 No. l 

10 No. l 

35 No. 4 内面黒色処理＋ミガキ

35 No. 2 末野産 A 

80 No. 3 末野税 A 

期は 9i:!t紀と考えられる。

第233号住居跡（第120図）

調査区のほぼ中央、 F• G-19 • 20グリッドに位

置する。遺構の大部分が削平されており、カマドの

みを検出した。第22・23砕掘立柱建物跡、第115号土

瑠と重複関係にあり、そのいずれよりも新しい。

主軸方向は不明だか、 W-Eに近い軸方向になる

と考えられる。

カマドは北壁に造られていたと推定される。遺存

している部分は燃焼部と煙道の一部と考えられる。

南側は燃焼部で、土壊状に掘り込まれている。 6.

7層は掘り方である。火床面 (6層）は床面より下

位と考えられる。 5層は灰層である。 3• 4層は天

井部の崩落土である。袖は確認できなかった。柱穴

と考えられるものは確認できなかった。

遺物は、土師器の甕の小破片が出土している。時

期は確実ではないが、 9 i:!t紀と考えておきたい。

第234号住居跡（第121図）

調査区のほぼ中央、 F • G-20グリッドに位置す

る。床面まで削平されており、カマドに連続する地

山の変色範囲を遺構の範囲とした。

平面形は長方形である。規模は長軸3.13m、短軸

2. 76mである。主軸方向は、 N-4°-Eを指す。床

面・覆土の状況は不明である。

カマドは東壁の中央に造られていた。燃焼部は土

塙状に掘り込まれ、突出している。燃焼部の中央よ

りやや奥に径10cm、深さ 9cmの小ピットがあり、甕

等の据付痕の可能性もある。覆土等は確認していな

い。袖は確認できなかったが、南側の袖の下に当た

る部分に、径20cm、深さ 16cmの小ピットが掘られて
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1 黒色土

2 暗褐色土 ロームプロックとの混土層

3 暗黄褐色土 ローム粒多墟：

4 赤褐色土焼土プロック主体、ロームプロック若干含む

5 黒色土炭化物粒多呈、灰混入

6 黒色土灰多呈

7 黒色土灰主体、焼土若干含む

8 暗褐色土焼土粒多撮

9 暗褐色上 ロームプロック(1~5cm大）多量、焼土プロックを含む

10 暗褐色土焼土粒子やや多、灰、ロームプロック混入

11 暗褐色土 ロームプロック多量

12 暗黄褐色土 ローム粒多量 (2層に近似）

13 黄褐色土ローム主体

14 褐 色 土 ローム粒・ロームプロックやや多

15 暗黄灰色土 ローム粒・プロック多最

16 黒褐色土 ローム粒・プロック・焼土粒を含む

17 黒褐色土 ローム粒・プロック多量

18 暗黄灰色土 ローム粒・プロック多量

19 暗灰青色土 ローム粒多是

20 黄褐色土 ロームを主体とし、黒色土粒・プロックを含む

21 黒色土ロームプロック (2cm大）を含む

2隣

——ーニニロ

：ロニノ

゜1,',1  :3 
O 5cm 

c
m
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第122図 第236号住居跡・出土遺物(I)

-157 



□□□ 
(1/3) 

゜
l -

三1-]

14 

゜匡←」一→言＿＝』怜
° 5cm 

第123図 第236号住居跡出土遺物(2)

第61表 第236号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 「l径 高 底径 胎 七 焼成 色 調 残率 備 考

1 上 師 杯 (12.5) 3 5 BEG 1 暗褐 60 

2 士 師 杯 12.6 2 8 BCEG 1 褐 50 No.15 

3 土 師 況； (13 8) 3 1 ABDE 1 明褐 20 

4 土 師 杯 (14.0) 3.2 BEG 1 橙褐 10 カマド

5 土 師 昇； (12. 0) 2.5 ABE 1 褐 10 

6 上 師 杯 13.2 4.7 BDEG 1 赤褐 70 No. 3 内面放射＋ラセン暗文砂底

7 須 声Uヽ 杯 13.0 3.5 8.1 BEF 2 明灰 75 No.11 SJ238No.39 • 40 南比企産 A 
8 須 恵 芸P 17 9 3 7 EHJK 1 紫灰 95 No. 4 秋間怪環状つまみつまみ径5.6cm A ， 須 恵 甕 5.4 BEIK 1 明紫灰 破片 No.12 未野産 A 
10 士師台付甕 13 0 15.2 DEH J ， 明褐 90 No.14 

11 土師小籾甕 13.0 13.9 BDEGK 1 暗褐 60 No. 6 

12 土 師 珈式 19.4 28.8 5.0 ADE 2 褐 95 No.17・18 

13 十 師 甕 (20 0) 10 8 ABDE 1 明褐 35 

14 土 師 罪士 (24.0) 13.8 ABEG 1 黄褐 25 No. 9 

15 勾 玉 高さ33cm 幅10cm 孔径02cm 童量8.42 g No. 1 蛇紋岩製

いた。床下土塙は 2基検出した。 1は径60cm、深さ

13cmで、更に中に径20cm、深さ 5cmの 2ヶ所の間掘

り込みがある。 2は径40cm、深さ llcmである。ピッ

トは 2基検出されている。 1は、径30cm、深さ48cm

である。 2は径20cm、深さ 7cmである。柱穴と考え

られるものは確認できなかった。

遺物は、土師器の杯の小破片がカマドから出土し

ている。時期は 9匪紀中葉と考えられる。

第235号住居跡（第121図）

調査区のほぼ中央、 G~20グリッドに位置する。

床面近くまで削平されている。

平面形は長方形で、北東コーナーが張り出してい

る。規模は長軸4.32m、短軸3.13m、深さ 0.03mで

ある。主軸方向は、 N-89°-Wを指す。床面は平坦

で、全面に貼り床（15• 16層）が施されている。覆

土は自然堆積と考えられる。

カマドは東壁の中央に造られていた。燃焼部は土

壊状に掘り込まれ、突出している。 9~12層は掘り

方である。火床面 (9層）は床面よりやや下位にな

る。灰層は検出されていない。 3• 4 • 8層は天井

部の崩落土である。袖は確認できなかった。貯蔵穴

はカマドの南側にあり、長径70cm、短径55cmで、埋
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SJ 2 3 7カマド 1

1 灰褐色粘土粘土主体

2 赤 褐 色土焼土主体

3 黒褐色土黒色土主体

4 黒色土灰主体

5 黄褐色土ローム主体

*aは純屑、 bは他を少し混入、

Cは他の混入物と同塁、

dは他の要素が強い

SJ237ピット 1~5 

1 黒褐色土黒色土主体、僅かにローム上を混入する（柱痕）

2 黄褐色土 ローム上主体、黒色土を混入する（掘り方）

*aは純層、 b~cに向かって混入物増加、 dはローム主体

SJ 2 3 7 

la 黒色土焼土粒・ローム粒混入

lb 黒 色 土 laより暗く、焼土・ローム多

2 黒色 土粘土粒多量、焼土・ローム粒少量

3a 黒色土ローム粒微晨

3b 黒 色 土 3aに焼土プロック多量

4 黒 色 土 しまりの強い黒色土、混入物なし

5a 灰褐色粘土粘土層

5b 灰褐色粘土 5aに焼土プロックを含む

5c 灰褐色粘土 5bより焼土多

6 黒褐色土 ロームプロック混入

SJ237カマド 2

7 灰黄色粘土焼土プロック微最

8a 赤褐色土焼土層、粘土•黒色土混入、

8b 赤褐色土 8aより粘土多

8c 赤褐色十 8aより黒色上多

8d 赤褐色土 8aより黒色土多、 8cより焼土少

9 黒色土焼土小プロック微景

10 黒褐色土粘土・ローム・焼七プロック混入

2m —• 1:60 

第124図第237号住居跡
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第62表 第237号住居跡出土遺物観察表

牙InJ,―J J̀ 器 柾 日径 高 底径 胎 上 焼成 色 調 残率 備 考

1 士 師 杯 13 0 3.1 BDEH 2 褐 80 2区

2 土 師 均： 13 6 3 7 BDEH 2 橙褐 75 3区 No.7 

3 上 帥 昇： (14 6) 4.0 BEH 2 橙褐 45 No. 5 

4 七 師 昇； 13.0 3 6 DE 2 淡褐 50 1区

5 上 師 杯 14.0 3.8 BDEH 2 褐 70 3区 No.13• 15 • 16 
6 t 師 昇： 14.5 4.0 ADE 2 褐 85 4区

7 土 師 昇： 13.4 4 9 BEH 2 黒褐 85 No.48。49

8 上 帥 杯 (13 6) 3.5 ADE 2 褐 45 Bカマド 底部黒斑有り， t 師 昇； 13.4 3 3 BDEHJ 2 橙褐 80 3区

10 上 師 杯 (13.6) 3.6 BDEH 2 褐 30 Bカマド

11 七 師 昇； 13.0 3 0 BDEH 3 淡褐 90 No.50 カマド

12 土 師 昇； 03.0) 3 5 DEH 2 橙褐 10 3区 内面放射暗文

13 上 師 杯 (14 0) 2.8 BEH 2 橙褐 10 掘り方 内面放射暗文

14 七 師 昇； 16.0 5 2 BEH 2 赤褐 85 カマド No.47 

15 土 師 杯 14.7 5 0 ABEH 2 橙褐 75 4区 No.12

16 +. 師 椀 04.0) 6 0 EH J つ 褐 50 3区壁溝

17 土 師 椀 (17. 6) 6.1 ABCDEH 2 橙褐 45 1区

18 土 師 椀 (17.0) 5 6 BDEH 2 橙褐 20 No.11 

19 土 師 昇； 04.0) 4 3 BEI-I 2 橙褐 25 No.10 

20 上 師 皿 (16.0) 3.6 EH 2 淡褐 20 1区

21 土 師 1111 (15.0) 2 3 DEHJ 2 褐 20 4区

22 土 師 皿 (15 3) 2 8 BDEH 2 橙褐 20 3区

23 上 師 皿 13 4 3.1 10 7 BDEH 2 橙褐 90 No.45 

24 須 恵 杯 (13. 0) 3 3 (7.0) BEJ 1 暗青灰 15 1区末野産ヘラ切り後ナテ A 

25 須恵長頸瓶 (11 2) 15.8 EK 1 灰白 70 No.46 秋間産 A 

26 須恵長頸壺 7.1 EK 1 明青灰 25 No.43 秋間産 A 

27 須 恵 ー芸m (18 0) 1 8 BEJ 2 明青灰 10 3区秋間産 A

28 士 師 鉢 (22 8) 7.3 ABDEH 2 橙褐 20 1 • 3区カマドA

29 土 師 鉢 19.8 6.4 10 4 BEH 2 褐 90 2区 No.24 砂底

30 土 師 鉢 3.9 10.6 ABCEHJ 2 赤褐 90 No. 6 壺の底部を転用 砂底

31 土 師 甕 (25 6) 17.5 ABDEH 2 褐 20 3区 No.7 

32 土 師 壺 (23 6) 8.8 ABCEI-I 2 橙褐 25 No. 2 
J9J 9 土 師 団士ビ• 21.3 7 0 ADE 1 橙褐 40 4区 No.21• 23 
34 土 師 甕 (24.2) 14.6 ADEH 1 明褐 30 カマドA カマド
Jつr3 砥 石 長77cm 輻77cm 厚さ31cm 重屈192.95 g 凝灰岩 No.4 

め戻されている。床下土壊は 2ヶ所から検出した。

1は南西コーナーにあり、径70cm、深さ 20cmである。

2は貯蔵穴と切り合うように南壁沿いに連続して掘

り込まれている。掘り方の可能性もある。径50~60

cm、深さ 13~45cmで、埋め戻されている。ピットは

5疇出した。径20~40cm、深さ 4~33cmである。

柱穴と考えられるものは確認できなかった。

遺物は、土師器の杯。椀、須恵器の高台付椀が出

土している。 3。4• 7は、貯蔵穴の上面から出土

している。 6の椀は調整が丁寧で、土師器の手法で

作られており、古い段階の土師質土器と思われる。

廿寺期は 9世紀後半である。
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第236号住居跡（第122図）

調査区のほぼ中央、 G-20• 21グリッドに位置す

る。

平面形は歪んだ長方形である。規模は長軸4.16

m、短軸3.16m、深さ0.23mである。主軸方向は、

N-78°-Eを指す。床面は平坦で、全面に貼り床

(19~21層）が施されている。覆土は埋め戻しであ

る。

カマドは東壁のやや南寄りに造られていた。燃焼

部は土塙状に掘り込まれ、突出している。 9~11層

は掘り方である。火床面 (6• 7層下）は床面と同

じ高さである。 8層は奥壁が焼土化したものである。



一面に焼土化し、よく焼けている。 6• 7層は灰層

である。 3• 4層は天井部の崩落土である。袖は南

側で確認され、ローム土を貼り付けて造られている。

カマドの両脇には幅30cmの棚状施設が設けられて

いる。床下土塙は径1.3m、深さ30cmで、埋め戻され

ている。柱穴と考えられるものは確認できなかった。

遺物は、土師器の杯・台付甕・小型甕。甕・壺、

須恵料の杯・蓋。甕、勾王が出上している。 12はカ

マド南側からまとまって出土した。 8は正位の状態

で北壁際から出土した。 6は底部が切り離されてお

らず、底面には砂粒が多く付着している。器形も全

体に歪んでいる。士器以外にも刀子（第269図 1• 6 • 

8)が3点出土し、その内、第269図1は12の下から

出土した。 15は覆土の上層から出土した。 T寧に磨

かれており、古墳時代以前のものである可能性が高

い。本住居跡に伴うものではないと思われる。本住

居跡の時期は 8世紀後半である。

第237号住居跡（第124図）

調査区のほほ‘中央、 F。G-21• 22グリッドに位

置する。

平面形は方形である。規模は長軸5.62m、短軸

5.48m、深さ0.26mである。主軸方向は、 N-77°-E

を指す。床面は平坦で、全面に貼り床が施されてい

る。また、遺構の南寄りには黒色土か薄く認められ、

敷物等か敷かれていた可能性もある。覆土は埋め戻

しである。また、貯蔵穴の周辺には灰と粘土か互層

のような状態で認められ、カマドの崩壊に伴うもの

と考えられる。

カマドは北壁と東壁の 2箇所に造られていた。築

造順序は 2→ 1の順である。いずれも燃焼部は上壊

状に掘り込まれ、突出する。カマド 1は東壁のやや

南寄りに造られる。 lb・ le・ 3a • 3b • 5a層は掘り方

で、埋め戻されていた。火床面 (4層下）は床面と

ほぼ同じ高さである。 4層が灰層、 1 • 2層は天井

部の崩落土と袖である。袖は白色粘土を貼り付けて

造られている。カマド 2は北壁のほぼ中央に造られ

ていた。 6• 10層は掘り方である。火床面 (5• 8 

層下）は床面と同し高さである。灰附は認められな

い。 7• 8層ば犬片部の崩落土である。袖は確認で

きなかった。貯蔵穴はカマド 1の南側にあり、径1.0

m、深さ19cmで、埋め戻されている。柱穴は 5基確

認された。径30~90cm、深さ50~80cmで、 1層は柱

の抜き取り痕である。 P5は規模が小さく、補助的

な柱穴と考えられる。

遺物は、土師器の杯・皿。椀。鉢．壺。甕、須恵

器の杯・蓋。長頸瓶。長頸壺・水滴（第271図15)、

切子玉（第271図16)、砥石が出土している。ほとん

どのものがほぼ床面直上に近い状態で出土してい

る。 7• 11 • 14は貯蔵穴の埋め戻された上面から並

んだ状態で、 25• 第271図 15は北東コーナー周辺から

出土している。貯蔵穴上面のものは各々カマド出土

の破片と接合関係にあり、分布は人為的な行為の結

果である可能性もある。 28• 34はカマド 1からの出

土である。切子玉は遺構の南側の床而から出土して

いる。 7は胎土に雲母を多く合んでいる。 29は壺の

製作途上で鉢に転用したとも思えるもので、器壁も

厚く違和感がある。30は割れ日が一部磨耗しており、

この状態で使った可能性もある。これ以外にも刀子

と考えられる鉄製品（第269図9)が出土している。

また、南壁の際を中心に長さ10cm前後の礫が15点出

土し、編物石と考えられる。時期は 8憔紀初頭であ

る。

第238号住居跡（第127図）

調査区のほぼ中央、 G • H-21グリッドに位置す

る。第239~241号住居跡、第124号土塙と重複関係に

あり、住居跡より新しく、土塙より古い。

平面形は方形である。規模は長軸4.10m、短軸

3.88m、深さ0.27mである。主軸方向は、東カマド

とした場合、 N-85°―Eを指す。床面は平坦で、カ

マドを造り直した際に貼り床 (20。26層）を施して

いる。覆土は自然堆積である。以下では、カマド l

に伴う床面を床面 1、カマド 2に伴う床面を床面 2

として記述をする。

カマドは北壁と東壁の 2箇所に造られている。築
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1 暗褐色土 ローム粒やや多、炭化物・焼土粒を含む

2 暗褐色土焼土粒・炭化物粒を含む、ローム粒少量

3 暗褐色土ロームプロック多量

SJ 2 3 8カマド 1

4 暗 褐 色 土焼土粒多量

5 灰白色土粘土質、焼土粒・炭化物粒少盪

6 暗 褐 色 土焼土粒多量

7 暗 灰 色 土 焼 土 粒 微 晨

8 赤褐色土焼土プロック多量

9 暗褐色土ポソボソで焼土粒を含む

10 黒色土炭化物層

11 灰白色土粘土質、焼土粒多局

12 暗褐色土 ローム粒・プロックを含む

13 暗褐色土

14 灰白色土粘土質、焼土粒少呈

15 暗褐色土 ローム粒多星、焼土粒少量

2m 
"- 1 1 1 60 

第127図第238~240号住居跡
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SJ 2 3 8カマド 2

16 暗褐色上焼土粒を含む

17 灰白色士焼土粒少簸

18 黒褐色土 ローム粒・焼土粒微呈

19 赤褐色土焼土粒・プロック多呈

20 灰褐色土 ローム粒・焼土粒多量

21 暗灰褐色土 ローム粒・焼七粒を含む

22 暗灰色土 ローム粒・プロックを含む

23 暗灰褐色土 ローム粒少量

24 黄褐色土ロームプロック主体

25 黒褐色土炭化物層、焼土粒少最

26 暗褐色土焼上粒・ロームプロックを含む

SJ240 

27 暗褐色土 ローム粒・焼士粒まばら

28 暗茶褐色土 ローム粒・プロック多呈

SJ239 

29 暗褐色土特に上層にロームプロック多量

SJ 2 4 0カマド

1 淡赤褐色土焼土主体、黒色土混入

2 黒褐色土焼土プロック多量

3a 黒 色 土焼土プロック、ロームプロック微量

3b 黒褐色土 ロームプロック少呈、焼土プロック混入

3c 黒褐色土 0ームプロック多量、焼上プロック混入

4 暗黄褐色土 ローム粒主体、黒色士・焼土粒混人

5a 灰褐色t粘t主体、黒色土混入

5b 灰褐色土黒色土主体、粘土混入

6a 黒褐色土黒色土主体、焼上小プロック・ローム粒混入

6b 黒褐色土 6a層にロームプロックを含む

SJ 2 4 0ピット 1~4 

1 暗褐色土焼土粒・ローム粒多届

2 暗褐色土焼土粒・ローム粒微呈

3 黄灰色土ロームプロック

4 暗褐色土ローム粒微量

5 暗黄褐色土 ローム粒・プロック多量

6 暗茶褐色土 ローム粒多量
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第128図 第238~240号住居跡出土遺物(I)
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第129図 第238~240号住居跡出土遺物（2)
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第130図 第238~240号住居跡出土遺物(3)

造順序は 2→ 1の順である。いずれも燃焼部は土壊 ほぼ同じ高さである。 25層が灰層の一部と思われる

状に掘り込まれ、突出する。カマド lは東壁のやや が不明瞭である。 19• 20 • 24層は天井部の崩落土で

南寄りに造られる。 11• 12層は掘り方で、埋め戻さ

れていた。火床面 (9層下）は床面とほぼ同じ高さ

である。 9層が灰層、 4~ 8層は天井部の崩落土で

ある。袖は両側で認められ、灰白色粘土を貼り付け

て造られている。カマド 2は北壁の東寄りに造られ

ている。燃焼部は深く掘り込まれ、ピットが切り合っ

たような段状になっている。 22• 23層は掘り方で、

埋め戻されている。火床面 (20• 25層下）は床面と

ある。袖は確認できなかった。

貯蔵穴は床面 1に伴うもので、カマド 1の南側に

あり、径60cm、深さ19cmである。床面 1ではピット

は確認していない。床面 1を除去したところ、その

下から焼土・炭化物を多く含む覆土の径20cm、深さ

5 cmのピットが検出された。柱穴と考えられるもの

は検出できなかった。
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第63表 第238~240号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 口径 -Iロ口'J • 底径 胎 t 焼成

1 七 師 杯 02.2) 3 2 ADEH 2 
2 土 師 昇； 13 4 3.4 ADE 2 
J ， 上 師 均； 13 0 3.8 ADI-I 2 
4 士 師 均： 13 6 3.6 ABE 2 
5 土 師 杯 (14 5) 3 8 DE 2 
6 上 師 杯 12.3 3.2 BDEG 1 
7 士 師 杯 (13 0) 3.6 ADEH 1 
8 土 師 昇： 12 4 3.2 DEK 2 ， 土 師 杯 12 2 3.2 DEH 2 
10 土 師 昇； (13.5) 3 7 ADE 2 
11 上 師 杯 13.9 3.9 12.0 BEGH 1 
12 土 帥 杯 12.4 3.1 BDE 2 
13 上 師 杯 13 0 3.9 BDEG 1 
14 七 師 杯 (13.0) 4 5 BDEGH 1 
15 土 師 杯 12.0 4.1 BDEJ 1 
16 土 師 均： 14.0 5.2 ADEG 2 
17 土 師 杯 (16 0) 3.8 ABDE 2 
18 土 師 杯 03.0) 2 5 ADEH 1 
19 上 師 坑 14.5 3 5 11.4 DEHJ 1 
20 須 声心ヽ 杯 13.0 3 5 7.2 EFK 1 
21 須 恵 杯 (13.0) 3 4 BEF 2 
22 須 恵 杯 (12 8) 3.6 7 6 EFK 1 
23 須 声Cヽ 杯 2.4 7 9 AEFK 2 
24 須 恵 邸 13.6 4 1 7.8 EFJ 2 
25 須 恵 蓋 (17.8) 4 4 BEHIK 1 
26 須 恵 椀 (16 0) 5.1 (7 8) BEFK 1 
27 上 師 鉢 (20.0) 6 0 ADEG 2 
28 士師台付甕 5 8 (10 4) DEGH 2 
29 土師台付甕 11.2 10 0 ABEGH 1 
30 上 師 甕 7 0 5 2 DEH 2 
31 土 師 甕 (20.0) 9 7 EGH 1 
32 土 師 甕 (20.6) 8.9 ADE 2 
33 土 帥 珈尽 (22 2) 16.4 ABG 2 
34 士 師 珈コ (21 O) 6.6 BCDE 1 
35 土 師 珍式恒 21. 4 28.5 ADE 2 
36 土 師 甕 (20.0) 30 9 8.0 ADE 3 
37 上 師 壺 (24.4) (7.3) BDEJ 2 
38 土 帥 壺 6.9 8 2 DE 2 
39 ミニチュア 3 7 (5.6) 3.4 BDEG 2 
40 七 師 杯 11.2 3 4 ADEH 2 
41 土 師 甑 7.4 (9 6) BEH 2 
42 土 師 杯 11.6 4.5 ABG 1 
43 七 師 杯 11 0 3.2 DE 1 
44 土 師 杯 (10.9) 3.4 DEH 2 
45 土 師 鉢 (25.0) 5.4 ABDE 3 

遺物は多く、 10を除き床面 1の直上から出土して

いる。 31• 35はカマド 1からの出土である。土師器

の杯・鉢・台付甕・甕・壺・ミニチュア、須恵器の

杯・蓋が出土している。 11は内面に「井」の、 23は

色 凋 残率 備 考

橙褐

褐

橙褐

褐

橙褐

褐

橙褐

明褐

橙褐

明褐

橙褐

褐

褐

荼褐

赤褐

荼褐

橙褐

褐

橙褐

明灰

明灰

明灰

明灰

明灰

明青灰

青灰

橙褐

橙褐

赤褐

暗褐

明褐

赤褐

褐

荼褐

橙褐

橙褐

褐

明褐

荼褐

橙褐

褐

暗褐

橙褐

橙褐

褐

30 

45 

90 No.47 

80 No.35 

45 覆七 内面やや風化

50 No.26 

60 No.35 

75 No.46 

85 No.25 

50 旧床趾―ド

80 No.32 底部内面に「＃」ヘラ記号

100 No.17 • 19 
90 No.37 

30 

90 No.18 • 21 
45 No.30。38

25 旧床面―ド

65 No.27 • 28 内面ラセン暗文＋放射暗文

85 No.16 内面ラセン暗文＋放射暗文

100 No.42 南比企産 A 

30 南比企産 A 

60 No.20 南比企産 A 

65 南比企産 底部外面「 X」ヘラ記号 A 
85 No.15 南比企産 A 

30 No.13 未野産つまみ径（4.1)cm A 

30 No.23 南比企産 A 

10 

60 No. 5 • 8 

55 No.17 

60 No.24 外面被熟

25 カマドNo.l 東カマド

15 

20 北カマド

10 No.31 

90 カマドNo.2 東カマド

55 No.22 

15 No.10 

90 No.12 底部砂底胴部積み上け痕 2段 ケズリ無し

75 

55 No. 2 

20 No. l 

80 No. 2 周溝

75 No. l 

40 

20 

底面に「x」のヘラ記号が施されている。 18• 19の

暗文が施される杯は、完全な平底で他の平底風の杯

とはやや様相を異にする。 36• 38は底部に円盤が

残っており、 38の底面には砂粒が多く付着する。双
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• I □sJ238 1 

C C 

D' 

SJ 2 4 1 

1 黒褐色土 ロームプロック・焼土粒少量

2 淡灰褐色土粘土で構成される、焼土粒多量

3 黄褐色土 ロームプロック主体、黒色上僅かに混入

4 黒褐色土 ロームプロック多量

5 暗褐色土焼土粒多景

2関

6a 黒色 土 ロームプロック粒・焼土粒混入

6b 黒色 土 6aより焼土粒多、明度あり

6c 黒色 土 6bより焼土粒多、明度あり

7a 黒色土粘土・砂により構成

7b 黒色土 7aより粘土多、硬質

8a 黒褐色土 ロームプロック混入、しまり強い

8b 黒褐色土

m• I 

゜
co. I 

5 
」

SJ241ピット 1~4 

1 黒褐色土 ロームプロック少蘇、パサパサしている

2a 黒色土ロームプロック少量

2b 黒 色 土 2aよりロームプロック多量

3a 黄褐色土 ロームプロック主体、黒色土微量混入

3b 黄褐色土 3aより黒色土多

3c 黄褐色土 3cより黒色土多

SJ241ピット 5

1 黒褐色土ローム粒・焼土粒微罹

2 黄灰色粘土粘土の純層、軟質

3 黒色土炭化物の純層、軟質

4a 灰色土灰の純層、軟質

4b 灰色土灰層中に黒色土混入

5 黒褐色土ローム粒、灰多量

SJ 2 4 1カマド

1 灰褐色粘土焼土粒微量混入

2a 赤褐色土焼土主体、粘土が焼土化

2b 赤褐色土 2aに黒色土を混入

2c 赤褐色土 2aに黒色土を混入、粘土多

3a 黒 色 土 ロームプロック・焼土プロック多量、粘土粒少量

3b 黒色 土 3aより焼土が少ない

4a 黒 色 土 ロームブロック多量、焼土プロック少量含

4b 黒 色 土 4aよりロームプロック多

5 黄褐色土 ロームプロック主体、黒色土少量

第131図第241号住居跡

方とも調整にケズリを使用しておらず、ナデにより

仕上げている。粘土帯の接合痕が明瞭に残っている。

36は外面の中位に接合痕を補強する紐が貼付されて

いる。土器以外にも棒状の鉄製品（第269図11)が出

土している。時期は 8世紀中葉である。

第239号住居跡（第127図）

調査区のほぼ中央、 G • H-20 • 21グリッドに位

置する。第238• 240号住居跡と重複関係にあり、本

住居跡が最も古い。

平面形は方形もしくは長方形と考えられる。規模
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第134図 第241号住居跡出土遺物(3)

第64表 第241号住居跡出土遺物観察表

番号 器 穂 ロ径 高 底径 胎 土 焼成 色 調 残率 備 考

1 十一 師 昇； 13.5 3.5 ADEHJ 3 赤褐 70 2 • 4区
2 土 帥 杯 (12.0) 3.8 DEH 2 橙褐 30 カマドNo.45
J ， 土 師 昇； 02.6) 3.4 DEH 1 明褐 65 3区 No.19

4 土 帥 杯 13.3 3.6 BDEJ 2 橙褐 90 No.30 
r3 ‘ 上 師 昇； 13 2 4.4 BDE 1 橙褐 95 No.18 • 20 
6 土 師 杯 12.2 3.6 DEG] 1 明褐 80 No.21 

7 上 師 杯 (12 3) 3.3 DEG] 1 橙褐 50 No.21 

8 土 師 坑； 12.8 4.0 DEGH 1 明褐 65 No.17 ， 土 師 杯 03.0) 4.0 BDE 2 明褐 30 4区 No.23
10 土 師 昇； 13.3 3.9 ADEH 2 明褐 80 3・4区 No.24• 25 
1 1 士 師 杯 13.3 3.9 ADEH 2 明褐 80 No.16 

12 土 師 杯 12.9 3.2 DEG 2 明褐 50 No.13 

13 土 師 杯 (13.0) 3.8 DE 2 淡褐 30 No.14 内面風化

14 十 師 杯 (16 0) (4.9) ABEG 1 褐 35 4区 No.50

15 土 師 杯 16.9 5.7 BDEJ 1 橙褐 80 No.29 • 31 
16 上 師 況； 12 4 3 0 BDE 1 橙褐 90 No.22 

17 須 声Cヽ 杯 2 4 (8.6) E 2 灰白 15 3区ヘラ起こし群馬産 A
18 土 師 甑 8 9 (11 4) BDEG 1 橙褐 30 カマド

19 土師台付甕 13 8 18.9 11.4 ADE 1 赤褐 80 4区 No.4 • 10 • 13 
20 土 師 珈コ尽 23.2 27.7 (5.5) ADE 2 橙褐 80 カマドNo35• 36 • 41 • 42 カマド
21 土 師 珈ュ 23 8 21.4 ADE 2 明褐 40 カマドNo.32• 38 • 4 7 • 48 
22 土 師 殉耳｀ (22.4) 11.3 ABDE 1 赤褐 30 2区

23 土 師 珈ェ (22.8) 17 0 ABEH 2 赤褐 20 カマドNo.37• 41 • 42 
24 土 師 甕 (25.0) 9.6 ABDEH 3 橙褐 30 No.12 • 28 
25 七 師 甕 9 0 5 1 BEH 1 褐 70 No. 9 

26 土 師 甕 11. 7 5 3 ABCEG 1 明褐 70 カマドNo.32• 48 • 49 
27 土 師 壺 22.2 7.0 ADEH 1 明褐 50 カマドNo.38
28 土 師 壺 3.7 7.0 ABDE 2 橙褐 60 No. 6 

29 土 師 壺 8.3 5.6 BDEG 1 明褐 30 

は南北方向3.57m、東西方向2.37m、深さ0.20mで

ある。主軸方向は、東カマドを想定した場合、 N-60°

-Eとなる。床面は平坦で、貼り床が施されている。

覆土は埋め戻しである。

カマドは確認されず、東壁に造られていたと推定

される。土壊か南西コーナーから 1基検出されてい

る。長径80cm、短径60cm、深さ30cmである。ピット

は遺構の中央で 1基検出されている。長径60cm、短

径40cm、深さ55cmである。柱穴である可能性もある

が対応関係は明らかでない。
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<• I SJ 2 4 2 

1 暗灰褐色土焼土微粒子・ローム粒を含む

2 暗灰青色土 焼土粒・ローム粒微量

SJ242カマド

3 暗褐色土 ローム多量、焼土粒微昼

4 灰褐色土炭化物少量、焼土粒を含む

5 灰白色土焼土粒・プロック多量、炭化物少星

6 灰茶褐色土焼土粒・炭化物粒を含む

7 暗灰褐色土灰多量

8 灰白色土灰・焼土粒多駐

9 暗褐色土焼土粒やや多

10 暗褐色士焼土粒・ローム殿を含む

11 黄白色土ローム主体

SJ242床下上!/Ii1 • 2 

1 灰褐色土 ローム粒・プロック(1~3cm大）多儀、焼土粒少量

2 暗灰色土焼土粒少魁、ローム粒・プロックを含む

3 灰白色土焼土粒・ローム粒を含む

4 灰褐色土 ローム粒・プロック(1~5cm大）多量、焼七粒を含む

SJ 2 4 2ピット

1 暗褐色土焼土粒少量、炭化物を含む

2 暗褐色土焼土粒多量

3 灰茶褐色土焼土粒やや多

4 黄白色土ローム主体

5 黒色土炭化物層

6 暗褐色土焼土粒、炭化物粒を含む
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第135図 第242号住居跡・出土遺物

第65表 第242号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 ロ径 高 底径 胎 土 焼成 色 調 残率 備 考

1 土 師 均； 12.3 3 5 BEH 2 橙褐 75 No. 3 

2 須 恵 杯 02.0) 4 5 (7.0) ABEIJK 3 灰 65 床下土壊 1• 2 床―ド未野産 A 

3 須 恵 杯 1.8 (8.0) BEF 1 明青灰 20 南比企産 A 

4 須 恵 坑 04. 0) 3.0 EFK 1 明青灰 15 床下土壊 1• 2 南比企産 A 

5 土 師 甕 6.8 4.0 ABDEG 1 黄褐 75 No. l 

6 土 師 甕 (20.0) 13.2 ABEG 3 褐 15 

7 土 師 珈式 (20 7) 6.7 ABEG 1 暗灰褐 15 No. 2 
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SJ243カマド

1 暗褐色 土焼土粒 多薙

2 暗青灰色土焼土粒を含む

3 暗灰色土灰多量、炭化粒・焼土粒を含む

SJ244カマド

1 灰白色土焼土粒少量、炭化物を含む

2 赤褐色土焼土層
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第136図第243• 244号住居跡カマド

逍物は土師器の杯が出土している。時期は 7祉紀

後半である。

第240号住居跡（第127図）

調査区のほぼ中央、 G • H-20 • 21グリッドに位

置する。第238• 239号住居跡と重複関係にあり、前

者より古く、後者より新しい。

平面形は長方形である。規模は長軸5.89m、短軸

4.59m、深さ0.10mである。主軸方向は、 N-26"-W

を指す。床面は平坦である。覆土は埋め戻されてい

る可能性がある。

カマドは北壁のほぼ中央に造られている。燃焼部

は細長い土塙状に掘り込まれ、ほぼ壁内に収まって

いる。 3• 4層は掘り方で、埋め戻されている。火

床面 (2層下）は床面とほぽ同じ高さである。灰層

は不明瞭である。 1• 2層は天井部の崩落土である。

柚は両側で認められ、灰褐色粘土を貼り付けて造ら

れている。柱穴は 4基検出されている。径50cm、深

さ60cmで、柱痕等は認められない。

遺物は、土師器の杯・鉢。甑が出上している。時

期は 7世紀後半である。

第241号住居跡（第131図）

調査区のほぼ中央、 G-21• 22、H-21グリッド

に位置する。第238号住居跡、第124号土堰と重複関

係にあり、両者より古い。

平面形は長方形である。規模は長軸5.31m、短軸

4.13m、深さ0.24mである。主軸方向は、 N-75°-E

を指す。床面は平坦である。覆土は埋め戻されてい

る可能性がある。 7層は床面上に広がる砂質の土で、

地震に伴う噴砂と考えられる。

カマドは東壁のほぼ中央に造られている。燃焼部

は土壊状に掘り込まれ、突出している。 4層は掘り

方で、埋め戻されている。火床面 (3層下）は床面

よりやや下位である。 3b層は灰層である。 1 • 2層

は天井部の崩落土である。柚は両側で認められ、灰

白色枯土を貼り付けて造られている。カマドの南側

には輻30cmほどの棚状の施設が設けられている。柱

穴は 4基検出され、各々に重複が見られることから

建て替えられた可能性がある。径60cmほどの大きな

掘り方の中に径30cm、深さ50cmの掘り込みが2ヶ所

認められる。 2層は柱の抜き取り痕の可能性がある。

南壁には、輻1.4mほどの長方形の60cmほどの張り

出しが設けられている。第217号住居跡の入り日状

施設と同様の位置から片岩の破片が出土しており、

本住居跡の張り出しも入り口の施設の可能性があ

る。

遺物は、土師器の杯。壺。甕．甑・台付甕が出土

している。 2 • 20 • 21 • 23。26• 27は、カマド出土

である。多くは天井部の崩落土に合まれ、かけてあっ

た状態のものがつぶれた可能性もある。 3• 5 • 6。

7 • 8 • 9 • 16は、カマド南側の棚状施設から落ち

たような状態で出土している。南側の壁際からはか

なり浮いた状態で、 12。13• 19 • 25 • 28が出土して

いる。 15• 24のように離れて按合するものもあり、

埋没過程を示す好例と言えよう。 18は底部の粘土帯

のみが輻広く、接合痕が明瞭に残る。器面もヘラ削

りが施されておらず、凹凸が著しい。 19は脚台部の

裾を除く外面と内面の日縁部と胴部上半に煤が付着

する。実際に火に掛けた様相が明瞭に分かるもので
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ある。炉のような施設に据え置かれたものと考えら

れる。士器以外にも西側の床面から鎌（第269図12)

が、覆土から円盤状の用途不明の鉄製品（第270図

23)が出土している。時期は 8世紀前半である。

第242号住居跡（第135図）

調査区のほぼ中央、 H 21グリッドに位置する。

平面形は長方形である。規模は長軸3.87m、短軸

3.00m、深さ0.05mである。主軸方向は、 N 85°-E 

を指す。床面は平坦で全体に貼り床 (3層）が施さ

れている。覆土は自然堆積である。

カマドは東壁のやや南寄りに造られている。燃焼

部は土壊状に掘り込まれ、突出している。掘り方は

2碁の土壊が切り合うような形に掘り込まれてい

る。 10層は掘り方で、埋め戻されている。火床面(8

層下• 9層）は床面とほぼ同じ高さである。 7• 8 

層は灰層である。 5層は天井部の崩落土である。袖

は確認できなかったか、 11層の状況からローム土と

灰白色粘土で造られていたと考えられる。床下土塙

は2基検出され、切り合い関係が認められる。 1は

長径1.35m、短径1.2m、深さ25cm、2は長径90cm、

短径70cm、深さ20cmで、両者とも埋め戻されている。

南東コーナーには径60cmの 3基のピットが連続し

て掘り込まれた状態で検出されている。深さ 15~20

cmで、覆土は焼土を多く合む。性格は不明である。

柱穴と考えられるものは確認できなかった。

遺物は、土師器の杯・甕、須恵器の杯が出土して

いる。 5• 7は、カマド出土である。 1• 2 • 4は

床下土壊やピットからの出土である。時期は 8椎紀

末である。

第243号住居跡（第136図）

調査区のほぼ中央、 I -21グリッドに位置する。

遺構の大部分が削平されており、カマドのみを検出

した。

主軸方向は不明だが、 W Eに近い軸方向になる

と考えられる。

カマドは西壁に造られていたと推定される。遺存

している部分は、土壊状に掘り込まれた燃焼部の一

部と考えられる。掘り込みの底面が火床面と考えら

れる。 3層は灰層である。 1• 2層は天井部の崩落土

である。柱穴と考えられるものは確認できなかった。

遺物は出土しなかった。時期は不明である。

第244号住居跡（第136図）

調査区のほほ中央、 H • I -22グリッドに位固す

る。遺構の大部分が削平されており、カマドのみを

検出した。

主軸方向は不明だが、 N 45°-Eに近い軸方向に

なると考えられる。

カマドの附設される壁の方向は不明である。遺存

している部分は、土壇状に掘り込まれた燃焼部の一

部と考えられる。 2層が火床面と考えられる。灰層

は不明である。 1層は天井部の崩落土で、カマドが

灰白色帖土で造られたことを示している。柱穴と考

えられるものは確認できなかった。

遺物は図示不能な土師器の小破片が出土したのみ

である。時期は不明である。

第245号住居跡（第137図）

調査区の西側、 G•H-16·17グリッドに位置す

る。第37号掘立柱建物跡と重複関係にあり、本住居

跡の方が古い。

平面形は方形である。規模は長軸6.98m、短軸

6.83m、深さ0.19mである。主軸方向は、 N-25° W 

を指す。床面は平坦でよく踏み固められ、硬質であ

る。全体に溝状の掘り方があり、掘り方調査時に拡

張前の住居跡を検出した。北壁とカマドは共有し、

その他の各辺を拡張している。掘り方の外周を拡張

前の住居とすると、規模は長軸6.35m、短軸6.10m

になる。覆土は埋め戻しである。 2層中には焼土が

多く合まれ、遺構検出時に不整円形のプランを確認

できるほどであった。

カマドは北壁のやや東寄りに造られる。拡張前と

拡張後で全く同じように使用しているようで、拡張

前のカマドにかかわるような痕跡は検出できなかっ

た。燃焼部は土壊状に掘り込まれ、ほぼ壁内に収まっ

ている。奥壁と側壁がよく焼けてバリバリに焼土化
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1 暗褐色土焼土プロック多簸

2 暗褐色土 ロームプロックまばら、ローム粒・焼土粒多量

3 暗褐色土 ロームプロック多量

4 黒色土ローム微足

5 黒色土ローム粒多量

6 黒色土ローム少呈

7 黄褐色土 ローム粒混入

8 褐色土 灰白色粘土プロック・ローム粒・焼土粒多量

9 褐色土灰白色粘土少量、暗掲色土プロック混入

SJ 2 4 5カマド

1 灰白色粘土焼土プロック少量

2 赤褐色焼土 プロック状焼土主体、白色粘土混入

3 赤褐色焼土壁被熱

4 黒色土灰主体、灰白色粘土・焼土粒混入

5 褐色 土 ロームプロック・ローム粒・焼土粒・白色粘土粒混入

6 白色粘土

7 白色粘土被熱部分

8 暗褐色土焼土・ローム粒含む
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第139図 第245号住居跡遺物出土状況図・出土遺物(I)
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第142図 第245号住居跡出土遺物(4)

第66表 第245号住居跡出土遺物観察表

釆国昇J 器 種 日径 高 底径 胎 上 焼成 色 調 残率 備 考

1 土 師 昇； (9.9) 3,0 DEH 2 橙褐 30 No.23 全体に風化

2 土 師 埒； (11.0) 3.1 ADE 2 橙褐 30 No.11 

3 上 師 埒； (12 8) 3 2 BDE 2 橙褐 35 貯蔵穴カマド

4 土 帥 昇； 10.0 3 3 DEJ 1 橙褐 95 No.24 

5 上 師 坑 12.7 3 7 ADE 1 橙褐 100 No. 9 

6 士 師 杯 13.0 3.6 DEJ 1 橙褐 100 No認

7 上 師 坑 16.8 5.7 BDE 1 赤褐 100 No.20 

8 t 師 況； 17.2 5 6 DE 2 橙褐 85 No.21 

， 土 師 llll 18.6 4.4 ADE 2 褐 95 No.19 

10 土 師 均： 14.6 5 0 DEJ 1 橙褐 85 カマド No.14 

11 七師杯（椀） (17.6) 5.6 BDE 2 褐 35 No.12 

12 土 師 杯 (13.0) 4.2 DEH 2 橙褐 20 

13 上 師 盤 (19 6) 2.4 ADE 1 荼褐 15 

14 須 恵 均： 10. 7 3.7 7.0 BEI 1 青灰 100 No.10 未野産 A 

15 須 恵 盤 (23 0) 3.1 (21.0) BD 1 灰白 15 群馬産 A 

16 土 師 珈ェ 23 0 33.3 ADEH 1 明褐 95 No. 6 • 8 

17 土 師 珈尽 21.5 35.0 4 5 DEH 2 橙褐 95 No. 1 

18 土 師 罪芯 22.2 35 3 5.3 EHJ 1 橙褐 95 No. 5 

19 土 師 珈工 22.4 29.0 ABEHJ 2 橙褐 70 No. 6 

20 土 師 甕 22 6 30.6 5.5 EGHJ 2 荼褐 90 No. 2 

21 土 師 珈式 23.0 33.5 4 9 ABEGJ 2 橙褐 90 No. 4 

22 士 師 珈ふC 21 9 35 0 4.7 AEHJ 3 橙褐 95 No. 3 

23 上 師 珈式 19 9 5.4 DEH 2 褐 65 No.26 • 28 

24 土 師 甕 13. 7 4 6 DEH 3 橙褐 80 No. 7 

25 土 師 甕 13.8 5 3 DEH 2 褐 50 カマド

26 土 師 鉢 (14 8) 7.3 ABEG 1 橙褐 20 カマド

27 上 師 鉢 15.0 11. 2 6 5 DEH 2 荼褐 95 No.25 

28 土 師 甑 20.6 13.0 5 0 BDEHJ 1 橙褐 85 No」2

29 土 師 瑾ょ (22.8) 24.0 ABEJ 2 明褐 40 No.13 

30 土 師 珍式栢 22 0 31.4 7 8 EHJ 2 明褐 90 No.11 
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している。網掛け部分は焼土化した範囲である。 5

層は掘り方である。火床面 (4層下）は床面よりや

や下位である。 4層は灰層、 1 • 2層は天井部の崩

落土である。袖は両側で確認され、白色粘土 (6.

7層）を貼り付けて造られている。貯蔵穴は拡張後

の住居跡に伴うもので、カマドの東側にあり、長径

95cm、短径80cmで、覆土は自然雄積と考えられる。

柱穴は 4基のセットが 2組確認された。 1 ~ 4は拡

張後の住居跡に伴うもので、径40~60cm、深さ

60~70cmで、覆土の状況は確認できなかった。 5~ 8 

は拡張前の住居跡に伴うもので、径40~60cm、深さ

50~64cmで、覆土の状況は確認できなかった。

遺物は、土師器の杯・皿。盤・鉢・甕・甑が出土

している。完形に近い甕類が多く出土しており、特

徴的である。 24• 29はカマドの東側袖の外側から、

埋め込まれたものが途中で折れた状態で出土し、カ

マドの補強材として使用されたものと考えられる。

南壁際のほぼ床面上からは杯や甕が並べられたと考

えられる状態で出土している。 21• 22は底部を合わ

せた状態で、 17• 20は並べた状態で、 5 • 7 • 10 • 

14は据え置かれたと考えられる状態で出土してい

る。北壁際や南壁際からも甕・鉢が出土している。

14は末野窯跡産で、底面はヘラ起しのままで、やや

ヘソが出ている。内面はその際の凹凸が明瞭に残り、

再調整は加えられていない。 27は胎土に雲母を多く

合み、器壁が厚く、調整もナデのみで粘土帯の接合

痕が明瞭に残る。 30は器壁が厚く、重最感かあり、

プロポーションや調整も様相を晃にすることから、

他地域の影響を受けている可能性もある。甕は、 21

は2次加熱痕が不明瞭だが、それ以外はいずれも使

用されたもののようである。 23はかなり 2次加熱を

受けているようで、ボロボロである。 31は編物石で

8個出土している。長さ 10~13.5cm、輻 4~6 cm、

重さ212~386gである。石材は砂岩、安山岩等であ

る。中には、使用痕が認められるものもあり、靡石

のように用いたものと考えられる。時期は 7世紀末

である。

第246号住居跡（第143図）

調査区の西側、 G-18グリッドに位置する。第247

号住居跡、第36号掘立柱建物跡と重複関係にあり、

本住居跡が最も古い。

平面形は歪んだ長方形である。規模は長軸2.86

m、短軸2.49m、深さ0.41mで深い。主軸方向は、

N-78°-Eを指す。床面は平坦で、良く踏み固めら

れ、硬質である。覆土は自然堆積である。

カマドは東壁の南寄りに造られる。燃焼部は士壕

状に掘り込まれ、突出している。奥壁は段を持つ。

火床面 (7層下）は床面よりやや下位である。 7層

は灰層、 6層は天井部の崩落土である。柚は両側で

確認され、白色粘土を貼り付けて造られている。柱

穴と考えられるものは確認できなかった。

遺物は、土師器のj:不。甕、須恵器の蓋が出土して

いる。 4 • 6の杯は完形に近く、北西。南東のコー

ナーからそれぞれ逆位。正位で出上している。 4に

は8の甕が蓋をするように被せてあった。 6のj:不は

底面の外周に指頭による顕著な凹みがあり、全体が

やや歪んでいる。時期は 8世紀中葉である。

第247号住居跡（第143図）

調査区の西側、 G-17・18グリッドに位置する。

第246号住居跡、第36号掘立柱建物跡と重複関係に

あり、建物跡より古く、本住居跡より新しい。

平面形は長方形である。規模は長軸3.08m、短軸

2.54m、深さ0.05mである。主軸方向は、 W-Eを

指す。床面は平坦だが、第246号住居跡と重複する範

囲は陥没している。覆土は自然堆積である。

カマドは東壁のほぼ中央に造られる。燃焼部は土

壊状に掘り込まれ、突出している。 4層は掘り方で

ある。火床面 (3層下）は床面よりやや下位である。

3層は灰層、 2層は天井部の崩落土である。柚は両

側で辛うじて確認され、白色粘土を貼り付けて造ら

れている。貯蔵穴はカマドの南側にあり、長径70cm、

短径60cm、深さ25cmで、埋め戻しである。柱穴と考

えられるものは確認できなかった。

遺物は、土師器の甕、須恵器のj:不・高台付椀、ロ

-182 -



"'I 

B 

ロニ／
:/  

SJ247 

こ

゜1 1 
10cm 
ゴl:4

"'jい、、＼；；；口°|い¥¥¥ 

g 
色！に□ 。1

F_ --E 

-JJ 
o! 0 

一旦 g- -q 

口＼ニロニ／6

SJ 2 4 6 

1 暗褐色土 ローム小プロック霜降り状に混在、

焼土粒子やや多

2 暗褐色土 ローム粒少量

3 暗褐色土 ロームプロック混入

4 暗褐色土 白色粘土プロック・焼土粒少量

5 暗褐色土 ローム粒少量

6 白色粘土焼土プロック混入

7 黒色土灰屑

SJ 2 4 7 

1 暗褐色土 ローム粒微量

2 暗褐色土 焼土プロック・焼土粒多量、炭化物粒混入

3 黒色土灰層

4 暗褐色土 ローム粒・ロームプロックやや多、

焼土粒少量

SJ 2 4 7貯蔵穴

1 暗褐色土焼土粒多量

2 暗褐色土焼土粒微量

3 暗褐色土 ロームプロック・ローム粒含む

0 2 m 
ト I - Il:60 

SJ246 

こニ

口ーロ

口

：ンロン：ロ

第143図 第246• 247号住居跡・出土遺物

- 183 -



第67表 第246• 247号住居跡出土遺物観察表

番砕 器 種 ロ径 高 底径 胎 上 焼成 色 調 残率 備 考

1 上 帥 昇； (12.0) 2 8 DEH 2 荼褐 25 
2 上 師 昇： (12 4) 2 5 DE 2 褐 35 
3 土 師 均； (13.0) 3 4 DEH 2 橙褐 20 
4 土 師 昇； 13.2 4 5 ADEHJ 1 明褐 90 No 3 
5 土 師 杯 (14.0) 3.5 ADE 1 橙褐 25 体部～底部に黒斑有り

6 土 師 杯 13.6 3.3 ADE] 1 橙褐 100 No. l 

7 須 恵 芸r (11 6) 1. 9 BEI 1 青灰 35 木野産

8 土 師 壺 11.3 8 5 ADEH 2 褐 55 No. 4 ， 上 師 甕 2 6 4.0 DEJ 2 赤褐 60 No. 4 
10 須 声Cヽ 杯 12 2 3.9 5 3 AEF 2 褐灰 95 No. l 貯蔵穴南比企産 A 
11 須 恵 杯 13.4 '3う.3 「 6.7 ABIJ J ， 赤褐 90 No. l 末野産 A 
12 須恵高台椀 (14 6) 6.6 7.7 ABEI 3 赤褐灰 70 No. 3 木野産 A 
13 ロクロ高台椀 4.8 ADE 3 明褐 20 

クロ土師器の高台付椀が出土している。 9• 10は貯

蔵穴出土で、 10は正位で納めたような状態で出土し

た。 11もカマド北側の床面から正位の状態で出土し

ている。時期は 9世紀中葉である。

第248号住居跡（第144図）

調査区の西側、 H~17グリッドに位置する。第249

-==r----+_ 

O ` 1 
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号住居跡、第32号掘立柱建物跡と重複関係にあり、

前者より新しく、後者より古い。

平面形は長方形である。規模は長軸2.95m、短軸

2.20m、深さ 0.24mである。主軸方向は、 N-88°-W

を指す。床面は平坦で、覆土は埋め戻しである。

カマドは東壁のやや南寄りに造られる。燃焼部は

SJ248・249 5 褐色 土焼土粒・焼土プロック混入

1 暗褐色土 ローム粒・ローム小プロック多 6 黒 色 土焼土粒・炭化物粒混入

2 灰褐色土やや粘質、ローム粒微皇 7 暗褐色土焼土粒微量

3 灰白色粘土焼土粒少呈 8 黒色土
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第144図 第248• 249号住居跡・出土遺物

第68表 第248• 249号住居跡出土遺物観察表

釆国昇J 器 種 ロ径 高 底径 胎 上 焼成 色 調 残率 備 考

1 上 師 杯 04.2) 2 4 DE 2 褐 10 カマド

2 七 師 昇： (14 0) 2.8 ADE 2 褐 15 
3 須 恵 埒； (8.2) 2 0 EK 1 明青灰 20 A 
4 須恵高台椀 3 3 (7.8) AEI 3 黄灰 20 末野産 A 
5 土 師 杯 (12.0) 3.2 DE 3 褐 5 
6 土 師 杯 (12.0) 2.3 DE 2 橙褐 5 
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第145図 第250号住居跡・出土遺物

第69表第250号住居跡出土遺物観察表

番：号E器::種:;I:]□1］高］ I底 径1:[:}上 I焼:;I色］易褐調 1ダ：： N力0.:卜

備 考

3 I須恵杯I12. 2 I 3. 6 I 5. 6 I BEIK 2
 

明灰 I 75 I No 2 末野産 A 

皿状に掘り込まれ、突出している。側壁がよく焼け

ていた。火床面 (6層下）は床面よりやや下位であ

る。 6層は灰層、 3 • 4層は天井部の崩落土である。

柚は両側で確認され、白色粘土 (9層）を貼り付け

て造られている。柱穴と考えられるものは確認でき

なかった。

遺物は、土師器の杯・甕、須恵器の杯・高台付椀

が出土している。時期はバラッキがあり、いずれも

小破片のため確実ではないが、カマド出土の 1を伴

うものとして、 7世紀中葉から後半としておきたい。

第249号住居跡（第144図）

調査区の西側、 H-17グリッドに位置する。第248

号住居跡と重複関係にあり、本住居跡の方が古い。

第248号住居跡に遺構の大部分を壊されている。

平面形は方形と推定される。規模は南北方向2.35

m、東西方向0.67m、深さ0.07mである。主軸方向

は、東カマドを想定した場合、 N-85°-Eになる。

床面は平坦で、覆土は自然堆積である。

カマド・柱穴は不明である。

遺物は、土師器の杯が出土している。時期は、 7 

世紀中葉前後としておきたい。

第250号住居跡（第145図）

調査区の西側、 H-19グリッドに位置する。第36

号井戸跡と近接し、井戸跡の方が古いと考えられる。

床面近くまで削平されている。

平面形は長方形である。規模は長軸3.99m、短軸

3.00mである。主軸方向は、 N-86°-Wを指す。床

面は削平されているが貼り床が全体に遺存してい

た。覆土の状況は不明である。

カマドは東壁の中央に造られる。燃焼部は土壊状

に掘り込まれ、突出している。 5• 6層は掘り方で、

埋め戻されている。火床面 (5層上）は床面よりや

や下位である。 4層は灰層、 1 • 3層は天井部の崩

落土である。袖は確認できなかった。貯蔵穴は、カ
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第146図 第251 • 252号住居跡・出土遺物(I)
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第147図 第251 • 252号住居跡出土遺物(2)

マドの南側、南東コーナーにあり、径60cmで、中央

が 1段低く、深さは21cmである。覆土は焼土粒・ロー

ム粒を合む暗褐色土で、自然堆積と考えられる。柱

穴と考えられるものは確認できなかった。

遺物は、土師器の杯、須恵器の杯が出土している。

時期は 9世紀中葉から後半である。

第251号住居跡（第146図）

調査区の西側、 I -17 • 18、H-17グリッドに位

置する。第252号住居跡、第16・33・34号掘立柱建物

跡と重複関係にあり、第33• 34号掘立柱建物跡より

新しく、その他のものより古い。

平面形は長方形である。南壁の東半は大きく南側
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第70表 第251 • 252号住居跡出土遺物観察表

釆田＇勺士 器 種 口径 高 底径 胎 土 焼成

1 上 師 昇： (12.0) 3 1 DE 2 

2 土 師 甕 (22 0) 5.6 AEGJ 1 

3 土 師 昇； (11. 6) 3.5 (7 0) ADEH 2 

4 上 師 昇； (12 0) 3.9 (8 2) DEH 2 

5 七 師 昇； (11. 4) 3 6 (7 4) ADE 1 

6 土 師 杯 (12.0) 3.9 7 2 EG 2 

7 土 師 況； 13.4 4 1 8.7 DE 2 

8 土 師 杯 12.4 3.3 7 2 DEH 2 

9 上 師 埒； 12 9 4.8 7.4 DEH 2 

10 須 恵 昇： 12.0 4 2 5 2 BEIJ 1 
11 須恵高台椀 13 7 5.9 6 4 AEIJ 3 

12 頒恵高台椀 14.2 6 0 6.1 ABEI 3 

13 t 師 壺 1.8 (7.0) BDJ 1 

14 土師小型甕 (14 2) 5.1 DE 3 

15 土師台付甕 3.2 8.8 DEH 1 

16 土 師 甕 (17 0) 8 9 DE 1 

17 上 師 甕 19.8 24.8 3.6 ADEH 1 

18 七 師 乖式 20 4 26.8 2.8 ADEH 2 

19 土 師 耀2 (18 6) 26.9 3 6 EGHJ 1 

に張り出している。規模は長軸3.78m、短軸3.30m、

深さ 0.04mである。主軸方向は、 W-Eを指す。床

面は平坦で全面に貼り床が施されている。覆土は自

然堆積である。

カマドは東壁の中央に造られる。燃焼部は皿状に

掘り込まれ、突出している。火床面 (5層下）は床

面よりやや下位である。 5層は灰層、 2~ 4層は天

井部の崩落土である。柚は両側で確認され、灰白色

粘土を貼り付けて造られている。南側の張り出し部

分で、径40cm、深さ 9cmの浅い皿状のピットを検出

している。柱穴と考えられるものは確認できなかっ

た。

遺物は、土師器の杯・甕が出土している。 2の甕

は砂粒を多く含む。時期は 8世紀前半である。

第252号住居跡（第146図）

調査区の西側、 I-18グリッドに位置する。第251

号住居跡、第16号掘立柱建物跡と重複関係にあり、

本住居跡が最も新しい。

平面形は長方形である。規模は長軸3.45m、短軸

2.91m、深さ0.2mである。主軸方向は、 W-Eを指

す。床面は平坦で全面に貼り床 (4層）が施されて

いる。調査時に、その貼り床を覆土と誤認し掘り下

げてしまった。覆士は埋め戻しである。南壁際から

色 調 残率 備 考

褐 5 

明褐 15 

赤褐 25 カマド

褐 30 

明褐 15 

橙褐 50 床下

褐 85 No. 2 

明褐 95 カマドNo.2 

淡褐 90 床下

灰 95 No. 2 No. lカマド 末野産 A

黄灰 95 No.11 末野産 A 

黄灰 85 No.12 未野産 A 

明褐 45 床下

暗褐 20 床下

明褐 95 床―ド

褐 15 カマド

明褐 75 No. 3 • 4 • 5 カマド

にぶい橙 90 No. l 

橙褐 80 カマドNo.3 

は径10cm、長さ 60cmの炭化材が出土している。

カマドは東壁のやや南寄りに造られる。燃焼部は

皿状に掘り込まれ、突出している。住居から連続す

る掘り方に貼り床が施され、その上に燃焼部を掘り

込んでいる。燃焼部の中央よりやや奥には、支脚を

据え付けたと考えられる小ピット (5層）が認めら

れた。火床面 (3層下）は床面とほぽ同じ高さであ

る。 3層は灰層、 2層は天井部の崩落土である。袖

は両側で確認され、ローム土を貼り付けて造られて

いる。床下土壊は 2基検出された。 1は径60cm、深

さ5cm、 2は径50cm、深さ 5cmである。ピットは 3

基あり、 1は径20cm、深さ 6cm、 2は径30cm、深さ

10cm、 3は径30cm、深さ 35cmである。いずれも柱穴

とは考えがたい。

遺物は多く、土師器の杯・壺・甕・小型甕・台付

甕、須恵器杯・高台付椀が出土している。 19はカマ

ドにかけたままの正位の状態で 2層に突き剌さる形

で出土している。その脇には 8• 10の土んが2枚、重

ねて伏せた状態で出土している。 11・12はちょうど

壁の上から落ちた状態で、 17は床面中央からまと

まって、 18は炭化材に乗る形で出土している。 9は

深身で直線的に開き、須恵器の杯身のような器形で

ある。 11• 12は酸化烙焼成である。 13は古墳時代の
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SJ 2 5 3カマド 2

1 暗褐色土 焼土粒・炭化物多量

2 暗褐色土 ローム粒・ロームプロ

ック (2,3cm大）多母

1
,
!
’
¥
’
9
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一
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SJ Z 5 3カマド 1

1 暗褐色土焼土粒・焼土プロック

(Z cm大）・炭化物少呈

2 赤褐色七焼土粒・焼土プロック

(2~5 cm大）主体

3 暗褐色土 ローム粒・焼土粒少量

嗜。

第148図第253号住居跡

土師器壺の可能性かあり、混人である。この他に図

示不能な東濃産の灰釉陶器耳皿の小破片が出土して

いる。時期は 9世紀後半である。

第253号住居跡（第148図）

調査区の西側、 I • J ~17グリッドに位置する。

第157号土瑞と重複関係にあり、本住居跡の方が古

い。床面まで削平されており、遺構の南側は不明瞭

である。

平面形は方形もしくは長方形と推定される。東壁

の北半は大きく張り出している。規模は南北方向が

2.0m、東西方向が2.87m、深さは北側で0.02mであ

る。主軸方向は、カマド 1の軸方向とすると N-21°

-Eを指す。床面は平坦だが壁際がやや浅くなって

いる。覆土の状況は確認できなかった。

カマドは北壁に 2箇所造られている。築造順序は

不明である。いずれも燃焼部は土壊状に掘り込まれ、

突出する。カマド 1は東壁の中央に造られる。 3層

は掘り方で、埋め戻されている。火床面 (2層下）

—ー'|

0 10cm 
←=、→ 1 -1 1 ~ 4 

ニ

ー

。

| 
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．
 

v

ー
・

ov.vg
V
 

SJ254 

：言：：□三 :' :: 入を ：ロニロロ
3b 黒色土 3a層に比してロームプロック多

4 青灰色土 砂質、僅かにローム粒混入 (SD9) 

0 2 m 
―ー 1 9 1 • 6 0 

第149図 第254号住居跡・出土遺物

第71表 第254号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 ロ径 高 底径 胎 土 焼成 色 調 残率I 備 考

1 上 師 杯 (13.8) 3.3 BDE 1 褐 20 

2 土 師 昇； 12.8 3.6 ADE 1 橙褐 80 

第72表 第255号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 ロ径 品 底径 胎 土焼成色 調残率 備 考

1 須 恵 系杯（13.4) 2.5 ABCDE 3 灰褐 15 
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平面形は長方形である。規模は長軸3.50m、短軸

2.81mである。主軸方向は、東カマドを想定した場

合、 W-Eとなる。床面は既に削平されており、 ー

層は第 9号溝跡開削までの間に洪水等によってもた

らされたものと思われる。 2層は掘り方で、埋め戻

。SJ255 。゚
されている。恐らく 2層上には貼り床が全面に施さ

れていたと思われる。

カマドは不明であるが、 ピットをその関連施設と

0D 
゜

すると東壁のほぼ中央に造られていたことになる。

ピットは径60cm、深さ 15cmで、覆土は流れ込みであ

る。柱穴と考えられるものは確認できなかった。

遺物は、土師器の杯が出土している。 1は底部に

顕著な指オサエが見られ凸凹している。遺物の時期

゜
は8世紀中葉だが、 7世紀後半の第 9号溝跡より古

く

SJ 2 5 5 

1 青灰色土砂を多量に混入

2 暗黄褐色土ローム粒と黒色土の混土屠

3a 青灰色土 白色粘土を主体にし、焼土小プロ

ックを多景に混入

3b 青灰色土 3aに比して粘土を含まない

3c 青灰色土 3aに比して粘土・焼土を含まない

嗜。 0 10匹
1 1 1 1 4 

第150図 第255号住居跡。出土遺物

は床面よりやや下位である。灰層は不明瞭であった。

2層は天井部の崩落土である。袖は確認できなかっ

た。

られている。

＼ーニロロロii,

カマド 2は東壁の西寄り、 カマド 1の西側に造

2層は掘り方である。火床面 (1層）

は床面と同じ高さである。灰層は認められない。天

井部の崩落土は不明である。柚は確認できなかった。

柱穴と考えられるものは確認できなかった。

いことから混入と考えられ、本住居跡の時期はそれ

以前と考えられる。

第255号住居跡（第150図）

調査区の南西側、 M-14グリッドに位置する。床

面まで削平されており、遺構の南側は不明瞭である。

平面形は長方形である。規模は長軸4.68m、短軸

4.02mである。主軸方向は、 W-Eを指す。床面は

既に削平されている。

ている。

1層は掘り方で、埋め戻され

カマドは東壁のやや南寄りに造られている。燃焼

部は土堀状に掘り込まれ、突出する。 3層は掲り方

遺物は出土しなかった。時期は不明だが、

椎紀のものと考えられる。

第254号住居跡（第148図）

8 • 9 

調査区の南西側、 L-14グリッドに位置する。第

9号溝跡と重複関係にあり、本住居跡の方が古い。

床面まで削平されており、調査できたのは掘り方の

みである。また、東側のピットは位置関係からカマ

ドに関連する施設の可能性もあることから、本住居

で、埋め戻されている。粘土を貼り付けて火床面を

造っているものと思われる。従って、火床面は 3層

の上となり、確認できなかったことになる。袖は確

認できなかった。柱穴は確認できなかった。

逍物は須恵系土師質土器の杯と図示不能な土師器

の甕の小破片が出土している。時期はいずれも小破

片のため確実ではないが、 10世紀前半のものと考え

られる。

第256号住居跡（第151図）

調査区の南西側、 M-14・15グリッドに位置する。

第 9・13号溝跡と重複関係にあり、前者より新しく、
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SJ256カマド

la 暗赤褐色土 焼土プロック・黒色士粒子で構成される、

lb 暗赤褐色土 laに比して焼土プロックの量が極端に少ない

SJ 2 5 6 

2 黒褐色土プロック状で硬質、堅緻

3 暗黄褐色土 黒色土を僅かに混入する

SJ 2 5 6上塙 1

4 黒褐色土 ローム粒多盪、焼土粒を僅かに含む

5 暗黒褐色土 3層との間には灰層を含む、炭化物・焼土粒を含む

SJ256Aピット 6• 7 

1 暗黄褐色土 黒色土とローム混土層、焼土小プロック僅かにを含む

SJ256Bピット 1~4

la 褐灰色土砂多量

lb 褐灰色土 ロームプロック多量

le 褐灰色士 ロームプロック多量，黒色土混入

2a 黒褐色土焼土粒・プロック多最

2b 黒褐色土焼土多量

3 暗黄褐色土黒色土とロームプロックで構成

嗜。

第151図第256号 A • B住居跡
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第152図 第256号A • B住居跡出土遺物

第73表 第256号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 日径 高 底径 胎 土 焼成 色 調 残率 備 考

1 土 師 杯 (12.8) 4.0 DEH 1 明褐 35 B P3 
2 土 師 杯 (14.8) 4.1 ADE 2 橙褐 45 B 
3 土 師 杯 (14.0) 3.9 ADE 2 褐 65 B P4 
4 土 師 杯 04.0) 2.5 ABEH 1 橙褐 45 B P4 
5 土 師 杯 (15.0) 2.8 BDE 1 褐 20 B P3 内面放射暗文

6 須 恵 椀 1.5 9.2 ABEI 3 明黄灰 100 B 土壊 1 No. l 末野産 手持ちヘラケズリ A 
7 須恵長頸壺 11.8 (19.0) EK 1 明青灰 15 B 土壊 1 No. 2 秋間産

8 土 師 甕 3.0 6.0 BEH 1 褐 70 B No. l ， 土 師 甕 (22.0) 9 3 ABEH 1 赤褐 30 B 
10 土 師 壺 22.0 11.0 ADE 1 橙褐 85 B 土塙 1 No. 3~ 8 
11 土 師 宰士 7.9 (9.6) ABCDE 1 赤褐 25 B 

後者より古い。遺構の南側は第13号溝跡によって壊

されている。床面まで削平される。

平面形は方形である。規模は東西方向6.00m、南

北方向5.69m(256B)である。主軸方向は、 W-E

を指す。床面の状況は不明だが、 2層が堅緻である

ことからよく踏み固められていたと考えられる。 2

層除去後拡張前の住居跡 (256A)を検出した。南壁

とカマドは共有し、東側は不明だが、その他の各辺

を拡張している。拡張前の住居の規模は東西方向

5.62m、南北方向4.90mになる。

カマドは東壁に造られる。拡張前と拡張後で全く

同じように使用しているようで、拡張前のカマドに

かかわるような痕跡は検出できなかった。燃焼部は

土壊状に掘り込まれ、 256Aの場合には突出し、 256

Bの場合にはほぼ壁内に収まっている。火床面（ 1

層）と床面の関係は不明である。灰層、天井部の崩
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第153図 第257号住居跡・出土遺物

第74表 第257号住居跡出土遺物観察表

番号 1 器 種 1 口径 1 高

1 土師 杯 （12.4)I 2.3 

底 径 I 胎 土 I焼成 I 色調 I残率 備 考

AEG ー 明褐 I 10 IP 4 

------------------
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ー

落土は不明である。袖は両側で確認され、白色粘土

(6 • 7層）を貼り付けて造られている。土壊 lは

拡張後の256Bに伴うもので、長径1.10m、短径85cm

である。中から土師器甕、須恵器長頸壺．j和が出土

している。柱穴は256Aの南西側のものを除き、 4基

のセットが2組確認された。 1 ~ 4は拡張後の住居

跡に伴うもので、径60~70cm、深さ70cm~1.10mで、

2層が柱痕である。焼土を多く含むことから、抜去

した後に火を上屋に火をかけた可能性も考えられ

る。 5~ 7は拡張前の住居跡に伴うもので、径

20~40cm、深さ35~42cmで、柱痕等は認められな

かった。

遺物は、土師器の杯・甕・壺、須恵器の椀・長頸

壺がある。 6 • 7 • 10は、土壕 1から一括して出上

した。 6は分厚＜、底部全面が手持ちヘラ削りで、
第154図 第258号住居跡・出土遺物

第75表 第258号住居跡出土遺物観察表

番:̂1：器：：種：：I:：：塁I：高:I底径且召g］土 I:：1色：：調［言'1~ ! 
備 考
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SJ 2 5 9 

1 黒褐色土ローム粒・プロック多量、

焼土粒・炭化物粒少量

SJ259カマド

2 黄白色土焼土粒多量、ローム粒を含む

3 灰褐色土焼土多量

4 暗灰褐色土焼士粒・炭化物粒を含む

5 暗灰色土焼土粒多量、ロームプロックを含む

6 灰 褐色土 ローム粒多最、焼土粒を含む

7 暗褐色土焼土粒・炭化物粒を含む

8 暗黄褐色土 ローム粒多量

SJ259貯蔵穴

9 灰褐色土焼土粒・プロックを多量に含む

10 灰褐色土焼土粒・ローム粒を少し含む

11 暗灰褐色土 焼土粒・プロックを多量に含む

SJ 2 6 0 

1 暗褐色土ローム粒・焼土粒を含む

2 暗灰掲色土 ローム粒多量、焼土粒を含む

3 暗褐色 土

4 黒褐色 土

5 灰 色土ロ ー ム粒多 量

SJ260貯蔵穴

6 灰褐色上ローム粒・焼土粒少量

7 灰 褐 色土 ローム粒・プロック多量、焼土粒少量

8 黄 褐色上 ローム土で構成、灰褐色土粒・プロッ

クを含む

SJ 2 6 0ピット 3・4

9 灰褐色土ローム粒・焼土粒少盪

10 暗灰褐色土 ローム粒多量

11 灰褐色土ローム粒・ブロック多量

12 暗褐色土ローム粒・プロック多量

13 暗褐 色 土 ローム粒・焼士粒を含む

14 暗褐色土ローム粒多量

2m。

SJ260 

： 戸
c
m
1
 

O

l

 

ー

第155図 第259• 260号住居跡・出土遺物
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第76表 第259• 260号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 ロ径 「［口J 底径 胎 土 焼成

1 土 師 昇； 02.0) 3.4 ADEH 2 

2 上 師 埒； (12.4) 3 4 ABGH 2 

3 土 師 甕 (18.0) 3.0 BDE 1 

大ぶりの椀と考えられる。時期は 8椎紀中葉である。

第257号住居跡（第153図）

調査区の南西側、M-15グリッドに位置する。ピッ

ト調査後に住居跡として認定したもので、北壁と西

壁の一部、南東コーナーの掘り方を検出したのみで

ある。カマドは土壊状に黒色に変色した範囲と考え

たもので確実ではない。床面まで削平されている。

平面形は方形である。規模は長軸5.0lm、短軸

4.37mである。主軸方向は、 N-52°-Eになる。床

面・覆土の状況は不明である。

柱穴は 4基検出された。径40~50cm、深さ35~60

cmで、覆土の状況は確認できなかった。

遺物は、土師器の杯と、図示不能な甕の小破片が

出土している。時期は 8世紀と思われる。

第258号住居跡（第154図）

調査区の南西側、 O•P-16グリッドに位置する。

床面まで削平されており、柱穴の配置から住居跡と

認定したものである。

平面形、規模、カマドの様相等は不明である。

柱穴は 4碁検出された。径40~50cm、深さ30~54

cmで、覆土の状況は確認できなかった。

遺物は、土師器の杯の小破片がピット 2から出土

している。時期は 7憔紀中葉頃と思われる。

第259号住居跡（第155図）

調査区の南西側、 N-18グリッドに位置する。第

260号住居跡、第13号溝跡と重複関係にあり、前者よ

り新しく、後者より古い。遺構の北側は第13号溝跡

によって壊されている。

平面形は長方形である。規模は長軸3.61m、短軸

2. 73m、深さ0.06mである。主軸方向は、 N-57°-W

を指す。床面は平坦で、貼り床が施されている。覆

土は埋め戻しである。

カマドは南東壁の南西寄りに造られる。燃焼部は

色 調 残叫 備 考

褐

荼褐

褐

5 
10 カマド

15 覆土

土壊状に掘り込まれ、ほぼ壁内に収まっている。 5

~ 7層は撮り方で、埋め戻されている。火床面（ 4

層下）は床面よりやや下位である。奥壁中央に、支

脚と考えられる礫が立ったままの状態で出土してい

る。 4層は灰層、 2 • 3層は天井部の崩落土である。

袖は確認できなかった。貯蔵穴はカマドの南西側に

あり、長径60cm、短径50cm、深さ15cmで、埋め戻さ

れている。中に礫を入れた土師器杯が、コーナ一部

分から出土している。柱穴と考えられるものは確認

できなかった。

遺物は、土師器の杯が出土している。図示してい

ないが、甕の破片の中に礫が入った状態で貯蔵穴か

ら出土したものがあり、埋置した可能性がある。時

期は重複関係から 7世紀頃と考えられる。

第260号住居跡（第155図）

調査区の南西側、 N • 0-17 • 18グリッドに位置

する。第259号住居跡、第13号溝跡と重複関係にあ

り、両者より古い。床面まで削平されている。

平面形は長方形で、北西壁はカマドの左右で壁が

ズレる。規模は長軸5.29m、短軸4.Slmである。主

軸方向は、 N-42°-Wを指す。床面、覆土の状況は

不明である。北西壁のズレ、南西側の壁周溝のズレ、

柱穴の切り合いから同一床面で、南西側に拡張した

ものと考えられる。

カマドは南西壁の中央に造られる。燃焼部は細長

い溝状に掘り込まれ、突出している。火床面 (3層

下）は床面より下位である。中央に、支脚を据え付

けたと考えられる小ピット (4層）が穿たれている。

灰層は確認できなかった。 1 • 2 • 5層は天井部の

崩落土である。袖は両側で確認され、灰白色粘土を

貼り付けて造られている。貯蔵穴はカマドの北東側

にあり、長径80cm、短径60cm、深さ20cmで、埋め戻

されている。柱穴は 4基検出された。 P2~4は2
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1 暗灰褐色土焼土粒・ローム粒多量

2 灰褐色土焼士粒多量

3 暗褐色土焼土粒少巖

4 暗黄褐色土 ローム粒多量

5 暗黄褐色土焼土粒・ローム粒を含む

6 暗褐色土焼土粒・ローム粒を含む

SJ 2 6 1床下士塙 1

7 暗褐色土 ローム粒・プロック多量

8 黄褐色土 ロームで構成、暗褐色土粒を含む

SJ261ピット 2• 3 

9 暗灰褐色土 ローム粒を含む

10 暗灰褐色土 ローム粒を僅かに含む

11 暗黄褐色土 ローム粒多量

12 黄褐色土ロームで構成

13 暗褐色土ローム粒多量
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第156図

第261号住居跡出土遺物観察表

第261号住居跡・出土遺物

第77表

番号 器 種 ロ径 高 底径 胎 土 焼成 色 調 残率 備 考

1 土 師 杯 (11.0) 1.8 BDE 1 褐 15 
2 土 師 鉢 (19.0) 6.7 ABDEH 2 荼褐 20 
3 土 錘 長61cm 最大径1.3cm 孔径0.3cm 重量11.51g BEI 1 黒褐残率90% P 5 
4 土 錘 長5.9cm 最大径14cm 孔径0.4cm 重量8.82g AEJ 1 褐 残率95% P 6 

第78表 第262• 263号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 ロ径 高 底径 胎 上 焼成 色 調 残率 備 考

1

2

3

 

土

土

土

師

師

師

杯（12.0)

甕（21.8)

甕（22.0)

2.8 

16.7 

38.5 4.6 

ADE 

ABDEH 

ABEU 

1

1

1

 

褐

明褐

橙褐

10 

40 

40 
1

1

 

p

p

 

No. 3 • 6 • 7 • 14 
No. 1 • 2 • 5 • 10 • 11 • 12 部分的に黒斑あり

箇所の掘り込みが認められ、 P2では切り合い関係

が認められる。南西側の柱穴の方が新しく、拡張し

たものと考えられる。 1基の径は30~40cmで、 2
 ~ 4はそれが 2基重なっている。深さは33~71cm
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SJ262 

1 灰褐色土焼土粒・プロック (1~3cm大）

多盪、炭化物粒を含む

2 暗褐色土焼土粒・ローム粒少昼

3 暗褐色土ローム粒を含む

4 暗褐色士 ローム粒・焼土粒少量

5 暗灰褐色土 ローム粒・プロック多量、

焼土粒少最

6 暗褐色土 ローム粒・焼土粒少量

7 暗褐色土 ローム粒・プロック多量

SJ 2 6 2ピット 2• 3 

8 暗灰褐色土 ローム粒少量

9 暗灰褐色土 ローム粒・焼土粒を含む

10 黄白色土 ロームによって構成、

暗灰褐色土粒・プロック多量
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第157図 第262• 263号住居跡・出土遺物
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で、一概に拡張したものが深いというわけではない。

遺物は、土師器の甕が出土している。時期は小破

片のため確実ではないが、 7世紀頃と考えられる。

第261号住居跡（第156図）

調査区の南西側、 M • N-19 • 20グリッドに位置

する。第13号掘立柱建物跡と重複関係にあり、本住

居跡の方が古い。床面まで削平され、壁周溝の範囲

を遺構の範囲とした。

平面形は方形である。規模は長軸4.82m、短軸

4.62mである。主軸方向は、 N-71°-Eを指す。床

面、覆土の状況は不明である。

カマドは北壁の中央に造られる。遺構北側の小

ピットもカマドの一部と考えられる。燃焼部は土壊

状に拇り込まれ、ほぼ壁内に収まっている。煙道が

小ピットの方向に延びていたと考えられる。 4• 5 

層は掘り方で、埋め戻されている。火床面（ 2• 3 

層）と床面の関係は不明である。灰層は確認できず、

天井部の崩落土は不明である。抽は確認できなかっ

た。貯蔵穴はカマドの東側にあり、長径90cm、短径

60cm、深さ10cmである。床下土壊はカマドの正面に

あり、径1.40m、深さ15cmで、埋め戻されている。

柱穴は 4基検出された。径30~40cm、深さ40~60cm

で、 13層は柱の抜き取り痕と考えられる。

遺物は、土師器の杯・鉢、土錘が出土している。

時期は小破片のため確実ではないが、 7世紀後半と

考えられる。

第262号住居跡（第157図）

調査区の南西側、 0 • P-20、0-21グリッドに

位置する。第263号住居跡、第17号溝跡と重複関係に

あり、前者より古く、後者との前後関係は不明であ

る。床面まで削平されている。

平面形は方形である。規模は長軸5.44m、短軸

5.07mである。主軸方向は、 N-36°-Wを指す。床

面、覆土の状況は不明だが、遺構の西側には貼り床

(7層）が施されている。

カマドは西壁の中央に造られる。燃焼部は方形に

掘り込まれ、短く突出している。奥側の中央は、ピッ

ト状に掘り込まれている。火床面・灰層は確認でき

なかった。 1層は本住居跡より新しいピットだが、

覆土中に焼土・炭化物を多く含み、このカマドの上

部構造を壊したためにそれが覆土として流れ込んだ

ものと考えられる。その様相からは、火床面・灰層

は明瞭なものと考えられ、確認面より上位にあるも

のと推定される。 2• 3 • 6層は掘り方と考えられ

る。 4• 5層は煙道からの流れ込みと考えられる。

袖は両側で部分的に確認され、灰白色粘土を貼り付

けて造られている。柱穴は 4基検出された。 Plは、

径56cm、深さ63cmで、床面近くに長甕が廃棄されて

いた。 P2~4は2箇所の掘り込みが認められる。

カマドを造り替えた痕跡がないことから、東側に拡

張したものと考えられる。 1基の径は40~60cmで、

2 ~ 4はそれが2基重なっている。深さは22~69cm

で、一概に拡張したものが深いというわけでもない

ようである。 P2は9層が柱の抜き取り痕と考えら

れるほかは柱痕等は不明瞭である。

遺物は土師器の甕が出土している。 2• 3は柱穴

(P 1) に廃棄された状態で出土している。胎土に

は砂粒が多く含まれる。時期は 7世紀中葉と考えら

れる。

第263号住居跡（第157図）

調査区の南西側、 0-20グリッドに位置する。第

262号住居跡、第17号溝跡と重複関係にあり、前者よ

り新しく、後者との前後関係は不明である。床面ま

で削平され、黒褐色の変色範囲を遺構の範囲とした。

平面形は長方形である。規模は長軸3.75m、短軸

2.93mである。主軸方向は、 N-33°―Eを指す。床

面、覆土の状況は不明である。

カマドは北壁の東寄りに造られる。燃焼部は溝状

に掘り込まれ、突出する。カマドの状況は不明だが、

燃焼部の南側が2次加熱で焼土化しており、このレ

ベルが火床面に近いものと考えられる。袖は確認で

きなかった。柱穴は不明である。

遺物は出土しなかった。時期は不明だが、遺構の

様相から 9匪紀後半以降のものと考えられる。
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(2) 掘立柱建物跡

第11号掘立柱建物跡（第158図）
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1 黒褐色土 黒色土主体、混入物微盤

2 黒色土粘性強

3 黒色土

4 黒色土ローム土少醤

5 黒色土ローム土多量

2m 
l :60 

第158図 第11号掘立柱建物跡

第79表 第12号掘立柱建物跡出土遺物観察表

番号 器 種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残率 備 考

1 土 師 杯 (11.0) 2.4 DEH 3 橙褐 5 p 5 

2 土 師 珈式 (21.0) 11.0 ADEH 2 褐 25 p 6 
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1 黒褐色土 黒色土主体、

ロームプロック混入

2 黒褐色土 ロームプロック微塁

3 黒灰色土

4 黒褐色土 しまりなし

5 黒色土粘性強

6 黒褐色土 ローム微塁

7 黄褐色土 ローム主体

8 黒灰色土灰色土主体

2,~。

第159図 第12号掘立柱建物跡・出土遺物

- 200 -



SD13 

I 

と

／ 

］ 

61 

SB13 

I 
2 

I 0 

□ Eーit~,,-®,:-,,1-'
I I包

F' 

F- 0 p19 8 :口：゜p17 90 p16 

260 

゜

o
h
Z
 

o
v
z
 

。， ー

SJ261 

p_ 

｀ <• 

□

三
ロ
□
三。

。

i

I

P

S

O

L

i

り

｝

川

ー

a

跡

[

”

 
柱立掘号3

 
第図60 

釦

-201-



廷!!_10,
-Q SB 1 3 

1 黒色土青灰色砂多登

2 黒色土

3 黒色土粘性強

4 黒灰色土粘性強

5 黒色 土ロ ーム 微塁

6 黒色土ローム少量［） 

D 
7 黄褐色土ローム多晟
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第161図 第13号掘立柱建物跡（2）・出土遺物

第80表 第13号描立柱建物跡出土遺物観察表

靡が器 種 1 口径 1器高 1底径 1 胎土焼成 I 色調 I残率 備 考

1 土 師 杯（10.0)I 1.9 

2 土師杯 (11.5)I 2.2 
3 土師杯（14.0)I 3.8 

ADE 

ADE 

ADE 

2

1

2

 

褐

褐

褐

橙

橙

荼

5 I Pll 

5 I PlO 

5 IP 8 

調査区の西側、 K-15• 16グリッドに位置する。

第10号溝と重複関係にあり、p4か第10号溝跡を

切っていることから、本建物跡が新しい。北側と東

側にある第18• 30号溝は、本建物跡に伴う区画溝跡

と考えられる。

4 X 3間の南北棟の側柱建物跡である。規模は桁

行8.50m、梁行5.10m、面積43.35面である。主軸方

向は、 N-7 °-Wである。柱間間隔は桁行2.00mで、

P5-6間、 Pll-12間が2.50mである。梁行は

1. 70mで等間隔に揃っている。

柱穴の形態は円形のものが大部分だが、 P12 • 13 

は楕円形の掘り方の北側に寄って柱穴の掘り込みが

見られる。また、 P2・8・11は複数の掘り込みが

見られることから、建て替えの可能性も考えられる。

規模は長軸32~88cm、短軸30~76cmと輻があるが、

概ね径40~50cmに収まるようである。深さは 6~37 

cmと幅があるが、概ね10~20cmの範囲に収まり、浅

めである。 1層が柱の抜き取り痕、 2 ~ 5層が掘り

方である。

遺物は出土していない。時期は、第10号溝跡より

も新しいことから、 7世紀後半以後のものと考えら

れる。

第12号掘立柱建物跡（第159図）

調査区の南西側、 M-18グリッドに位置する。第

13号溝跡と重複関係にあり、 P3が第13号溝跡に切

られることから、本建物跡が古い。

2 X 2間の南北棟の総柱主建物跡である。ほぼ正方

形である。規模は桁行5.20m、梁行5.20m、面積

27.04m'である。主軸方向は、 N-Sである。柱間間

隔は桁行2.60m、梁行2.60mである。

柱穴の形態は円形のものが大部分である。p5. 

6 • 8 • 9は南東側に小ピットが掘り込まれており、

補助的な柱の痕跡と考えられる。規模は長軸53~92

cm、短軸66~83cmである。深さは60~95cmと幅があ

るが、概ね70~90cmの範囲に収まる。やや規模が大

きく、深い掘り方である。掘り方には、底面が平ら

なもの (P3 • 6 • 7) と、柱の当たりの部分のみ

掘り下げてあるもの (Pl・2・4・5・8・9)
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第162図 第14号掘立柱建物跡

の 2種類がある。小ピットは径20~60cm、深さ ある。

15~24cmである。 P3~6• 9は、確認時に柱痕が 第13号掘立柱建物跡（第160図）

確認できた。覆土は 1• 2層が柱の抜き取り痕、 3・ 調査区の南西側、 L~N-19• 20グリッドに位置

4層が柱痕、 5 ~ 8層が堀り方である。 する。第261号住居跡と重複関係にあり、 P7~9が

遺物は土師器の杯と甕、土製の支脚と考えられる 住居跡を切っており、本建物跡が新しい。

破片が出土している。図示できたものも遺存率が低 5 X 2間の南北棟の側柱建物跡である。規模は桁

く、伴うものかは明らかでないが、隣接する第13号 行12.00m、梁行4.80m、面積57.60m'である。主軸

掘立柱建物跡からも 7世紀の遺物が出土しているこ 方向は、 N-1°-Eである。柱間間隔は桁行2.40m、

とから 7世紀のものである可能性が高いように思わ 梁行2.40mで、等間隔に揃っている。

れる。 2の時期を勘案すると 8世紀に下る可能性も 柱穴の形態は円形、あるいは隅丸方形である。規
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模は長軸90~120cm、短軸77~107cmと幅があるが、

概ね径90~100cmに収まるようである。深さは

23~67cmと輻がある。遺構の南側のものが浅めの傾

向があり、特にP7は浅い。掘り方には、底面が平

らなもの (P1 • 5~9 • 14) と、柱の当たりの部

分のみ掘り下げてあるもの (P2~4 • 10~13)の

2種類がある。 1~ 3層が柱痕、 4~11層が掘り方

である。

また、ほぼ中央に 1X 3間の小規模な柱穴列があ

る。軸方向、位置から、掘立柱建物跡の施設の一部

と考えられる。桁行2.60m、梁行1.30m、面積3.38

面である。柱間間隔は、 P18-19間、 P20-21間が

狭く 80cm、その他は90cmである。各柱穴の規模は、

径22~43cm、深さ12~29cmである。小規模で浅い。

遺物は土師器の杯・甕の小破片が出土している。

時期は図示した遺物が伴い、第12号掘立柱建物跡も

同時期であるならば、 7世紀のものと考えられる。

第14号掘立柱建物跡（第162図）

調査区の西側、J•K-17·18グリッドに位置す

る。東側の第15号掘立柱建物跡と北側の軒が並ぶ位

置にある。

2 X 2間の南北棟の総柱建物跡である。ほぼ正方

形である。規模は桁行4.20m、梁行4.20m、面積

17.64面である。主軸方向は、 N-6°-Wである。柱

間間隔は桁行2.10m、梁行2.10mで、等間隔である。

柱穴の形態は円形のものが大部分である。 P8は

南西側に張り出しがある。規模は長軸33~90cm、短

軸30~76cmである。深さは41~66cmと幅がある。概

ね径50~60cm、深さ40~60cmの範囲に収まる。掘り

方には、底面が平らなもの (Pl・4・5・7・8)

と、柱の当たりの部分が掘り下げてあるもの(P2 • 

3 • 6 • 9)の2種類がある。覆土は 1層が流れ込

み、 2層が柱痕、 3~ 6層が掘り方である。

遺物は出土していない。隣接する第15号建物跡か

ら7世紀後半の遺物が出土していることから、 7世

紀のものである。

第15号掘立柱建物跡（第163図）

調査区の西側、J • K-18 • 19グリッドに位置す

る。西側の第14号掘立柱建物跡と北側の軒が並ぶ位

置にある。第10号溝と重複関係にあり、本建物跡の

方が新しい。また、本建物跡は拡張が行われている。

新しいものを SB15A、古いものを SB15Bとして説

明する。

A・Bいずれとも 3X 2間の南北棟の総札主建物跡

である。

Aは桁行6.60m、梁行4.40m、面積29.04面であ

る。主軸方向は、 N-2'-Wである。柱間間隔は桁

行2.20m、梁行2.20mで、等間隔である。

柱穴の形態は円形である。 Bの柱穴と重複するも

のは、それを埋め戻して掘られている。規模は長軸

73~114cm、短軸42~106cmである。深さは37~80cm

と輻がある。概ね径70~90cm、深さ40~60cmの範囲

に収まる。 Plは規模が小さく、浅めである。掘り

方には、底面が平坦なもの (P3~5 • 7 • 8 • 12) 

と、柱の当たりの部分が掘り下げてあるもの(P2 • 

9~11)の2種類がある。覆土は 1~ 4層が流れ込

みで自然堆積、 5 • 6層が柱痕、 7 ~10層が掘り方

である。 Pl~3 • 8 • 9は確認時に柱痕を検出し

ている。

Bは桁行5.40m、梁行4.00m、面積21.60面であ

る。主軸方向は、 A同様である。柱間間隔は桁行1.80

m、梁行2.00mで、等間隔である。

柱穴の形態は円形である。規模は長軸50~98cm、

短軸50~98cmである。深さは34~65cmと輻がある。

概ね径60~90cm、深さ50~60cmの範囲に収まる。掘

り方には、底面が平坦なもの (P14・17・19・20~22)

と、柱の当たりの部分が掘り下げてあるもの(P13・

15 • 16 • 18)の2種類がある。覆土は 1~ 4層が流

れ込みで自然堆積、 5 • 6層が柱痕、 7 ~10層が掘

り方である。 Pl3• 14 • 21は確認時に柱痕を検出し

ている。

遺物は土師器の杯・鉢・甕が出土している。また、

形象埴輪（人物）の腕の部分が出土しているが流れ
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1 暗青灰色砂砂質

2 暗青灰色土 シルト質

3 暗青灰色土粘土質

4 黒色土砂質
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6 黒色土粘性強

2--t-i|ゞ ～＼～トヽ II― I m r̀`̀  ̀ ド1‘̀̀ ミ`‘̀ ミ` しミ` ‘‘‘‘̀ 心 |̂‘I m 1。いゞ‘` ? 

。 ー、，ー、＼ヽ＼＼＼、ヽヽ＼ヽい い、ヽヽ＼＼＼＼ヽヽ＼＼ヽ＼ ，｀＼＼＼ヽ＼＼ヽヽヽ＼＼ヽヽヽ＼ヽ＼ ゜

H ． 

古□□ 山 1二」三。:1

第164図第15号A• B掘立柱建物跡（2)

第81表 第15号掘立柱建物跡出土遺物観察表

I 

7 黒褐色土ローム微呈

8 黒褐色土ローム少塁

9 黒褐色土ローム多塁

10 暗黄褐色土 ローム主体

珂。

]]]::g□叫臼国：こにこ己崎：：土Al言］玉：：」こ：［：］ 備 考

込みであろう。時期は 7世紀後半である。 を持つ。規模は長軸34~72cm、短軸34~49cmである。

第16号掘立柱建物跡（第165図） 深さは26~42cmと幅がある。概ね径35~50cm、深さ

調査区の西側、 I • J -17 • 18グリッドに位置す 30~60cmの範囲に収まる。 P5は規模がやや小さい

る。第251・252号住居跡、第32号掘立柱建物跡と重 が、深い。梱り方は、いずれも底面が平坦である。

複関係にある。第252号住居跡、第32号掘立柱建物跡 覆土は 1層が柱痕、 2~5層が掘り方である。

より古く、第251号住居跡より新しい。付近には第 遺物は図示不能な土師器の杯・甕の小破片が出土

17 • 18 • 20 • 21 • 24 • 32~34 • 36 • 37 • 46号掘立柱 しているのみである。時期は他の遺構との関係から、

建物跡が集中して分布する。 8~9世紀のものと考えられる。

2 X 2間の総柱建物跡である。平面形は正方形で 第17号掘立柱建物跡（第166図）

ある。規模は桁行3.40m、梁行3.40m、面積11.56面 調査区の西側、 H • I-18 • 19グリッドに位置す

である。主軸方向は、 N-6°-Wで、やや西に偏し る。第20• 21号掘立柱建物跡と重複関係にあるが、

ている。柱間間隔は桁行1.70m、梁行1.70mで、等 前後関係は不明である。付近には第16• 18 • 20 • 21・

間隔である。 24 • 32~34 • 36 • 37 • 46号掘立柱建物跡が集中して

柱穴の形態は円形である。 P6は西側に張り出し 分布する。
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1 黒褐色土 ローム粒微星、パサパサ

2 黒褐色土 ローム粒・ロームプロック (Z~4cm大）少塁、

しまり強

3 黒褐色土 ローム粒微塁、 2屑に比べ明度落ちる、

しまり強

4 黒褐色土 ローム粒・ロームプロック (3cm大）多星

5 暗褐色土 ローム粒・ロームプロック (I~4cm大）．

焼土粒多量

2渇

第165図 第16号掘立柱建物跡

2 X 2間の総柱建物跡である。平面形は長方形で

ある。規模は桁行6.00m、梁行4.60m、面積27.60m'

である。主軸方向は、 N-6°-Wで、やや西に偏し

ている。柱間間隔は桁行3.00m、梁行2.30mで、等

間隔である。

柱穴の形態は円形である。 P6は西側に張り出し

を持つ。規模は長軸40~74cm、短軸29~50cmである。

深さは18~67cmと輻がある。概ね径35~50cm、深さ

30~60cmの範囲に収まる。 P2 • 5 • 6は深い。掘

り方はP3を除き、いずれも底面が平坦である。 P

2には複数の掘り込みが見られ、建て直された可能

性がある。柱穴の規模や断面形は、第16号掘立柱建

物跡と同様である。覆土は 1~ 3層が流れ込みで自

然堆積、 4層が柱の抜き取り痕、 5~8層が掘り方

である。柱は全て抜き取られている。

遺物は図示不能な土師器の杯・甕の小破片が出土

しているのみである。時期は不明だが、 16号と同様

とすると、 8 ~ 9世紀のものとできよう。

第18号掘立柱建物跡（第167図）

調査区の西側、 G-18• 19グリッドに位置する。

南側に 3mほど離れて第24号掘立柱建物跡があり、

東側の軒が並ぶ位置関係にある。付近には第16・17・
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1 暗褐色土 ローム粒を含む

2 暗黄褐色土 ローム粒多星

3 黄褐色土 ロームで構成、

暗褐色土粒を含む

4 暗褐色土 ローム粒少塁

5 暗黄褐色土 ローム粒多星

6 黄褐色土ロームで構成

7 暗褐色土 ローム粒微塁

8 黄褐色土 ロームで構成、

暗褐色土粒を含む

m湘2
 

第166図第17号掘立柱建物跡

20 • 21 • 24 • 32~34 • 36 • 37 • 46号掘立柱建物跡が

集中して分布する。

2 X 2間の総柱建物跡である。平面形は正方形で

ある。規模は桁行3.40m、梁行3.40m、面積11.56m'

である。主軸方向は、 N-Sである。柱間間隔は桁

行1.70m、梁行1.70mで、等間隔である。

柱穴の形態は円形である。規模は長軸36~76cm、

短軸32~52cmである。深さは22~76cmと幅がある。

概ね径35~50cm、深さ30~50cmの範囲に収まる。 P

1は小型で浅く、 P5は深い。掘り方はP6を除き、

いずれも底面が平坦である。 P5は複数の掘り込み

が見られ、建て替えられた可能性がある。柱穴の規

模や断面形は、第16• 17号掘立柱建物跡と同様であ

る。覆土は 1層が柱の抜き取り後の自然堆積層、 2.

3層が掘り方である。柱は全て抜き取られている。

遺物は図示不能な土師器の杯・甕の小破片が出土
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第167図 第18号掘立柱建物跡

しているのみである。時期は不明だが、第16• 17号

と同様とすると、 8~ 9世紀のものとできよう。

第19号掘立柱建物跡（第168図）

調査区の北側、 A・ B~23グリッドに位置する。

遺構が集中して分布する部分にあり、重複遺構が多

い。第141・143・144号住居跡、第29号掘立柱建物跡

と重複関係にあり、第141号住居跡より新しく、それ

以外より古い。付近には第26• 29 • 30 • 53 • 54号な

どの掘立柱建物跡が集中して分布する。

2 X 2間の側柱建物跡だが、第29号掘立柱建物跡

に柱穴を壊されているため、総札主建物跡である可能

性もある。平面形は正方形である。規模は桁行4.00

m、梁行4.00m、面積16.00面である。主軸方向は、

N-16°-Wで、西に偏している。柱間間隔は桁行

2.00m、梁行2.00mで、等間隔である。

柱穴の形態は円形である。規模は長軸45~65cm、

短軸34~50cmである。深さは27~51cmと幅がある。

概ね径40~50cm、深さ30~50cmの範囲に収まる。掘

り方は、いずれも底面が平坦である。覆土は 1• 2 

層が柱の抜き取り後の自然堆積層、 3層が掘り方で

ある。柱は全て抜き取られている。

遺物は土師器の杯、須恵器の杯・蓋、上錘の破片

が出土しているのみである。時期は 7世紀末である。
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1 黒褐色土 ローム粒・焼土粒少星

2 黒褐色土 ローム粒少羹

3 黒褐色土 ローム粒・ロームプロック(1~3cm大）多量
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第168図 第19号掘立柱建物跡・出土遺物

第82表 第19号掘立柱建物跡出土遺物観察表

番号 器 種 日径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残率 備 考

1 土 師 杯 (16 0) 2.8 ADE 2 褐 10 p 4 

2 土 師 杯 (12.0) 2.5 ADE 2 明褐 10 p 7 

3 須 恵 蓋 (18.0) 1.6 ABE 2 暗灰 10 P6 末野産 A 
4 土 錘 長3.4cm 輻1.5cm 孔径0.4cm 重さ6.41g ADE 2 赤褐 55% P 7 

第20号掘立柱建物跡（第169図）

調査区の西側、 H • I -19グリッドに位置する。

第17• 21 • 46号掘立柱建物跡と重複関係にあるが、

柱穴同士の重複関係がなく、前後は不明である。付

近には第16~18• 21 • 24 • 32~34 • 36 • 37 • 46号掘

立柱建物跡が集中して分布する。
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1 暗褐色土 ローム粒・焼土粒を含む

2 暗黄褐色土 ローム粒・ロームプロック多量

2熾

第169図 第20号掘立柱建物跡

3 X 2間の南北棟の側柱建物跡である。平面形は

正方形に近い長方形である。規模は桁行5.40m、梁

行4.80m、面積25.92面である。主軸方向は、 N-1 ° 

-Wである。柱間間隔は桁行1.80m、梁行2.40mで、

等間隔である。

柱穴の形態は円形である。規模は長軸30~55cm、

短軸26~48cmである。深さは 8~66cmと輻がある。

径は概ね30~50cmの範囲に収まるが、深さはまちま

ちである。 P4 • 10は小規模で、浅い。掘り方は、

いずれも底面が平坦である。覆土は 1層が柱の抜き

取り後の自然堆積層、 2層が掘り方である。柱は全

て抜き取られている。

遺物は図示不能な土師器の杯・甕の小破片が出土

しているのみである。時期は不明だが他の遺構と同

時期であるならば 8~ 9世紀と考えられる。

第21号掘立柱建物跡（第170図）

調査区の西側、 H • I -19グリッドに位置する。

第17• 20 • 46号掘立柱建物跡と重複関係にあるが、

柱穴同士の重複関係がなく、前後は不明である。付

近には第16~18• 20 • 24 • 32~34 • 36 • 37 • 46号掘

立柱建物跡が集中して分布する。

3 X 3間の南庇の建物跡である。南北棟の側柱建

物跡の身舎に南庇が付く。身舎の平面形は長方形で

ある。規模は桁行5.70m、梁行3.90m、面積22.23m'
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1 暗灰褐色土 ローム粒少塁

2 黄白色土 ローム粒多星

3 暗褐色土 ローム粒・焼土粒微星

4 暗褐色土 ローム粒・ロームプロック多嚢、

焼土粒を含む

5 暗褐色土 ローム粒を含む、焼土粒少蛋

6 暗褐色土 ローム粒多塁
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第170図 第21号掘立柱建物跡・出土遺物

第83表 第21号掘立柱建物跡出土遺物観察表

番号 1 器 種 I 口径 1器高 1底径 1 胎土 1焼成 1 色調 1残率 備 考

1 I土師杯I01.0) I 2.1 ADE 2 I 明褐 I 10 IP 1 

である。主軸方向は、 N-2°-Wである。柱間間隔

は桁行1.90m、梁行1.30mで、ほぼ等間隔である。

P 13 • 14、15• 16は軸線上から外れている。庇との

柱間間隔は1.60mである。

柱穴の形態は円形である。規模は長軸31~52cm、

短軸29~49cmである。深さは16~52cmと幅がある。

径は40cm前後のものが多い。深さは30~50cmの範囲

のものが多い。掘り方は、いずれも底面が平坦であ
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1 暗黄褐色土 ローム粒を含む

2 暗褐色土 ローム粒微呈、均ーな層

3 暗褐色土ローム粒多呈

4 暗褐色土ローム粒を含む

5 暗褐色土 ローム粒・ロームプロックを含む

6 黒褐色土ローム粒微量

7 黄褐色土ローム多星
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第171図 第22号掘立柱建物跡・出土遺物
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る。覆土は 1• 5層が柱の抜き取り後の自然堆積層、

2 ~4 • 6層が掘り方である。柱は全て抜き取られ

ている。

遺物は図示不能な土師器杯・甕、須恵器盤の小破片

が出土しているのみである。時期は不明だが他の遺

構と同時期であるならば8~9椎紀と考えられる。

第22号掘立柱建物跡（第171図）

調査区の西側、 G-19• 20グリッドに位置する。

第233号住居跡、第23号掘立柱建物跡、第112・115号

土壊と重複関係にある。第233号住居跡、第112号土

壊より古く、第23号掘立柱建物跡、第115号土堺より

新しい。第23号掘立柱建物跡は、ほとんど同じ範囲

で重複しており、本建物跡は第23号を建て替えたも

のと考えられる。付近には第17• 18 • 20 • 21 • 24号

掘立柱建物跡があるが、軸方向が大きくずれており

関係は不明である。

3 X 2間の南庇の建物跡である。側柱建物跡の身

舎に南庇が付く。身舎の平面形は長方形である。規

模は桁行5.40m、梁行3.60m、面積19.44面である。

主軸方向は、 N-11°-Wで、西に偏している。柱間

聞隔は桁行1.80m、梁行1.80mで、ほぱ等間隔であ

る。 P9 • 10には複数の掘り込みが見られ、建て替

えられた可能性がある。庇との柱間間隔は1.80mで

ある。

柱穴の形態は円形である。規模は長軸48~104cm、

短軸42~63cmである。深さは28~74cmと幅がある。

径は50cm前後のものが多く、深さは40~60cmの範囲

のものが多い。掘り方はP3を除き、底面が平坦で

ある。覆土は 1• 2層が柱の抜き取り後の自然堆積

層、 3 • 4層が柱の抜き取り時に掘り方を壊した崩

落士、 4 ~ 7層が掘り方である。柱は全て抜き取ら

れている。

遺物は土師器杯・盤の破片が出土している。時期

は8世紀前半である。

第23号掘立柱建物跡（第172図）

調査区の西側、 G-19• 20グリッドに位置する。

第233号住居跡、第22号掘立柱建物跡、第112・115号

土撰と重複関係にある。第233号住居跡、第22号掘立

柱建物跡、第112号土壊より古く、第115号土壊より

新しい。第22号掘立柱建物跡はほとんど同じ範圃で

重複しており、本建物跡を建て替えたものと考えら

れる。付近には第17• 18 • 20 • 21 • 24号掘立柱建物

跡があるが、軸方向が大きくずれており関係は不明

である。

3 X 2間の側柱建物跡である。平面形は長方形で

ある。規模は桁行5.70m、梁行3.80m、面積21.66m'

である。主軸方向は、 N-11°-Wで、西に偏してい

る。柱間間隔は桁行1.90m、梁行1.90mで、ほぼ等

間隔である。 P1 • 8 • 9には複数の掘り込みが見

られ、建て替えられた可能性がある。

柱穴の形態は円形である。規模は長軸43~72cm、

短軸35~54cmである。径50cm前後のものが多い。深

さは30~63cmと幅かあり、 50~70cmのものが多い。

掘り方はp1を除き、底面が平坦である。覆土は柱

を抜き取った後埋め戻している。柱は全て抜き取ら

れている。

遺物は土師器杯・甕の破片が出土している。時期

は22号と同時期の 8憔紀前半と考えられる。

第24号掘立柱建物跡（第173図）

調査区の西側、 G • H-18 • 19グリッドに位置す

る。付近には第16~18• 20 • 21 • 24 • 32~34 • 36 • 

37 • 46号掘立柱建物跡がある。東側の軸線が、第17

号の東側、第21号の西側の軸線と並ぶ位置関係にあ

る。

3 X 2間の南北棟の側柱建物跡である。平面形は

長方形である。規模は桁行5.40m、梁行4.60m、面

積24.84面である。主軸方向は、 N-1 °-Eで、ほぼ

南北である。柱間間隔は桁行1.80mで等間隔、梁行

2.30mで等間隔である。

柱穴の形態は円形である。規模は長軸46~88cm、

短軸44~57cmである。径50~60cmのものが多い。深

さは 9~54cmと幅がある。特にP9 • 10は浅く、こ

の部分のみ礎石立ちであった可能性もある。掘り方

は底面が平坦だが、 P3 • 5は柱の当たりの部分が
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第84表 第22号掘立柱建物跡出土遺物観察表

番：I］器：：種:1]::I: :I底径1］： 土 I：・成 1 色：：講］ Iダ：： ：］： 
備 考

P, -::::: 

G]・o G□ 
゜
゜

SB23 

゜

0

ロ

゜i~ロニロ゜ I

゜！こ」

A 54.20 -A' 

SB23 

1 暗灰褐色土焼土粒多塁

2 暗褐色土焼土粒・炭化物粒・ローム粒少星、

ロームプロック(1~2cm大）を含む

嗜。

B' 

口
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ー

第172図 第23号掘立柱建物跡・出土遺物

第85表 第23号掘立柱建物跡出土遺物観察表

番□□門：］□：I: : I底径 :}H 土□I色橙褐調口；率IP6 備 考

一段下がっている。覆土は 1層が柱を抜き取った後 第25号掘立柱建物跡（第174図）

の自然堆積層、 2~ 4層が掘り方の崩落土である。 調査区の西側、 I • J -20 • 21グリッドに位置す

柱は全て抜き取られている。 る。南側に隣接して、第10号溝跡がある。

遺物は図示不能な土師器杯・甕、須恵器杯の小破 2 X 1間の東西棟の側柱建物跡である。平面形は

片が出土している。時期は第17号などと同様とすれ 長方形である。規模は桁行3.60m、梁行2.20m、面

ば、 8 ~ 9椛紀と考えられる。 積7.92面である。主軸方向は、 N-85°-Eで、ほぼ

東西である。柱間間隔は桁行1.80mで等間隔、梁行
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1 暗褐色土 ローム粒・焼土粒少星

2 暗黄褐色土 ロームで構成され、

暗褐色土粒を含む

3 暗褐色土ローム粒微粒

4 暗灰褐色土 ローム粒多塁

2門。

第173図 第24号掘立柱建物跡

2.20mである。

柱穴の形態はP3 • 4が円形、それ以外が長楕円

形である。規模は長軸34~69cm、短軸24~43cmであ

る。径35cm前後のものと50~70cmのものがある。深

さは30~66cmと幅があり、 50~60cmのものが多い。

P3は規模が小さく、浅めである。掘り方はいずれ

も底面が平坦である。覆土は 1層が柱の抜き取り痕、

2層が掘り方である。柱は全て抜き取られている。

遺物は土師器杯・甕の破片が出土している。時期

は8匪紀前半と考えられる。

第26号掘立柱建物跡（第175図）

調査区の北側、 A・ B-23 • 24グリッドに位置す

る。遺構が集中して分布する部分にあり、周囲には

多くの遺構が重複して分布している。第151号住居

跡と重複関係にあり、本建物跡の方が新しい。付近

には第19• 29 • 30 • 53号などの掘立柱建物跡が集中

して分布する。

3 X 2間の南北棟の側柱建物跡である。平面形は

長方形である。規模は桁行4.50m、梁行3.00m、面

積13.50mてある。主軸方向は、 N-7 °-Wで、ほぼ

南北である。柱間間隔は桁行1.50m、梁行1.50mで
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第174図 第25号掘立柱建物跡・出土遺物

第86表 第25号掘立柱建物跡出土遺物観察表

番:̂1]器：：種：：［］茶I言：I底径［笠E 土 I::I色：：調 1残：率;:
備 考

等間隔である。

柱穴の形態はP3 • 5 • 9が長楕円形、それ以外

が円形である。規模は長軸42~76cm、短軸35~61cm

である。径40cm前後のものと60~70cmのものがあ

る。深さは14~41cmと幅があり、 30~40cmのものが

多い。 P4・9は規模が小さく、浅めである。掘り

方はいずれも底面が平坦である。 P5 • 9は複数の

掘り込みがあり、建て替えられている可能性がある。

覆土の状況は確認できなかった。

遺物は土師器杯・甕．甑の破片が出土している。

時期は 7世紀末と考えられる。

第27号掘立柱建物跡（第176図）

調査区の北東側、 A•B-31·32グリッドに位置す

る。第206号住居跡、第28号掘立柱建物跡と重複関係

にある。前者より本建物跡の方が新しい。後者とは

柱穴同士の重複がなく前後は不明だが、規模が全く

同じことから建て替えの関係にあると考えられる。

3 X 2間の側柱建物跡である。平面形は長方形で

ある。規模は桁行5.40m、梁行3.60m、面積19.44m' 

である。主軸方向は、 N-13°-Wで、やや西に偏し

ている。柱間間隔は桁行1.80m、梁行1.80mで等間

隔である。
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第175図 第26号掘立柱建物跡・出土遺物

第87表 第26号掘立柱建物跡出土遺物観察表

番:̂1;器[:種:I:]至I言3習I□□1：碧［土［言］色H：［調］言：［1：0 

備 考

柱穴の形態は、 P1 • 3が方形に近く、それ以外

は長楕円形である。規模は長軸61~98cm、短軸

45~84cmである。径60cm前後のものと80~100cmの

ものがある。深さは45~75cmと幅があり、 50~70cm

のものが多い。 P2は規模がやや小さいが、その他

のものは規模が大きく、深い。掘り方には、底面が

平坦なもの (P2 • 4 • 7 • 9 • 10) と、柱の当た

りの部分が掘り下げてあるもの (P1 • 3 • 5 • 6 • 

8)の2種類がある。覆土は 1層が柱痕、 2~ 4層

は掘り方である。 P2以外は、遺構確認時に柱痕が

確認できた。

遺物は土師器杯・甕、須恵器杯・蓋・甕の破片が

出土している。時期は 7世紀末と考えられる。

第28号掘立柱建物跡（第177図）

調査区の北東側、 A・ B-31 • 32グリッドに位置

する。第206号住居跡、第27号掘立柱建物跡と重複関
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第88表

第176図

第27号掘立柱建物跡出土遺物観察表

(1/3) 

第27号掘立柱建物跡・出土遺物

番号 器 種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残率 備 考

1 土 師 均； (11. O) 2.6 DE 2 橙褐 10 p 6 

2 土 師 杯 (12 4) 3.0 DE 1 明褐 15 p 1 柱根

3 須 恵 蓋 (20.0) 1. 7 AEI 2 荼褐 5 P10 末野産 A 

4 須 恵 杯 2.6 (10.0) DHK 2 灰白 10 前橋産？ P4 A 

5 須 恵 甕 8.9 ABEI 3 褐灰 5 末野産 P4 
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第177図 第28号掘立柱建物跡・出土遺物

第89表 第28号掘立柱建物跡出土遺物観察表

番号 器 種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残率 備 考

1 土 師 埒： (10.8) 2.5 DE 2 褐 10 P3 
2 土 師 埒； (12.0) 3.0 ADE 2 赤褐 15 P 8 
3 土 師 杯 (12.5) 2.6 ADE 1 橙褐 15 P 8 
4 須 声し、 坑 (17.0) 4.1 BEK 2 灰 5 末野産 P 8 A 
5 須 恵 杯 0.8 BEF 2 黄灰 45 南比企産、全面回転ヘラ P 8 A 

係にある。前者よりは本建物跡の方が新しい。後者

とは柱穴同士の重複がなく前後は不明だが、規模が

全く同じことから建て替えの関係にあると考えられ

る。遺構の北東側は調査区域外にかかる。

3 X 2間の側柱建物跡である。平面形は長方形で

ある。規模は桁行5.40m、梁行3.60m、面積19.44m'
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1 暗褐色土 ローム粒微呈

2 暗褐色土 ローム粒・ロームプロックやや多呈

3 黄褐色土 ロームプロック主体

4 黒褐色土 ローム粒・赤色粒少量

5 黒褐色土 ローム粒・ロームプロック (2~3cm大）少垂

6 黒褐色土 ローム粒・ロームプロック (2~4cm大）少塁

7 黄褐色土 ローム粒主体、黒褐色土少星、しまり強

8 黒褐色土 ローム粒多輩、しまり強

9 黒褐色土 ローム粒微塁、しまり強
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第178図 第29号掘立柱建物跡・出土遺物

第90表 第29号掘立柱建物跡出土遺物観察表

番号 器 種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残率 備 考

1 土 師 宰士 (18.0) 6.4 DEJ 1 赤褐 15 P2 

2 土 師 杯 (12.3) 2.4 ADE 1 赤褐 10 p 1 

3 土 師 杯 (13.0) 3.1 DE 2 褐 5 PlO 

である。主軸方向は、 N-13°-Wで、やや西に偏し

ている。柱間間隔は桁行1.80m、梁行1.80mで等間

隔である。

柱穴の形態は、各辺が丸みを帯びた方形あるいは

長方形である。規模は長軸58~93cm、短軸44~82cm

である。径60cm前後のものと80~90cmのものがあ

る。深さは30~72cmと幅があり、 30~40cmのものと

50~70cmのものがある。掘り方には、底面が平坦な

もの (P2 • 4 • 5 • 8) と、柱の当たりの部分が掘

り下げてあるもの (P1 • 3 • 6 • 7)の2種類が

ある。覆土は 1層が柱痕、 2~ 5層は掘り方である。

P 1 • 3 • 5~ 7は、遺構確認時に柱痕が確認できた。
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1 黒褐色土 ローム粒少塁

2 黒褐色土 ローム粒・赤色粒少呈

3 黒褐色土 ローム粒・赤色粒・炭化物少星

4 黒褐色土 ローム粒・ロームプロック (2~4cm大）少塁、

しまり強

5 暗褐色土

6 暗褐色土 ロームプロック多堡

7 黒色土ローム微量

8 黒色土 ロームプロック少呈
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第179図 第30号掘立柱建物跡・出土遺物

第91表 第30号掘立柱建物跡出土遺物観察表

番号 1 器 種 1 口径 1器高 1底径 1 胎土 1焼成 1 色調 I残率 備 考
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遺物は士師器杯・甕、須恵器杯・蓋・甕の破片が

出土している。時期は 7祉紀末と考えられる。
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1 暗褐色土 ローム粒・焼土粒少星

2 暗褐色土 ローム粒・ロームプロック(1~2cm大）

・焼土粒少星

3 暗褐色土 ローム粒・ロームプロック (2~4cm大）

多星

4 黒褐色土 ローム粒微獄

5 黒褐色土 ローム粒少塁

6 黄褐色土 ロームプロックで構成される
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第180図 第31号掘立柱建物跡・出土遺物

第92表 第31号提立柱建物跡出土遺物観察表

番号 1 器 種 1 口径 1器高 1底径 1 胎上|t尭成 1 色調 I残率 備 考

1 It師杯 I02.0) I 2.6 ADE 2
 

褐 10 IP 4 

第29号掘立柱建物跡（第178図）

調査区の北東側、 A・ B-22 • 23グリッドに位置

する。遺構が集中して分布する部分にあり、周囲に

は多くの遺構が重複して分布している。第141• 

143 • 144号住居跡、第19号掘立柱建物跡、第179号

土塙と重複関係にあり、第143号住居跡より古く、

それ以外より新しい。付近には第19• 26 • 30 • 53 • 

54 • 62 • 63号などの揺立柱建物跡が集中して分布す

る。

3 X 2間の南北棟の側柱建物跡である。平面形は

長方形である。規模は桁行5.40m、梁行3.60m、面

積19.44面である。主軸方向は、 N-10°-Wで、やや

西に偏している。柱間間隔は桁行1.80m、梁行1.80

mで等間隔である。

柱穴の形態は、円形あるいは各辺が丸みを帯びた

方形である。規模は長軸68~106cm、短軸60~90cmで

ある。径60cm前後のものはP4のみで、その他は90

cm前後と大型である。深さは51~69cmで、深い。掘

り方は、 P4以外底面が平坦である。覆土は 1層が

柱痕、 2。3層が掘り方、 4 ~ 6層が柱抜き取り後
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1 黒褐色土 ローム粒微星、パサパサ、

しまりなし

2 黒褐色土 ローム粒少鼠、しまり強

3 黄褐色土 ロームプロック主体、しまり強

4 黒褐色土 ローム粒・ロームプロック

(2 cm大）多昼しまり強

5 黒色土 ローム粒微皇、しまり強

2濯

口 口 7
 

゜卜 I
10cm 
ゴl:4

第181図 第32号揺立柱建物跡。出土遺物

第93表 第32号掘立柱建物跡出土遺物観察表

番号 器 種 ロ径 器高 底径 胎 七 焼成 色 調 残率 備 考

1 土 師 坪 (16.0) 3 1 ADE 2 明褐 10 P 8 
2 土 師 杯 (12 0) 3 2 ADE 2 明褐 5 PlO 

の流れ込みである。 8• 9層は埋め戻しである。柱

はp1を除き抜き取られていると思われる。

遺物は土師器杯・甕・壺、須恵器甕の破片が出土

している。 1は古墳時代前期のもので混入である。

時期は、他の遺構との関係から、 8 ~ 9世紀と考え

られる。

第30号掘立柱建物跡（第179図）

調査区の北東側、 A•B~21グリッドに位置する。

遺構が集中して分布する部分にあり、周囲には多く

の遺構が重複して分布している。第125~127・130・

134丹住居跡、第56号掘立柱建物跡と重複関係にあ

り、第126• 130 • 134号住居跡より古く、第133号住

居跡、第56号掘立柱建物跡より新しい。第125• 127 

号住居跡とは柱穴が直接重複関係にはなく、周辺遺

構との間接的な重複関係も確認できないため前後は

直接には不明だが、出土遺物が本建物跡の時期を示
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1 黒褐色土 ローム粒微醤、パサパサ、

しまりなし

2 黒褐色土 ローム粒・ロームプロック

(1~3 cm大）多星、 しまり強

3 黒褐色土 ローム粒少塁、しまり強

4 黄褐色土 ロームプロック (2~3cm大）

主体、 しまり強

5 黒色土しまり強
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第182図 第33号掘立柱建物跡・出土遺物

第94表 第33号掘立柱建物跡出土遺物観察表

番号 1 器 種 1 口径 1 器高 1底径 1 胎土 1焼成 1 色調 1残率 備 考

1 須恵鉢（16.0)1 3.8 BEK 

2 須恵甕 9.2 I (14.4) IBEIK 

青灰 5 IP 7 不明 A 

紫灰 25 末野産

すものであるならば、それらより古いと考えられる。

付近には第19• 26 • 29 • 53 • 62号などの掘立柱建物

跡が集中して分布する。

3 X 2間の南北棟の側柱建物跡である。平面形は

長方形である。規模は桁行6.60m、梁行4.40m、面

積29.04面である。主軸方向は、 N-5°-Wで、やや

西に偏している。柱間間隔は桁行2.20m、梁行2.20

mで等間隔である。

柱穴の形態は円形である。規模は長軸43~76cm、

短軸40~66cmである。 P3 • 10が小規模だが、それ
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以外は径60cm前後のものである。深さは30~78cm

で、輻がある。掘り方は、 P4以外底面が平坦であ

る。覆土は 7屈が柱痕、 6 • 8層か掘り方、 1 ~ 5 

層か柱抜き取り後の流れ込みである。柱はP7・9

を除き抜き取られていると思われる。

遺物は土帥器杯・甕・皿の破片が出上している。

時期は 8世紀前半と考えられる。

第31号掘立柱建物跡（第180図）

調査区の北東側、 C-24・25グリッドに位置する。

第22• 23号溝跡と重複関係にあり、本建物跡の方が

古い。第23号溝跡の調査後に追構を認識したため、

北側中央の柱穴は確認できなかった。

2 X 2間の総柱建物跡である。平面形は正方形で

ある。規模は桁行3.00m、梁行3.00m、面積9.00m'

である。主軸方向はN-16°-Eで、東に偏している。

柱間間隔は桁行1.50m、梁行1.50mで等間隔であ

る。

柱穴の形態は円形である。規模は長軸38~76cm、

短軸27~72cmである。 P8が小規模だが、第23号溝

跡の西側の立ち上がりにかかっていることもあり、

確実ではない。それ以外は径50~70cm前後のもので

ある。深さは19~59cmで、輻がある。 P2 • 6 • 8 

は浅めである。掘り方は、いずれも底面が平坦であ

る。覆土は 3~ 5層が掘り方、 1 • 2層が柱抜き取

り後の流れ込みである。柱は全て抜き取られている。

遺物は土師器杯・甕の小破片が出上している。周

辺遺構との関係も不明で確実ではないが、遺物が伴

うものであれば 7憔紀後半と考えられる。

第32号掘立柱建物跡（第181図）

調査区の西側、 H-17• 18グリッドに位置する。

第248砕住居跡、第16号掘立柱建物跡、第117号土壊

と重複関係にあり、前 2者より本建物跡の方が新し

く、土塙との前後は不明である。付近には第16~18・

20 • 21 • 24 • 33。34• 36 • 37 • 46号揺立柱建物跡が

ある。

3 X 2間の東西棟の側柱建物跡である。平面形は

長方形である。規模は桁行5.10m、梁行4.00m、面

積20.40面である。主軸方向はN-84°-Eで、やや北

に偏している。柱間間隔は桁行1.70mで等間隔、梁

行2.00mで等間隔である。

柱穴の形態は円形である。規模は長軸58~75cm、

短軸41~60cmで、ほぼ同規模である。深さは32~63

cmで、 P2 • 10は浅めである。掘り方は、 P3・6

が柱の当たりの部分が一段掘り下げられている。そ

れ以外の底面ははいずれも平坦である。覆土は 1層

が柱痕、 2 ~ 5層が掘り方である。柱は抜き取られ

なかったものと考えられる。

遺物は土師器杯。甕の小破片が出上している。 1 

は内面に油煙が付着している。時期は 8• 9世紀の

ものが出土している。周辺の遺構も同時期とすれは

8 ~ 9世紀のいずれかの時期のものと考えられる。

第33号掘立柱建物跡（第182図）

調査区の西側、 H • I -17グリッドに位置する。

第251号住居跡、第34局掘立柱建物跡と重複関係に

あり、前者より古く、後者より新しい。付近には第

16~18 • 20 • 21。24• 32 • 34 • 36 • 37 • 46号掘立柱

建物跡がある。

3 X 2間の南北棟の側柱建物跡である。平面形は

長方形である。規模は桁行5.70m、梁行3.80m、面

梢21.66mてある。主軸方向はN-1 °-Eで、ほぼ南

北である。柱間間隔は桁行1.90m、梁行1.90mで等

間隔である。

柱穴の形態は円形である。規模は長軸54~82cm、

短軸48~68cmで、ほぱ同規模である。深さは50~79

cmで、 PlOは浅めである。掘り方は、 P9が柱の当

たりの部分が一段掘り下げられている。それ以外の

底面ははいずれも平坦である。覆土は 1層が柱痕、

2 ~ 5層が掘り方である。柱痕は遺構確認時に明瞭

に確認できた。柱は抜き取られなかったものと考え

られる。

遺物は土師器の甕、須恵器鉢・甕の破片が出土し

ている。時期は 8世紀前半と考えられる。
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1 黒褐色土 ローム粒微醤、パサパサ

2 黒褐色土 ローム粒・ロームプロック

(2~3 cm大）多星、しまり強

3 黒色土 ローム粒少量、しまり強

4 黄褐色土 黒褐色土少屋、しまり強

5 黒灰色土 ローム粒微量、しまり強
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l l --—• 1 • b [I 

第183図 第34号掘立柱建物跡

第34号掘立柱建物跡（第183図）

調査区の西側、 H • I-17グリッドに位置する。

第251号住居跡、第33号掘立柱建物跡と重複関係に

あり、本建物跡の方が古い。付近には第16~18• 

20 • 21 • 24 • 32 • 33 • 36 • 37 • 46号掘立柱建物跡が

ある。

2 X 2間の総柱建物跡である。平面形は正方形で

ある。規模は桁行3.40m、梁行3.40m、面積11.56m2

である。主軸方向はN-Sである。柱間間隔は桁行

1. 70m、梁行1.70mで等間隔である。

柱穴の形態は円形である。規模は長軸58~77cm、

短軸47~66cmで、ほぼ同規模である。深さは50~73

cmである。掘り方は、柱の当たりの部分か一段掘り

下げられているもの (P1・2・7・8) と、底面

が平坦なもの (P3~ 6)がある。覆土は 1層が柱

痕、 2 ~ 5層が掘り方である。柱痕は、遺構確認時

に明瞭に認められた。柱は抜き取られなかったもの

と考えられる。

遺物は図示不能な土師器甕の小破片が出土してい

るのみである。時期は他の遺構の状況から、 8憔紀

前半と考えられる。

第35号掘立柱建物跡（第184図）

調査区のほぼ中央、 E-22• 23グリッドに位置す

る。第41• 42号掘立柱建物跡と重複関係にある。断

面図等で示すことができなかったが、調査時に本建

物跡か最も新しいと考え、調査を行った。付近には

第38~40。49• 57号掘立柱建物跡がある。

1 X 1間の建物跡である。平雁形は正方形である。
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第184図 第35号掘立柱建物跡・出土遺物

第95表 第35号掘立柱建物跡出土遺物観察表

釆m早J 器 種 日径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残率 備 考

1 須 恵 坑： (14.0) 2.7 BEK 1 灰 15 P3・P4 末野産 A 
2 土 師 杯 (14 0) 3.4 EH 2 明褐 10 P 2 • P 3 
3 七 師 甕 (19 0) 5.9 H 3 暗褐 10 P3・P4 

規模は桁行2.00m、梁行2.00m、面積4.00面である。

主軸方向はN-88"-Wで、ほぼ東西である。p1 

-2間、 P3-4間には布掘りが掘られている。

柱穴の形態は、上場が不整な円形もしくは楕円形、

底面が隅丸方形もしくは楕円形である。規模は長軸

78~88cm、短軸52~86cmで、ほぽ同規模である。深

さは83~89cmである。掘り方は、 P1 • 4が柱の当

たりの部分が一段掘り下げられ、 P2・3は平坦で

ある。覆土の状況は確認できなかった。布掘りは幅

60~80cm、深さ22~40cmである。本来ならば、柱掘

り方との関係を示すべきだが、調査時に溝跡として

一括して掘り下げたため、確認することができな

かった。

遺物は土師器のj:ネ・甕、須恵器の杯が出土してい

るのみである。 1は陶邑 TK209の時期のもので、混

入である。時期は、 8世紀後半と考えられる。

第36号掘立柱建物跡（第185図）

調査区の西側、 G • H-18グリッドに位置する。

第247号住居跡と重複関係にあり、本建物跡の方が

新しい。付近には第16~18• 20 • 21 • 24 • 32~34 • 

37。46号掘立柱建物跡がある。

2 X 2間の南北棟の側柱建物跡である。平面形は

長方形である。規模は桁行4.20m、梁行3.40mであ

る。面積14.28mてある。主軸方向はN-Sで、南北
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1 黒褐色土 ローム粒微呈、パサパサ

2 黒褐色土 ローム粒少塁、しまり強

3 黒褐色土 ローム粒多量、しまり強

4 黒色土 ローム粒微斌、しまり強

5 黒褐色土 ローム粒少琵
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第185図 第36号掘立柱建物跡・出土遺物

第96表 第36号掘立柱建物跡出土遺物観察表

番号 1 器 種 1 口径 1器高 1底径 1 胎土 I焼劇色調 I残率 備 考

1 土師杯 12.5I 2.9 I IADE 

2 須恵高台椀 2.4 I (8.0) !BEIK 2
 

明褐 10 IP 6 

灰 10 IP 6 末野産 A 

である。柱間間隔は桁行2.10mで等間隔、梁行1.70 

mで等間隔である。

柱穴の形態は、円形もしくは楕円形である。規模

は長軸53~76cm、短軸47~60cmで、ほぼ同規模であ

る。深さは35~64cmである。 P4。6。8は複数の

柱穴が連結した形態で、柱を建て替えた可能性があ

る。掘り方の底面は、いずれも平坦である。覆土は

1層が柱痕、 2 ~ 4層か掘り方である。 5層は他の

ピットの可能性もある。柱痕は、遺構確認時に明瞭

に認められた。柱は抜き取られなかったと考えられ

る。

遺物は土師器の杯。甕、須恵器の高台付椀。蓋が

出土している。土器の他にも閂金具の一部と考えら

れる棒状鉄製品が出土している。遺物の時期は 8.

9軋紀だが、重複する第247号住居跡が9世紀末で

あることから、本建物跡は 9。10世紀頃のものと考

えておきたい。

-229 



二。°
]
 

0

1

,

 

SB37 
p6 

B 

P5 

380 

ハ
A 54.30 

190 

Ò
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1 黒褐色土 ローム粒微旦、パサパサ

2 黄褐色土 ローム粒、ロームプロック

(2~3 cm大）主体、しまり強

3 黒褐色土 ローム粒少量、しまり強

4 黒褐色土 ローム粒多歳、しまり強

5 黒色土 ローム粒微堡、しまり強

2悶

0 10cm 
I I l 1 4 

第186図 第37号掘立柱建物跡・出土遺物

第97表 第37号掘立柱建物跡出土遺物観察表

番号 1 器 種 1 日 1釜 1益晶 1屁径 1 胎
1 」：師杯 (9.5)I 2.0 I IADE 

土 I焼成 l 色 調 l残率 備 考

2
 

褐 5 IP 8 

第37号掘立柱建物跡（第186図）

調査区の西側、 G-17グリッドに位阻する。第245

号住居跡と重複関係にあり、本建物跡の方が新しい。

付近には第16~18• 20 • 21 • 24 • 32~34 • 36 • 46号

掘立柱建物跡がある。

2 X 2間の側柱建物跡である。平趾形は長方形で

ある。規模は桁行3.80m、梁行3.00m、面積ll.40m2

である。主軸方向はN-86"-Eで、ほぼ東西である。

柱間間隔は桁行1.90mで等間隔、梁行1.50mで等間

隔である。

柱穴の形態は、円形である。規模は長軸40~60cm、

短軸38~52cmで、ほぼ同規模である。深さは住居跡

調査後に掘り下げたため、正確には不明だが、確認

面から60cmはどになると考えられる。深浅の差はあ

まりない。掘り方の底面は、いずれも平坦である。

覆土は 1層が柱痕、 2~ 5層が掘り方である。柱痕

は、各々の柱穴で、遺構確認時に明瞭に認められた。

柱は抜き取られなかったと考えられる。

遺物は土師器の杯・甕、須恵器の甕が出土してい

る。時期は、第245号住居跡より新しい 7備紀末以後

であることを確認するのに留めたい。

第38号掘立柱建物跡（第187図）

調査区の西側、 E-21• 22、F-22グリッドに位

置する。第224• 225号住居跡、第39。48号掘立柱建

物跡と重複関係にある。第224与住居跡より古く、

225号住居跡より新しい。第39・48号建物跡とは柱穴

-230 -



°i (JIにロミ＼＼゚i

゜SJ224'  
,'m  

S838 

SJ225 

190--―---

570 。． 

A 53.90 

□ ＼□□／ 

A" SB 3 8 

1 暗褐色土 明灰色粘土粒多星、ローム粒少醤、

焼土・炭化物粒含む

2 黒褐色土褐色土多醤、明灰色粘土粒．

ローム小プロック少星

3 暗黄褐色土 黒褐色土をベースに、ローム

小プロック多星

4 暗黄褐色土 暗褐色土をペースに、ローム

一臣 プロック多星

5 褐色土暗褐色土をベースに、褐色士．多星、

ローム粒・焼土粒若干

6 暗褐色土褐色土多量、ローム小プロックやや

粗い鹿の子状・焼土粒若干

7 暗褐色土 ローム粒・焼上粒若干

8 明褐色土 (SJ225) 

嗜。

0 10cm 
← 1 11 4 

第187図 第38号掘立柱建物跡・出土遺物

第98表 第38号掘立柱建物跡出土遺物観察表

番］乃I［監：：種□□Ig: : I底径1:;E ： 色褐褐晶口 : ： 放射状恥：

考

同士の切り合いがなく、判断が難しいが、後述する

ように、前者は本建物跡より古く、後者は新しいと

考えられる。付近には第 9• 35 • 40~42 • 57号掘立

柱建物跡かある。

3 X 2間の東西棟の総柱建物跡である。平面形は

長方形である。規模は桁行5.70m、梁行3.SOm、面積

21.66面である。主軸方向はW-Eで、東西である。

柱間間隔は桁行1.90m、梁行1.90mで等間隔である。

柱穴の形態は、 P1. 8が楕円形で、それ以外は

円形である。規模は長軸31~70cm、短軸30~52cmで、

径30~40cm前後のものと径50cm前後のものがある。

深さは住居跡調査後に掘り下げたため、正確には不
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1 黒褐色土 ローム粒少撻

2 黒色土ローム粒少星

3 黒褐色土 ロームプロック微量

4 黒褐色土 ロームプロック少畳

5 暗黄褐色土 ロームプロック主体、黒色土を含む

6 暗黄褐色土 ロームプロソク主体、黒色土少蟄

2m 
---」l:60

□三／ □/  0 10cm 
1 1 1 1. 4 

第188図 第39号掘立柱建物跡・出土遺物

第99表 第39号掘立柱建物跡出土遺物観察表

番］号I]器：：種：；［口I: :I底ィ蚤1三 6

6

 

p

p

 ロ
備 考

2

2

 

明だが、確認面から30~40cmほどのもの (P1 • 2。

6 ~ 9) と60~80cm(P 3~5 ・10)のものがある。

また、 Pll・12は10cm• 25cmと特に浅い。掘り方の

底面は、いずれも平坦である。覆土は 1層が柱抜き

取り後の流れ込み、 2層が柱痕、 3 ~ 7層が掘り方

である。柱はPl・3以外抜き取られなかったと考

えられる。

遺物は土師器の杯・甕の破片が出土している。遺

物の時期は 8世紀だが、上述の遺構の重複関係から

10世紀前半頃と考えられる。

第39号掘立柱建物跡（第188図）

調査区の西側、 E • F-22グリッドに位置する。

第225号住居跡、第38号掘立柱建物跡と重複関係に

ある。直接の重複関係がないため、判断が難しいが、

出土遺物が本建物跡の時期を示すものであるなら

ば、両者より古いと考えられる。付近には第 9・35・ 
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1 暗褐色土ローム粒多盤

2 暗褐色土ローム粒少堡

3 暗褐色土ローム粒微蛍

4 暗灰褐色土 ローム粒多星

5 暗褐色土ローム粒微呈

6 黄褐色土ロームを主体

2門。

ロロニ／ ロニーー／ 口□□ーロ
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l l l 1 4 

第189図 第40号掘立柱建物跡・出土遺物

第100表 第40号掘立柱建物跡出土遺物観察表

番号• 器 種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成

1 上 師 杯 (11.0) 2 4 AEH 3 

2 土 師 杯 (13.0) 2.3 ADE 2 

3 土 師 杯 (14 0) 2.5 ADE 1 

40~42 • 57号掘立柱建物跡がある。

2 X 2間の側柱建物跡である。平面形は正方形で

ある。規模は桁行3.80m、梁行3.80m、面積14.44m2

である。主軸方向はN-23'-Wで、西に偏している。

柱間間隔は桁行が2.30m、1.90mで等間隔ではな

く、梁行1.90mで等間隔である。東西のいずれかの

色 調 残率 備 考

橙褐

褐

赤褐

5 p 7 

10 p 2 

10 p 7 放射状暗文

方向に広い入り日を持つ構造だったものと考えられ

る。

柱穴の形態は円形である。規模は長軸38~50cm、

短軸34~48cmで、径50cm前後のものが殆どである。

P4・8は規模が小さい。深さは20~72cmと幅があ

る。 P4は20cmと特に浅く、礎石立ち等であった可
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1 暗褐色土 ローム粒少堡

2 暗褐色土 ローム粒少撼

3 暗褐色土 ローム粒少菫

4 黄褐色土 暗褐色t粒を含む

21"1。

第190図 第41号掘立柱建物跡

能性も考えられよう。掘り方の底面は、いずれも平

坦である。覆土は 1• 2層が柱痕、 3 • 4層が柱抜

き取り後の流れ込み、 5 • 6層が掘り方である。柱

はP2・6・7以外抜き取られたものと考えられる。

遺物は土師器の杯・甕が出土している。時期は 8

匪紀前半である。

第40号掘立柱建物跡（第189図）

調査区の西側、 F• G~22グリッドに位置する。

第232翌住居跡、第 1• 31号溝跡と重複関係にあり、

本建物跡が最も古い。付近には第 9• 35 • 38 • 39 • 

41 • 42 • 57号掘立柱建物跡がある。

3 X 2間の側柱建物跡である。平面形は長方形で

ある。規模は桁行6.00m、梁行4.40m、面積26.40m' 

である。主軸方向はN-8°-Wで、やや西に偏して

いる。柱間間隔は桁行が2.00mで等間隔、梁行2.20

mで等間隔である。

柱穴の形態は円形である。規模は長軸50~84cm、

短i軸31~65cmで、径50cm前後のもの (P4~8 • 10) 

と60~80cmのもの (P1~3 • 9)がある。深さは

16~32cmと全体的に浅い。掘り方は、p1~ 3が、

柱の当たりの部分が一段掘り下げられている他は平

坦である。覆土は 2層が柱痕、 3 ~ 6層が掘り方で

ある。柱痕は遺構確認時に確認できた。柱は抜き取

られなかったものと考えられる。

遺物は土師器の杯・甕が出土している。時期は 8

~9槻紀と考えられる。
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1 黒褐色土 ローム粒・プロック微量

2 黒褐色土

3 黒褐色土

4 黒褐色土 ロームプロック少量

5 黒褐色土 ロームプロック多量

6 暗黄褐色土 ロームプロック主体
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O 5cm 

第191図 第42号掘立柱建物跡・出土遺物

第101表 第42号掘立柱建物跡出土遺物観察表

番:J Iし器：種：I（口：1 ： :I底怪 1三士焼成 I 色調 I残率

3
 

橙褐

紫灰

5 IP 10 

5 IP 1 

備 考

未野産

第41号掘立柱建物跡（第190図）

調査区のほぼ中央、 E-22• 23グリッドに位置す

る。第35• 42号掘立柱建物跡と重複関係にあり、本

建物跡が最も古い。付近には第 9• 38~40 • 49 • 57 

号掘立柱建物跡がある。

3 X 2間の側柱建物跡である。平面形は長方形で

ある。規模は桁行5.40m、梁行4.00m、面積21.60m2

である。主軸方向はN-19°-Wで、西に偏している。

柱間間隔は桁行が1.80mで等間隔、梁行2.00mで等

間隔である。

柱穴の形態は円形である。規模は長軸45~70cm、

短軸40~61cmで、径50cm前後のもの (P1~ 5。7.

9 • 10) と60~80cmのもの (P6 • 8)がある。深

さは 5~24cmと全体的に浅い。掘り方はいずれも底
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1 黒褐色土 ローム粒微塁、ややパサパサ

2 黒褐色土 ローム粒多堡、しまり強

3 黒褐色土 ローム粒・ロームプロック (1~2

cm大）多星、 しまり強

4 黒褐色土 しまり強p_ 
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第192図第43号掘立柱建物跡
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1 黒褐色土 ローム粒微量、パサパサ

2 黒褐色土 ローム粒少塁、しまり強

3 黒褐色土 ローム粒・ロームプロック

(2~3 cm大）多星、しまり強

4 黒褐色土 ローム粒微塁、しまり強

5 黒褐色土 ローム粒・白色粘土多量、

しまり強

6 黒褐色土 しまり強
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―→ l:60 
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第193図 第44号掘立柱建物跡・出土遺物

第102表 第44号堀立柱建物跡出土遺物観察表

番勺I：器：：種：］口I: : I底径［［［ 8

3

 

p

p

 

灯

1
0
1
0

]
一
疇
疇

□
2

1

 

土 備 考

面が平坦である。覆土は 1層が柱抜き取り後の自然

堆積、 2層が柱の抜き取り痕、 3 • 4層が掘り方で

ある。柱は全て抜き取られたものと考えられる。

遺物は実測不能な土師器の甕の小破片が出土して

いる。時期は不明だが、 8世紀後半と考えられる第

35号掘立柱建物跡より古いことから、 8祉紀中葉以

前としておきたい。

第42号掘立柱建物跡（第191図）

調査区のほぼ中央、 E-22• 23グリッドに位置す

る。第35• 41号掘立柱建物跡と重複関係にあり、前
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1 黒褐色土

2 黒褐色土 ローム粒微星

3 黒褐色土 焼土プロック・炭化物混入

4 黒色土 ロームプロック少醤

5 黒褐色土 ロームプロック少星

6 黒褐色土 ロームプロック多星
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第194図 第45号掘立柱建物跡・出土遺物

第103表 第45号掘立柱建物跡出土遺物観察表

番1号 1 土合〗師種｝」（：6f:I: : I 底怪 ID:合}I 土 1 焼1成 1 色褐虚~IP3 備 考

者より古く、後者より新しい。付近には第 9.

38~40。49• 57号掘立柱建物跡がある。

3 X 2間の側柱建物跡である。平面形は長方形で

ある。規模は桁行5.70m、梁行3.80m、面積21.66m'

である。主軸方向はN-12°-Wで、西に偏している。

柱間間隔は桁行が1.90m、梁行1.90mで等間隔であ

る。

柱穴の形態は円形もしくは隅丸方形である。規模

は長軸60~100cm、短軸52~68cmで、p3を除き径

60~70cmの同様の規模である。深さは22~55cmと幅

があり、東側の中央の 2基が浅めである。掘り方は

P5を除き、底面が平坦である。覆土は 1層が柱抜

き取り後の自然堆積土、 2層か柱の抜き取り痕、 3 

~ 6層が掘り方である。柱は全て抜き取られたもの

と考えられる。

遺物は土師器の杯・甕、須恵器甕の小破片が出土

している。時期は不明だが、 8憔紀後半と考えられ

る第35号掘立柱建物跡より古いことから、 8世紀中

葉以前としておきたい。

第43号掘立柱建物跡（第192図）

調査区の西側、 I • J -14 • 15グリッドに位置す

る。付近には第11• 44号掘立柱建物跡がある。水路
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により、南側の柱穴を壊されている。

5 X 2間の南北棟の側柱建物跡である。平面形は

長方形である。規模は桁行9.50m、梁行4.80m、面

積45.60mてある。主軸方向はN-3 °-Wで、ほぼ南

北である。柱間間隔は桁行が1.90mで等間隔、梁行

が2.40mで等間隔である。

柱穴の形態は円形もしくは楕円形である。規模は

長軸77~155cm、短軸75~97cmの範囲で、複数の掘り

こみがある P6 ・11を除き径70~100cmである。深さ

は13~33cmで、全体的に浅めである。掘り方はP2

を除き、底面が平坦である。覆土は 1層が柱痕、 2 

~ 4層が掘り方である。柱痕は遺構確認時に明瞭に

確認できた。柱は抜き取られなかったものと考えら

れる。 P6 • 11は複数の掘りこみがあり、 Pllは掘

り方のようだが、 P6は建て替えられたもののよう

である。

遺物は出土していない。時期は不明だか、第11.

44号建物跡と同様であるとするならば、 7。8世紀

のものとできよう。

第44号掘立柱建物跡（第193図）

調査区の西側、 I • J -15 • 16グリッドに位置す

る。付近には第11• 14 • 32~34 • 42~44号掘立柱建

物跡がある。水路により、 P1-8間、 P3 -4間、

の柱穴を壊されている。

3 X 2間の南北棟の側柱建物跡と考えられる。平

面形は長方形である。規模は桁行5.80m、梁行4.80

m、面積27.84面である。主軸方向はN-1 °-Eで、

ほぼ南北である。柱間間隔は桁行1.80、2.00mで不

均等、梁行は2.40mで等間隔である。

柱穴の形態は円形もしくは楕円形である。規模は

長軸58~73cm、短軸40~60cmの範囲で、ほぽ同規模

である。深さは29~71cmで、 P4 • 8は浅めである。

掘り方は、いずれも底面が平坦である。覆土は 1層

が柱痕、 2 ~ 6層が掘り方である。 P8以外、柱痕

を遺構確認時に明瞭に確認できた。柱は抜き取られ

なかったものと考えられる。

遺物は、土師器杯・甕、須恵器甕が出土している。

時期は、遺物が伴うものであれは、 8憔紀中葉と考

えられる。

第45号掘立柱建物跡（第194図）

調責区の西側、 H-22グリッドに位置する。第47

号掘立柱建物跡と重複関係にある。新旧は不明だが、

遺物からは本建物跡の方か古い可能性がある。

2 X 2間の側柱建物跡である。平面形は正方形で

ある。調査時は第47号建物跡の柱穴も本建物跡に帰

属するものと判析し、総柱としたが、柱間隔が不均

等になることから、側柱建物と考えた。規模は桁行

3.20m、梁行3.20m、面積10.24面である。主軸方向

はN-10°-Wで、西に偏している。柱聞間隔は桁行

1.30m、1.90mで不均等になっている。梁行は1.60

mで、等間隔である。

柱穴の形態は円形である。規模は長軸26~47cm、

短軸25~40cmの範囲で、概ね径30~40cmである。深

さは14~37cmで、全体的に浅い。特にP2 • 8は浅

めで、礎石立ち等の可能性も考えられる。掘り方は

P3を除き、底面が平坦である。覆土は 1~ 3層が

柱抜き取り後の自然堆積土、 4層が柱痕、 5 • 6層

が掘り方である。柱痕はP1・2・3・8で、遺構

確認時に明瞭に確認できた。柱は抜き取られなかっ

たものと考えられる。

遺物は土師器杯・甕、須恵器蓋の小破片が出土し

ている。時期は、遺物が伴うものであるならば、 7 

憔紀末から 8世紀初頭と考えられる。

第46号掘立柱建物跡（第195図）

調査区の西側、 H。I-19グリッドに位置する。

第20• 21号掘立柱建物跡と重複関係にあるが、柱穴

同士の重複がなく、新旧は不明である。付近には第

16~18 • 24 • 32~34 • 36 • 37 • 46号掘立柱建物跡が

集中して分布する。

2 X 1間の南北棟の側柱建物跡である。平面形は

正方形である。第20号建物跡のP1 • 9は位置的に

は棟持柱の位置にあり、 2 X 2間である可能性を残

す。規模は桁行3.00m、梁行2.80m、面積8.40面で

ある。主軸方向はN-1"-Wで、南北である。柱間
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1 暗黄褐色土 ローム粒多塁

2 暗褐色土 ローム粒を含む

3 黄褐色土 ローム粒多盤
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第195図 第46号掘立柱建物跡・出土遺物

第104表 第46号掘立柱建物跡出土遺物観察表

番］旱 1~盆:: □I:□ I □：巧
底怪1:[［十□I巳悶：調 □0令 備 考

間隔は桁行3.00m、梁行1.40mで等間隔である。

柱穴の形態は円形である。規模は長軸55~73cm、

短軸44~65cmの範囲で、はぽ同規模である。深さは

45~60cmで、深い。掘り方はP5を除き、底面が平

坦である。覆土は 1• 2 • 6層が柱抜き取り後の自

然堆積土、 3 ~5 • 7層か掘り方である。柱は全て

抜き取られたものと考えられる。

遺物は土師器杯・甕、須恵器甕の小破片が出土し

ている。時期は、遺物が伴うものであるならは 8祉

紀と考えられる。

第47号掘立柱建物跡（第196図）

調査区の西側、 H~22 • 23グリッドに位置する。

第45号掘立柱建物跡と重複関係にある。新旧は不明

だが、遺物からは本建物跡の方が新しい可能性が高

しヽ。

2 X 2間の側柱建物跡である。平面形はほぼ正方

形である。規模は桁行3.80m、梁行3.80m、面積

14.44面である。主軸方向はN-8°-Wで、やや西に

偏している。柱間間隔は、桁行1.70m、2.10mと不

均等になっている。梁行は1.90mで、等間隔である。

柱穴の形態は円形もしくは楕円形である。規模は

長軸25~50cm、短軸26~45cmの範囲で、概ね径

30~40cmである。深さは23~41cmで、ほとんどが

30~40cmのものである。 P2・3は浅めである。掘

り方はP8を除き、底面が平坦である。覆土の状況

は確認できなかった。
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第196図 第47号掘立柱建物跡・出土遺物

第105表 第47号掘立柱建物跡出土遺物観察表

番号 1 器 種 1 日径 1器高 1底径 1 胎土 1焼成 1 色調残率 備 考

1 I土師杯I(14.o) I 3.5 ADE ー 褐 15 IP s 

遺物は土師器杯・甕の小破片が出上している。時

期は、遺物が伴うものであるならば、 8憔紀中葉と

考えられる。

第48号掘立柱建物跡（第197図）

調査区の西側、 E • F-21グリッドに位置する。

第225• 226号住居跡、第38号掘立柱建物跡、第 4号

柵列跡と重複関係にある。本建物跡が最も新しい。

付近には第 9• 35 • 40~42 • 57号掘立柱建物跡があ

る。遺構の西側は撹乱により壊されている。

桁行 2間以上、梁行 2間の側柱建物跡である。平

面形は長方形になると考えられる。規模は桁行2.80

m以上、梁行3.60m、面積l0.08m2である。主軸方向

はN-86°-Wで、ほぼ東西である。柱間間隔は、桁

行1.40mで等間隔、梁行1.80mで等間隔である。

柱穴の形態は円形である。規模は長軸40~70cm、

短軸36~63cmで、概ね径60~70cmである。 P2・6

は小型である。深さは20~65cmで幅があり、p2. 

7が浅い他は深めである。掘り方はP3 • 5を除き、

底面が平坦である。覆土の状況は確認できなかった。

遺物は土師器杯、ロクロ土師器の小皿、実測不能

な須恵器杯、が出土している。 1や須恵器杯は混入

である。時期は11軋紀前半である。
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第197図 第48号掘立柱建物跡。出土遺物

第106表 第48号掘立柱建物跡出土遺物観察表

番勺I!竺：：西：I(五在I言：I）：ごI:][・ 上□□：： 
備 考

第49号掘立柱建物跡（第198図）

調査区のほぼ中央、 E-23• 24グリッドに位置す

る。第168号住居跡、第275号土壊と重複関係にある。

前後関係は不明である。付近には第35• 41。42• 52 

号掘立柱建物跡がある。

4 X 2間の東西棟の側柱建物跡である。平面形は

長方形である。規模は桁行8.50m、梁行4.20m、面

積35.70mてある。主軸方向はN-88"-Eで、ほぽ東

西である。柱間間隔は、桁行で2.00 • 2. 125 • 2. 50 m 

があり、不均等である。梁行は2.10mで、等間隔で

ある。

柱穴の形態は円形もしくは楕円形である。規模は

長軸53~82cm、短軸44~62cmで、概ね径55~65cmで

ある。深さは34~70cmで輻かあるが60cm前後のもの

が多い。掘り方は、いずれも底面が平坦である。覆

土は 1• 2層が柱の抜き取り痕への自然堆積、 3層

が柱痕もしくは抜き取り痕、 4 ~ 7層が揺り方、 8 

層が掘り方の崩落土である。p1~ 7では、遺構確

認時に柱痕を確認している。それ以外は柱が抜き取

られていると考えられる。

遺物は図示不能な上師器杯・甕、古墳時代の高杯

が出土している。時期は不明だが、柱間隔が不揃い

であることから、 10祉紀以後のものの可能性が高い。
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1 暗褐色t． 灰褐色土多屋、ローム粒・焼土粒若干

2 暗褐色土灰褐色土・ローム小プロック多協、焼土粒若干

3 暗褐色土 ローム粒少羹、炭化物・焼土の細粒若干

4 褐色土 ローム細粒少塁、ローム小プロック若干

5 暗褐色土ローム粒・焼土粒多贔

6 暗褐色土焼．t細粒・炭化物粒微量

7 黒褐色土 ロームプロック多塁

8 暗黄褐色土 ロームプロック・ローム粒多羅

゜I l 
2m 

-」 1• 60 l 

第198図 第49号掘立柱建物跡

第50号掘立柱建物跡（第199図）

調査区のほぼ中央、 H-24• 25グリッドに位置す

る。他の建物跡とは離れた位置にある。東側と南側

に第 5• 6号柵列跡がある。

2 X 2間の側柱建物跡である。平面形は正方形で

ある。規模は桁行3.40m、梁行3.00m、面積10.20m2

である。主軸方向はN-86°-Eで、ほぼ東西である。

柱間間隔は、桁行1.50m、1.90m、梁行1.30m、1.70 

mである。 P2 • 5は軸線から外れている。切妻の

屋根構造ではなく、片屋根のような構造である可能

‘性もある。

柱穴の形態は円形である。規模は長軸19~37cm、
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1 灰褐色土 ローム粒を含む
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第199図 第50号掘立柱建物跡

短軸19~32cmで、概ね径30cm前後である。深さは

12~39cmで輻がある。 10~20cmのもの (P2 • 4 

~ 6)、と30~40cmのもの (Pl・3・6~8)があ

る。掘り方は、p1を除きいずれも底面が平坦であ

る。覆土は 1層が柱の抜き取り痕への自然堆積、 2 

層が掘り方、 3層が柱痕もしくは抜き取り痕である。

柱は全て抜き取られていると考えられる。

遺物は図示不能な土師器杯・甕が出土している。

時期は不明だが、柱間隔が不揃いであることから、

10世紀以後のものの可能性が高い。

第51号掘立柱建物跡（第200図）

調査区のほぼ中央、 F-25グリッドに位置する。

第10号溝跡と重複関係にあるが、前後は不明である。

付近には第49• 52 • 69号掘立柱建物跡がある。

2 X 2間の南北棟の側柱建物跡である。平面形は

長方形である。規模は桁行4.80m、梁行3.40m、面

積16.32面である。主軸方向はN-1 °-Eで、ほぽ南

北である。柱間間隔は、桁行2.40m、梁行1.70mで

等間隔である。

柱穴の形態は円形である。規模は長軸46~70cm、

短軸37~69cmで、径40~50cmのもの (P1~3 • 5 • 

6) と径55~70cmのもの (P4。7• 8)がある。深

さは12~44cmで輻がある。規模の大小に関係なく、

P 1 • 4 • 6は浅めである。掘り方は、いずれも底面

が平坦である。覆土は 1層が柱の抜き取り痕への自

然堆積、 2層が柱の抜き取り痕、 3 ~ 6層が掘り方

である。柱は全て抜き取られていると考えられる。

遺物は図示不能な土師器甕が出土している。時期

は不明だが、位置関係から10世紀以後のものである

可能性を考えておきたい。

第52号掘立柱建物跡（第201図）

調査区のほぼ中央、 E-25グリッドに位置する。
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1 灰褐色土 ローム小プロック多量、焼土粒少壁、

やや砂質

2 暗灰色土褐色土多量、ローム細粒・炭化物多量

3 灰褐色土 ローム小プロック少屋、焼土粒若干

4 灰褐色土 ロームプロック多堡、

焼土・パミスの細粒多量

5 暗黄灰色土 ロームプロック多醤

6 灰褐色土ローム細粒多量

7 暗褐色土褐色土・ローム粒多量

嗜。

第200図 第51号掘立柱建物跡

第189・190号住居跡、第10号溝跡、第126号t堺と重

複関係にあるが、前後は不明である。付近には第49・

51 • 69号掘立柱建物跡がある。

3 X 2間の東西棟の側柱建物跡である。平面形は

長方形である。規模は桁行4.50m、梁行3.00m、面

積13.50mてある。主軸方向はN-83°-Eで、やや北

に偏している。柱間間隔は、桁行1.50m、梁行1.50 

mで等間隔である。 P4は軸線から外れている。

柱穴の形態は円形である。規模は長軸31~76cm、

短軸21~52cmで、径30~40cmのもの (Pl・2・4・

5 • 10) と径50~80cmのもの (P3 • 6~ 9)があ

る。深さは25~60cmで幅がある。規模の大小に閃係

なく、 P3 • 5は浅めである。それ以外は40cm以上

の深さがある。掘り方は、 P1 • 6 • 7が柱の当た

りの部分が一段掘り下げられている。その他の底面

は平坦である。覆土は 1層が柱の抜き取り痕への自

然堆積、 2層か柱の抜き取り痕、 3 • 4屈が掘り方

である。柱は全て抜き取られていると考えられる。

遺物は土師器杯・須恵器杯、実測不能な上師器甕

が出土している。時期は 8祉紀前半である。

第53号掘立柱建物跡（第202図）

調査区の北側B • C-23グリッドに位置する。第

124（縄文）・ 145。146• 157号住居跡、第185号土壊

と重複関係にある。第146号住居跡との新旧は不明

だが、その他のいずれよりも古い。付近には第19• 

26 • 29 • 60 • 62~64号掘立柱建物跡がある。

3 X 2間の側柱建物跡である。平面形は長方形で

ある。規模は桁行6.00m、梁行4.00m、面積24.OOm2 

である。主軸方向はN-14"-Wで、やや西に偏して

いる。柱聞間隔は、桁行2.00m、梁行2.00mで等間

隔である。 Pl-2間には柱穴を検出することがで

きず、切妻の屋根構造ではなかったと考えられる。
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1 暗褐色土黒褐色土・ローム小プロックを含む

2 暗褐色土暗褐色土・灰褐色土・ローム粒多盤、

炭化物粒少星

3 暗黄褐色土 ローム小プロック・焼土粒・炭化物

粒多呈

4 褐色 土明茶褐色土多塁、炭化物・ローム細

粒少塁

2門。

ーニニノ‘3

仁― l 1評

第201図 第52号掘立柱建物跡・出土遺物

第107表 第52号掘立柱建物跡出土遺物観察表

釆H 昇J 石＂只ナ 種 ロ径 ロ森リr古戸J 底径 胎 土 焼成 色 調 残率 備 考

1 土 師 杯 (13.5) 2 6 ADH 2 荼褐 15 p 6 
2 土 師 杯 (12.0) 2.9 ADE 1 赤褐 15 p 2 
3 須 恵 杯 (15.6) 3.4 (10 2) ABEH 3 黄灰 40 P6 末野産 A 

また、 P4も軸線から外れている。

柱穴の形態は円形である。規模は長軸35~65cm、

短軸33~50cmで、 P3。4が小型、 P6・9が大型

で、それ以外は径40~50cmのものである。深さは、

北側の軸線上の柱穴以外は住居跡の掘り込みの中に

あるため確実ではないが、概ね確認面から30~40cm

前後と考えられる。掘り方の底面は、 P4以外平坦

である。覆土は 1層が柱の抜き取り痕、 2層か抜き

取り痕への自然堆積、 3 ~ 5層が掘り方である。柱

は全て抜き取られていると考えられる。

遺物は土師器のj:ネ・甕・壺が出土している。時期

は、遺構の重複関係から 8匪紀前半以前と考えられ

る。

第54号掘立柱建物跡（第203図）

調査区の北側、 B~21 • 22グリッドに位置する。

第132・133・135号住居跡と重複関係にある。第132・

135号住居跡より古く、第133号住居跡より新しい。

付近には第30• 58 • 59 • 62 • 63同掘立柱建物跡があ

る。

3 X 2間の側柱建物跡である。平面形は長方形で
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1 暗褐色土 ローム粒少塁

2 暗褐色土 ローム粒・焼土粒少覺

3 黄褐色土 ローム粒・ロームプロック

(2~3 cm大）主体

4 暗褐色土 ローム粒多量

5 黒褐色土 ローム粒・ロームプロック

(2 cm火）少盤

ロ
嗜。 ゜1 -

10cm 
-- l l 9 4 

第108表

第202図

第53号掘立柱建物跡出土遺物観察表

第53号掘立柱建物跡。出土遺物

番号 器 種 ロ径 器高 底径 胎 上 焼成 色 調 残率 備 考

土 師 杯I(12. 0) 2.5 ADE 2
 

橙褐 10 p 8 

ある。規模は桁行5.70m、梁行3.80m、面積21.66m' 

である。主軸方向はN-10°-Wで、やや西に偏して

いる。柱間間隔は、桁行1.90m、梁行1.90mで等間

隔である。 P 8-9間には柱穴を検出することがで

きなかった。

柱穴の形態は円形である。

り方の底面は、

P 2 • 8は西側に張り

出しを持つ。規模は長軸63~90cm、短軸45~75cmで、

いずれも大型である。深さは、 16~45cmで、 p 4. 

5が浅めである他は概ね30cm以上の深さがある。掘

P 3 • 8以外平坦である。覆土は 1.

2層が柱の抜き取り痕、 3 ~ 5層が掘り方である。

柱は全て抜き取られていると考えられる。

遺物は土師器の杯・甕、須恵器盟、古墳時代の高

杯が出土している。時期は、遺構の重複関係と遺物

が伴うものであることを前提とすれば、

~8祉紀初頭と考えられる。

第55号掘立柱建物跡（第204図）

調査区の北東側、

7世紀末

C-31・32グリッドに位置する。

第61号掘立柱建物跡、第10号溝跡、第136~139号土

壊と重複関係にあるが、直接の重複がなく、 遺物も
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1 黒褐色土 ローム粒微星

2 黒褐色土 ローム粒多星

3 黒褐色上 ローム粒・ロームプロック

(1~2 cm大）少塁

4 黒褐色土 ローム粒・ロームプロック

(1~4cm大）多埜

5 黒褐色土 ローム粒少捻

2隅

0 10cm 
9 1 ~ ~ ll:4 

第203図 第54号掘立柱建物跡・出土遺物

第109表 第54号堀立柱建物跡出土遺物観察表

番号 1 器 種 1 口径 1器高 1底径 1 胎土 1焼成 1 色調 I残率 備 考

1 上師杯 02.0)I 2.9 I IADE 
2 七師杯（14.0)I 3.2 I IADE 

2

3

 

8

1

 

p

p

 

1
0
1
0
 

褐

褐

赤

橙

僅少であることから新旧は不明である。付近には第

27 • 28 • 65号揖立柱建物跡がある。

3 X 1間の東西棟の側柱建物跡である。平面形は

長方形である。規模は桁行6.30m、梁行3.20m、面

積20.16面である。主軸方向はN-88°-Eで、ほは東

西である。柱間間隔は、桁行2.10m、梁行3.20mで

等間隔である。屋恨構造は切妻ではなく、片屋楔等

と考えられる。

柱穴の形態は円形である。規模は長軸31~50cm、

短軸26~47cmである。p1が径50cmである他は、径

30cm前後で小型である。深さは、 20~46cmで、 P7

が浅めである他は30cm以上の深さがある。掘り方の

底面は、p2以外平坦である。覆土は 1層が柱痕、

2層が堀り方である。柱はP2・4以外全て抜き取

られていると考えられる。

遺物は実測不能な土師器の甕・須恵器の甕が出土
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1 暗灰色土 ローム粒微呈

2 暗褐色土 ロームプロック少塁、

ローム粒を含む

2温

第204図 第55号掘立柱建物跡

している。時期は第10号溝跡と重複するもので、そ 型である。深さは、 26~47cmで、住居跡と重複する

れより古い例がないことから、 7世紀を遡るもので

はなく、覆土の様相からは比較的新しい遺構と考え

られる。

第56号掘立柱建物跡（第205図）

調査区の北側、 A・ B-21 • 22グリッドに位置す

る。第126~128• 130 • 134号住居跡、第30号掘立柱

建物跡と重複関係にある。第128• 133号住居跡より

新しく、それ以外より古い。付近には第19・29・54・

62 • 63号掘立柱建物跡がある。

2 X 2間の総柱建物跡である。平面形は正方形で

ある。規模は桁行5.60m、梁行5.60m、面積31.36m2

である。主軸方向はN-3°-Wで、ほぼ南北である。

柱間間隔は、桁行2.80m、梁行2.80mで等間隔であ

る。

柱穴の形態は、楕円形もしくは隅丸長方形である。

規模は長軸90~115cm、短軸70~98cmで、いずれも大

ものが多いことから、本来は30~40cmになるものと

考えられる。掘り方の底面は、いずれも平坦である。

柱は全て抜き取られており、覆土は柱の抜き取り後

の埋め戻しである。

遺物は土師器の杯・甕が出土している。時期は遺

物と重複関係から、 7匪紀末頃のものと考えられる。

第57号掘立柱建物跡（第206図）

調査区の北側、 D-21• 22グリッドに位置する。

第175・176号住居跡、第167• 183 • 184号土堀と重複

関係にある。いずれよりも本建物跡の方が古い。付

近には第35• 38 • 41 • 42 • 58~60号掘立柱建物跡が

ある。

3 X 2間の西庇の建物跡である。側柱建物跡の身

舎に西庇が付く。身舎の平面形は長方形である。規

模は桁行6.60m、梁行4.40m、面積29.04面である。

主軸方向は、 N-12°-Wで、西に偏している。柱間
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1 黒褐色土 ローム粒少量

2 黒褐色土 ローム粒・

ロームプロック (1~5cm大）少醤

3 黄褐色土 ローム粒主体、黒褐色土多星
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第205図 第56号掘立柱建物跡・出土遺物

第110表 第56号撮立柱建物跡出土遺物観察表

器号 1 器 秤 1 口径 1器晶 1底径 1 胎土 1焼成 1 色調 1残率 備 考

1 I上師杯 I(12.0) I 3.o AEH 2
 

橙褐 I 10 I覆上

第111表 第57号掘立柱建物跡出土遺物観察表

番号 1 器 種 1 ll径 1器高 1底径 1 胎上 1焼成 1 色晶 I残率 備 老
J

1 I七 帥i 士不 I (9.4) I 1.s DE 2
 

褐 5 I Pll 

第112表 第58号掘立柱建物跡出土遺物観察表

1番号 1 器 種 1 日径 1器高 1底径 1 胎上 1焼I成1 色調 1残率 備 考

1 土師杯(13.0)I 3.0 
2 上師杯（12.0)I 2.4 

3 ロクロ小 lllll I 1.1 

ADH 

DE 

(5.0) IABD 

2

2

3

 

荼褐

暗褐

明荼褐

5

5J

5
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1 黒褐色土 ローム粒少醤

： ：：：：二：：口：ソク (1~5cm大）多量 ロロロ］ロロコ1

4 黒褐色土 ローム粒少塁

5 黄褐色土 ローム粒・ロームプロック主体、黒褐色土多星

第206図 第57号掘立柱建物跡・出土遺物

2閲

0 10cm 
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1 暗褐色土 ローム粒・炭化物少呈

2 暗褐色土 ローム粒・ロ＿ムプロック (1~2cm大）多呈

3 暗褐色土 ローム粒・ロームプロック (2~4cm大）多堡
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第207図 第58号掘立柱建物跡・出土遺物
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間隔は桁行2.20m、梁行2.20mで、等間隔である。

庇との柱間間隔は2.20mである。 P8 13間には、

柱穴を検出することができなかった。

柱穴の形態は円形で、 P1 • 2は部分的に直線的

な辺を持つ。規模は長軸43~78cm、短軸38~76cmで、

身舎のものは径70~80cm、庇のものは径40cm前後の

ものである。深さは20~42cmと幅がある。規模の大

小との閃係は不明瞭である。掘り方は、庇のp4. 

6 • 7以外は、底面が平坦である。覆土は 1• 2層

が柱の抜き取り後の自然堆積層、 3 ~ 5層が掘り方

である。柱は全て抜き取られている。

遺物は土師器杯・甕、須恵器瓶類が出土している。

時期は不明だが、住居跡より古いことから 7~ 8世

紀のものと考えられる。

第58号掘立柱建物跡（第207図）

調査区の北側、 C-21• 22、D-21グリッドに位

阻する。第136• 137 • 171 • 172砕住居跡、第59号掘

立柱建物跡、第37号井戸跡、第160号土瑠と重複関係

にある。いずれの住居跡、井戸跡、土堀よりも古く、

建物跡より祈しい。第59局掘立柱建物跡とほとんど

重複した範囲にあり、建物規模、構造、軸方向も同

様であることから、本建物跡は第59号掘立柱建物跡

を建て替えた可能性がある。付近には第54・57・60・

62~64号掘立柱建物跡がある。住居跡や井戸跡に壊

され、遺構の北側の柱穴は検出できなかったものが

多い。

3 X 2間の西庇の建物跡である。南北棟の側柱建

物跡の身舎に西庇が付く。身舎の平面形は長方形で

ある。規模は桁行7.20m、梁行4.80m、面積34.56m'

である。主軸方向は、 N-4°-Wで、ほぽ東西であ

る。柱間間隔は桁行2.40m、梁行2.40mで、等間隔

である。庇との柱間間隔は2.00mである。p7の東

側の柱穴は、第136号住居跡の床下土塙内に本米

あったと思われるが、痕跡すら検出できなかった。

柱穴の形態は円形で、 P1 • 2は部分的に直線的

な辺を持つ。規模は長軸46~104cm、短軸34~78cm

で、身舎のものは径70~100cm、庇のものは径50~60

cm前後のものである。深さは13~51cmと幅がある。

特にPlOは浅めである。規模の大小との関係は不明

瞭である。掘り方の底面はいずれも平坦である。覆

土は 1層が柱の抜き取り後の自然堆積層、 2 • 3層

が掘り方である。柱は全て抜き取られている。

遺物は土師器杯。甕が出土している。 7世紀のも

のと 10• 11槻紀のものが出土しているが、重複関係

から後者は混入である可能性が高い。遺物が伴うも

のであれは、 7惟紀の遺構と考えられる。

第59号掘立柱建物跡（第208図）

調査区の北側、 C-21• 22グリッドに位置する。

第136~138• 171・172号住居跡、第58号掘立柱建物

跡、第37号井戸跡、第160号土壊と重複関係にある。

いずれよりも本建物跡が古い。第58号掘立柱建物跡

とほとんど重複した範囲にあり、建物規模、構造も

同様であることから、本建物跡を建て替えた可能性

がある。付近には第54• 57 • 60 • 62~64号掘立柱建

物跡がある。住居跡や井戸跡に壊され、遺構の北東

側の柱穴は検出できなかったものがある。

3 X 2間の西庇の建物跡である。南北棟の側柱建

物跡の身舎に西庇が付く。身舎の平面形は長方形で

ある。規模は桁行7.80m、梁行5.20m、面積40.56m'

である。主軸方向は、 N 7 °-Wで、はぽ東西であ

る。柱間間隔は桁行2.60m、梁行2.60mで、等間隔

である。庇との柱間間隔は1.30mである。

柱穴の形態は円形である。規模は長軸41~84cm、

短軸40~62cmである。長軸が80cm程になるものは複

数の掘り込みを持つものであり、 1基の規模は

40~50cm程度である。深さは22~72cmと幅がある。

最も浅いp9は136号住居跡の床面からの計測値で

あり、全体としては35~50cmに概ね収まる。p3. 

8。12• 13は複数の掘り込みがあり建て替えられた

可能性がある。 PlOは軸線からやや外れている。第

138号住居跡のカマドの下から検出され、不手際から

平面図実測を遺淵してしまった。破線は推定線であ

る。 Pl・6を除き、掘り方の底面は平坦である。

覆土は 1層が柱の抜き取り痕、 2 ~ 5層が掘り方で
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1 暗褐色土

2 暗褐色土

3 暗褐色土

4 黒褐色土

5 黒褐色土

ローム粒少蛍

ローム粒少量

ローム粒多呈

ローム粒少呈

ローム粒多塁

二
第208図 第59号掘立柱建物跡・出土遺物 ／ 

2隅
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□ ロ第209図 第59号掘立柱建物跡出土遺物

第113表 第59号掘立柱建物跡出土遺物観察表

番号 1 器 種 I 口径 1器高 1底径 1 胎土 1焼成 1 色調 I残率

ある。柱は全て抜き取られている。

遺物は図示した土師器杯・小型壺と、図示不能な

土師器杯・甕、須恵器杯・甕、羽日が出土している。

7世紀でも初頭のものと後半のものが出土している

備 考

1 土師杯1(14.0) I 3.2 
2 土師小型壺 (9.8)I 4.6 

DEH 

DEH 
3

2
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1 黒褐色土 ローム粒少塁

2 黒褐色土 ローム粒やや多星

3 黒褐色土 ロームプロック・

ローム粒多量
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第210図 第60号掘立柱建物跡・出土遺物

第114表 第60号掘立柱建物跡出土遺物観察表

番号 器 種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残率 備 考

1 土 師 均； (9.0) 1.9 DEH 3 褐 5 p 8 

2 土 師 坑； 03.0) 2.9 DH 1 暗褐 10 p 8 

3 土 師 皿 (13.0) 2 3 ADE 3 橙褐 10 p 4 
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第211図 第61号掘立柱建物跡

が、重複関係から前者は混入である可能性が高い。

遺物が伴うものとして、 7世紀の遺構としておきた

しヽ。

第60号掘立柱建物跡（第210図）

調査区の北側、 C-22• 23グリッドに位置する。

第147~150号住居跡、第64号掘立柱建物跡と重複関

係にある。第147・148号住居跡より古く、第149・150

号住居跡より新しい。第64号建物跡とは柱穴同士の

直接の重複がなく、新旧は不明である。付近には第

53 • 57~59 • 62 • 63号掘立柱建物跡がある。 148号住

居跡に壊され、北東の隅柱の掘り方は検出できな

かった。

3 X 2間の側柱建物跡である。平面形は長方形で

ある。規模は桁行6.30m、梁行4.20m、面積26.46m'

である。主軸方向は、 N-81°-Eで、やや北に偏し

ている。柱間間隔は桁行2.10m、梁行2.10mで、等

間隔である。

柱穴の形態は基本的には楕円形だが、 P2・ 5・ 

7はL字形である。規模は長軸46~66cm、短軸

33~46cmである。 L字形のものも特に大型というわ

けではない。深さは30~54cmである。掘り方の底面

はいずれも平坦である。覆土は 1• 2層が柱の抜き

取り後の自然堆積層、 3層が掘り方である。柱は全

て抜き取られている。

遺物は土師器杯と実測不能な土師器甕・壺、須恵

器甕が出土している。いずれも小破片、時期は 7惟

紀である。重複関係からは混入である可能性が高い。

遺構の時期は、重複関係から 8• 9世紀としておき

たい。
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第212図 第62号掘立柱建物跡・出土遺物

第115表 第62号掘立柱建物跡出土遺物観察表

番1号［こ器師種杯［：3f:I ロデ I 底径：ばE 上 I t尭3成 1 色茶褐調 1 残~IP 5 

備 考

第61号掘立柱建物跡（第211図）

調査区の北東側、 B• C-31グリッドに位置する。

第55• 65号掘立柱建物跡、第10号溝跡と重複関係に

ある。第10号溝跡との新旧は、溝跡を先に掘削して

しまったため、確認できなかった。建物跡とは、柱

穴同士の直接の重複がなく、新旧は不明である。付

近にはやや離れた位置に、第27• 28 • 68号掘立柱建

物跡がある。

3 X 1間の南北棟の側柱建物跡である。平面形は

長方形である。規模は桁行5.70m、梁行3.40m、面

積19.38面である。主軸方向は、 N-2"-Wで、ほぼ

南北である。柱間間隔は桁行1.90mで等間隔、梁行

3.40mで等間隔である。屋根構造は切妻ではなく、

片屋根等の構造になると考えられる。

柱穴の形態は円形である。規模は長軸30~36cm、

短軸22~33cmで、ほぼ同規模である。深さは18~48

cmである。掘り方の底面は、 P5を除き平坦である。

覆土は 1層が柱の抜き取り後の自然堆積層、 2層が
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掘り方の崩落土である。柱は全て抜き取られている。

遺物は、図示不能な土師器甕、須恵器杯が出土し

ている。時期は不明である。

第62号掘立柱建物跡（第212図）

調査区の北側、 B-22グリッドに位置する。第

139~141号住居跡、第29• 63号掘立柱建物跡と重複

関係にある。第140・141号住居跡より新しく、第139

号住居跡、第29• 63号掘立柱建物跡より古い。付近

には、第19• 29 • 30 • 54 • 58~60 • 64号掘立柱建物

跡がある。北西コーナーの柱穴は、第139号住居跡の

掘り込みの中にあり、検出できなかった。

2 X 2間の側柱建物跡である。平面形は正方形で

ある。規模は桁行4.00m、梁行4.00m、面積16.OOm2

である。主軸方向は、 N-1 °-Eで、ほぼ南北であ

る。柱間間隔は桁行2.00m、梁行2.00mで等間隔で

ある。

柱穴の形態は円形である。規模は長軸32~41cm、

短軸26~38cmで、ほぼ同規模である。深さは34~65

cmで、北側のものの方力刈架めである。掘り方の底面

は、いずれも平坦である。覆土は 1• 2層が柱の抜

き取り後の自然堆積層、 3層が掘り方である。柱は

全て抜き取られている。

遺物は、辛うじて実測できるほどの 7世紀の土師

器杯の小破片、実測不能な土師器甕、須恵器杯が出

土している。重複関係からは、混入の可能性が高い。

時期は、第139• 140号住居跡の間の 8~9泄紀とす

るに留めたい。

第63号掘立柱建物跡（第213図）

調査区の北側、 A・ B-22グリッドに位置する。

第139・140・146号住居跡、第62号掘立柱建物跡、第

174 • 175号土塙と重複関係にある。第140• 146号住

居跡、第62号掘立柱建物跡より新しく、第139号住居

跡、第174・175号士壊より古い。付近には、第19• 

29 • 30 • 54 • 58~60 • 64号撮立柱建物跡がある。

3 X 2間の南北等の側柱建物跡である。平面形は

長方形である。規模は桁行7.80m、梁行4.00m、面

積31.20面である。主軸方向は、 N-1 °-Eで、ほぼ

南北である。柱間間隔は桁行2.60mで等間隔、梁行

2.00mで等間隔である。

柱穴の形態は円形もしくは楕円形である。規模は

長軸36~60cm、短軸28~45cmで、 P4・5・10がや

や大型である。深さは29~79cmで、東側のものの方

が深めである。掘り方の底面は、 P6を除き平坦で

ある。覆土は他の遺構の掘削後に遺構として認識し

たために確認できなかった。

遺物は、辛うじて実測できるほどの 8世紀後半の

土師器甕の小破片、実測不能な土師器杯・甕、須恵

器杯・蓋が出土している。時期は、第139• 140号住

居跡の間の 8~9世紀で、遺物が伴うものであるな

らば8世紀前半である可能性が高い。

第64号掘立柱建物跡（第214図）

調査区の北側、 C-22• 23グリッドに位置する。

第145・147~149号住居跡、第60号掘立柱建物跡と重

複関係にある。第149号住居跡新しく、第145・147・

148号住居跡より古い。第60号建物跡とは柱穴同士

の直接の重複がなく、新旧は不明である。付近には、

第53• 57~59 • 62 • 63号掘立柱建物跡がある。

3 X 2間の南北棟の側柱建物跡である。平面形は

長方形である。規模は桁行6.00m、梁行4.00m、面

積24.00面である。主軸方向は、 N-2 °-Eで、ほぼ

南北である。柱間間隔は桁行2.00m、梁行2.00mで

等間隔である。

柱穴の形態は円形もしくは楕円形である。規模は

長軸39~56cm、短軸34~50cmで、 P3・6がやや大

型である。深さは57~82cmで、 P8・9が深いほか

は60~70cmほどである。掘り方の底面はいずれも平

坦である。覆士は 1層が柱痕、 2• 3 • 5層が掘り

方、 4層が柱抜き取り後の自然堆積層である。p1. 

3とも柱痕が認められるが、上部に 4層が流れ込む

ことから、下部のみ抜かずに放置したと考えられる。

遺物は、辛うじて実測できるほどの 7惟紀中葉の

土師器杯、 9世紀の須恵器皿の小破片、実測不能な

土師器杯・甕・台付甕、須恵器杯が出土しているが、

本建物跡に伴うかは不明である。土器以外にも凝灰
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第213図 第63号掘立柱建物跡・出土遺物

第116表 第63号掘立柱建物跡出土遺物観察表

番号 1 器 種 1日径 1器高 1底径 1 胎土 I焼成I色調 I残率 備 考

1 I土師小型甕I03.0l I 4.3 ADE ー 褐 10 IP 9 
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第117表 第64号掘立柱建物跡出土遺物観察表

口種：三］rn：肌ここ］全cm土旦j8：こ］］：心］
備 考
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第215図 第65号掘立柱建物跡・出土遺物

第118表 第65号掘立柱建物跡出土遺物観察表

番号 器 種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残率 備 考

1 土 師 昇； (12.0) 2.3 ADE 2 荼褐 5 p 4 

2 土 師 況； (11.0) 2.2 ADE 3 橙褐 5 p 1 

3 土 師 杯 (15.0) 3.5 ADE 2 橙褐 10 p 4 

岩製の砥石が出土している。 4面ともよく使い込ま

れている。時期は、重複関係から 8• 9世紀として

おきたい。

第65号掘立柱建物跡（第215図）

調査区の北東側、 C-31グリッドに位置する。第

61号掘立柱建物跡、第10号溝跡、第53号井戸跡、第

202号土壊と重複関係にある。建物跡とは、柱穴同士

の直接の重複がなく、新旧は不明である。第10号溝

跡との新旧は、溝跡を先に揖り下げてしまったため、

調査では確認できなかったが、出土遺物等からは本
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第216図第66号掘立柱建物跡

建物跡が新しい可能性が高い。井戸跡・土壊は本建

物跡より新しい。遺構の北西ー南東方向の対角線上

に当たる部分は、撹乱により大きく壊されている。

付近には、第27• 28 • 55 • 68号掘立柱建物跡がある。

2 X 2間の側柱建物跡である。平面形は長方形で

ある。規模は桁行4.40m、梁行3.60m、面積15.84m'

である。主軸方向は、 N-6'-Wで、ほぼ南北であ

る。柱間間隔は桁行2.20mで等間隔、梁行2.00mで

等間隔である。

柱穴の形態は円形である。 P2以外は複数の掘り

込みが認められ、複合した形態になっている。規模

は長軸37~76cm、短軸36~66cmで、数値が大きいも

のは径40cm前後の複数の掘り込みが見られるもの

である。深さは30~54cmで、 P3 • 5 • 7が浅めで

ある。掘り方の底面は、 P4・6を除きいずれも平

坦である。覆上は 1層が柱痕、 2 • 3層が掘り方で

ある。柱の処理方法は、覆土を確認したものが限ら

れるため確実ではないが、 P3・4のように柱痕が

認められるものは抜き取られず、 P2のように 1層

に崩れが見られるものは抜き取った可能性がある。

平面形や覆土の状況から、建て替えが行われたと考

えられる。

遺物は、辛うじて実測できるほどの 7世紀.8世

紀前半の土師器杯、実測不能な土師器杯・甕が出士

している。時期は、不明だが、遺物が伴うものであ

るならば8世紀以降とできようか。

第66号掘立柱建物跡（第216図）

調査区の北側、 B-28グリッドに位置する。第

208 • 209号土壊と重複関係にあり、本建物跡の方が

古い。付近には掘立柱建物跡がなく、最も至近な第

67 • 68号も20~30mほど離れている。また、ピット

が多数検出されている。
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4 暗褐色土ローム粒多塁

5 黒褐色土 ローム粒を僅かに含む

汽鷹

第217図 第67号揺立柱建物跡

3 X 2間の南北棟の総札主建物跡である。乎面形は 第67号掘立柱建物跡（第217図）

長方形である。規模は桁行5.10m、梁行3.40m、面

積17.34面である。主軸方向は、 N-Sで南北であ

る。柱間間隔は桁行1.70m、梁行1.70mで等間隔で

ある。 P5・6・9・10~12は軸線からやや外れて

いる。

柱穴の形態は円形もしくは楕円形である。規模は

長軸23~45cm、短軸22~33cmで、 P4・8・10はや

や大型である。深さは20~58cmで幅がある。p9. 

10 • 12は深く、それ以外は20~30cmの深さである。

掘り方の底面は、いずれも平坦である。覆土の状況

は確認できなかった。

遺物は、実測不能な土師器甕、須恵器蓋の小破片

が出土している。時期は不明である。

調査区の北側、 B-26グリッドに位置する。第182

号住居跡、第56号井戸跡、第34号溝跡、第189・190・

192 • 194 • 195 • 224 • 229号土墳と重複関係にある。

いずれとの新旧も確認できず、不明である。付近に

は掘立柱建物跡がなく、最も至近な第31• 66号も

20~30mほど離れている。また、ピットが多数検出

されている。

2 X 2間の西庇の側柱建物跡である。身舎の平面

形は正方形である。規模は桁行4.00m、梁行4.00m、

面積16.OOmてある。主軸方向は、 N-89°-Eで、ほ

ぼ東西である。柱間間隔は桁行2.00m、梁行2.00m

で、等間隔である。庇との柱間間隔は、 2.00mであ

る。
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第218図第68号掘立柱建物跡

柱穴の形態は円形もしくは楕円形である。規模は

長軸34~50cm、短軸23~37cmである。深さは20~88

cmと幅がある。遺構の東側のものが深めである。規

模の大小との関係は不明瞭である。掘り方の底面は

いずれも平坦である。覆土は 1層が柱の抜き取り痕、

2 ~ 5層は掘り方である。

遺物は、実測不能な土師器杯・甕の小破片が出土

している。時期は不明である。

第68号掘立柱建物跡（第218図）

調査区の北側、 C-29• 30グリッドに位置する。

第10号溝跡と重複関係にあるが、新旧は不明である。

付近には掘立柱建物跡がなく、最も至近な第65• 66 

号も20~30mほど離れている。

1 X 1間の南庇の建物跡である。身舎の平面形は

正方形である。規模は桁行2.20m、梁行2.20m、面

積4.84面である。主軸方向は、 N-1 °-Eで、ほぼ

南北である。柱間間隔は桁行2.20m、梁行2.20mで、

等間隔である。庇との柱間間隔は1.20mである。

柱穴の形態は円形もしくは方形である。規模は長

軸28~40cm、短軸23~38cmである。深さは24~50cm

と幅がある。 P1 • 6は深めである。掘り方の底面

はいずれも平坦である。覆土の状況は確認できな

かった。

遺物は出土せず、時期は不明である。

第69号掘立柱建物跡（第219図）

調査区の北側、 D-25グリッドに位置する。第10

号溝跡と重複関係にあるが、新旧は確認できなかっ

た。付近には、第49• 51 • 52号掘立柱建物跡がある。

また、東側 4mに第 6号柵列跡が平行している。

2 X 2間の側柱建物跡で、平面形は正方形である。

規模は桁行4.40m、梁行4.40m、面積19.36面であ

る。主軸方向は、 N-4°-Wで、ほぼ南北である。柱

間間隔は桁行2.20m、梁行2.20mで等間隔である。

柱穴の形態は円形である。 P2 • 6 • 7以外は複

数の掘り込みが認められ、複合した形態になってい

る。柱穴の形態は円形もしくは楕円形である。規模
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第219図 第69号掘立柱建物跡・出土遺物

第119表 第69号掘立柱建物跡出土遺物観察表

ロ］器::種:]]]1::I: : I底径1: 色調 I残率 備 考

2

2

 

8

1

 

p

p

 

1
0
5
 

褐

褐

は長軸41~91cm、短軸36~52cmで、数値が大きいも

のは径40~50cmの複数の掘り込みが見られるもの

である。深さは35~45cmである。 P3・4以外は、

掘り方の底面が平坦である。覆土は、 1層が柱痕、

2 ~ 6層が掘り方である。平面形、覆土の状況から、

建て替えが行われたと考えられる。

遺物は、土師器杯、実測不能な土師器杯・甕の小

破片が出土している。時期は不明である。
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(3) 溝跡

大寄遺跡II区で検出された溝跡は全部で34条で

ある。そのうち第 2~4号溝跡は『大寄遺跡 I』で

報告済みである。今回報告する範囲には31条の溝跡

が検出されている。溝跡の流水方向は、調査範囲の

高低差から、北→南、東→西である。溝跡は、規模

が大きく、数条に分岐しながら、調査区を横断する

水路と考えられる溝跡（第10・13号溝跡）、東西南北

に沿って直線的にのびる区画溝、中肌以降の道路状

遺構と思われる溝跡（第 1号溝跡）、用途不明な溝跡

などに分けられる。特に注目されるものとしては、

第11号掘立柱建物跡の区画溝である第18• 30号溝跡

が挙げられる。

第 1号溝跡（第220図）

F-19~24、H-24、G-16~18、F-17~19グ

リッドに位置する。第227• 228 • 230 • 232号住居跡、

第40号掘立柱建物跡、第10号溝跡と重複関係にあ

り、本溝跡が最も新しい。

溝跡の西部は『大寄遺跡 I』で報告した。本書で

報告する部分は、東西方向に掘られているが、 F-

21グリッド付近で弧を描いて、東北東へ向きを変え

ている。溝跡は 2条の溝が途切れながらも平行して

いる。北側は、長さ6.00m、輻0.40~0.90m、深さ

0.22mである。 H-24グリッド付近で二股に分岐し

ている。南側は、長さ26.0m、輻0.35~1.70m、深

さO.llmである。弧を描き始めるあたりで立ち上が

る。

溝跡底面に部分的だ力苅厠化面が認められ、道路と

しての使用が考えられることは、前回報告のとおり

である。周辺から検出された第28• 29 • 31号溝跡は、

本溝跡に平行しているので、伴う可能性がある。

遺物は出土しなかった。

第 5号溝跡（第221図）

A-28グリッドに位置する。第91~93• 255 • 256 

号土壊と重複関係にあるが、新旧は不明である。

溝跡は東西方向に掘られているが、 A-28グリッ

ド付近では確認できなかった。又、西端は土壊と重

／ 

S031 

A旦．10 —土'

二
B 54.10 

C_5_4 00 __.E,' 

言言二言冒言言
D 54.00 

1 2 

SD31 

1 暗灰色土焼土粒・ローム粒を僅かに含む

2 暗灰褐色土 ロームプロック多塁

SD1 

こ

B' 

D'E54,00 E' 

言こ

O 2m 
| 1 i i ：器o 2 m 

第220図溝跡(I)

複している。長さは途切れている部分を含めて、

7.94m、輻0.60m、深さ0.14mである。

遺物は出土しなかった。
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第 6号溝跡（第221図）

C•D-25グリッドに位置する。西側に、第188号

住居跡がある。

南北方向に掘られているが、途中で東へ直角に曲

がっている。長さ南北6.50m•東西2.40m、輻0.46

m、深さ0.06mで、非常に浅い。周辺の遺構との関

係は見出せず、その性格は不明である。

遺物は少量で土師器甕・杯、須恵器の破片が出土

したが図示できなかった。時期は不明である。

第 7号溝跡（第221図）

I-16~19グリットに位置する。

真北と直交する東西方向に掘られている。長さ

22.80m、輻0.60m、深さO.llmである。北側に、軸

方向がN-Sになる掘立柱建物跡群が分布してお

り、本溝跡はこれらに関連する区画溝と考えられる。

遺物は少量で、土師器の小破片が出土したのみで、

器種や時期は不明である。溝跡の時期は掘立建物跡

群と同時期と考えられ、 8世紀頃である。

第 8号溝跡（第221図）

K • L-13~14グリッドに位置する。第 9• 10号

溝跡と重複関係にあり、本溝跡がもっとも古い。

溝跡は南北方向に掘り込まれていて、南側は、調

査区域外へ延びている。長さは13.80m、輻0.70m、

深さ0.23mである。

遺物は、調査時に第 8• 9号溝跡出土のものを図

示した（第233図1~ 8)が、どちらの溝跡に属する

かを完全に分離することはできなかった。ここで、

これらの遺物について見ると、第 9号溝跡から出土

する土師器杯は北武蔵型が主体的である。 1はそれ

以前の杯なので、第 8号溝跡に属する。この杯の時

期を採るならば、時期は 6世紀末である。

第 9号溝跡（第222図）

J ~M-14、 M•N-15、 N•0-16、 0~ Q -17、

Q~R-18グリッドに位置する。第254• 256号住居

跡、第 8• 10 • 12~14号溝跡と重複関係にあり、第

254号住居跡より新しく、第256励住居跡・第13号溝

跡よりも古い。他の遺構との関係は不明である。

調査区西側を中央部から南部にかけて掘られた長

い溝跡である。南北方向に掘られているが、途中で、

北西ー南東方向に向きを変えている。北側は水路に

よって壊され、 0-16グリッドで二股に分かれてい

る。交差する第10号溝跡より北側は幅広く、南側は

狭くなっている。長さ95.lOm、幅0.40~2.78m、深

さ0.14~0.30mである。J-14グリッドにピット状

の掘り込みが認められる。この掘り込みは深さ1.00

mあり、この溝跡に水を流すための溜井のような機

能をはたしていたと考え、溝の一部とした。

遺物は土師器杯・壺（第233図1~15)が出土して

いる。 1~ 8は第 8号溝跡と本溝跡から出土したも

ので、 9~15は本溝跡から出土したものである。前

述のように、 2~8は本溝跡に伴う遺物と考えられ

る。模倣杯もあるが、北武蔵型杯が主体的である。

15は日縁部の一部が内側に曲がった状態のものであ

る。意図的に曲げたというよりも、歪んだものをそ

のまま焼成し、使用していたと考える。時期は 7世

紀後半である。

第10号溝跡（第223~226図）

調査区中央部を北東から南西に横断している、最

も規模が大きい溝跡である。溝跡は、主流と 2本の

支流で構成されている。そのため、位置するグリッ

ドや重複遺構などが多く煩雑になる。そこで主流を

A、支流を B~Dとし、別々に報告することにした

しヽ。

第lOA号溝跡は、 D-29~33、E-27~29、F

-25~27、G-24・ 25、H-22~24、 I-21~23、

J-19~21、K-16~19、L-14・ 15グリッドに位

置する。第11• 15号掘立柱建物跡、第 1• 8 • 9 • 

11号溝跡、第106号土壊と重複関係にあり、第11・15

号掘立柱建物跡•第 1 号溝跡・第106号土壊より古い。

他の遺構との関係は不明である。

南西ー北東方向に掘り込まれていて、両端は調査

区域外へ延びている。長さ214.80m、輻1.40~2.10 

m、深さ0.42~0.54mである。西端は5.40X9. 20m 

の不整形に掘り込まれている。この部分に、第 8.
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1 暗青灰色土砂礫 (1~5mm大）多量、

ローム粒を含む

2 青灰色土 ローム粒多塁、砂を含む

3 暗灰色砂砂質、ローム粒を含む
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プロックを含む
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11 黒色土ロームプロック少量、粘性強

12 暗褐色土 ローム粒•砂粒少塁

13 淡青灰色土砂質

SD!OB • C 

1 暗灰色土 ローム小プロック少塁、炭化物・焼土

粒若干

2 暗褐色土 ローム小プロックを鹿の子状に含む、

ロームプロック多塁

3 黒色土焼土粒を僅かに含む、しまりあり

4 灰色土 ローム粒を僅かに含む、粗粒の砂質

5 褐灰色土 ローム粒・炭化物粒多呈

6 暗灰色土黄灰色士プロック多量

7 暗灰色土 ローム小ブロックを鹿の子状に含む

8 明灰色土 口＿ム小ブロック多塁

9 灰白色土ローム粒•砂多塁

10 灰褐色土 ローム粒を僅かに含む、粗粒の砂質

11 黒褐色土砂質微粒により構成

12 暗灰色土砂質粗粒により構成

13 灰白色土 ローム粒を含む

14 灰褐色土 ローム粒・細砂粒を含む

15 暗灰色土 ローム粒・ロームブロック・砂多塁

SD!OD 

1 黄灰白色土 ローム粒多塁

2 灰褐色土ローム粒•砂礫(1~3mm大）を含む

3 灰白色土ロームプロック(1~5cm大）主体、

シルトを含む

4 灰褐色土砂質、ローム粒・ロームプロック多呈

5 黄灰色土ローム粒•砂礫(1~2mm大）を含む

6 暗青灰色土 黒褐色土プロック多嚢、シルトを含む

7 灰褐色土 シルト質、ローム粒多呈

8 黄白色土砂礫(1~2mm大）主体、

ローム粒を含む

9 灰褐色土砂礫(1~5mm大）多星

10 暗黄色土 ローム粒・ロームプロック多塁

5m 
1'200 

第223図溝跡（4)
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9 • 11号溝跡も流れ込んでいる。

第lOB・D号溝跡は、 C-25~33、D • E-25、

F • G-24グリッドに位置する。第186• 187 • 218号

住居跡、第52• 55 • 61 • 65 • 68 • 69号掘立柱建物跡、

第51号井戸跡、第126• 131 • 136 • 137 • 140 • 202 • 

226・227号土壊と重複関係にあり、第218号住居跡よ

り新しく、第186• 187号住居跡、第126• 136 • 137号

土塙より古い。

G-24グリッドで、第lOA号溝跡から分岐して、

第lOC号溝跡と交差しながら、北北東へ掘られてい

る。その先は、 C-26グリッドで東へ屈曲し、 C-30

グリッドで再び第lOC号溝跡と重なり、第33号溝跡

へ続く。長さ124.0m、幅0.40~0.90m、深さ0.50m

である。

第lOC号溝跡は、 C-30、D-27~30、E-26・

27、F-24~26、G-24、H-23• 24、I-21 • 22 

グリッドに位置する。第202号住居跡・第51号掘立柱

建物跡・第 1号溝跡・第128号土壊と重複関係にあり、

第1号溝跡より古い。他の遺構との関係は、不明で

ある。

C-30グリッドで第lOB号溝跡から分岐し、南西

方向へ蛇行しながら掘られている。 G-24グリッド

で第lOB号溝跡と交差しなから、 H-23グリッドで

第lOA号溝跡に合流し、 I-22グリッドで再び分岐

する。長さは88.50m、輻0.30~0.50m、深さ0.28

mである。支流の前後関係は、 H-Hでは、第10D

号溝跡よりも第lOC号溝跡の方が新しい。 B-B'及

びG-Gては、明確な切り合いは認められなかっ

た。

遺物の出土位置からは、各溝跡の時期差はみられ

なかった。遺物は土師器杯・皿・壺・甕、須恵器蓋・

高台付杯・壺・甕、常滑甕、磨石（第234図～第237

図）が出土している。土師器北武蔵型杯が主体的で、

その出土量は全体で最も多く、図示したものだけで

50点近くに及ぶ。 1 ~50は土師器杯・皿である。 1

~ 3は模倣杯で 7憔紀前半のものである。 4~46は

北武蔵型杯である。 47は内面に放射状暗文が施され

ている。 49は丸底の皿、 50は平底の皿である。 51~57

は須恵器である。末野産が多いが、湖西産、南比企

産、秋間産も見られる。 58~69は土師器壺・甕であ

る。 70は常滑の大甕の底部で、混入である。 71は磨

石である。時期は 7憔紀中葉から後半である。

第11号溝跡（第221図）

L-14グリッドに位置する。第10号溝跡と重複関

係にあり、出土遺物より本溝跡の方が古いと考えら

れる。

北西ー南東方向に掘られている。長さ6.10m、輻

0.50~1.64m、深さ0.70mである。輻は北西に行く

ほど広くなる。

遺物は、土師器杯。甕が出土しているが、小破片

のため図示できなかった。杯は模倣杯で、 6槻紀末

のものと思われる。

第12号溝跡（第222図）

L-15、M-13~15グリッドに位置する。第 9号

溝跡、第33号井戸跡と重複関係にあり、本溝跡が最

も古い。

東西方向に掘られている。西側は調査区域外へ延

び、東端は二股に立ち上がっている。長さ13.60m、

幅0.68~2.10m、深さ0.31mである。

遺物は出土しなかった。

第13号溝跡（第227~229図）

調査区南側を東西方向に横断する溝跡である。第

10号溝跡と同様に規模が大きい。調査区南東部で 3

条に掘られているが、 N-17グリッドで 1条にまと

まっている。北からA・B・Cとして、報告する。

第13A号溝跡は、 I-28~32、J-24~28、K

-22~24、L-18~22、M-15~19、N-14~17グ

リッドに位置する。第256号住居跡、第12・13号掘立

柱建物跡、第 9• 14 • 32号溝跡、第134号土壊と重複

関係にあり、第256号住居跡、第12・13号掘立柱建物

跡、第 9• 32号溝跡よりも、本溝跡の方が新しい。

他の遺構との関係は不明である。

東部は東西方向に掘られており、 L-28グリッド

で、北東ー南西方向に向きを変えて、 N-17グリッ
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F 54.20 F' 
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G 54.50 ー：

□ 
SD13 

1 黒褐色土砂質、ローム粒を含む

2 暗褐色土砂質、ローム粒やや多塁

3 暗褐色土砂質、ロームプロック多塁

4 黒色 土 ローム粒・ロームプロック・砂粒・炭化材を

含む

5 黒色土 ローム粒・ロームプロックやや多塁、砂粒

炭化材を含む

6 黒褐色土 ローム粒・ロームプロック多呈、砂粒・炭化

材を含む

7 黒色土黒色土を含む

8 淡青灰色砂黒褐色土を僅かに含む

9 青灰色土砂多呈

10 青灰色土砂大塁

11 青灰色砂

0 2m ：ー→ 叫器

第228図溝跡(9)
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第230図溝跡(II)

ドで第13B• C号溝跡と合流する。長さは、合流部 で第13C号溝跡と、 N-17グリッドで第13A号溝跡

を含めて161.45m、幅0.30~3.20m、深さ0.40～ と合流する。長さは、合流部分も含めて98.3m、幅

0.50mである。

第13B号溝跡は、 M-15~17、N-14~24グリッ

ドに位置する。第256• 259号住居跡、第 9・14・17

号溝跡と重複関係にあり、第256• 259号住居跡、第

9 • 17号溝跡よりも、本溝跡の方が新しい。第14号

溝跡との関係は不明である。

東端は調査区域外へ延びている。 N-20グリッド

1.49~3.30m、深さ0.59~0.70mである。

第13C号溝跡は、 M-15~17、N-14~21、0

-20~23グリッドに位置する。第259号住居跡、第

9・14・17号溝跡と重複関係にあり、第259号住居跡、

第9• 17号溝跡よりも、本溝跡の方が新しい。第14

号溝跡との関係は不明である。長さ101.00m、輻

0.87~3.30m、深さ0.40~0.55mである。
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第231図

合流部分はN-14、N•M-15~17グリッドに位

置する。第256号住居跡、第 9• 14号溝跡と重複関係

にある。長さは、 33.3m、輻3.70mである。

遺物は士師器杯・甕、須恵器高台付椀・甕、須恵

質埴輪、埴輪のミズラと思われる小破片、砥石、土

錘などの古代以前のものと、染付椀、すり鉢、焙烙、

など近世のものが出土している。図示した遺物は須

恵質埴輪（第233図16)のみである。溝跡の時期は、

近世と考えられる。

溝跡(12)

第14号溝跡（第222図）

N-16グリッドに位置する。第 9• 13号溝跡と重

複関係にあるが、新旧関係は不明である。長さ6.6m、

幅0.40~0.60m、深さ0.12mである。遺物は出上し

なかった。

第15号溝跡（第230図）

Q-14 • 15、R-15~17グリッドに位置する。調

査区内で最も南西に位置する溝跡である。

北西ー南東方向に掘られている。長さ33.50m、幅

0.68m、深さ0.10mである。
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溝跡(13)

遺物は土師器杯・甕、須恵器甕の小破片が出士し

たが、図示できるものはなかった。時期は、土師器

が 6世紀末のもの、須恵器甕は 8世紀代のものであ

ることから、下限を 8世紀とする。

第16号溝跡（第222図）

0-17グリッドに位置する。北西ー南東方向に掘

られており、長さ6.50m、幅0.45m、深さ0.26mで

ある。遺物は出土しなかった。

第17号溝跡（第230図）

0-20グリッドに位置する。第262・263号住居跡・

第13号溝跡と重複関係にあり、第13号溝跡よりも古

く、住居跡との関係は不明である。

北東ー南西方向に掘られているが、北東端は第13

号溝跡に、南西端は撹乱に、中央部は住居跡にそれ

ぞれ壊されている。長さ11.40m、幅0.36m、深さ

0.40mである。

遺物は土師器甕の破片が出土している。時期は不

明である。

第18号溝跡（第230図）

J -15 • 16グリッドに位置する。

東西方向に掘られている。長さ6.63m、幅0.40m、

深さ0.50mである。

本溝跡の東南にある、南北方向に走る第30号溝跡

と対になっていると思われる。又、第11号掘立柱建

物跡が、 これらの溝跡の内側に軸を同じくして位置

することから、両溝跡はこの掘立柱建物跡に付属す

る区画溝と考えられる。遺物は出土しなかった。

第19号溝跡（第230図）

K-17 • 18グリッドに位置する。第10• 13号溝跡

の間に位置し、第10号溝跡と平行している。

東北東ー西南西方向に掘られている。長さ19.30

m、幅0.47m、深さ0.32mである。

遺物は土師器台付甕（第233図17)が出土してい

る。 17は口縁部のくびれがなく鉢状である。胎土に

は、砂粒が多最に含まれている。時期は 7世紀前半

である。

第20号溝跡（第230図）

K-18 • 19、L-18グリッドに位置する。

東西方向に掘られているが、西端は南に、東端は

北に曲がっている。長さ15.00m、幅0.30~0.60m、

深さ0.28mである。遺物は出土しなかった。

第21号溝跡（第227図）

L-22グリッドに位置する。第13号溝跡の南側に

平行している。

東北東ー西南西方向に掘られている。長さ9.80

m、幅0.35~0.80m、深さ0.07mである。規模が小

さく、深さも極端に浅い。遺物は出土しなかった。
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第120表溝跡出土遺物観察表

番号 器 種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残率 備 考

1 土 師 杯 (12.2) 4.9 ADE 2 橙褐 25 SD 8 • 9 
2 土 師 坑 (11 2) 3.1 ADE 2 橙褐 30 SD 8 • 9 

3 土 師 杯 00.0) 2.7 AE 2 橙褐 25 SD 8 • 9 
4 土 師 杯 (11.0) 3 6 ADE 1 褐 55 SD 8 • 9 
5 土 師 杯 10.0 3.4 DEH 1 赤褐 80 SD 8 • 9 

6 土 師 杯 (12.0) 3.5 AE 2 橙褐 20 SD 8 • 9 

7 土 師 皿 (18.0) 3.3 ADE 2 橙褐 25 SD 8 • 9 

8 土 師 壺 (22.4) 10.4 ADEH 2 橙褐 40 SD 8 • 9 ， 土 師 杯 (11 4) 3.3 ADE 1 赤褐 20 SD 9 

10 土 師 杯 (12.0) 3.5 ADE 2 明褐 40 SD 9 

11 土 師 杯 (13.0) 3 8 ADEJ 1 赤褐 45 SD 9 

12 土 師 杯 9 8 3.3 DE 2 褐 60 SD 9 G-15G 

13 土 師 杯 (13.2) 3 4 ADE 1 褐 20 SD 9 G-15G 

14 土 師 杯 13.6 4.4 BDEH 1 赤褐 75 SD 9 G-15G 

15 土 師 杯 (11.6) 3.4 DE 1 橙褐 40 SD 9 日縁部にゆがみあり

16 円筒埴輪 7.1 BEK 3 灰 20 SD13 須恵質未野産

17 土師台付甕 (14.0) 10.9 ABEU 2 褐 20 SD19 

18 土 師 杯 (12.0) 2.5 ADE 2 褐 10 SD22 

19 ロクロ高台椀 (8.6) 1.6 AE 2 荼褐 5 SD22 高台のみ

20 土 師 杯 10 2 3.5 DEJ 1 赤褐 60 SD23 No. l 

21 土 師 杯 (12.6) 3.1 DEH 2 明褐 10 SD23 

22 土 錘 長32cm 輻1.35cm 孔径0.4cm 重さ5.27g DE 2 暗褐 95% SD23 

23 ＂吊じ 滑 壺 5.3 (7.0) EJ 2 

24 土 師 杯 (11.8) 3.9 DEH 1 

25 土 師 杯 (13 0) 3.8 AEJ 2 

第22号溝跡（第231図）

A~D-24グリッドに位置する。第169号住居跡・

第31号掘立柱建物跡・第23号溝跡・第98号土壊と重

複関係にあり、住居跡・掘立柱建物跡よりも新しい。

第23号溝跡・土壊との関係は不明である。

南北方向に掘られており、第23号溝跡と平行して

いる。北側は、調査区域外に延び、数ヶ所で途切れ

ている。途中で途切れている部分も含めて、長さ

29. 70m、輻0.28~1.10m、深さ0.19mである。

遺物は土師器杯・ロクロ土師器高台付椀の高台部

（第233図18・19)が出土している。ロクロ土師器が

出土していることから、 10~11槻紀と考えられる。

第23号溝跡（第231図）

A~C-24 • 25、D-24グリッドに位置する。第

31号掘立柱建物跡、第22号溝跡、第99号土壊と重複

関係にあり、掘立柱建物跡よりも本溝跡のほうが新

しい。他の遺構との関係は不明である。

南北方向に掘られていて、第22号溝跡と平行して

暗灰

橙褐

褐

30 SD24 No. 9 集石部

20 SD27 

10 SD33 

いる。北側は第22号溝跡と同じく、調査区域外へ延

びている。途切れ途切れの複数の溝が、連なって構

成されている。長さ31.80m、輻0.33~0.88m、深さ

0.30mである。

遺物は土師器杯、土錘（第233図20~22)が出土し

ている。 20• 21は7性紀後半のものである。他にロ

クロ土師器高台付椀が出土しているが、図示できな

かった。時期は第22号溝跡と同時期で、 10世紀～11

椛紀と考えられる。

第24号溝跡（第231図）

A・ B-25グリッドに位置する。第180居住居跡、

第25号溝跡、第95・151号土堺と重複関係にあり、第

180号住居跡よりも本溝跡のほうが新しく、他の遺構

との関係は不明である。

南北方向に掘られており、北側は調森区域外に延

びている。長さ7.63m、幅0.84m、深さ0.18mであ

るが、西端は長さ2.80m、輻1.95mの方形に拡がっ

ている。
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第237図 第10号溝跡出土遺物(4)

遺物は方形部から常滑の壺（第233図23)が出土

し、所謂、三筋壺の底部と考えられる。 13世紀後半

のものである。 この部分からは、礫が2ヶ所集中し

て出土しているが、性格は不明である。

第25号溝跡（第231図）

A・ B-25グリッドに位置する。第180号住居跡、

第24号溝跡、第95号土壊と重複関係にあり、住居跡

よりも新しく、その他の遺構との関係は不明である。

確認面より、上面にあったが、調査区の壁にその断

面が確認されて、 その存在が認識できた。溝跡の輻

は0.70mと計測できたが、その他は不明である。

遺物は出土しなかった。

第26号溝跡（第231図）

A~C-29グリッドに位置する。第27号溝跡、第

207 • 270号土壊と重複関係にあるが、新旧は不明で

ある。

南北方向に掘られており、北側は第27号溝跡に壊

されている。長さ9.50m、幅0.60~0.89m、深さ0.03

mである。遺物は出土しなかった。

第27号溝跡（第231図）

A~C-29グリッドに位置する。第26• 34号溝跡

と重複関係にある。新旧は不明である。

南北方向に掘られている。南から8.15m付近で二

股に分かれて、北側は調査区域外に延びている。長

さ18.20m、輻0.38~1.53m、深さ0.05~0.24mであ

る。

遺物は 6泄紀～ 7世紀初頭の土師器杯（第233図

24)が出土しているが、瀬戸の揺鉢など中世の遺物

が主体的に出土している。中世のものは図示できな

かった。本溝跡の時期は中泄以降と考えられる。

第28号溝跡（第220図）

F-20グリッドに位置する。

東西方向に掘られており、第 1号溝跡と平行して

いる。長さ3.70m、幅0.40m、深さ0.04mである。

掘り込みは非常に浅い。第 1号溝跡に付属する溝の

可能性がある。遺物は出土しなかった。
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第121表 第 10号溝跡出土遺物観察表

番号 器 柿 日径 器高 底径 胎 上 焼成 色 調 残率 備 考

1 l: 師 昇： (15. 0) 3 5 BE 1 暗褐 20 SDlO C-32G 

2 t 師 杯 11 7 4 0 ADE 2 荼褐 50 SDlO 

3 土 師 均； (13.0) 3 8 ADH 2 橙褐 20 SDlO C-32G 

4 上 師 杯 (9 6) 3.1 ADE 2 明褐 30 SDlO No. 7 黙斑あり

5 土 師 杯 (9.8) 3 0 DE 2 橙褐 75 SDlO 

6 t 師 昇； (9.4) 2 9 DEH 2 橙褐 60 SDlO 

7 上 師 杯 10 0 3 2 DEH 2 明褐 90 SDlO I No. 5 

8 上 師 杯 10.6 3 4 DE 2 明褐 100 SDlO No. 2 内面に油煙あり

， 七 師 杯 (9 8) 3.0 DE 1 柑褐 30 SDlO 

10 土 師 均； 9.8 2 3 ADE 2 橙褐 95 SDlO I 

11 土 師 昇； 10.0 3 3 ADE 2 橙褐 100 SDlO No.12 低部黒斑あり

12 土 師 杯 10.2 3 6 ADE 1 橙褐 100 SDlOC No. l 部分的に黒斑あり

13 土 師 昇； (11.0) 3.2 EH 2 橙褐 25 SDlO L-15G 

14 上 師 杯 11.0 3 0 ADE 1 橙褐 90 SDlOA 部分的に黒斑あり

15 t 師 杯 (11.0) 2 7 ADEH 1 褐 40 SDlOA H-24G 

16 土 師 杯 10 2 3.1 ADE 2 橙褐 100 SDlO No. l 

17 上 師 杯 9 8 3.7 ADE 1 褐 100 SDlOA No. l G-24G 

18 土 師 杯 10 8 3.6 DE 1 褐 95 SDlO 

19 士 師 均； 10.6 3 4 ADE 1 褐 95 SDlOA No. 2 G-24G 部分的に黙斑あり

20 上 師 杯 10 2 3.4 BDE 2 橙褐 90 SDlO I 

21 七 帥 杯 10.2 3.2 ADE 2 褐 90 SDlO I/ J 低部黒斑あり

22 土 師 均； 10 6 3.4 BDE 2 褐 95 SDlO 

23 土 師 杯 (11.0) 3.0 ADE J c 橙褐 25 SDlO 

24 土 師 杯 10.9 3 3 ADE 1 明褐 80 SDlO 黒斑あり

25 土 師 均； (11.2) 3.1 ADEJ 2 橙褐 30 SDlO 

26 上 師 杯 (10.4) 3.6 AD 2 橙褐 70 SDlO I/ J 

27 土 師 昇； 10 4 3.6 ADEH 3 橙褐 90 SDlO I 

28 土 師 培； (11.0) 3.6 DEH 2 明褐 30 SDlO J-19G 

29 上 師 況； 11.0 3.7 BDEH 1 橙褐 95 SDlOA H-24G 

30 士 師 杯 12.4 3.3 ADE 3 橙褐 80 SDlOJ 

31 上 師 昇； 11.0 3 3 ADE 1 橙褐 70 SDlO 

32 土 師 杯 11 2 3.7 ADE 2 褐 75 SDlO No. l / I 

33 土 師 昇： (10.6) 3 6 DEJ 1 赤褐 65 SDlO 

34 上 師 杯 (12 5) 4 0 DEJ 2 褐 70 SDlOC 外面全体に黒斑あり

35 七 師 杯 (13.8) 3 3 ADE 2 橙褐 25 SDIO 

36 土 師 坪 13.0 4.4 DH 3 橙褐 60 SDlO 

37 土 師 杯 (13.0) 4 4 DH 2 橙褐 50 SDlOB 

38 土 師 埒； 12.4 4 2 DEJ 1 橙褐 100 SDl OB No. 2 • 3 

39 上 師 況； 14.0 4 5 DEH 1 橙褐 85 SDlO No. 9 

40 土 師 杯 13.4 4 7 DE 1 橙褐 80 SDlO No. 3 

41 土 師 昇： (13.5) 4 4 ADE 2 橙褐 70 SDlO 

42 土 師 昇； 13.0 4 5 DEI 1 褐 70 SDlOB C-31G/C-31G No 7 

43 七 師 杯 12.0 4 2 BDE 1 褐 95 SDlO No. l 

44 土 師 均； 12 6 3 9 ADE 2 橙褐 100 SDlO No. 4 

45 上 師 杯 13.0 4 5 DE 1 橙褐 90 SDlO No.11 

46 土 師 昇； (17.0) 5 5 DEH 1 橙褐 20 SDlOA H-24G 口縁部にゆがみあり

47 上 師 昇； (13.0) 4 3 DE 1 赤褐 30 SDIO 内面放射状暗文

48 上 師 況； (15. O) 4.5 DEH 2 褐 20 SDlO L-15G 

49 土師器皿 (12 0) 2.3 AEH 2 橙褐 25 SDlO 

50 七師器皿 14.4 2.3 DEH 3 橙褐 85 SDlO 

51 須恵器蓋 8.7 3.2 EK 1 灰 65 SDlO 湖西産 A 

52 須恵高台椀 2.8 (9.0) BEFK 2 灰臼 20 SDlO I 南比企産 A 
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番号 器 種 ロ径 器高 底径 胎 t 焼成 色 調 残率 備 考

53 須恵器壺 5.5 BEK 1 青灰 10 SDlO 秋間産か？

54 碩恵小刑壺 10.6 ABEI 2 黄灰 90 SDIOC No. 5 末野産

55 狽 恵 珍玉栢て (16. 0) 7.2 EIK 1 灰 25 SDlO J -21/ I -21 G 末野哨

56 須 声じヽ 甕 (17 0) 6.6 BEIK 1 明紫灰 35 SDlOC No. 6 C-31G 末野産

57 須 恵 甕 11 1 EIJ 1 青灰 破片 SDlOB C-27G 木野庄

58 須 恵 甕 12.1 ABEI J つ 荼褐 65 SDlOB No. 5 末野産 平行叩き＋青海波9りて具

59 十靡iIiミニチュア 3.0 3 5 BDEJ 2 明褐 40 SDlOC 

60 上師小型壺 (9.3) 7.0 ADE 3 橙褐 25 SDIO L-15G 
61 上師小型痰 (15 6) 18.2 DE 3 暗褐 90 SDlOB No.11 (D-25G) 
62 七師小西り甕 (15.6) 12.8 DEJ 2 褐 30 SDlO No. 3 /SDlO J 
63 土 師 珈ぶ (20 0) 8 8 ADE 1 褐 20 SDlOB No. 4 

64 上 師 甕 (17 6) 9 2 ADEJ 1 橙褐 25 SDlO I 
65 +̂ 師 甕 (18 8) 10.8 ADE 1 明褐 35 SDlO I 

66 土 師 甕 5 3 5.3 BDEJ 1 褐 80 SDlO L-15G 一部に黒斑あり

67 七 師 壺 (19.6) 14 0 ADEJ 2 橙褐 35 SDlO K-16 • 17G 
68 土 帥 卜-ヨhと＝ 21 6 14 6 ADEH 3 橙褐 30 SDlO 

69 」→ 師 甕 17 0 6.3 DEHJ 2 明褐 45 SDIOB No. I 
70 常 iヽ皿n 珈寧 9 0 (20 6) BJ 1 橙 20 SDIOA No. 3 
71 磨 石 長7.5cm 輻67cm 厚さ5.3cm 重さ34349 g 角閃石安111岩 SDlOA 

第29号溝跡（第220図）

F-21グリッドに位置する。第226号住居跡と重

複関係にあり、本溝跡の方が祈しい。

東西方向に掘られており、第 1号溝跡と平行して

いる。長さ4.50m、幅0.50~1.05m、深さ0.09mで

ある。第28号溝跡と同様に、第 1号溝跡に付属する

溝の可能性がある。遺物は出士しなかった。

第30号溝跡（第230図）

K-16グリッドに位置する。

南北方向に掘られている。前述した第18号溝跡と

対になると考えられる。第11号掘立柱建物跡に付属

する区画溝である。長さ6.40m、幅0.20m、深さ0.50

mである。遺物は出土しなかった。

第31号溝跡（第220図）

F • G-22、G-23グリッドに位置する。第40号

掘立柱建物跡と重複関係にあり、本溝跡の方が新し

しヽ。

北西ー南東方向に掘られており、第 1号溝跡と平

行している。長さ12.50m、幅0.50m、深さ0.10mで

ある。第 1号溝跡に関連する溝跡の可能性がある。

遺物は出土しなかった。

第32号溝跡（第232図）

I ~L-27グリッドに位置する。第13号溝跡と重

複関係にあり、本溝跡の方が古い。

南北方向に掲られており、南側は調査区域外に延

びる。途中を水路に壊されている。長さ29.70m、幅

0.88~1.40m、深さ0.16mである。

遺物は土師器の杯・甕が出土したが、図示できる

ものはなかった。

第33号溝跡（第232図）

C-34 • 35グリッドに位置する。

溝跡の両端は調査区域外へと延びているが、西側

は第10号溝跡へ続くと考えられる。長さ10.40m、輻

4.50m、深さ0.23mである。

遺物は土師器の杯（第233図25)が出土した。時期

は、 7泄紀後半である。

第34号溝跡（第231図）

B-25~28グリッドに位置する。第181・182号住

居跡、第67号掘立柱建物跡、第27号溝跡、第

189~192 • 196 • 199 • 200 • 214 • 223号土壊と重複関

係にあり、住居跡より新しく、第27号溝跡よりも古

い。その他の遺構については不明である。

東西方向に直線的に掘られている。長さ39.60m、
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第122表溝跡一覧表

番号 グリ ツ ド 長さ 最大輻 深さ 重複遺構 備 考

1 F-19~24、H-24、G-16~18、 F-17~19 6 00 0.90 0.22 SJ227 • 228 • 230 • 232、SB40、SDlO 中世以降

5 A-28 7.94 0.60 0 14 SK91~93 • 255 • 256 不明

6 C • D-25 8.90 0.46 0.06 古代

7 I -16~19 22.80 0.60 0 11 

8 K・L-13・14 13.80 0.70 0.23 SD9。10 6C末

， ] ~M-14、 M•N-15、 N•0-16、 0~ Q -17 95.10 2.78 0.30 SJ254 • 256、SD8• 10 • 12~14 7C後

Q • R-18 

lOA D-29~33、E-27~29、 F-25~27 214 80 2 10 0.54 SBll • 15、SDl• 8 • 9 • 11、SK106 7C中～後

G-24 • 25、H-22~24、 I-21~23 

J -19~21、K-16~19、 L-14・15

lOB C-25~33、D-25、E-25、 F-24、G-24 124.00 0.90 0.50 SJ186・ 187。218、SB52• 55 • 61 • 65 • 68 • 69 7C中～後

SE51、SK126・131・136・137・140・202・226・227

lOC C-30、D-27~30、 E-26・27、 F-24~26 88 50 0.50 0.28 SJ202、SB51、SDl、SK128 7C中～後

G-24、H-23・24、 I-21 • 22 

10D G-24 3 60 0 70 0.40 7C中～後

11 L-14 6.10 1.64 0.70 SDlO 6 C末

12 L-15、M-13~15 13 60 2 10 0.31 SD9、SE33 不明

13A I -28~32、J-24~28、K-22~24 161. 45 3 20 0.50 SJ256、SB12• 13、SD9• 14 • 32、SK134 近世

L-18~22、M-15~19、N-14~17

13B M-15~17、N-14~24 98.30 3.30 0.70 SJ256 • 259、SD9• 14 • 17、 近世

13C M-15~17、N-14~21、0-20~23 101. 00 3.30 0.55 SJ259、SD9• 14 • 17、 近世

14 N-16 6.60 0 60 0 12 SD9 • 13 不明

15 Q-14・15、R-15~17 33.50 0.68 1 00 7 ~8 C 

16 0-17 6.50 0.45 0.26 不明

17 0-20 11.40 0.36 0 40 SJ262 • 263、SD13 8 ~9 C 

18 J -15 • 16 6 63 0.40 0.50 SB11に付属

19 K-17 • 18 19.30 0 47 0.32 7C前

20 K-18 • 19、L-18 15.00 0.60 0 28 不明

21 L-22 9 80 0.80 0.07 不明

22 A・ B • C • D-24 29.70 1.10 0 19 S]l69、SB31、SD23、SK98 10~llC 

23 A・ B • C-24・25、D-24 31.80 0.88 0.30 SB31、SD22、SK99 10~llC 

24 A 。B-25 7 63 0 84 0.18 S]180、SD25、SK95• 151 13C後

25 A・ B-25 0.70 SJ180、SD24、SK95 不明

26 A・ B • C-29 9.50 0 89 0.03 SD27、SK207• 270 不明

27 A・ B • C-29 18.20 1.53 0.24 SD26 • 34 中懺以降

28 F-20 3.70 0.40 0.04 不明

29 F-21 4 50 1 05 0.09 SJ226 不明

30 K-16 6.40 0 20 0 50 SBllに付属

31 F • G-22、G-23 12 50 0 50 0.10 SB40 不明

32 I • J • K • L-27 29.70 1.40 0.16 SD13 古代

33 C-34 • 35 10.40 4.50 0 23 7C後

34 B-25~28 39 60 0 60 0.28 SJ181 • 182、SB67、SD27 古代

SK189~192 • 196 • 199 • 200 • 214 • 223 

輻0.60m、深さ0.28mである。

遺物は土師器の杯・甕、須恵器の杯・甕、ロクロ

土師器が出土しているが、図示できるものはなかっ

た。

-289 



(4) 井戸跡

大寄遺跡II区から検出された井戸跡は、 60基であ

る。第 1~32号井戸跡は、『大寄遺跡 I』で報告した。

今回報岩するのは、第33号井戸跡から第60号井戸跡

の28基である。

井戸跡は、素掘りのもの、木組みのもの、石組み

のものがある。索掘りの井戸が最も多いが、それら

すべてが、使用時から索掘りだったのかは不明であ

る。中には、木組みの井戸であった可能性のあるも

のもある。

時期は古墳時代後期から中匪にかけてで、古代が

中心である。そのうち、径0.5m前後、深さ1.0m程

の小規模な井戸跡が半数を占めている。この小規模

な井戸跡は、調査区南側の低地に集中している。こ

れらの井戸跡より規模の大きい片戸跡は、調査区中

央部から北側に分布している。

特筆すべきものとしては、第37号井戸跡があげら

れる。平安時代後半のもので、方形に組まれた 7段

の井戸枠が、良好な状態で検出された。またこの井

戸跡を囲むように、同時期の住居跡が分布してい

る。

今回、計測表（第126表）に掲載した長径・短径は、

掘リあがりの状態であり、筒状のもの以外は、井戸

使用時の径とは大きく晃なる。そのような井戸は、

井戸跡下半の筒状の部分が、本来の径と考え、以下

ではその部分を「筒部」と呼称する。

第33号井戸跡（第238図）

M-14グリッドに位置する。第12号溝跡と重複関

係にあり、井戸跡の方が新しい。

平面形は楕円形で、規模は長径1.67m、短径1.46 

m、深さ 1.04mである。ロート状に掘り込まれてい

る。確認面から0.60mで筒状となる。筒部の径は

0.56mである。覆土は、自然雄積である。

遺物は少なく、土師器杯、須恵器高台付椀（第241

図1• 2)の他に、土師器甕の小破片が出土してい

る。 1は7世紀中葉の模倣杯で、混入と思われる。

2は末野産の高台付椀で、井戸跡中層から出土して

いる。時期は 9世紀後半である。

第34号井戸跡（第238図）

P-15 • 16グリッドに位置する。

平面形は円形で、規模は径0.40m、深さ1.04mで

ある。筒状に掘り込まれている。

遺物は、土師器甕．杯が少量出土したが、小破片

のため図示できるものはなかった。時期は、 8椛紀

前半のものである。

第35号井戸跡（第238図）

N-17グリッドに位置する。南側に第38号井戸跡

がある。

平面形は円形で、規模は長径0.44m、短径0.40m、

深さ0.96mである。筒状に掘り込まれている。

遺物は出土しなかった。

第36号井戸跡（第238図）

H-19グリッドに位置する。南側に、第250号住居

跡がある。

平面形は円形で、規模は径0.44m、深さ 1.04mで

ある。筒状に掘り込まれている。覆土は、暗褐色土

の単層で、ローム粒を含み、焼土粒をわずかに合ん

でいる。遺物は出土しなかった。

第37号井戸跡（第245図）

C-22グリッドに位置する。第137・138。172号住

居跡、第58• 59号掘立柱建物跡と重複関係にあり、

井戸跡が最も新しい。

平面形は円形で、規模は長径3.82m、短径3.26m、

深さ3.86mである。ロート状に掘り込まれている。

筒部の径は1.86mである。覆土は15層に分けられ

る。 6~ 8層は掘り方である。

本井戸跡は残存状態が良好で、底部から 7段に組

まれた井戸枠が検出された。井戸側は方形で、規模

は0.80XO.74mである。東・南・北は 7段日までが、

組まれた状態で確認できた。東の 6• 7段目は風化

が著しく、図示できなかった。西の 7段目は確認で

きなかった。井戸枠内からも枠材が数本出土してい

る。井戸枠は長さ0.94~1.20m、輻0.11~0.20m、
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SE33 

1 暗青灰色土砂質土、小礫 (2cm大）を含む

2 暗褐色土 均質な層、僅かにローム粒混入

3 暗灰褐色土砂質土、ローム粒少量

4 暗青灰色土 やや粘土質、ローム多量

5 暗灰色土砂質土、ローム粒少量

6 暗灰褐色土 ローム粒多量、礫 (1cm大）を含む

SE38 

1 黒色土 ローム粒・小プロック微量、しまりなし

2 黒色土 ローム粒・小プロック微量、しまり有、粘性強
5 黒色土 ローム粒・小プロック少量、しまりなし
4 黒色土 ローム粒・小プロック多量、しまりなし

SE39 

1 黒褐色土 ローム粒、白色粒多量

2 黒褐色土 ローム粒、焼土粒微量

3 黒褐色土 白色粘土、焼土粒多量

4 黒褐色土 ローム粒微塁

5 黒褐色土 ローム粒、ロームプロック (2~4cm大）多量
6 黒色土 ローム粒、ロームプロック (2cm大）少量

SE40 

1 灰褐色土焼土粒多量、炭化物を含む

2 暗灰褐色土焼土粒を含む

3 暗灰色土焼土粒を僅かに含む、粘性強

4 暗黄褐色土 ローム多量、粘性強

5 灰白色土焼土粒を含む、粘性強

6 暗黄褐色土 ローム多量、粘性強

7 暗灰褐色土焼土粒を僅かに含む、粘性強

8 暗黄灰色土 焼土粒を僅かに含む、ローム粒多量、粘性強

SE45 

1 暗褐色土 ローム粒を僅かに含む

2 暗褐色土 ローム粒を含み、ややザラザラ

3 暗黄褐色土 ローム粒多量

4 黒褐色土ローム粒を僅かに含む

SE48 

1 明淡灰色土焼土粒・土器片・パミス多量、ザラザラ
2 暗灰褐色土 パミス・ローム粒多量、焼土細粒少量、ザラザラ
3 灰褐色土バミス・ローム細粒多量、焼土粒多量、しまりなし
4 暗黄褐色土 ローム多量、焼土粒・炭化物粒少量
5 暗灰色土 ローム細粒多量、炭化物粒若干、ザラザラ
6 暗黄褐色土 ローム小プロック・ローム粒多量、粘性有り
7 暗灰色土 ローム細粒少量 ローム小プロック若干、ザラザラ
8 暗黄灰色土 ローム細粒との混土層

9 灰褐色土 ロームブロック粒・焼土粒多量

10 暗黄褐色土 ロームプロック多量、粘性強

11 暗灰色土 ロームブロック粗い鹿の子状、焼土小プロック若干
12 暗黄褐色土 ロームプロック多量、粘性強

13 黄褐色土暗灰色土中にロームプロック多量、粘性強

SE49 

1 暗褐色土 ロームプロック・焼土粒多量、粘性少

2 暗褐色土 ローム細粒・焼土粒・ローム小ブロック少量
3 明灰色土 ローム粒・ローム小プロック多量

4 暗褐色土 ローム粒多量、焼土小ブロック少量

5 明灰色土 白色粘土多量、一部は灰白色

6 黒褐色土 有機物の腐食土・褐色土混合、ローム粒若干、しまりなし

S E 5 1 

1 暗灰褐色土 焼土粒・ローム粒・粘土粒・白色粘土プロック (2~5四大）少量
2 明灰褐色土 ローム粒多量

3 灰色土 ローム粒少量、灰白色粘土プロック (2~20cm大）多星
4 暗茶褐色土 ローム粒・焼土粒少量

5 灰褐色土 ローム粒多量

6 暗褐色土 白色微細粒・ローム粒・大礫少量

7 暗灰褐色土 ローム粒・白色粘土粒多量、炭化物粒微呈、大礫少量
8 暗灰色土 白色粘土粒含む、焼土粒、炭化物粒微量、大礫少量
9 暗褐色土ローム粒多量

10 暗褐色土 ロームプロック (10cm大）・粘土粒少巖
11 暗黄褐色土 ロームプロックに暗褐色土少量混入
12 暗黄褐色土 ローム粒多量

13 暗黄褐色土 ロームプロックと暗褐色土の混土層
14 暗褐色土 ロームプロックと暗褐色土の混土層

15 暗灰褐色土 ロームプロック少量、粘土粒含む

SE52 

1 暗褐色土 シルト質、白色粒多量

2 暗褐色土 シルト質、白色粒・粘土プロック (3~5cm大）含む
3 暗褐色土 シルト質、焼土粒微量、白色粒少量、ローム粒極微量

SE53 

1 黒褐色土小礫 (2~3cm大）含む

2 暗褐色土 ロームプロック多量

3 黒褐色土

4 青白色粘土

5 淡褐色土

SE54 

1 暗褐色土炭化物粒多量、焼土粒を含む

2 赤褐色土焼土粒多量、炭化物粒少量

3 暗褐色土焼土粒・炭化物粒・ロームプロック少量
4 灰白色土暗褐色土粒・ローム粒を含む

5 暗褐色土焼土粒少量

6 暗褐色土 ローム粒・ロームプロック (1~2cm大）多量
7 暗褐色土焼土粒・ローム粒少量

8 黄褐色土 ロームにより構成

9 暗褐色土ローム粒少量

10 暗灰褐色土 ローム粒多量〇

11 暗褐色土焼土粒・ローム粒少量

12 黄褐色土 ロームにより構成

13 暗灰褐色土 ローム粒を含む

14 黄褐色土 ロームにより構成、暗灰褐色土粒少量
15 暗灰褐色土 ローム粒少量

16 暗黄褐色土 ローム粒多量

17 暗灰褐色土 ロー・ム粒多量

18 暗黄褐色土 ローム粒多量

19 暗褐色土ローム粒少量

SE56 

1 黒褐色土焼土粒・焼土プロック (1cm大）・礫(!Oc凪大）多量
2 暗灰褐色土焼土粒少量、ローム粒を含む、礫多量
3 暗褐色土 ローム粒・ロームプロック多量

4 黄褐色土 ロームにより構成される、黒褐色土粒混入
5 暗褐色土 ロームプロック (10~20cm大）多量
6 暗灰褐色土 ローム粒を一部縞状に含む

SE57 

1 暗灰褐色土 ローム粒・焼土粒多量、粘土プロック (1~3cm大）を含む
2 灰白色土焼土粒を僅かに含む、ローム・粘土プロック (1~10cm大）多量
3 暗褐色土焼土粒を僅かに含む、粘性強

4 暗褐色土粘土プロック (2~20cm大）少量
5 褐色土ローム粒・粘土プロック (5~10cm大）多量
6 暗灰褐色土粘土プロック (10cm大）少量

7 暗灰色土粘土粒少量、円礫 (10cm大）少量
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厚さ2.6~5.0cmの長方形で、各々に切り込みが入っ

ている。井戸枠計測表（第124表）に示した切り込み

の欄の下線は、切り込みではなく上からの圧力で、

凹んだ部分を計測したものである。切り込みは、上

下どちらかの 2箇所のもの、両方の 4箇所のものが

ある。井戸枠は、始めに南北の枠材を置き、その上

に東西の枠材を乗せて、一段力湘『成されている。今

回、井戸枠同士の接合を試みたが、接合関係はみら

れなかった。このため以下のことが考えられる。板

材は、長い板材をその場で切断。加工したものでは

なく、板材の状態で搬入された可能性が晶い。

遺物は土師器杯・甕、須恵器杯・高台付椀・壺．

甕、土師系土師質土器高台付椀、須恵系土師質土器

高台付椀、灰釉陶器高台付椀・壺、羽釜（第248・249

図）などが出土している。 1~ 6は土師器である。

6は高台付椀で、内面黒色処理とミガキが施されて

いる。 7~12 • 14~17は須恵器である。 7は非常に

小ぶりである。 8は原い。 9• 12 • 14は青灰色でな

く、やや焼成が悪い。又、器形が従来の須恵器には

ないものである。 13は非ロクロ成形で、土師質だが

還元烙焼成に近いものである。杯部は、口縁部をヨ

コナデし、体部をヘラケズリしていて、土師器杯に

高台を貼り付けたような形である。しかし、焼成は

土師器よりも良好で、高台が付いている点も土師器

とは異なる。そこで、今回は土師系土師質土器とす

る。 18• 19はロクロ成形・酸化烙焼成なので、須恵

系土師質土器とした。 18は高台の付け方が非常に雑

である。 20はロクロ土師器高台付椀で、内面黒色処

理とミガキが施されている。 21~28は灰釉陶器であ

る。 27は猿投産で、それ以外はすべて東濃産と思わ

れる。 21は大原 2号窯平行と思われる高台付椀で、

27は、折戸53号窯平行と思われる高台付皿である。

他は、大原 2号窯～古渓山 1号窯平行と思われる。

29~31は土師器甕である。 32• 33は羽釜で、 33は胴

部をヘラケズリしている。

井筒内には須恵器が少なく、土師系土師質土器や

須恵系土師質土器やロクロ土師器が出土している

点、掘り方には土師器甕が、井筒内には羽釜か出土
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第123表 井戸跡出土遺物観察表

番号 器 種 ロ径 益999,• 古四 底径 胎 士 焼成 色 調 残率 備 考

1 土 師 埒； (11 5) 3.7 DEH 2 橙褐 10 SE33 

2 碩恵高台椀 (14.8) 7.2 7 4 ABE 2 黄灰 50 SE33 未野産 A 

J ウ 土 師 均； 11.8 4 7 ADEI 1 褐 95 SE38 

4 羽 釜 5.7 DEJ 2 茶褐 破片 SE39 ロクロ整形 士師質

5 上 師 杯 (11.8) 3.6 7 8 ADE 2 赤褐 55 SE40 

6 土 師 均； 02.0) 3 4 (7.8) DEH 2 橙褐 20 SE40 

7 七 師 昇； (12.0) 3.6 (8 0) ADEH 2 橙褐 20 SE40 

8 上 師 昇； (13.0) 4.4 (7 5) ADE 2 橙褐 40 SE40 ， 須恵高台椀 14 0 5.8 5.6 BEIK 2 灰 60 SE40 末野産 A 

10 須 恵 乖式 08.0) 7.9 EIJK 1 暗灰 10 SE40 末野産

11 狙 恵 瑾←込 7.6 04.0) BEIK 1 紫灰 10 SE40 未野佳

12 須 恵 甕 8.2 BEK 2 明灰 10 SE40 末野産

13 灰釉長頸瓶 00.0) 8.3 EK 1 灰白 70 SE40 猿投産

14 土 師 昇； (11 0) 2.6 DE J ， 橙褐 15 SE42 

15 土 師 罫 (11 0) 3.0 DE 3 黒褐 25 SE42 

16 士 師 昇； (10 8) 3.1 DEH 2 赤褐 55 SE42 

17 上 帥 甕 (22 0) 11.6 ADEJ 1 褐 30 SE44 

18 土 師 杯 12 2 3.4 ADH 3 明橙褐 95 SE47 No. 2 

19 七 師 甕 21.0 17 0 DEJ 2 褐 50 SE47 No. l • 3。4

20 上 師 甕 22 4 20 2 ADEJ 2 褐 70 SE47 No. 4 

21 上 帥 杯 11 4 3 2 ADE 3 明褐 30 SE48 覆七

22 t 師 均： 3.0 3 2 DE 2 褐 20 SE48 覆土

23 土 師 杯 (10 0) 3 3 DEH 2 明褐 25 SE48 覆土

24 上 帥 甕 (22 0) 6.5 ADEIJ 1 褐 15 SE48 No. l 

25 須 恵 乖工 10 1 BEIK 2 灰 5 SE49 未野産

26 埴 輪 5 4 ABDE 2 橙褐 15 SE49 七師質

27 杯 (11.0) 3.7 DE 2 明褐 25 SE51 

28 須 恵 珈試 5.9 EHK 1 紫灰 5 SE51 未野産

29 常滑（片日）鉢 5 8 (13.0) BEK 1 灰質 15 SE51 底部を二次使用している

30 須恵質鍋 (35.6) 8.5 (28.8) E 1 灰 15 SE51 穿孔在地産

31 上 師 均： 11.4 4 4 DEH 1 褐 100 SE54 No. 9 

32 七 師 昇： (11 8) 3.9 ADH 3 橙褐 40 SE55 

33 上 師 杯 (12 4) 4.2 DE 2 暗褐 65 SE55 

34 上師小烈甕 02.2) 14 7 DE 2 暗褐 60 S£55 No. l 

35 七 師 昇： (12 0) 2.9 DE 2 明褐 10 SE56 放射状暗文

36 土 師 昇； (13.0) 3.3 ADE 2 褐 25 SE56 

37 土 師 皿 (13 0) 2.8 DE 2 暗褐 15 SE56 

38 須 恵 杯 (14.0) 4.3 (8 4) BEU 3 荼灰 15 SE56 末野産 A 

39 須 恵 杯 (14 8) 3.8 (9 0) BEIK 1 暗灰 45 SE56 未野産 A 

40 須 恵 昇； 1.5 (8.6) AE 1 褐灰 50 SE56 末野産 A 

41 士 師 甕 2.6 7.0 BEJ 3 荼褐 80 SE56 底部木葉痕あり

42 土 師 甑 (18. 0) 6 5 DEH 2 赤褐 20 SE56 

43 須 恵 甕 5.3 EK 1 青灰 破片 SE56 

44 片 口 鉢 27.6 11.3 14.4 DE 2 灰 75 SE57 13C後半在地産

45 士 師 杯 (13.0) 3.7 DEH 3 荼褐 5 SE60 

46 土 師 珈平 (20 0) 11.6 BDEJ 1 褐 15 SE60 

47 礎 石 長219cm 幅184cm 厚さ9.9cm 重さ2555g 角閃石安山岩 SE51 

48 礎 石 長21.4cm 幅17.5cm 厚さ11.5cm 重さ2770g 角閃石安山岩 SE57 凹み周辺に炭化物付着
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SE37 

1 暗褐色土 焼土粒多琵、白色粘土小プロックやや多量、礫若干

2 黒色土 白色粘土プロックやや少量

3 黒色土 ローム粒・白色粘土プロックやや少登

4 黄褐色土 ローム粒主体

5 黒 色土 白色粘土プロック多星

6 黒色土 白色粘土小プロックを含む

7 黒色土 白色粘土プロックやや多量

8 黒色土 白色粘土、黒色土が縞状に数条挟まれている

9 黒色土 ロームプロック混入

10 白色粘土 ローム混入

11 暗褐色土 ロームブロックとの混土層

12 褐色土黒色土少星

13 褐色土黒色土含む

14 黄褐色土黒色土少壷、粘性強

15 黒色 土ロ ーム 粒少 嚢

第245図 第37号井戸跡・出土遺物(I)
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第124表井戸枠計測表 (cm) 

方位 段 長さ 輻 厚み
切り込み上 切り込み下 _[具 l幅

左

北 1 97.2 18 8 2.9 8.0 

2 110 0 16 0 3 2 7 0 

3 96 2 12.3 3 2 3.2 

4 120 5 20 8 4 0 3 0 

5 111.0 14.2 3 2 4 2 

6 110 3 14.5 4.0 0 0 

7 (94 6) 16 6 3 1 

東 1 96.0 18.2 3.8 0.8 

2 95 0 14 4 3 0 1 2 

3 116 6 13.6 3 0 3.0 

4 112 1 18 1 2 6 2 0 

5 108.8 17.2 2 8 2.6 

南 1 97 0 20 6 3.4 10 6 

2 97.4 15.0 2 9 7 0 

3 98.0 13.8 3.4 3.8 

4 113.2 17.3 5 0 7 2 

5 117.0 12.8 4 2 4 0 

6 (79 5) 15.6 3 0 

7 (62.5) 11.2 2 2 

西 1 96 1 20 0 3.3 0.5 

2 95.8 12.6 2 8 0.4 

3 100 6 17.0 3.2 3.4 

4 110.0 13.8 3 6 2 5 

5 117.2 15.6 3 8 5.4 

6 (79.4) 15.0 3.0 

している点などから、時期差が認められる。

木製品（第247図8• 9) も出土している。井筒内

からは、曲物・槽と呼ばれる木製容器が出土してい

る。曲物は井筒底部から 2点並んで出土したが、 1 

点は残存状態が悪く、図示できなかった。もう 1点

の曲物は径19.8cm、高さ11.6cmである。曲物の底板

は1回り大きい桶の蓋板が転用され、再加工されて

いる。槽は長さ46.0cm、幅30.0cm、高さ9.9cmで、中

はくりぬかれている。側面両側には加工痕がみられ

る。逆位の状態で出土した。

以上の状況から、井戸跡の構築時期は 9泄紀後半

で、 10世紀前半ごろまで使用されていたと考えられ

る。

第38号井戸跡（第238図）

0-17グリッドに位置する。北側に第35号井戸跡

がある。

右 左 右 内 外

8 0 0.0 0 0 5 4 5.0 

5.6 2.8 3.2 4.8 4.4 

2.5 3 2 4 0 3 4 

7.6 6.8 4 6 6.5 6.0 

6 2 2 8 5.2 4 0 

2.6 4.2 5 6 4.4 4.4 

4 2 4 0 

0 3 7 4 9.8 4 0 4 2 

1.8 5 0 6 () 4.2 4 3 

0.8 4 8 6.0 4 2 4 4 

1.2 6.2 7 4 5.6 4 6 

6.4 2 8 4.8 4.3 

8.3 0.0 0 0 5 6 5 2 

6.6 0 2 0.8 4 0 3 5 

0 4 3 6 4.0 4.8 4.4 

2.6 3.0 6 0 4 8 4 0 

2 2 4 0 2.8 3 3 3.0 

4.2 3.8 

4,3 3.8 

2 0 9 6 9.0 4.2 5.2 

1 8 4.4 5.4 3 8 3.8 

4 4 3 8 5.0 4.6 4.8 

2.2 5 0 5.2 4 0 5.0 

3 0 5 0 4.6 4 0 5.0 

6 2 5 0 

ー計測イ＜能 0.3 圧力で凹んだ部分

平面形は円形で、規模は長径0.52m、短径0.45m、

深さ1.04mである。筒状に掘り込まれている。

遺物は、井戸跡中層から土師器模倣杯（第241図 3)

が出土している。時期は、 6肌紀末である。

第39号井戸跡（第238図）

C•D-20グリッドに位置する。東側に第170号住

居跡がある。

平面形は円形で、規模は長径1.42m、短径1.38m、

深さ 1.45mである。ロート状に掘り込まれている。

井戸跡下半の筒部は径0.60mである。覆土は、自然

堆積である。

遺物は少ない。鍔のはがれた羽釜の日縁部（第241

図 4) が出土している。他に、土師器杯。甕、須恵

器甕が出土しているが、小破片のため時期は不明で

ある。

井戸跡の正確な時期は不明だが、出土遺物に羽釜
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第249図 第37号井戸跡出土遺物(5)

があること、井戸跡の形態から平安時代後半の可能

性が考えられる。

第40号井戸跡（第238図）

H-22グリッドに位置する。西側に第120号土壊

がある。

平面形は楕円形である。規模は大きく、長径2.64

m、短径2.57m、深さ1.58mである。径の大きさに

対して、掘り込みは浅い。ロート状に掘り込まれて

いる。覆土は、自然堆積と考えられる。 4~ 8層は

掘り方の崩落土が流れ込み、 1 ~ 3層は外部からの

流れ込みと考えられる。この 3層は礫を大量に合ん

でいる。井戸跡の周囲に、礫を用いた何らかの施設

が存在していた可能性が考えられる。

遺物は、土師器杯、須恵器高台付杯・甕、灰釉陶

器長頸瓶（第241図5~13)が出土している。 5~ 8 

は土師器杯である。 8は日縁部に強いナデが施され、

無調整の部分も合わせて直線的に開き、一見、須恵

器の杯のような印象を受ける。底部の調整はヘラケ

ズリである。須恵器はすべて末野産である。甕類は

いずれも焼成が良い。 13の長頸瓶は猿投産である。

8憔紀代の遺物も出土しているが、混入と考えられ

る。時期は 9世紀後半である。

第41号井戸跡（第238図）

I-16グリッドに位置する。

平面形は不整形である。規模は長径0.56m、短径

0.54m、深さ0.84mである。筒状だが、底面では北

側に寄って掘り込まれている。

遺物は、出土しなかった。
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第125表 第37号井戸跡出土遺物観察表

釆田 ＇弓士 丘""~ト 柾 ロ径 器高 底径 胎 +̂ 焼成

1 土 師 杯 (1 4. 0) 4.3 ADE 2 

2 上 師 昇； (13 0) 4 1 (5.6) AE 2 

3 七 師 杯 (11.6) 3 5 ADE 2 

4 土 師 鉢 (14. 0) 5.0 DEH 2 

5 土師高台椀 (18.0) 4 4 ADE つJ 

6 十師高台椀 (14 2) 6 1 (6 8) ADE 2 

7 須 、Hビ贔iヽ 杯 10.0 4.0 J つJウ AEIJ 1 

8 須 恵 杯 02.0) 4 5 5.5 DEHJK 3 ， 須恵高台椀 14 4 5.7 7.4 HK 2 

10 須 バ社よiヽ 杯 l 5 6 0 EHIK 3 

11 須 恵 昇： (12 0) 4.2 (6.0) ADEHK 2 

12 須恵高台椀 (1 1 8) 4 5 (4.0) BDE 1 

13 十師系杯 (13 0) 5.0 (6.2) DEH 2 

14 須恵高台椀 (12 0) 5.0 7 0 ABE J ウ

15 須恵高台椀 (14 0) 3.9 EI--lJ 3 

16 須恵高台椀 2.9 (5 4) ABE 3 

17 須恵高台椀 3.0 (5.5) BEI 3 

18 須恵系高台椀 13 0 5.6 5.5 ADE 1 

19 瑣恵系高台椀 3 2 6 9 ADE 2 

20 ロクロ高台椀 3 4 (6.3) ABDE 3 

21 灰釉高台椀 06.0) 5 7 (7 2) EK 2 

22 灰釉高台椀 (15 0) 4 2 EK 1 

23 灰釉高台椀 4 0 7 8 BEK 1 

24 灰釉高台椀 3,9 7.4 E 1 

25 灰釉高台椀 (14.0) 3 5 EK 2 

26 灰釉高台椀 2 7 (6 4) E 1 

27 灰釉高台皿 (14.0) 2.5 EK 2 

28 灰釉長頸瓶 7 0 K ］ 

29 土 師 甕 (19 0) 9.6 DE 1 

30 土 師 珈ームこ (20.4) 10 3 ADEH 1 

31 t師小型痰 (13 0) 6 4 DE 2 

32 羽 釜 (23.4) 9 4 ADEJ 2 

33 羽 釜 (20 8) 20 6 ADE 1 

34 須 恵 乖式 9.0 (18.0) BEIK 2 

35 須 八計ふi 乖2年 6 0 (18 0) EFK 1 

36 須 声u‘‘ 壺 5 1 (13.0) BDEIJ 2 

第42号井戸跡（第238図）

M-19グリッドに位置する。

平面形は円形である。規模は径0.50m、深さ1.52 

mである。筒状に掘り込まれている。

遺物は、土師器杯（第241図14~16)が出土してい

る。いずれも模倣杯で、 7世紀中葉のものである。

第43号井戸跡（第238図）

M~I9グリッドに位置する。東側に第13号掘立柱

建物跡がある。

平面形は円形で、規模は長径0.58m、短径0.56m、

色 調 残率 備 考

暗褐

橙褐

褐

赤褐

赤褐

赤褐

灰 I9:l

灰

明灰

灰l'J

灰

灰白

褐灰

黄灰

暗褐

暗黄灰

黙

暗荼褐

荼褐

橙褐

明灰

明灰

明灰

明灰

明灰

明灰

明灰

明灰

褐

荼褐

暗褐

灰褐

暗褐

青灰

青灰

褐灰

15 井戸枠内

30 体部外面に「木」の墨書掘り方

25 掘り方

15 日層

20 内面黙色処理＋ミガキ 上層

60 内面黒色処理十ミガキ 掘り方

100 No. 6 末野産井筒内 B 

60 末野産掘り方 B 

70 木野産掘り方 B 

85 末野産 上層 A 

20 末野産井筒内 B 

25 掘り方 B 

40 井筒内下層

25 末野産掘り方 B 

10 木野産上層 A 

10 末野産掘り方 A

40 内外面及び断面が黒色 掘り方 B 

100 No. 5 井筒内

70 上層

60 内面黒色処理＋ミガキ 上層

15 東濃産刷毛塗り 井筒内掘り方

20 東濃産泊けがけ掘り方

60 東濃産漬けがけ No.9 

70 東濃 産漬 けが け掘 り方

5 東濃産漬けがけ上層

20 東濃産 片筒内下層

10 猿投産漬けかけ掘り方

15 東濃産井筒内下層

25 井筒外

30 井筒内／井筒外

15 掘り方下層

15 ロクロ整形土師質井筒内下層

20 須恵質 ロクロ整形井筒内 No.7 • 8 

10 末 野産 下層

10 南比企産掘リ方

20 末野産井筒外下層

深さ1.14mである。筒状に揺り込まれている。

遺物は、出上しなかった。

第44号井戸跡（第238図）

N-19グリッドに位置する。南側に第13号溝跡が

ある。

平面形は円形で、規模は長径0.57m、短径0.55m、

深さ1.42mである。筒状に掘り込まれている。

遺物は、土師器甕（第241図17) が出土している。

武蔵型甕で、日縁部に最大径を持つ長胴のものであ

る。胎土には粗い砂粒を多く合む。他には、同時期
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の土師器杯が出土しているが、小破片のため図示で

きなかった。時期は 7性紀後半である。

第45号井戸跡（第239図）

0-21グリッドに位置する。西側に第262• 263号

住居跡かある。

平面形は円形である。規模は径0.65m、深さ0.88

mである。筒状に掘り込まれている。

遺物は、出土しなかった。

第46号井戸跡（第239図）

0-19グリッドに位置する。

平誦形は円形である。規模は長径0.49m、短径

0.45m、深さ1.13mである。筒状に掘り込まれてい

る。

遺物は、出土しなかった。

第47号井戸跡（第239図）

Q-20グリッドに位置する。

平面形は円形である。規模は長径0.46m、短径

0.42m、深さ0.96mである。筒状だが、底部は北側

に穿って掘り込まれている。

遺物は、底面付近から土師器杯・甕（第241図

18~20)が出土している。 18は北武蔵型杯で、 19• 

20は武蔵型甕である。 19は胎土の砂粒を多く合む。

時期は 7世紀後半である。

第48号井戸跡（第239図）

E-25グリッドに位置する。第190号住居跡と重

複関係にあり、本井戸跡の方が新しい。

平面形は北側が張り出す円形で、規模は長径2.95

m、短径2.62m、深さ1.74mである。大きな掘り方

を設け、筒部を掘削している。筒部の径は0.91m、

底径は0.39mである。筒部の 1~ 8層は自然雄積で

あるが、 9 ~13層は掘り方の埋め戻しである。

遺物は、土師器杯・甕（第242図21~24)が出土し

ている。 23は9世紀代で器面の風化が著しい。それ

以外は、 8性紀中葉のものである。他にも両時期の

土師器杯・甕、須恵器が出土している。須恵器は皿・

椀等で、新しい時期の遺物が多い。須恵器杯を転用

した硯の破片も出土している。破片のため図示でき
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なかったが、底部調整はヘラケズリで、南比企産で

ある。土錘も出土している。また、上層からは、土

器以外に馬歯が出土している。

時期は、 8備紀中葉である。

第49号井戸跡（第239図）

E-25グリッドに位置する。西側に第190号住居

跡がある。

平趾形は円形で、規模は長径0.97m、短径0.87m、

深さ0.98mである。筒状に掘り込まれ、底部は北側

に寄っている。覆土は自然堆積である。 5層は臼色

帖土層である。 6層は有機物の腐食土が含まれてい

る。

遺物は、須恵器甕、円筒埴輪（第242図25・26)が

出土している。 25は末野産である。 26は円筒埴輪の

底部である。他にも、 8世紀初頭の土師器杯・甕の

小片が多く出上している。埴輪は混入である。

時期は 8憔紀と考えられる。

第50号井戸跡（第239図）

D-26グリッドに位置する。

平面形は楕円形である。規模は長径0.9m、短径

0.78m、深さ 1.15mである。西側は筒状に、東側は

ロート状に掲り込まれ、筒部は西に寄っている。筒

部の径は0.45m、底径は0.32mである。

遺物は出土しなかった。

第51号井戸跡（第239図）

C-28グリッドに位置する。第10号溝跡と重複関

係にあり、本井戸跡の方が新しい。

平面形は円形である。規模は長径3.56m、短径

3.24m、深さは2.80m以上あるが、安全上の理由か

ら完掘することが出来なかった。揺鉢状に掘り込ま

れている。覆土は自然雄積である。 4層以下は、掘

り方の土が流れて堆積したと考えられる。 1 ~ 3層

は外側からの流れ込みである。

遺物は、須恵器甕、土師質杯、常滑の鉢、在地産

の鍋（第242図27~30)である。 28は須恵器甕の口縁

部の破片である。 8本の櫛状工具により、波状文が

施されている。 7憔紀代のものと考えられる。 28以



外は中世の遺物である。 29は常滑の鉢で、底部が暦

かれている。 30は須恵質の鍋で、日縁部に穿孔があ

る。また、礎石（第244図47)が出土している。石材

は角閃石安山岩である。

時期は13世紀後半である。

第52号井戸跡（第239図）

C-30グリッドに位阻する。

平面形は円形で、規模は長径1.25m、短径1.15m、

深さは1.17m以上あるが、安全上の理由から完掘す

ることが出米なかった。ロート状に掘り込まれ、筒

部の径は0.68mである。

退物は、七師器甕の破片が少凧出土しているか、

図示できるものはなかった。

時期は古代であり、それ以上は不明である。

第53号井戸跡（第240図）

C-30 • 31グリッドに位置する。第65号掘立柱建

物跡、第202号土堺と重複関係にあり、本井戸跡が

もっとも新しい。

平面形は楕円形である。規模は長径1.92m、短径

1.83m、深さは1.88m以上であるが、安全上の理由

から完掘することが出米なかった。ロート状に掘り

込まれている。筒部の径は0.96mである。覆上は自

然堆積である。 1層は礫が含まれ、外部からの流れ

込みである。 2~ 5層は掘り方である。

遺物は、出土しなかった。

第54号井戸跡（第239図）

0-23グリッドに位置する。

平面形は円形である。規模は長径0.66m、短径

0.60m、深さ 1.12mである。ロート状に掘り込まれ

ている。覆土は 1~ 3層は自然堆積で、 4~18層は

黄褐色土と灰暗褐色土が互層をなし、埋め戻しであ

る。

遺物は、底面からO.lmで土師器杯（第242図31)

が出土している。 6祉紀後半である。

第55号井戸跡（第240図）

N~19グリッドに位置する。南側に第13号溝跡が

ある。

平面形は楕円形である。規模は長径0.82m、短径

0.66m、深さ 1.00mである。筒状に掘り込まれてい

る。井戸跡上部と底部に礫が多く出土し、石組みの

井戸が崩落したものと考えられる。

遺物は、土師器杯・小型壺（第242図32~34)が出

土している。 34は底面で、礫につぶされた状態で出

土した。時期は、 7世紀中葉である。

第56号井戸跡（第240図）

B-26 • 27グリッドに位置する。第193• 194号土

壊と重複関係にあり、第194号土壊より、本井戸跡の

方が古い。第193号土壊との新旧は、不明である。

平面形は円形である。規模は長径2.47m、短径

2.43m、深さ 1.64mである。大きな掘り方を造って

筒部を掘り込んでいる。筒部の径は1.10mである。

覆上は自然堆積であるが、 1 • 2層は大粒の礫を多

星に合み、外部の礫を用いた施設などから流れ込ん

だと考えられる。 3~ 5層は掘り方である。

遺物は、比較的まとまって出土している。土師器

杯・皿・甕、須恵器杯・甕（第242• 243図35~43)

がある。 35は内面に放射状の暗文がみられる。

38~40は末野産である。どれも体部下端にヘラケズ

リが施されている。 41は甕の底部で木葉痕がみられ

る。古墳時代のものである可能性もある。

時期は 8世紀前半である。

第57号井戸跡（第240図）

A 。B-27グリッドに位置する。南側に第34号溝

跡がある。

平面形は円形である。規模は長径2.60m、短径

2.54m、深さ2.56mである。ロート状に掘り込まれ

ているが、底面の径が大きく、他のものとはやや様

相を異にする。筒部の径は1.74mである。覆土は埋

め戻されている。

遺物は、片口鉢、礎石（第243図44• 第244図48)

が出上している。 44は在地産のものである。 48は、

丸いくぼみの周辺に枯性の高い黒色の有機物が付着

している。柱の痕跡と考えられる。その他に、常滑

甕の肩部等が出土したが図示できなかった。
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第126表井戸跡一覧表

釆m平J グリッド 長径 短径 深さ

33 M-14 1 67 1.46 1.04 

34 P -15。16 0.40 0.40 1.04 

35 N-17 0.44 0.40 0.96 

36 H~19 0.44 0 44 1.04 

37 C-22 3 82 3.26 3 86 

38 0-17 0 52 0.45 1.04 

39 C • D-20 1.42 1. 38 1.45 

40 H-22 2 64 2.57 1.58 

41 I -16 0 56 0.54 0.84 

42 M-19 0 50 0 50 1.52 

43 M-19 0 58 0.56 1.14 

44 N~19 0 57 0.55 1.42 

45 0-21 0 65 0 65 0 88 

46 0-19 0.49 0.45 1 13 

47 Q-20 0 46 0.42 0 96 

48 E-25 2 95 2.62 1. 74 

49 E-26 0 97 0.87 0 98 

50 D-26 0 90 0.78 1 15 

51 C-28 3 56 3 24 2.80 

52 C-30 1 25 1 15 1.17 

53 C-30 • 31 1 92 1 83 1.88 

54 0-23 0 66 0.60 1.12 

55 N-19 0.82 0.66 1.00 

56 B~26 • 27 2 47 2.43 1 64 

57 A・ B~27 2 60 2 54 2.56 

58 B-23 0 47 0 39 0.78 

59 B-24 0.64 0 58 1.24 

60 P-22 0.43 0 36 0.84 

時期は中世である。

第58号井戸跡（第240図）

B-23グリッドに位置する。第157号住居跡、第53

号掘立柱建物跡と重複関係にあり、本井戸跡かもっ

とも新しい。

平面形は楕円形である。規模は長径0.47m、短径

0.39m、深さ0.78mである。筒状に掘り込まれてい

る。

遺物は、土師器甕の小片が出土しているが、図示

できるものはなかった。

第59号井戸跡（第240図）

B-24グリッドに位置する。西側に第155号住居

跡が、東側には第22号溝跡がある。

平面形は円形である。規模は長径0.64m、短径

(m) 

重複遺構 時 期 備 芳

SD12 9 C後

8 CHii 

不明 (8C前）

不明 (8C前）

SJ137 • 172、SB58• 59 9 C後～lOC前 木糾み

6 C後

平安後半

9 C後

ィヽ明 (8 C前）

7 C中

不明 (8C前）

7C後

不明 (8C前）

不明 (8C前）

7C後

SJ190 8 C中

8 C前

不明

SDlO 未完掘 13C後

未完掘古代

SB65、SK202 未完掘不明

6C後

7C中 石組み

SK193 • 194 8 C前

中祉

SJ157 • SB53 古代

不明 (8C前）

7C後

0.58m、深さ 1.24mである。筒状に掘り込まれてい

る。

遺物は、出土しなかった。

第60号井戸跡（第240図）

P-22グリッドに位置する。

平面形は楕円形である。規模は長径0.43m、短径

0.36m、深さ0.84mである。筒状に掘り込まれてい

る。

遺物は、土師器杯・甕（第243図45• 46)が出土し

ている。杯は 9泄紀のもので、甕は 7槻紀後半のも

のである。他に、 7椛紀後半の土師器杯・甕の小破

片が出土している。

時期は 7世紀後半と考えられる。
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(5) 土塙

大寄遺跡II区から検出された土堀は、 270基であ

る。第 1~87号土壊は『大寄遺跡 I』で報告した。

今回報告するのは、第88~270号土塙の183基であ

る。土壊は北側のA~Eグリッドに集中し、南へ行

くほど少なくなっている。第10号溝跡より南側には、

わずか18基しか分布していなかった。

土壊は、平面形態から 5種類に分類した。

A一円形 Dー長方形

B一楕円形 Eー不整形

C一方形

A.円形

円形の土壊は76基検出された。調査区北側に多く

分布し、特に、 D • E-22 • 23グリッドと B-26グ

リッドに集中している。

規模は、径0.70~1.20mで、深さは0.30m以上の

ものは10数基であり、ほとんどが0.10~0.20m代で

ある。図示可能な遺物は出土していない。

B.楕円形

楕円形の土壊は20基検出された。ほとんどが第10

号溝跡より北側に分布し、南側の低地に分布するの

は、第103• 135号土壊だけである。特に集中する場

所はB-36• 37、B• C-26~28、G~I -21 • 22 

グリッドである。

規模は、長径1.20~2.00m、短径0.60~l.OOm又

は1.50m前後、深さ0.10~0.20mが主体的である。

規模の大きい土壇としては、第123• 128号土瑠があ

げられる。

長軸方向は、 N-s、N-66~77°-E、N-70~

75°-Wが多い。

図示した遺物が出土した土堺は、第124・128・155・

230号土壊である。第124号土壊からは、土師器甕（第

259図10)が出土している。北武蔵型で、時期は 8祉

紀中葉である。第128号土壊からは、土師器杯・甕（第

259図11・12)か出土している。 11は北武蔵型の丸底

芥で、体部下端をヘラケズリしている。 12も北武蔵

型である。時期は 8祉紀中葉である。第155号土塙か

らは土師器杯・皿、須恵器甕（第259図15~17)が出

土している。 15は北武蔵型の丸底杯で、 16は皿であ

る。 17は甕の破片である。外面は平行叩きに、カキ

目が施されていて、内面は青海波文の当て具を丁寧

にナデ消している。胎土はきめが細かく合有物は少

ない。産地は不明である。時期は 8椛紀前半～中葉

である。第230号土壊からは、上師器杯・鉢・甕（第

260図32~34)か出土している。 32は北武蔵型の丸底

杯である。 33は日縁部が大きく開いた鉢である。外

面はヘラケズリを施さず、かるいナデのみで、輪積

み痕が明瞭に残っている。底部の調整は不明である。

34は甕の胴部から底部にかけての破片である。胴部

下半に内側から穿孔が施されている。時期は 8世紀

前半である。

c.方形

方形の土壊は18基検出された。はとんど第10号溝

跡より北側にあり、 2 ~ 3基の単位で点在するよう

に分布している。南側に分布するのは、第253• 264 

号土堰のみである。

規模は、長軸1.40~2.00mのものがほとんどで、

中でも 1.50m代が多い。短軸は0.90~1.05m、又は

1. 40~1.60mがほとんどである。深さは、

0.10~0.30mである。

長軸方位は、 N-8°-W~N-6"-Eのほぼ南

北を向くものが約半数を占め、次いで、 N-85~89°

-Eの東西を向くものが多い。

図示した遺物が出土した土壊は、第112• 208 • 

215・218号上壊である。第112号土壊からは土師器杯

（第259図5)が出土している。時期は 8世紀中葉で

ある。第208号土壕からは、白磁椀（第260図24)が

出土している。時期は18憔紀代である。第215号土壊

からは、土師器杯・皿（第260図26~28)が出土して

いる。時期は 8世紀前半～中葉である。第218号土堀

からは土師器杯（第260図29)が出土している。日縁

部にヨコナデが施されている。時期は 9世紀代であ

る。
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SK101・102 

1 暗褐色土 Dーム粒を含む

2 暗茶褐色」． D-ム粒を含む

3 黄褐色土 Dーム多星

SK 1 0 6 

1 暗青褐色土砂質土主体、黒色土を含む

2 黒褐色t ローム土との混土腐、砂質微量

SK 1 O 7 

1 暗褐色土 Dーム粒を含む

2 暗黄褐色土 ローム粒・ロームプロック多埴

SK 1 O 9 

l I陪褐色士焼土粒を僅かに含む

2 暗黄褐色土 ローム粒多益

SK 1 1 0 

1 灰褐色土 ローム粒少届

2 褐色土ローム粒・ロームプロック多盟

SK 11 1 

1 灰褐色土 ローム粒・ロームプロック多塁

2 黄灰色土 Dーム多撻

SK 11 3 

1 黒褐色ヒ ローム粒・焼土粒少址

2 暗褐色土 ローム粒・ロームプロック(1~3cm大）

少星

SK 1 1 4 

1 黒褐色土 ローム粒・ロームプロック(1~3cm大） • 
焼土粒少量

SK 1 2 0 

1 灰褐色上焼土粒・ローム粒多鎚、炭化物粒を含む
SK122 

1 灰褐色土灰白色プロック (5cm大）を含む、ローム

粒・ロームプロック (1~5cm大）多益
SK I 2 3 

1 暗褐色土 ローム粒多堡

2 暗褐色土 Dーム多星

SK124 

1 暗灰色土 砂質、ローム粒・焼土粒を均—ーに含む
SK 1 2 7 

1 灰褐色土 ローム粒・炭化物多醤、灰色砂を含む、

ザラザラ

2 黒褐色土焼土小プロック少星・ローム粒若干

3 暗灰褐色上 黒褐色上の大プロック多籠、砂質だが

しまり有、粘件弱

4 暗褐色土炭化物粒・ローム小プロック若干

SK 1 2 8 

1 灰褐色土灰色砂多燈、ローム粒・炭化物粒若干
SK129 

1 暗褐色土焼土粒・ Dーム粒少匿

2 暗褐色土 1層より明度落ちる、ローム粒・炭化物

多星

SK 1 3 0 

1 暗灰色土 ローム粒・黒灰色土プロック少呈

2 黒灰色土 Dーム粒少星

3 灰褐色土黒灰色土プロック少星

4 黒灰色土

5 暗黄褐色土 Dームプロック・黒灰色土プロック多量

6 暗褐色土 ローム粒・ロームプロックを含む

7 灰色土ローム粒を含む

8 暗褐色土 ローム粒・ロームプロック少塁

9 暗褐色土 Dーム粒やや多鼠

SK132 

1 褐色 土黒色土プロック・ロームプロック多量

2 黒色土褐色土粒少量

3 暗褐色土 ロームプロックを含む、粘性強

SK 1 3 3 

1 灰褐色土 Dームを細かい稿状に多量含む

SK!34 

1 灰白色土 ローム粒を含む、粘性強

2 暗灰色土 ローム粒少星、砂を含む

3 灰褐色土 Dーム粒を含む
SK 1 3 6 

1 灰褐色土 ローム粒・ロームプロック(1~3cm大）

多景

SK140 

1 暗褐色土 ローム粒・ローム小プロック多星、

しまり有、粘性有

2 暗掲色土黒色土多塁

3 暗褐色土 □ームプロック多星

4 黒褐色土 暗褐色土とローム粒・ローム小プロック

多星

SK141 

1 暗褐色土 ローム小プロック少量、ローム細粒多届

2 暗掲色土 ローム粒・焼土粒若干

SK142 

1 暗褐色土 ローム粒多醤、ロームプロック少星

2 暗褐色土 ローム細粒多量

SK143 

1 暗褐色土 ローム小プロック少羅、ローム細粒多星

SK144・ 145 

1 暗褐色土 ローム小プロックを鹿の子状に多誠含む

2 暗褐色土 ロームプロック若干

3 灰褐色土 ローム・焼土・炭化物細粒少堡

4 黒褐色土 ロームプロック少呈、灰褐色土少醤

SK147 

1 暗褐色土 ローム粒多星

SK 148 

1 暗褐色土 ローム粒を含む、焼土粒・炭化物粒少量
SK149 

1 褐色土 ローム粒・ローム小プロック多量、

焼土粒・炭化物粒少鼠

SK 1 5 0 

1 暗褐色土 ローム粒・ローム小プロック多量、

焼土粒・炭化物粒若干

SK 151 

1 黒褐色土 ローム粒多議
SK 1 5 5 

1 黒褐色土 ローム粒・白色粒少醤

2 黒褐色土 □ーム粒・ロームプロック (2~4cm大）

多星、白色粒少輩

SK156 

1 暗褐色土 ローム粒・ロームプロック(1~2cm大）

少星、白色粒多最

SK158 

1 黒灰色土 ローム粒多醤、白色粒少鼠

2 黒灰色土 ローム粒・ロームブロック(1~3cm大）

多星、白色粒少醤

SK 1 5 9 

1 黒灰色土 ローム粒・ロームプロック (2cm大）．

白色粒少鼠

2 黒褐色土 ローム粒・ロームプロック (1~5cm大）

多醤、白色粒少畠

SK160 

1 黒褐色土 ローム粒・焼土粒・白色粒少量

SK 1 6 2 

1 黒灰色土 ローム粒・白色粒少星

SK 164 

1 黒褐色土 ローム粒・ロームプロック(1~2cm大）

焼土粒多堡

SK 171 

1 黒褐色土 ローム粒・焼土粒・白色粒少星

SK 1 7 4 

1 黒褐色土 ローム粒・焼土粒少量、ロームプロック

(1~6 cm大）微盤

2 白色粘土

SK 1 7 5 

1 白色粘土黒褐色土少星

2 黒褐色土 ローム粒・ロームプロック(1~2cm大）

少擾

3 黒褐色土 ローム粒・ロームプロック(1~3cm大）

多醤

SK177・178 

1 暗褐色土 白色粒（浅間B)を霜降り状に含む、

ローム粒多星

2 暗褐色土 白色粒（浅間B)を含む

SK179 

1 暗褐色土 ローム粒・焼土粒・白色粒少量

SK I 8 0 

1 暗褐色土 ローム粒・白色粒少堡

SK I 8 6 

1 黒褐色土 ローム粒・焼土粒・白色粒少塁
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SK!87 

1 黒褐色土 Dーム粒・白色粒少足

2 黄褐色土 ローム粒・ロームプロック (1~4cm大）

主体、黒褐色上斑に含む

SK198・199 

1 暗褐色土 ローム粒・ロームプロック (2~3cm大）

多堡、焼土粒微蟄

2 灰褐色土 ローム粒少塁

3 暗黄褐色ナ ローム粒多堡

SK201 

1 暗黄褐色土 ローム小プロック多星、炭化物を含む

2 灰褐色土 Dーム小プロック多旦

3 暗黄灰色土 ローム小プロック多屋、黒色土小プロック

を含む

SK212 

1 暗褐色土焼土粒・ローム粒少堡

2 灰褐色土 ローム粒・ロームプロック多鍋、焼土粒

少塁

3 暗灰色土焼土粒・炭化物粒を含む、 Dーム粒少星

4 灰褐色土ローム粒多醤

SK2!3 

l 暗褐色土焼土粒少量、ローム粒• Dームプロック

(2~3 cm大）やや多燈

SK 2 I 5 

1 灰褐色土 ローム粒・焼土粒少盤
SK216 

1 暗褐色土 Dーム粒多堡、粘性強

SK 2 I 7 

1 暗褐色土焼土粒を含む

2 暗褐色土 ロームプロック多贔

3 暗褐色土 ロームプロック・焼土粒少屋

SK220 

1 暗灰色土 ローム粒・焼土粒少塁

2 暗褐色土 ローム粒・ロームプロック、

ランダムに多塁

SK221 

1 黒褐色土焼土粒を僅かに含む、灰白色粘土

プロック多嚢

SK224 

1 暗褐色土 ロームプロック (2cm大）を含む、

焼土粒を僅かに含む

SK225 

1 暗灰色土焼土粒を僅かに含む

SK239 

1 黒褐色土 ローム粒(1~2mm大）・ローム小プロック

少醤

SK240 

1 黒褐色土 ローム粒 (!~2mm大）・ロームプロック

(2~3cm大）多量

SK241 

1 暗褐色土ローム粒(1~2mm大）少堡

2 暗褐色土ローム粒 (!~2mm大）少量

3 暗褐色土 ロームプロック (2~3cm大）少呈

SK242 

1 黒褐色土 ローム粒多塁、ローム小プロック

(3~5 cm大）やや多塁

2 黒褐色土 ローム粒・ローム小ブロック (3~5cm大）

多鼠

3 黒褐色土 Dーム粒多塁、ロームプロック

(2~3 cm大）少呈

SK250 

1 黒褐色土 Dーム粒．灰色粒 (I~2mm大）やや多量

2 黒褐色土 D＿ム粒(1~2皿大）少醤

3 暗褐色土 ロームプロック (3~4cm大）多醤

SK252 

1 暗灰白色土 焼土粒・ローム粒を少し含む

2 暗灰褐色土 ローム粒を少し含む

3 黄褐色土 Dームプロック

4 暗灰白色土 ローム粒を多く含む、焼土粒を少し含む
SK254 

1 黒褐色土 ローム粒・ロームブロック多塁、焼土

小プロック (5~10mm大）少堡

2 黒褐色土 ロームプロック (2~3cm大）．灰色粘土

プロック (2~3cm大）やや多量
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第127表 土壊出土遺物観察表

釆田旦勺＿ 器 種 ロ径 器高 底径 胎 上 焼成

1 t 師 均； (14 0) 3 8 DEH 2 

2 土 師 杯 (12.4) 3.0 ADE 2 

3 上 帥 均； (12.0) 2.6 DEH 2 

4 須 恵 甕 11 3 BEK 3 

5 土 師 坑： (12.0) 2.7 ADE 2 

6 士 師 昇； 03.4) 3 2 ADE 3 

7 土 師 杯 02.4) 3 1 ADE 2 

8 •L 師 嘩上£ (19.4) 5.4 ADER 1 ， 上 師 甕 (27.6) 16.2 DEH 2 

10 土 師 甕 (20. 0) 5.4 DEH 2 

11 土 師 昇： 03.0) 3 1 ADEH 3 

12 土 師 罪寧 (22.0) 5.0 ADEH 2 

13 七 師 均； (11.0) 3 6 ADE 2 

14 青磁高台椀 2.6 (6 4) 1 

15 七 師 均； (12.0) 3 5 ADE 2 

16 上 師 皿 (15.8) 3 1 ADEH 3 

17 須 恵 珈式 5.8 EHK 1 

18 土 師 坪 01. 6) 2.9 DE 1 

19 土 師 杯 (12.0) 3.0 DEH 2 

20 土 師 昇； 14.6 3.9 ADE 2 

21 須 恵 芸＂" (13.8) 2.0 BE 2 

22 須 恵 甕 16 7 BEI 1 

23 須 恵 況： 2.8 (10 0) BE 2 

24 白 磁 椀 02.0) 2 7 K 2 

25 土 師 均； (16.4) 4.6 DEH 2 

26 土 師 杯 (12 0) 2 8 DEH 3 

27 上 師 況； (13 0) 3.0 ADE 2 

28 上 師 皿 (13 0) 3 1 BDE 2 

29 上 師 昇； (13 0) 2.9 DEH 2 

30 土 師 埒； (12 0) 2.7 ADE 2 

31 上 師 昇； (1 1. 0) 2.2 ADE 2 

32 土 師 杯 (14.4) 4.1 ADE 2 

33 土 師 鉢 (27 4) 19 3 7.6 DEH 2 

34 土 師 甕 21.8 9 2 ADE 2 

35 土 師 珈ふt 14 8 DEH 2 

D.長方形

長方形の土壊は32基検出された。すべて第10号溝

跡より北側に分布している。全体数のおよそ 2/3が

調査区北東部に位置する。特に第26• 27号溝跡の東

西に集中している。

規模は、長軸2.00~2.50mが最も多く、1.07~ 

2.00mと2.50~2.80mのものも多くみられる。 3.5

m以上は少なく、最大は6.45mである。短軸は0.70

~0.95mが多く、特に0.80m前後が多い。深さは、

0.20mのものが多い。

長軸方向は、 28基がN-20°-W~N-20°-Eの

色 調 残率 備 考

褐

褐

明褐

黄灰

橙褐

明褐

橙褐

赤褐

明褐

褐

橙褐

褐

橙褐

緑灰

橙褐

赤褐

青灰

橙褐

橙褐

明褐

灰

灰白

灰

臼

明褐

暗褐

橙褐

橙褐

明褐

褐

明褐

褐

明荼褐

橙褐

暗褐

15 SK106 

15 SK106 

15 SK106 

破片 SK106 末野産

5 SK112 

75 SK120 

25 SK120 

15 SK120 

25 SK120 

15 SK124 

15 SK128 裂上

15 SK128 覆土

30 SK129 No. l 

20 SK142 

40 SK155 

35 SK155 

破片 SK155 産地イ＜明

5 SK157 

10 SK157 

75 SK158 

10 SK158 未野産 A 

破片 SK158 末野産

10 SK199 末野産 A 

10 SK208 

20 SK212 

20 SK215 

10 SK215 

25 SK215 

15 SK218 

5 SK220 

10 SK220 

45 SK230 日縁部黒斑あり

60 SK230 No. 2 

40 SK230 胴部下半に穿孔か SK230 No. l 

30 SK242 No. l 

間を向いている。その内13基は、ほぼ南北を向いて

おり、他の 3基は東西を向いている。

図示した遺物が出土した土壊は、第142・157・212・

220号土壊である。第142号土瑞からは、龍泉窯系の

青磁椀（第259図14)が出土している。時期は18椛紀

代である。第157号土壊からは、土師器杯（第259図

18 • 19)が出土している。時期は 7世紀末～ 8世紀

初頭である。第212号土壊からは、土師器杯（第260

図25)が出土している。時期は 8世紀前半である。

第220号土壇からは、土師器杯（第260図30• 31)が

出土している。時期は 7世紀末～ 8世紀初頭である。
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第128表土墳一覧表 (m) 

番号 グリッド 長径 短径 深さ 長軸方位 煎複遣構 時 期 備考

88 A-30 (2 20) 0 80 0.23 N-「-W D 
89 A-27 (1.90) 1.24 0 07 E 
90 A-25 0.88 (0 26) 0 18 A 
91 A-28 1.02 1 01 0 14 SD5、SK91• 256 A 
92 A-28 0.98 (0.68) 0.06 SD5、SK92• 256 A 
93 A-28 1.20 1.16 0 20 SD5 A 
94 A-26 (0.93) 0 90 0 10 A 
95 A-25 1. 73 0.90 0.44 N-16°-E SD24 • 25、SK151 D 
96 I -]4 1.23 1.08 0.12 A 
97 A~24 0 72 0.67 0.23 A 
98 A-24 0 89 0 73 0.21 SD22 A 
99 A~24 • 25 0 72 0.70 0.46 SD23 A 
100 J -17 1 23 1.20 0.15 A 
101 Q-13 0 90 0.90 0.06 SK102 A 
102 Q~13·14 1.22 (1 04) 0.18 SKlOl A 
103 0~16 1 71 0 58 0.14 N-6 °-E B 
104 0-17 1 26 0.79 0.08 E 
105 0-17 1.02 0 94 0 07 A 
106 k-17 4.14 3 37 0.25 SDlO 8 C前 E 
107 G-18 1.00 1.00 0 26 A 
108 H-18 0.95 0 88 0 16 A 
109 I -18 0.87 0.81 0 57 A 
110 I • J -19 5 16 0.80 0.19 N-2°-W D 
111 I • J -20 3.06 1.14 0 18 N-7°-E D 
112 G-19・20 1.55 0.98 0.12 N-23°-W SB22 • 23 8 C中 C 
113 A-24 1 10 0.98 0.34 A 
114 A-24 (1 16) 0. 72 0.23 N-3°-W D 
115 G-19 1 48 1.12 0.08 SJ233、SB22• 23 9 C以前 A 
116 J -1 8. 1 9 0.97 0.80 0 21 A 
117 H-18 1.00 0 88 0 26 SB32 A 
118 H-21 1. 01 0.75 0.16 E 
119 H-21 1.32 0.82 0.13 N-77°-E B 
120 H~21 • 22 1.82 1 68 0.26 8 C前～中 E 
121 H-21 1.04 0 90 0.07 A 
122 F-20 0 98 0.94 0.10 A 
123 H • I -21 • 22 2.28 1 62 0.17 N-66°-E B 
124 G-21 2.07 0.98 0.17 N-74"-E SJ238 • 241 8 C中 B 
125 G • H-22 1.85 1.52 0 08 N-77°-E B 
126 E-25 1.08 1.06 0 33 SB52、SDlO A 
127 F-26 0.98 0 77 0.74 A 
128 E-26 2 35 1.22 0.27 N-75"-W SDlO SC中 B 
129 E-24 1.17 1.05 0.37 SJ189 7C後 E 
130 G • H-25 1.38 0.79 0.42 E 
131 E~25 1 11 (0.60) 0 31 SDlO A 
132 I ~27 0 98 0.95 0.84 A 
133 I -27 0.95 0.91 0.37 E 
134 J -27 0 87 0.86 0 27 SD13 近世以降 A 
135 H-26 0.96 0.58 0.27 N-0" B 
136 C-32 2 88 0.73 0.20 N-15e-W SB55、SDlO 7C後以降 D 
137 c~32 3 45 0.79 0.20 N-9°-W SB55、SDlO 7 C後以降 D 
138 C-31 • 32 2.10 0.75 0.18 N-2□-W  SB55 D 
139 C-31 3 18 0 82 0.20 N-1°-W SB55 D 
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釆m立勺 グリッド 長径 短径 01 オ,'じ＜ 去ヽ 長軸方位 重複遺構 時 期 備芍

140 C-30 2 02 (1 43) 0 29 N-86"-E SDlO 7 C後以降 C 

141 C-29 1.24 1.07 0 17 A 

142 B • C-29 2.70 0 96 0.10 N-10°-E S]194 18C D 

143 B • C-29 4.02 1.10 0.12 N-15°-E SJ192 • 194、SK207 8 C前以降 D 

144 B~30 0.87 0 85 0 22 SK145 A 

145 B-30 (2. 01) 1 05 0 38 N-84"-E SK144 D 

146 B-30 (2.25) 0.80 0.16 N-1 "-W SJ196 D 

147 B~32 1.10 1.05 0.34 A 

148 B-32 1 31 1.11 0.20 A 

149 B-29 1.11 1 06 0 12 A 

150 B~29 2.28 0.85 0 18 N-81°-W SJ191 8 C初以降 D 

151 A-25 1.10 1.03 0.18 SD24、SK95 A 

152 A-27 1.58 1.03 0.10 N-85"-E C 

153 C • D-20 6 45 0.82 0 27 N-2"-E SJ170、SK161 lOC前以降 D 

154 H-16 1.22 1.00 0.11 A 

155 I -16 1.98 0.82 0.24 N-70°-W 8 C前～中 B 

156 I • J -17 2.08 1.30 0.30 N-1°-W D 

157 I • J -17 3.32 1.08 0 33 N-1 "-E SJ253 7 C末～ 8C初 D 

158 I • J -16 3 97 1 35 0 16 E 

159 I -16 2 54 1.22 0.20 E 

160 C-21 1 37 1.30 0.16 SJ171、SB58• 59 lOC後以降 A 

161 D-20。21 0 96 0.77 0 04 SK153 A 

162 B-23 1 63 0 64 0 09 N-0 ° SJ124 • 146 8 C Hij以降 B 

163 D-22 1.18 1 14 0 15 SJ177 9 C後以降 A 

164 D-22 • 23 1.22 1 04 0.11 SJ177 9 C後以降 A 

165 D-22 1 40 1.30 0.16 A 

166 D-22 1 27 0.84 0.06 N-0" B 

167 D • E-22 2 57 0 93 0 17 N-1 °-E SB57 D 

168 D~23 1.26 0.18 0.06 A 

169 D-22 2.08 0.98 0.15 SK170 E 

170 D。E-22 2.92 1 86 0 16 SJ178、SK169 E 

171 D-22 • 23 2.04 1 40 0 20 N-89°-E SJ178 C 

172 D-23 1.48 1 32 0.13 SJ178、SK173 E 

173 D • E-23 4.33 1. 94 0.20 SJ178、SK172 E 

174 B-22 1 56 1. 51 0.24 N-88°-E SB63 C 

175 B~22 1.53 1 41 0 15 N-90"-E SB63 C 

176 D-23 1.61 1.57 0 20 N-4"-W C 

177 B-23 1 08 1.06 0.13 SJ153 • 156。158、SK178 9 C後以降 A 

178 B-23 0 88 (0.61) 0.08 SJ156 • 157 • 158、SK177 9 C後以降 A 

179 B --22。23 1 23 1.14 0.21 SJ144、SB29 A 

180 B • C-23 4 75 0 64 0.22 N-2 °-E D 

181 D-22 0 76 0.68 0.09 SJ177 9 C後以降 A 

182 D-22 0 95 0.80 0.09 SJ177 9 C後以降 A 

183 D-22 1 20 0 66 0 09 N-54°-W SB57 B 

184 D-21 1.53 0 68 0 22 E 

185 B-23 1 10 0 90 0 13 SJ158、SB53 8 C前以降 A 

186 D • E-25 0.90 0 86 0.17 S]189 7C後以前 A 

187 D • E~24 2 73 0 80 0 21 N-11°-W D 

188 A-23 0 97 0 76 0 10 A 

189 B-26 1 00 0.91 0 08 SB67、SD34 A 

190 B-26 1 11 1.03 0.14 SB67、SD34 A 

191 B~26 • 27 0 75 (0 56) 0 11 SD34 A 

192 B-26 1 00 (0 79) 0 16 SB67、SD34 A 
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釆甲万［コ グリソド 奴径 短径 深さ 長軸方位 重複遺構 時 期 備考
193 B-27 (0. 77) 0 57 0 18 N-6°-W SE56、SK194 C 
194 B-26。27 0 74 0 63 0 36 SE56、SK193• 195 A 
195 B-26 1.00 (0. 93) 0.11 SB67、SK194 A 
196 B-26 2.90 1.50 0 24 S]l81。182、SD34、SK199• 200 8 C後以降 E 
197 B-26 1 16 1 02 0 16 A 

198 • 199 B-26 3.56 1 52 0.39 SJ181 • 182、SD34、SK196• 200 8 C廿ij以降 E 
200 B-26 2.16 1.06 0.24 S]181 • 182、SD34、SK196• 199 8 C前以降 E 
201 A・ B-29 1 44 0 91 0.27 N-6 °-E C 
202 c~31 5 52 0.93 0.12 N-1 °-E SDlO、SE56 D 
203 B-31 0 94 0.84 0.09 SJ199 • 200 7C中以降 A 
204 B • C-29 1 20 1.08 0.10 SJ193 8 C前以降 A 
205 B-30 • 31 0 85 0.78 0.05 A 
206 C-31 0.86 0. 77 0.18 A 
207 C-29 (1.03) 1 10 0 14 SD26、SK143• 270 E 
208 B-28 1.55 1 05 0 26 N-8°-W SB66 18C C 
209 B-28 1 37 0 80 0.12 N-7°-W SB66 B 
210 B~28 2 93 0 76 0 11 N-29°-W SB66 D 
211 B-28 3 89 0 92 0 13 N-70-W D 
212 C-28 2.23 1.11 0 31 N-16a-W 8 C前 D 
213 B-27・28、C-27 5.16 0.71 0 38 N-16°-E D 
214 B-27 (1.56) 0.90 0 14 N-13°-E SD34、SK222 D 
215 B-27 1.24 1 02 0.21 N-3 °-E 8 C前～中 C 
216 C-26 1.33 1 18 0 15 N-14"-W B 
217 C-26 0.90 0.86 0.65 A 
218 A-22 1.33 (l _ 02) 0.48 N-0 ° SJ129 9 C代 C 
219 B-27 1. 71 0.83 0.13 N-0 ° B 
220 B-27 1.90 1.01 0.25 N-3 °-E 7C末～ 8C初 D 
221 C-27 1 45 0.89 0.17 N-75°-W B 
222 B-27 2 00 0.75 0.06 N-20°-E SK214 D 
223 B-28 0 98 (0 64) 0 04 SD34 A 
224 B-26 0 95 0 92 0 15 A 
225 C-26 0 89 0 85 0.07 A 
226 c~29 (2 47) 0 91 0.23 SDlO、SK227 E 
227 C-29 3 88 0 61 0.14 SDlO、SK226 E 
228 B-26 2.44 1.00 0 40 N-89°-W D 
229 B-26 1. 02 1.02 0 15 SB67 A 
230 B • C-27 2.07 1.45 0 10 N-26°-W 8 C前 B 
231 B • C-21 1.26 0 88 0 22 N-38°-W SJ131 llC前以前 B 
232 B~35 • 36 0.88 0 54 0.12 N-62°-E C 
233 B-35 0 74 0.59 0.08 A 
234 B-36 • 37 1.16 (0.60) 0 08 A 
235 B-36 • 37 1. 80 1.50 0 12 N-57-W B 
236 B~36 1 20 1 06 0 06 N-41C-E B 
237 B-36 1.36 0 86 0 06 N-45°-W B 
238 B-36 1.88 0.79 0 07 N-19°-W D 
239 B~36 1 37 1.03 0.09 N-27°-W C 
240 B~35 • 36 1 41 1.26 0.17 N-15"-W C 
241 B-35 1 80 0.84 0.30 N-18ロ-W D 
242 B-35 1.32 0.90 0 24 SJ222 8 C前 E 
243 B-34 0.98 0.80 0 14 SK244 E 
244 B-34 1 40 0.90 0.05 SK243 E 
245 B~34 1 62 0.89 0.05 E 
246 B-34 1.18 (0.53) 0.12 A 
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釆m旱J グリ‘Jド 長径 短径 深さ 長軸方位

247 B-35 0 93 0.78 0 14 N-16"-W 

248 C-34 2.25 0.86 0 06 

249 C-34 1.01 0 88 0.20 

250 A-34 1.06 (0.62) 0.28 

251 0-20 0 91 0.72 0 22 

252 H-21 0.76 0 60 0.13 

253 M-18 1.20 0.87 0.11 N-2"-E 

254 A-34 1.30 (1 00) 0.34 

255 A-28 0.90 (0 78) 0 22 

256 A-28 1 01 0.82 0.20 

257 E-24 3 93 0.90 0 19 N-9"-W 

258 E-22 0 94 0.73 0 14 

259 P-21 0 72 0.69 0 09 

260 D-30 0 86 0.75 0.18 

261 B-32 0.83 0 73 0 25 

262 H-23 0.91 0 82 0.20 

263 P-21 0.82 0 82 0 10 

264 J • K~21 1.42 0 92 0 10 N-4"-W 

265 K • L-20 1.56 0 98 0 09 

266 J • K~21 1.65 1.02 0.14 

267 K • L-20 2 97 1.50 0.05 

268 B-29 1.16 (0 70) 0.30 

269 J -16 (1 16) 1.02 0 06 

270 C-29 0.75 0.49 0.20 

『大寄遺跡 I』で報告した第 1号土瑞慕は長方形

で、長軸方向はほぱ北南を向いている。ロクロ土師

器高台付椀（第271図12)が出土している。長方形の

土壊の中には、この土壊墓に形態や軸方向が類似す

るものがあり、土壊墓である可能性が高い。

E.不整形

不整形の土壊は37基検出された。この中には、複

数の土壊が重複するものと、土壊の形自体が不整形

なものがある。今回は両者を無理に分類することは

せず、一括して不整形として扱う。

調査区中央部と北側に分布する。規模などは、個

体差が激しく傾向がでなかった。

図示した遺物が出土した土壊は、第106・120・129・

158 • 199 • 242号土壊である。第106号土壊からは、

土師器杯、須恵器甕（第259図1~4)が出土してい

る。 4は末野産須恵器の甕の破片である。外面は平

行叩きが施されているが、破片の下半はナデ消され

重複追構 時 期 備考

C 

SK249 E 

SK248 E 

SJ219 7C中以降 A 

A 

E 

C 

SJ219 7 C中以降 A 

SD5 A 

SD5、SK91• 92 E 

SJ168、SB49 D 

A 

A 

A 

A 

E 

A 

C 

E 

E 

E 

SJ192 7 C末～ 8 C初以降 E 

E 

SD26、SK207 E 

ている。内面は青海波文と考えられ、凹凸はあるが、

丁寧にナデられていて不明瞭である。時期は 8匪紀

前半である。第120号土堀からは土師器杯・甕（第259

図6~ 9)が出土している。時期は 8祉紀前半～中

葉である。第129号土瑞からは土師器杯（第259図13)

が出土している。時期は 7世紀後半である。第158号

土壊からは土師器杯、須恵器蓋・甕（第259• 260図

20~22)が出土している。 22の甕は、外面が平行叩

き、内面は青海波文が施されている。須恵器は末野

産で、時期は 8世紀前半である。第199号土壊からは

須恵器杯（第260図23)が出土している。体部下端を

ヘラケズリしている。底部の調整は回転糸切り後、

一定方向のヘラケズリである。末野産である。時期

は8祉紀前半である。第242号土壊からは土師器甕

（第260図35)が出土している。時期は 8世紀前半で

ある。
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(6) 柵列跡

第4号柵列跡（第261図）

調育区のほぼ中央、 E.F-21グリッドに位置す

る。第48号掘立柱建物跡と重複関係にある。直接の

前後は不明だが、軸方向からは本柵列が古いと考え

られる。 P5-6間は撹乱により壊されており、本

米はこの位置にもピットがあったものと考えられ

る。

総延長は約14m、軸方向はN-23°-Wである。各

ピットは等間隔に配置されておらず、 P3 4間の

80cm、P8-9間の2.10mまでバラッキがある。規

模は、径40~60cm、深さ15~60cmと幅がある。深さ

は概ね15~30cmに収まるようである。 P2・3が近

接し、 P5に2箇所の掘り込みが認められることか

ら、建て替えが行われた可能性もある。

付近で同様の軸方向の遺構としては、第 9• 39 • 

41号掘立柱建物跡、第225号住居跡がある。その位置

関係から本柵列は前者と後者を区画していたものと

考えられる。

遺物は、図示不能な土師器の杯・壺。甕、須恵器

の甕などの胴部の小破片が出土しているのみであ

る。時期は不明だが、関連する可能性のある遺構の

時期とするならば、 8祉紀と考えられる。

第 5号柵列跡（第261図）

調査区のほぼ中央、 I -22~26グリッドに位置す

る。第10号溝跡の東側を遺構の範囲としたが、西側

にも同様のピットが認められることから、更に西側

に延びる可能性もある。東側はPlで第 6号柵列跡

と交差し、両者で施設を構成していたと考えられる。

総延長は約33m、軸方向はほぼ東西軸である。 P

1 -2間は4.80m、P13-14間は4.30mと特に大き

く間隔が開いており、出入り日の可能性も考えられ

る。各ピットは等間隔に配置されておらず、いくつ

かのピットのまとまりか1.8~2.3m間隔で並んで

全体を構成しているといった様相である。規模は、

径20~50cm、深さ 4~36cmと幅かある。深さは概ね

10~20cmに収まるようである。覆土の状況を確認し

たのは数基にとどまる。ほとんどが自然堆積と考え

られる。 P23の2層を杭の痕跡と考えると太さ約 5

cmのものと推定できる。

付近で同様の軸方向の遺構としては、第38• 

49~52 • 69号掘立柱建物跡がある。その位置関係か

ら本柵列はこれらの南側の区画と考えられる。遺構

の分布状況からは、区画自体は更に西側に延長して

いたものと考えられる。住居跡は東西軸の軸方向に

なるものが多く、どれが関連するものか特定できな

いが、いずれかが区画に関連するものと考えられる。

遺物は、図示不能な士師器の杯・甕の小破片が出

土している。時期は不明だが、閃連する可能性のあ

る遺構の時期とするならは、時期は 9• 10肌紀と考

えられる。

第 6号柵列跡（第262図）

調査区のほぽ中央、 G~I-25 • 26グリッドに位

置する。第10号溝跡の南側を遺構の範囲としたが、

北側にも同様のピットが散在して認められることか

ら、更に北側に延びる可能性もある。南側はPlで

第5局柵列跡と交差し、両者で施設を構成していた

と考えられる。

総延長は約22m、軸方向はほぼ南北軸で、若干西

に振れる。 P16-17間が2.90mとやや大きく間隔が

開いており、出入り日の可能性も考えられる。各ピッ

トはほぼ等間隔に配置されている部分と、そうでは

なく、いくつかのピットが集まっている部分がある。

P 1 -2 -3 -4 -5 -9 -11-12は、1.4~1.6m

間隔で並んでいる。 P5~10の周囲には複数のピッ

トが集まっている。また、 P12-13間は1.0mと間隔

が短く、 P14は東側に外れた位置にある。あるいは、

互い違いにした出入り日のようなものの可能性もあ

る。 P17以南は、 P17 • 18、P19 • 20を一組のもの

と考えると、各々2.60m、2.30mとやや間隔が広

がっている。規模は、径20~40cm、深さ 4~20cmと

輻があるものの、全体的に浅い。覆土の状況を確認

したのは数基にとどまり、いずれも自然堆積と考え
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られる。

付近で同様の軸方向の遺構としては、第38。

49~52 • 69号掘立柱建物跡かある。その位置関係か

ら、本柵列はこれらの南側の区画と考えられる。遺

構の分布状況からは、本遺構の延長線上に第51号掘

立柱建物跡の東側の側柱が並び、若干位置がずれる

か、その北側に第 7号柵列跡があることから、区画

自体は北側に延長していたものと考えられる。住居

跡は東西軸の軸方向になるものが多く、どれが関連

するものか特定できないが、いずれかか区画に関連

すものと考えられる。

遺物は、図示不能な土師器甕の小破片が出土して

いるのみである。時期は不明だが、関連する可能性

のある遺構の時期とするならは、時期は 9。10世紀

と考えられる。

第 7号柵列跡（第262図）

調査区の北側、 D-26グリッドに位置する。南側

に第190号住居跡、第51号掘立柱建物跡、第49号井戸

跡があり、更にその延長線上に第 6号柵列跡がある。

総延長は約 8m、軸方向はほぼ南北軸である。各

ピットは等間隔には配置されておらず、 P1-2。

3-4間が1.90m、1.70mとやや大きく聞隔が開い

ている。その南側はやや間隔が狭く、 80cm~1.20m

と不揃いである。 P2 • 3、8 • 9は一組のものと

考えられる。また、 P4には複数の掘り込みがある

ことから建て替えられた可能性もある。規模は、径

20~50cm、深さ 7~30cmと輻かあるものの、全体的

に浅い。覆士の状況を確認したものはない。

付近で同様の軸方向の遺構としては、第49• 51 • 

52。69号掘立柱建物跡がある。その位置関係から、

本柵列はこれらの東側の区画と考えられる。若干位

置かずれるが、第51号掘立柱建物跡の東側柱の軸線

上、第 6号柵列跡の延長線上に当たることから、一

連の区画施設の可能性もある。また、遺構の範囲の

北側にも同様のピットが東西に散在して認められる

ことから、それらと組み合わせになる可能性もある。

住居跡は南北軸、東西軸の軸方向になるものが多く、

どれが関連するものか特定できないが、いずれかが

区画に関連すものと考えられる。

遺物は出土していない。時期は不明だが、関連す

る可能性のある遺構の時期とするならは、時期は

9 • 10肌紀と考えられる。
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(7) 土壊墓

大寄遺跡II区では、土壊墓か 4基検出されている。

第 1• 2号については、既に報告した。本書では、

第3• 4号について報告する。

第 3号土壊墓（第263図）

調査区の北側、 B-25グリッドに位置する。北西

4.0mに第 4号土塙墓、北6.0mに第 1号荼昆跡があ

り、これらの遺構とも関係すると考えられる。

平面形はやや不整な楕円形である。規模は長軸

1.08m、短軸0.45m、深さ0.38mである。断面形は

箱形である。主軸方向は、 W-Eで、ほぼ東西軸で

ある。床面は段を持ち、西に向かって深くなってい

る。覆土は埋め戻しである。 2。3層は掘り方で、

埋め戻されている。 1層は埋葬時の被覆土と考えら

れる。

人骨や古銭は 2層の上位から出土し、このレベル

に遺体を収めたものと考えられる。東側が大腿骨で、

ST3 

g ヽ

m
 

~-

A 53.50 

A' 

_!:' 

A
i
 

ST3 

1 暗褐色土 ローム・黄灰色粘土小プロック多星

2 暗黄褐色土 ローム粒子・ローム小プロック・黄灰色粘土粒多塁、

焼土粒・炭化物粒若干、 しまり欠く、粘性強

3 暗褐色土黒褐色土をベースに茶褐色土を含む、

ローム・焼土粒多董、しまりあり、粘性少

古銭はその上から密着して出土している。北側の骨

片は腕の骨のようである。礫はその上位から出土し

ている。東側が熔結凝灰岩（角閃石安山岩）、中央が

所謂河原石で石材は不明である。落ち込んだものの

ようで、上位にこれらの礫を用いた構造物があった

可能性がある。

遺物は、 7枚の古銭が重なった状態で出土してい

る。布が付着しており、それにくるんだ状態で納め

たものと考えられる。いずれも北宋銭である。「元祐

通賓」 (1086年）が 2枚、「咸平元賓」 (998年）、「皇

宋通賓」（1038年）、「元符通賓」 (1098年）、「大観通

賓」 (1107年）が各 1枚で、 1枚は判読できない。

本土壊墓の時期は、 12世紀以降の中祉のいずれか

の時点と考えられる。

第 4号土壊墓（第263図）

調査区の北側、 B-25グリッドに位置する。南東

ST4 

A_  

▲
 `

9
 

a]. I 

A 53.60 
-1!: 

ST4 

1 灰褐色土灰色砂・ローム粒多星、しまり少、粘性あり

2 暗褐色土灰褐色土・ローム粒・ローム小プロック多呈、

炭化物粒・焼土粒少星、しまり欠く、粘性あり

情ぷ

第263図第 3• 4号土壊墓
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第265図 第3号土壊墓出土古銭

4.0mに第 3号土壊墓、北東3.0mに第 1号荼毘跡が

あり、これらの遺構とも関係すると考えられる。

本遺構は馬の遺骸を収めた馬の埋葬士壊墓である。

平面形は隅丸長方形で、南東側にピットが取り付

くものである。規模は長軸1.33m、短軸0.71m、深

さ0.27mである。断面形は箱形である。主軸方向は、

W-Eで、ほぼ東西軸である。床面は平坦だが、東

壁際がやや浅くなっている。覆土は埋め戻しである。

遺構の北壁際と南東コーナーにはピットが掘り込

まれている。p1は径60cm、深さ 6cmで、中から人

頭大の礫が出土している。 P2は径40cm、床面から

(8) 荼毘跡

第 1号荼毘跡（第266図）

調査区の北側、 B-25グリッドに位置する。第180

号住居跡と重複関係にあり、本荼昆跡が新しい。ま

た南6.0mに第 3号土壊墓、南西3.0mに第 4号土壊

墓があり、これらの土壊墓群とも関係する施設と考

えられる。

本遺構は、方形の燃焼部に棺座となる礫を置き、

棺ごと火葬した施設で、所謂「荼毘跡」と呼称され

るものである。調査時には土壊墓（ST2) として取

り扱われている。

平面形は凸形で、隅丸長方形の燃焼部の一辺中央

に煙道状の突出部が付くものである。燃焼部の規模

の深さ 5cmである。

馬の骨や歯は東・南壁際からまとまって出土して

いる。特に東壁際からは顎が良好な状態で出土して

いる。骨の出土位置からは南向きに脚をおった状態

で埋葬したと考えられる。礫は北・南壁の中央と、

p 1から出土している。前者は上位から、後者は底

面から出土している。石材は不明である。前者は落

ち込んだもののようで、上位にこれらの礫を用いた

構造物かあった可能性がある。p1の礫の性格は不

明である。

遺物は出土していない。時期は中椛と考えられる。

は長軸1.10m、短軸0.60m、深さ0.18mである。断

面形は箱形である。突出部は輻25cm、長さ40cmで、

なだらかに立ち上がる。遺構の上部は削平されてい

るものと考えられる。主軸方向は、 N-3°-Eで、

ほぼ南北軸である。燃焼部の東・南側壁面の全体、

西側壁面と突出部の一部が焼土化している。床面は

平坦である。その上に、径30cmはどの自然石を 5個

配し、棺座としている。壁面が焼土化した後、 4層

が崩落し、その上部に部分的に炭化物層が入る。こ

の炭化物は、棺材の一部と考えられる。この時点で

棺は壊れ、炭化物・焼土・骨粉を多く含む 2• 3層

が形成されたと考えられる。北側の礫の間から大腿
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1 暗褐色土 やや撹乱土が混じる、焼土粒・ローム粒多星、

しまり・粘性欠く

2 黒灰色土 暗褐色土をベースに大塁の炭化物、炭化材を含む、

焼土粒・ローム粒含む、骨粉多醤、しまり少、粘性なし

3 黒褐色土 炭化物粒・焼土粒多醤、ローム粒少益、骨粉多屋、

しまり・粘性欠く

4 暗茶褐色土 ローム粒・焼土粒多塁、炭化物少翌、骨粉少量

第266図

骨が出土していることもその傍証となろう。 2• 3 

層の合有物は、棺の炭化した残材や、取り上げ切れ

なかった骨と考えられる。礫の上面には部分的に焼

上が原く分布し、遺構の上部が崩落したものである

第 1号荼毘跡

可能性がある。

遺物は出土していない。時期は不明だが、他の土

塙墓と同様の時期であるならは、中匪に帰属するも

のと考えられる。

(9) ピット・グリッド。表採出土遺物

ピット出土遺物

大寄遺跡II区からは1485基のピットが検出され

ている。これらのピットには地鎮のために、杯を埋

め込んだと考えられるもの (A-25Pl)や、図示

不能の状態だか、土師器の甕の破片か一括して出土

したもの (G-14Pl)などがある。また、遺物は

出土していないが、斜めに杭を打ち込んだ状態が観

察できるもの (F-20P6、F-24P1、H-19P

l) もある。ここでは、遺構の柱穴と認定できない

ピットからの出土遺物を第267図に掲載し、概要を

述べる。

1 • 2は一括で出土したロクロ土師器の小皿であ

る。時期は10棋紀後半である。地鎖等で埋納された

可能性が高い。 3は室町時代の軒丸瓦の瓦当部分で

ある。巴が太く、種文が大ぶりで、側縁部も幅が広

い。また、瓦当部分全体も厚みがある。室町時代の

ものと考えられる。 1 ~ 3の出土したA-25• 26グ

リッドは、中世の土塙墓や荼毘跡等があり、調査区の

北側も含めて、中匪の遺構が分布する可能性が高い。

4は土師器の甕である。 10椛紀のものと考えられ

る。 5は須恵器の高台付椀である。高台の付け方が

雑で部分的に団子状になっている。 6はロクロ土師

器の高台付椀の高台で、所謂高脚高台である。時期

は10憔紀後半である。 B-21・23グリッドには、 10・

11世紀の遺構が多く分布しており、 4~7もそれら

と一連のものと考えられる。

8は土師器の長胴甕で、 8祉紀前半のものである。

径30cmのピットに大きな破片がスッポリ入り込ん

でいた。 9は凝灰岩製の砥石である。 4面を使い込

んでいる。ピットの底面からの出土である。 C-29

グリッド付近には 8槻紀の住居跡が分布しており、

8 • 9もそれらと一連のものと考えられる。

10は9世紀前半の杯である。内面には放射状の暗

文が施される。時期は 9世紀の前半である。

グリッド・表採出土遣物

遺構に伴わない遺物を第268図に一括して掲載し
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第267図 ピット出土遺物

第129表 ピット出土遺物観察表

番号 器 種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残率 備 考

1 ロクロ小 ll1l 9.4 2,0 5.0 DEJ 2 柑褐 70 A-25GrP1 No. 1 

2 ロクロ小皿 9.5 2 3 5 0 DEHIJ 1 橙褐 80 A -25GrP1 No. 2 

3 軒 丸 瓦 長径（16.0) DE 1 灰 55% 中桃後半 A ~26GrP1 No. l 

4 上 師 甕 (25.2) 5.8 BDE 2 褐 25 B-21GrP4 

5 須恵高台椀 12.3 4 7 5.7 BEIJ 3 黄灰 90 B-23GrP2 B 

6 ロクロ高台椀 3.8 7.8 EIJ 3 黄灰 80 B-23GrP2 

7 土 錘 長4.9cm 幅1.6cm 孔径04cm 重さ 1059 g ABDE 2 褐 100% B-23GrP3 

8 上 師 甕 21.0 14 7 DEHJ 1 褐 70 C~29GrP1 ， 砥 石 長8.2cm 幅45cm 原さ3.lcrn 重さ14747 g C-29GrP2 

10 土 師 埒； (19. 2) 5 8 9.0 ADE 1 褐 55 内面放射状暗文 0-16GrP3 
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第130表 グリッド・表採出土遺物観察表

釆甲万旦 器 種 ロ径 倫＂n -1 山口J ^ 底 径 胎 七 焼成 色 調 残率 備 考

1 須 恵 昇： (11,6) 3.5 (6.2) BEFK 1 灰 30 南比企産 A B-21Gr 

2 羽 ク並 7 1 BDE 2 灰 破片 頒恵質 ロクロ整形 B-23Gr 

3 須 恵 珈瓦 (16 4) 6.7 EIK 1 紫灰 10 木野産 B-30Gr 

4 灰釉高台椀 (17 8) 6.8 8 0 EJK 1 灰 40 東濃産大原窯式漬けがけ C-21Gr 

5 ロクロ高台椀 4 1 7 3 DE 1 荼褐 80 内面黒色処理＋ミガキ C-21Gr 

6 ロクロ高台椀 (17.5) 7 1 (7.5) ABDE 2 黄灰 20 内面黒色処理十ミガキ C-22Gr 

7 須恵系杯 (11 8) 3 5 5.0 ADE 2 橙褐 55 C-22 • 23Gr 
8 上 師 杯 (17.6) 5 0 ADE 2 橙褐 30 C-28Gr ， 砥 石 艮9.8cm 幅6.0cm げさ3.6cm 重さ32634 g C~31Gr 

10 須 声ĉ 皿 1 8 5.6 EIJ 1 灰 80 末野産 A E-18Gr 

11 須 息 長 頸 壺 19.0 EHK 1 黄灰 50 藤岡産か？ I -16 • 17Gr 
12 焙 烙 (36.8) 5.1 (34 6) DE 2 明荼褐 10 近祉 M-18Gr 

13 土 師 昇； 10 8 3.8 ADH 2 橙褐 80 0-22Gr 

14 上 錘 長4.4cm 幅18cm 孔径0.4cm 重さ12.60g DE 2 褐 100% 表採

15 勾 1;ヘ 高さ3.3cm 輻1.15cm 孔径03~0 55cm 重さ938 g 表採

た。これらの追物が出土したグリッドには、遺物と

同時期の遺構が分布している場合が多く、本米的に

はそのいずれかの遺構に帰属するものと思われる。

3は末野産の甕の破片で 7槻紀のものと考えられ

る。 4は東濃産の灰釉陶器高台付椀で、大原窪式と

考えられる。 5は体部の外面と底部には黒斑が付く

(10) II区出土鉄製品

大寄遺跡II区から出土した鉄製品は60点である。

今回報告する範囲からは、 32点出土している。主な

鉄製品は、刀子・鎌・鉄鏃・釘である。その他板状・

棒状の用途不明品が多数出土している。鉄製品の多

くは、住居跡からの出土である。

刀子（第269図 1~11)

刀子は11点出土している。 1は完形であり、両関

と思われるが、関は浅い。 2は茎尻を欠いているが、

ほほ完形であり、両関である。 3は大型の刀子とし

たが、刃幅が2.60cmと他よりも広いので、小JJの可

能性もある。刃部は半分を、茎部は先端部をそれぞ

れ欠損している。両関であり、茎部は先端に行くほ

ど細くなっている。 4~ 8は刃部から茎部の破片で

ある。すべて両関であるが、 5以外は浅くはっきり

しない。 4は折れ曲がった状態で出土した。 7は刃

部が短い。 8には、茎部の周辺に木質部が残存して

いる。 9は刃部の破片である。 10• 11は茎部の破片

が、高台には見られず、製作手法を窺わせるもので

ある。 11の長頸壺は、藤岡産と考えられ、肩に一面

に灰がかかっている。12の焙烙は江戸時代のもので、

器面が乳白色である。15の勾玉は滑石製で面があり、

丁寧な造りである。 5槻紀のものと考えられる。こ

の他に刀子（第269図 7)が出土している。

である。

鎌（第269図12• 13) 

鎌は 2点出土している。どちらも柄の装着部として、

端部全体を直角に折り返している。 12は刃部先端を

欠いているが、ほぼ全形が窺える。 13は刃部半分を

欠損している。

鉄鏃（第269図14~16)

鉄鏃は 3点出土している。 14は平造五角形鏃であ

る。逆剌力粥架く、関箆被である。 15は両丸造三角形

鏃である。逆刺が浅く、関箆被である。 16は雁股鏃

である。先端の扶りは浅く、両刃輻は広い。関箆被

である。

紡錘車（第269図17• 18) 

紡錘車は 2点出土している。 17は車部のみで、 18

は軸部のみである。

釘（第269図19)

釘は 1点出土している。頭部を方形に造り出して
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第131表鉄製品一覧表 （ ）は残存長

釆日ヨ平J^  種 類 大き さ (cm) 重賊(g) 備 考 出上遺構

1 刀子 長さ15.9、刃輻11、背幅0.3、茎幅0.8 27.65 SJ236 No.19、カマド

2 刀子 長さ (16.8)、刃輻1.1、背輻0.3、茎幅06 31.12 茎尻欠損 SJ212 No. l 
J ， 刀子 Kさ（15.3)、刃幅2.6、背幅0.25、茎輻12 64.77 刃部～茎部破片 SJ156 No.10 
4 刀子 長さ (84)、刃幅1.0、背幅0.3、茎幅1.1 11.01 刃部～茎部破片 SJ166 壁溝

5 刀子 長さ (73)、刃幅7.3、背幅0.3、茎幅0.7 16.19 刃部～茎部破片 SJ231 4区

6 刀子 長さ（4.6)、刃幅1.1、背輻2.5、茎輻0.65 3.05 刃部～茎部破片 SJ236 カマド

7 刀子 長さ (6.7)、j]幅1.1、背幅0.3、茎輻0.8 6.29 刃部～茎部破片 Q-13G 
8 刀子 長さ (3.9)、刃幅1.0、背輻0.3、茎幅07 5.29 刃部～茎部破片 SJ236 カマド， JJ子 長さ (44)、刃輻1.0、背幅0.3 7.69 刃部破片 SJ237 2区

10 刀子 長さ (39)、背輻02、茎幅0.7 2.79 茎部破片 SJ173 
11 刀子 長さ (41)、背輻0.3、茎幅0.85 9.82 茎部破片 SJ238 
12 鎌 長さ（15.5)、刃幅25、背幅0.3 86.93 切先欠損 SJ241 No.27 
13 鎌 長さ (7.6)、刃幅1.6、背輻0.25 42.63 刃部破片 SJ158 No. 4 
14 鉄鏃 長さ (72)、鏃身長6.0、鏃身幅2.8、厚さ0.3 19.51 SJ163 床―ド土壊 1
15 欽鏃 長さ (70)、鏃身長5.6、鏃身幅3.7、厚さ0.4 24 34 SJ163 No. l 
16 鉄鏃 長さ9.6、鏃身長4.4、鏃身幅3.4、厚さ0.4 23.44 雁股鏃 SJ131 No.10 
17 紡錘車 径4.5、厚さ0.35 15.70 車部 SJ170 
18 紡錘車 長さ (22.8)、軸断面幅10 41.84 軸部 SJ145 
19 釘 長さ5.6、断面輻0.6X055 7. 70 S]126 No. l 
20 刀装具 長さ（3.1)、輻2.9、厚さ015 14 74 鎖iか？ SJ171 P 1 
21 用途不明品 長さ (38)、断面幅0.65X0.4 8 65 閂金具か？ SB36 
22 用途不明品 長さ（11)、輻4.4、断面輻0.6X0.4 9.75 閂金具か？ SB36 
23 用途不明品 径2.7X3.2、厚さ0.3 13 94 SJ241 
24 用途不明品 長さ 117、輻26 82.99 筒状 SJ176 床下土塙 3 No. l 
25 用途不明板状品 長さ6.1、幅2.0、厚さ0.2 12 73 SB29 P 5 
26 用途不明板状品 長さ (63)、幅17、原さ0_7 38.85 SJ212 
27 用途不明板状品 長さ（8.3)、輻1.6、厚さ03 17.93 S]156 No. l 
28 用途1ヽ明板状品 長さ (37)、輻26、厚さ05 16.54 SJ149 
29 用途不明棒状品 長さ (57)、幅05 9.10 SK125 
30 用途不明棒状品 長さ (4.7)、断面幅0.6 XO. 55 5 94 SJ139 
31 用途不明棒状品 長さ (5.1)、断面幅0.5X04 3 17 SJ126 
32 用途不明棒状品 長さ (55)、断面幅0.55 XO. 5 8.92 SJ156 No. 1 
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いる角釘である。

刀装具（第269図20)

刀装具は 1点出土した。輻約3.00cmの板を折り曲

げていて、半分は欠損している。銅と考えられるが

大型なので刀子のものではないだろう。

用途不明品（第269図21~24)

用途不明品は 4点出士した。 21。22は、断面が方

形で、棒状のものを直角に折り曲げている。閂金具

と考えられる。第36号掘立柱建物跡から出土してい

る。 23は、円形の板状で、長方形に穿孔したもので

(11) 追加遺物

不手際から、本文中で掲載漏れのものを一括して

掲載する（第271図）。訂正してお詫びしたい。本文

中の資料と合わせて参照項きたい。

1 ~13は、『大寄遺跡 I』で報岩した追構から出土

したものである。 3の砥石には使用面に「天」の線

刻が施されている。 4は古墳時代中期の高杯である。

出土遺構は 8世紀であることから、混入と考えられ

る。 5は土製紡錘車である。各面ともヘラ削り後ナ

デが施されている。 6は秋間産の瓶類の蓋で、 8憔

紀後半のものである。 12はロクロ上師器の高台付椀

で、前回の報告で所在が不明となっていたものであ

る。時期は10世紀後半である。 13は上師器の甕で、

第132表追加・訂正出土遺物観察表

ある。用途は不明である。 24は、円形の筒状鉄製品

である。形態は鉄鉾の石突に類似するが、用途は不

明である。

用途不明板状品（第270図25~28)

用途不明板状品は 4点出土している。 25は長三角

形で、 26• 27は長方形である。

用途不明棒状品（第270図29~32)

用途不明棒状品は 4点出七している。 29は、断面

が円形で、 30~31は方形である。紡錘車の軸部の可

能性が考えられる。

『大寄遺跡 I』で出土状況の写真のみ掲載されてい

るものである。井戸跡廃絶時に廃棄されたもののよ

うである。時期は 7世紀末～ 8憔紀初頭である。

14~16は、今回報岩で遺漏したものである。 14は

T字形の砥石で、下而のみが使用されている。凝灰

岩製である。 15・16は第237局住居跡出土である。 15

は猿投窯廂と考えられる水滴である。上面に自然釉

が一l面に付着する。日縁部と把手を欠失している。

底面は回転ヘラ削りで、「一」のヘラ記号が施されて

いる。 16は切子玉で、上面と側面の一部のみ遺存し

ている。

番号 器 柿 ロ径 益99 99 -晶• - 底径 胎 土 焼成 色 調 残率 備 考

1 ロ クロ小皿 (10.5) 2.7 5 0 AEG 1 橙褐 75 I区SJl76 No. 9 

2 上 師 珈式 20.0 25 9 (4.4) ADE 1 橙褐 70 I区SJ203 SK236 

3 砥 石 l叶蚤12.2cm 幅42cm 厚さ23cm 重さ2490 g II区SJ15 No. 8 

4 土師―間杯（脚部） 9.8 (10.4) DE 1 明赤褐 80 II区SJ49

5 土製紡錘車 上径5.2cm 下径3.6cm ／厚さ19cm 孔径12cm 重鼠50.22g DE 2 褐 95% II区 SJllO 

6 円 面 硯 器高2.1 EK 2 紫灰 15 秋間産 A II区 SJlll 

7 紡 錘 車 長さ 17.9cm 幅0.7cm 童さ47. 34 g SJ122 No.17 

8 用途不阻棒状品 長さ3.6cm 断面幅0.7 XO 55cm 重さ866 g S]122 No.17 ， 上 師 昇： 12 6 3 4 DE 2 明褐 50 II区SB7 P 10 

10 須 声Cヽ 杯 1. 9 (7.0) BEIK 1 灰 25 II区SB7 P 6 末野産 A 

11 土 師 珈工 (22.0) 6 1 BDEI-I 1 褐 35 II区SB7 PlO 

12 ロクロ高台椀 14 7 6 3 8.2 ADEH 1 橙褐 100 II区STl 内面黒色処理十ミガキ

13 土 師 甕 m.o) 20.3 ADEJ 2 褐 20 II区SE14 No. 4 

14 砥 石 長径10.9cm 輻7.8cm 厚さ3.81cm 重さ2816 g II区 SJ115

15 須忠水滴 器蘭42cm 底径60cm EK 灰 95% 東海産 A 底部ヘラ記号 II区 SJ237 

16 切 子 E 長さ (11cm) 輻1.2cm 甫さ0.75 g 石材水晶 II区 SJ237 
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第133表 大寄遺跡II区遺構新旧対照表

新番労 旧番号 新番号 旧番号 新番号 旧番号 新香号 旧番号 新番—rサ 旧番号

SJ124 SJ268 SJ176 SJ170 SJ228 SJ235 SB22 SB22 SB31 

S]l25 SJ144 SJ177 SJ171 SJ229 SJ220 SB23 SB23 SB53 

SJ126 SJ119 SJ178 SJ179 SJ230 SJ215 SB24 SB24 SB67 

SJ127 SJ121 SJ179 SJ264 SJ231 SJ238 SB25 SB25 SB73 

SJ128 SJ120 SJ180 SJ263 SJ232 SJ222 SB26 SB26 SDl SD5 

SJ129 SJ115 S]181 SJ260 SJ233 SJ213 SB27 SB27 SD5 SD2 

SJ130 SJ147 SJ182 SJ265 SJ234 SJ216 SB28 SB28 SD6 SD35 

SJ131 SJ157 SJ183 SJ132 SJ235 SJ217 SB29 SB29 SD7 SD7 

SJ132 SJ158 SJ184 SJ148 SJ236 SJ219 SB30 SB30 SD8 SD8 

S]133 SJ159 SJ185 SJ136 SJ237 SJ236 SB31 SB71 SD9 SD9 

SJ134 S]163 SJ186 SJ259 SJ238 SJ225 SB32 SB4 SDlO SDlO 

SJ135 SJ162 SJ187 SJ261 SJ239 SJ227 SB33 SB5 SDll SDll 

SJ136 SJ164 S]188 SJ258 SJ240 SJ226 SB34 SB8 SD12 SD12 

SJ137 SJ165 SJ189 SJ240 SJ241 SJ228 SB35 SB35 SD13 SD13 

S]l38 SJ244 SJ190 SJ241 SJ242 SJ224 SB36 SB3 SD14 SD14 

S]l39 SJ166 SJ191 SJ133 SJ242Pit SJ229 SB37 SB37 SD15 SD15 

SJ140 SJ140 SJ192 S]195 SJ243 SJ230 SB38 SB38 SD16 SD16 

SJ141 SJ129 SJ193 SJ253 SJ244 SJ237 SB39 SB39 SD17 SD17 

SJ142 SJ141 SJ194 SJ254 SJ245 SJ64 SB40 SB40 SD18 SD18 

SJ143 SJ183 S]l95 SJ194 SJ246 SJ74 SB41 SB41 SD19 SD19 

SJ144 SJ245 SJ196 SJ193 SJ247 SJ73 SB42 SB42 SD20 SD20 

SJ145 SJ172 S]197 SJ134 SJ248 SJ75 SB43 SB6 SD21 SD21 

SJ146 SJ173 SJ198 SJ196 SJ249 SJ76 SB44 SB7 SD22 SD22 

SJ147 SJ176 S]l99 SJ243 SJ250 SJ212 SB45 SB45 SD23 SD23 

SJ148 SJ178 SJ200 SJ242 SJ251 SJ78 SB46 SB46 SD24 SD24 

SJ149 SJ177 SJ201 SJ255 SJ252 SJ77 SB47 SB47 SD25 SD25 

SJ150 SJ262 SJ202 SJ256 SJ253 SJ79 SB48 SB48 SD26 

SJ151 S]l30 SJ203 S]l35 SJ254 SJ201 SB49 SB49 SD27 SD27 

SJ152 SJ131 SJ204 SJ137 SJ255 SJ202 SB50 SB50 SD28 SD28 

S]l53 SJ185 SJ205 SJ251 SJ256 SJ204 SB51 SB51 SD29 SD29 

SJ154 SJ186 SJ206 SJ191 SJ257 SJ203 SB52 SB52 SD30 SD30 

SJ155 SJ249 SJ207 S]192 SJ258 SJ205 SB53 SB72 SD31 SD31 

SJ156 SJ182 SJ208 SJ252 SJ259 SJ206 SB54 SB54 SD32 SD32 

SJ157 SJ257 SJ209 SJ197 SJ260 SJ207 SB55 SB55 SD33 SDl 

SJ158 SJ250 SJ210 SJ138 SJ261 SJ210 SB56 SB56 SD34 SD34 

SJ159 SJ247 SJ211 SJ139 SJ262 SJ208 SB56P6 SK90 SE33 SEll 

SJ160 SJ248 SJ212 SJ142 SJ263 SJ209 SB56P7 SK74 SE34 SE12 

SJ161 SJ184 SJ213 S]l89 SK252 SJ221 SB57 SB57 SE35 SE18 

SJ162 SJ174 SJ214 SJ190 SJ180 SB58 SB58 SE36 SE36 

SJ163 SJ188 SJ215 SJ143 SJ199 SB59 SB59 SE37 SE37 

SJ164 SJ266 SJ216 SJ214 SJ223 SB60 SB60 SE38 SE19 

SJ165 SJ267 SJ217 SJ200 SBll SBll SB61 SB61 SE39 SE39 

S]l66 SJ269 SJ218 SJ198 SB12 SB12 SB62 SB62 SE40 SE40 

SJ167 SJ187 SJ219 SJ5 SB13 SB13 SB63 SB63 SE41 SE22 

SJ168 SJ239 SJ220 SJ3 SB14 SB14 SB64 SB64 SE42 SE23 

S]l69 SJ246 SJ221 SJ4 SB15 SB15 SB65 SB65 SE43 SE24 

SJ170 SJ161 SJ222 SJl SB16 SB9 SB66 SB66 SE44 SE25 

SJ171 SJ167 SJ223 SJ2 SB17 SB17 SB67 SB74 SE45 SE26 

SJ172 SJ168 SJ224 SJ231 SB18 SB18 SB68 SB68 SE46 SE27 

SJ173 SJ175 SJ225 SJ232 SB19 SB70 SB69 SB69 SE47 SE28 

SJ174 SJ181 SJ226 SJ233 SB20 SB20 SBl SE48 SE48 

SJ175 SJ169 SJ227 SJ234 SB21 SB21 SB19 SE49 SE49 
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新番号 旧番号 新番号 旧番号 新番号 旧番号 新番号 旧番号 新番号 旧番号—

SE50 SE50 (SK218) SK118 SK118 SK159 SK52 SK200 SK200 SK241 SK8 

SE51 SE51 SK119 SK119 SK160 SK160 SK201 SK201 SK242 SK9 

SE52 SE52 SK120 SK120 SK161 SK161 SK202 SK202 SK243 SKlO 

SE53 SE53 SK121 SK121 SK162 SK162 SK203 SK203 SK244 SKlO 

SE54 SE29 SK122 SK122 SK163 SK163 SK204 SK204 SK245 SKll 

SE55 SE30 SK123 SK123 SK164 SK164 SK205 SK205 SK246 SK12 

SE56 SE56 SK124 SK124 SK165 SK165 SK206 SK206 SK247 SK13 

SE57 SE57 SK125 SK125 SK166 SK166 SK207 SK207 SK248 SK14 

SE58 SE58 SK126 SK126 SK167 SK167 SK208 SK208 SK249 SK14 

SE59 SE59 SK127 SK127 SK168 SK209 SK209 SK250 SK15 

SE60 SE31 SK128 SK128 SK169 SK169 SK210 SK210 SK251 

SK88 SK88 SK129 SK129 SK170 SK170 SK211 SK211 SK252 SJ221 

SK89 SK89 SK130 SK130 SK171 SK171 SK212 SK212 SK253 

SK90 SK87 SK131 SK131 SK172 SK168 SK213 SK213 SK254 SK16 

SK91 SK82 SK132 SK132 SK173 SK172・173 SK214 SK214 SK255 

SK92 SK83 SK133 SK133 SK174 SK174 SK215 SK215 SK256 

SK93 SK84 SK134 SK134 SK175 SK175 SK216 SK216 SK257 

SK94 SK85 SK135 SK135 SK176 SK176 SK217 SK217 SK258 

SK95 SK86 SK136 SK136 SK177 SK177 SK218 SK63 SK259 

SK96 SK96 SK137 SK137 SK178 SK178 SK219 SK219 SK260 

SK97 SK97 SK138 SK138 SK179 SK179 SK220 SK220 SK261 

SK98 SK98 SK139 SK139 SK180 SK180 SK221 SK221 SK262 

SK99 SK99 SK140 SK140 SK181 SK181 SK222 SK222 SK263 

SKlOO SKlOO SK141 SK141 SK182 SK182 SK223 SK223 SK264 

SKlOl SK101 SK142 SK142 SK183 SK183 SK224 SK224 
SK265 

SK102 SK102 SK143 SK143 SK184 SK184 SK225 SK225 
SK266 

SK103 SK103 SK144 SK144 SK185 SK185 SK226 SK226 
SK267 

SK104 SK104 SK145 SK145 SK186 SK186 SK227 SK227 
SK268 

SK105 SK105 SK146 SK146 SK187 SK187 SK228 SK228 
SK269 

SK106 SK147 SK147 SK188 SK188 SK229 SK229 
SK270 

SK106 

SK107 SK107 SK148 SK148 SK189 SK189 SK230 SK230 SA4 SA2 

SK108 SK108 SK149 SK149 SK190 SK190 SK231 SK231 SA5 SA3 

SK109 SK109 SK150 SK150 SK191 SK191 SK232 SA6 SA4 

SK110 SKllO SK151 SK80 SK192 SK192 SK233 SA7 SA5 

SKlll SKlll SK152 SKSl SK193 SK193 SK234 SKl ST3 ST3 

SK112 SK112 SK153 SK183 SK194 SK194 SK235 SK2 ST4 ST4 

SK113 SK78 SK154 SK47 SK195 SK195 SK236 SK3 
荼毘1 ST2 

SK114 SK79 SK155 SK48 SK196 SK196 SK237 SK4 

SK115 SK115 SK156 SK49 SK197 SK197 SK238 SK5 

SK116 SK116 SK157 SK50 SK198 SK198 SK239 SK6 

SK117 SK56 SK158 SK51 SK199 SK199 SK240 SK7 
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v 結語

1. 出土土器の様相

(1) 大寄遺跡の土器編年

はじめに

大寄遺跡 I区・ II区では、古墳時代後期から平安

時代後半までの、約600年間という長期に渡り、規模

の大小はみられるが集落が営まれている。そこで大

寄遺跡出土土器を用いて、 14期に編年を行った。各

期ごとの様相を述べていく。

編年の基準となるものは、 XI期までは北武蔵型

坑と武蔵型甕である。これに、須恵器杯・椀を補足

する。北武蔵型杯・武蔵型甕の編年に関する代表的

な研究は、赤熊浩一氏・富田和夫氏・鈴木徳雄氏の

ものが挙げられる（赤熊1988、富田・赤熊1985、鈴

木1984)。XII期以降は、土師器・須恵器が減少し、

須恵系土師質土器・ロクロ土師器（註 1) などが主

体的に出土するため、これらを用いる事とする。

今回取りあげた遺構は、その期の代表的なものや

特徴的なもので、一括性が高く、土器のセット関係

が分かるものである。したがって、遺物を個別にみ

ると前後の時期となるものが含まれることがあるこ

と、構成する器種がその期の全てではないことをこ

とわっておく。

1.各期の土器様相

I期

大寄遺跡の集落としての初現期である。 I区第

21 • 56号住居跡が挙げられる。器種は土師器杯・高

杯・壺・甕・甑がある。

土師器杯は杯身模倣杯・杯蓋模倣杯。有段日縁杯

があり、有段日縁杯が主体である。第56号住居跡 1.

3のような日径13.5cmのものは、段部の作りがしっ

かりしていて、内外面には黒色処理が施されている。

第21号住居跡 3や第56与住居跡 2のような、日径13

cmとやや小ぶりのものは、前者よりも段部の造りが

甘く、段が明瞭ではない。杯身模倣杯は口縁部が極

端に内屈する。高杯は脚部が長い。壺は胴部までだ

が、胴部中位に最大径を持つと考えられる。甕はロ

縁が外反し、最大径が胴部中位にある。甑は日縁部

が斜めに直線的に立ち上がり、 ミガキは施されてい

ない。

II期

II区第14• 57号住居跡が挙げられる。器種は土師

器杯・鉢．壺・甕・甑がある。

土師器杯は杯身模倣杯・杯蓋模倣杯・有段日縁杯

がある。杯身模倣杯はほとんどなくなり、杯蓋模倣

杯と有段口縁杯の両者が中心となっている。どのタ

イプの杯も、 I期より小ぶりになり、口径11cm代の

ものがみられるようになる。杯身模倣杯は、 I期の

ものより日縁部の屈曲度が小さい。杯蓋模倣杯は日

縁部と体部の境の稜が弱くなり、日縁部が外反する

ものが多くなる。有段日縁杯は段がさらに弱くなる

ものや、体部の位置が下にさがって扁平化している

ものがある。甕は口縁部の屈仙度が小さくなり、胴

部の張りがやや弱くなっている。日径は小さくなり、

器高も低くなる。甑も甕と同様に、日径・器高が小

さくなる。日縁部は短くなり、胴部内面にはミガキ

が施されている。

III期

I区第151号住居跡が挙げられる。器種は土師器

杯・鉢・小型壺・壺・甕がある。

土師器杯は杯蓋模倣杯が主体になり、杯身模倣杯

や有段日縁杯はみられなくなる。杯蓋模倣杯の日径

は11cm前後、 12cm前後、 14cm以上のものがある。日

径11cm前後の杯の口縁部は、あまり外反せず直立し、

断面は三角形になる。 12cm前後のものは、 II期と同

様に口縁部が外反している。本期には、 IV期に出現

する北武蔵型杯の前進と考えられる杯がみられる。

模倣杯より厚手で、日径に対して器高が高い。深身

の丸底である。 9cm前後、 10.5cm前後、 12cm代のも
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のがある。また、器肉が非常に薄い特徴を持つ武蔵

型甕も、本期からみられる。口縁部は外反し、胴部

は張らすに底部に至る。最大径は日縁部にある。外

面は縦方向にヘラケズリが施されている。

N期

II区第23。21• 133 • 206号住居跡が挙げられる。

器種は土師器杯・盤・鉢。壺・甕．甑、須恵器杯が

ある。

土師器杯は、 III期から継続する口径12cm代の杯蓋

模倣杯がみられるが、III期より減少している。代わっ

て、主体になるのが北武蔵型杯である。日径は10cm

前半、 llcm前後、 12cm以上のものがある。 20cm以上

の大ぶりのものもみられる。日縁部の内屈が強いも

のと、内清ぎみのものがある。甕は日径は変わらな

いが、 III期よりも器高が高くなっている。口縁部直

下からヘラケズリが施されている。甑はミガキの施

されていないもので、 I期から継続する小ぶりなも

のである。第23号住居跡33は小型の甑の可能性があ

る。須恵器杯蓋は宝珠状のつまみを持ち、かえりが

付くものである。杯身は杯Gである。

V期

II区第245号住居跡・第230号土塙が挙げられる。

器種は土師器杯・盤・鉢．壺。甕．甑、須恵器杯・

盤がある。

土師器杯は、IV期までみられた模倣杯かなくなり、

北武蔵型杯のみになる。日径は10cm、13cm前後、 17

cm代と法量分化している。日縁部の内屈は弱まる傾

向にあり、内渭するものが多くなる。盤は小さくな

る。甕は日縁部の外反かやや弱まり、胴部が若干

張ってくる。器高は35cm代のものが多いが、 30cmと

低いものも出てくる。胴部外面の調整は、斜め方向

のヘラケズリになる。第230号土堀33の鉢は、円盤

状の底部に輻 3~4 cmの帯状の粘土を積み上げて成

形した後、日縁部はヨコナデが施されるが、胴部は

軽くナデられるのみである。そのため輪積み痕か明

瞭に残っている。上部は 4段、下部は 2段の枯土帯

で別々に作り、上部を下部にかぶせる様にして、粘
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土紐で接合させている。北武蔵の土師器は、外面を

ヘラケズリすることが大きな特徴に挙げられるの

で、この鉢は特異である。第245号住居跡27も同様な

造りである。大寄遺跡には、これらの鉢の様に胴部

や底部外面にヘラケズリを施さず、軽くナデるだけ

のものが本期以降にもみられる。須恵器杯身は杯G

がみられるが、前期よりも小ぶりになっている。産

地は末野産と群馬産がみられる。この時期には、 18

cm以上の大ぶりな杯身やかえり蓋が共伴することか

多いが、大寄遺跡では良好なセットはみられなかっ

た。

VI期

II区第241号住居跡が挙げられる。器種は上師器

杯・皿・壺・台付甕・甕、須恵器杯がある。

上師器杯はV期と同様に北武蔵型杯が主体であ

る。 V期には 3種類の法量がみられたが、小ぶりの

杯がなくなり、 12~14cmと16cm代の 2種類となる。

日縁部は内渭せず、直立するものが多くなる。底部

は丸底とやや丸底のものか混在している。外面のヘ

ラケズリも、 V期までのような日縁部直下から施さ

れるものは少なくなり、体部中位から施されるもの

が多くなる。しかし14の杯の様に、深身でヘラケズ

リが日縁部直下から施されているものもある。甕は

胴部の張りがさらに強くなり、器高も28cmとさらに

低くなる傾向がある。外面のヘラケズリは、肩部が

横方向に、胴部が縦方向に施される。甕のヘラケズ

リの方向は、本期以降この方向で施されるようにな

る。本来は、須恵器杯が伴うと考えられるが、良好

なセットはみられなかった。本期までは須恵器の出

土量が極端に少ない。

VIl期

II区第225• 238号住居跡が挙げられる。器種は土

師器杯・暗文杯・壺・台付甕。甕、須恵器杯・椀・

蓋がある。

土師器杯はVI期までと同様に、北武蔵型杯が主体

である。底部がより平底化する傾向がみられ、腰を

持つものか多くなる。日径は12cm代に加えて、 13cm
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後半のものが多くなってくる。しかし16cm以上の大

ぶりの杯はみられなくなる。ヘラケズリはさらに底

部付近から施されるようになり、無調整部分が多く

なる。第238号住居跡15・16は深身で平底だが、ヘラ

ケズリが日縁部直下から施されている。暗文杯の扁

平化が進み、口径13cmと14.5cmのものがある。甕は

胴部の張りがさらに強くなり、最大径が口縁部もし

くは、胴部上位になる。第238号住居跡36は武蔵型甕

と同様の器形だが、ヘラケズリが全く施されていな

い。 V期にみられた特異な鉢と同様の造りである。

輻2~4 cmの粘土帯を上部に 5段、下部に 4段で積

み上げている。第225号住居跡13の甕も同様の造り

だが、器形が晃なり、日縁部まで筒状であり、器肉

が厚い。壺は胴部の張りが強く、最大径が胴部中位

にあり、ヘラケズリが施されている。須恵器は本期

から出土量が増加する。杯は日径13cm前半で、底部

は糸切り離し後、回転ヘラケズリが施されている。

ヘラケズリには全面と外周のみのものがある。椀は、

日径16cmで口縁端部に面を持つ。糸切り離し後、外

周回転ヘラケズリが施されている。蓋は、椀蓋と短

頸壺のものがある。椀蓋は口径18cmと大きく器高が

高い。扁平のつまみで、かえりがなく端部が屈曲し

ている。短頸壺の蓋はリング状つまみで、天井部端

部に凸帯を有する。上野型有蓋短頸壺のものだが、

凸帯部は鍔状にはならない。須恵器の産地は、南比

企産が多く、他に末野産と群馬産がみられる。

VIl1期

II区第95• 236号住居跡が挙げられる。第236号住

居跡出土資料は、土師器杯や須恵器蓋がVII期のもの

に近く、第95号住居跡のものより古いので、 VII期と

VIII期の中間になると考えられる。ここでは、甕がVIII

期に含まれることから本期にした。器種は土師器

杯・暗文杯。壺・台付甕。甕、須恵器杯・蓋がある。

土師器杯は北武蔵型杯が主体である。底部はさら

に平底に近づき、扁平化が進む。口径12.5cm前後の

もの、 14cm代のもの、 16.0cmの大ぶりのものがみら

れる。第236号住居跡 6は深身で、日縁部直下からへ
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ラケズリが施されている。内面には、暗文を模した

線刻が施されている。この杯は底部にヘラケズリが

施されていない。甕は日径が小さく、日縁部の外反

が弱まり、「コの字」の形態に近づいてくる。又、胴

部に最大径を持つようになり、器高も低くなる。須

恵器杯は口径12~13cmで、底部は糸切り離し後、全

面もしくは外周阿転ヘラケズリが中心である。一部

糸切り離しもある。産地は南比企・末野・群馬産が

みられる。

IX期

I区第185号住居跡が挙げられる。器種は土師器

杯・小型壺・壺・甕、須恵器杯・高台付椀、灰釉陶

器浄瓶がある。

土師器杯は北武蔵型杯が主体である。前期までと

は異なり、平底であり、底部と体部の境が明瞭になっ

てくる。日縁部は、直立するかやや外反するもので、

内滑するものはない。日径12cm前後のもので占めら

れている。体部は無調整で、底部はヘラケズリが施

されている。日径14cmのものは深身で、ヘラケズリ

が底部のみでなく、体部下半にも施されている。甕

は胴部の張りがやや強くなり、器高がさらに低くな

る以外は、 VIII期と同様である。須恵器杯は、底部は

糸切り離しで、無調整のものが中心となる。底径は

ロ径の半分を上回る。高台付椀は日径17cm、底径 9

cmと大ぶりである。須恵器の産地は末野産と群馬産

がある。灰釉陶器の浄瓶は猿投産であり、黒笹14号

窯式のものである。

x期
II区第235• 247 • 250号住居跡が挙げられる。器種

は土師器杯・椀・台付甕・甕、須恵器杯・高台付椀・

蓋がある。

土師器杯は、 IX期より一回り小ぶりになる。底部

が小さくなり、体部が斜めに立ち上がる。日縁部の

ョコナデの範囲が広がり、日縁部と体部の境を沈線

で区切るものと、体部が内滑気昧に立ち上がり、ロ

縁部が外に開くものがある。底部はヘラケズリされ

ている。椀は内面が黒色処理され、ヘラミガキが内
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増加する。杯は底径かさらに小さくなり、日径の半

分を下旧る。また、口縁端部が外反してくる。産地

は末野産がほとんどである。高台付椀は、前期より

小ぶりになるか、杯と異なり底径は日径の半分より

大きい。産地は末野産が中心となる。

X I期

II区第16・252号住居跡が挙げられる。器種は土師

器杯・皿・台付甕・甕、須恵器杯・高台付椀・皿が

ある。

土師器杯は、 X期よりも日径・器高ともに大きく

なる。器形は平底で、体部が斜めに直線的に立ち土

がるものと、内滑気味に立ち上がり、口縁部で外に

開くものがある。底部はヘラケズリが施されている

が、第252号住居跡 7のように中心かケズリ残され

ているものがみられる。甕は「コの字」状の日縁部

がやや崩れ始め、胴部の張りが非常に強くなる。須

恵器杯・高台付椀は、底径がさらに小さくなり、日

径の半分を下回る。日唇部は外反する傾向にある。

X期と同様、末野産が中心である。

X II期

II区第162号住居跡・第37号井戸跡が挙げられる。

器種は土師器杯・高台付椀・小型甕・甕、ロクロ土

師器杯・椀・高台付椀、須恵器杯・高台付杯。高台

付椀．壺・甕、須恵系土師質土器高台付椀、土師系

士師質土器高台付杯、灰釉陶器椀．皿・瓶、羽釜が

ある。

XI期までと比べると、器種が多様化してくる。

須恵器B・ ロクロ土師器・須恵系土師質土器・土師

系土師質上器等、それまでみられなかった土器群が

出現する。主体的なものは土師器と須恵器Bである。

土師器杯は日径12cm前後となり、体部は斜めに直

線的に立ち上がる。体部にヘラケズリが施されるも

のと、無調整のものがみられる。底面はヘラケズリ

が施されているが、 XI期と同様に中心がケズリ残

されているものがある。高台付椀は体部外面にヘラ

ケズリが、内面に黒色処理とヘラミガキが施されて

いる。第162号住居跡の甕は、「コの字」状の日縁部

がやや崩れているが、第37号井戸跡の甕はあまり崩

れていない。ロクロ土師器（註2)がみられるよう

になる。はとんどが、内面に黒色処理とヘラミガキ

が施されている。須恵器Bは還元烙焼成だが焼成か‘

甘く、器形がそれまでの須恵器とは異なるものであ

る。須恵器B杯の中には、日径10cm、底径3.3cmの非

常に小ぶりなものがみられる。また、器肉が厚いも

のもある。高台付杯・椀は日縁部が大きく外反する

もの、高台が高くなるもの、底径が非常に小さくな

るものなどバラエティーに富んでいる。産地は末野

産のものが中心である。須恵系土師質土器は、ロク

ロを使用した酸火烙焼成の土器で、須恵器の形態と

製作技法の流れを持つものである。須恵系上師質土

器は高台付椀がみられる。土師系土師質土器は、製

作技法は土師器と同様だが、焼成は土師器より良好

で還元焔に近い酸火烙焼成である。須恵系土師質土

器と非常によく似た焼きである。また短い高台が雑

に貼り付けられている点も、須恵系土師質土器に類

似する。土師系土師質土器は高台付杯がみられる。

第37号井戸跡13は、ロクロを使用せず、日縁部はヨ

コナデが体部下半はヘラケズリが施されている。灰

釉陶器高台付椀は東濃産が多く、大源 2号窯式であ

ろう。高台付皿は、第162号住居跡17が光が丘 1号窯

式、第37号井戸跡27が折戸53号窯式のものである。

羽釜はロクロ整形で、底部をヘラケズリするものが

みられる。

XIII期

II区第142• 186 • 231号住居跡が挙げられる。器種

は土師器杯。高台付杯・高台付椀・台付甕・甕、須

恵器杯・高台付杯、須恵系土師質土器杯・高台付杯・

ロクロ土師器高台付杯がある。

土師器杯は、平底で体部は内清気味に立ち上がり、

口縁部で外に開くものと、斜めに直線的に開くもの

がある。第231号住居跡10はヨコナデが全体に丁寧

に施されていて、一見須恵系土師質土器のようだが

土師器である。高台付杯・椀は、 XII期にもみられ

た外面にヘラケズリが、内面は黒色処理され、ヘラ
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ミガキが施されるものと、第231号住居跡 5のよう

に小さく雑な高台が貼り付けられたものがある。甕

は「コの字」状の日縁を持つものはなくなる。第142

号住居跡 7のような原手で、焼成がロクロ土師器に

類似するような甕がみられる。この甕がXIV期以降

に連続するものと考えられる。須恵器Bは出土鼠が

減少し、須恵系土師質土器が増加する。杯・高台付

杯ともに器肉が厚く、高台は小さい。胎土は末野窯

の須恵器に近いものが多い。第142号住居跡 2はロ

クロ土師器の高脚高台付杯である。須恵系土師質土

器より、焼成が良く、造りが丁寧である。高台が非

常に高くなるというこれまでの須恵器にはみられな

い要索をもっていることから、ロクロ土師器の初期

のものと考えた。本期には羽釜が伴うものと考えら
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れるが、良好なセットかみられなかった。

XN期

I区第176号住居跡、 II区第134• 145 • 156号仕｝叶

跡が挙げられる。器種はロクロ上師器小皿・椀。高

台付椀。瓶・鉢。甕、羽釜がある。

ロクロ土師器小皿は底部を糸切りしているもの

と、ヘラ切りしているものがある。日縁部から体部

の立ち上がりは斜めに直線的に立ち上かるものや、

内渭気味に立ち上がるもの、日縁部で外反するもの

などがある。椀は内面が黒色処理されないものがあ

る。高台付椀は内面が黒色処理され、ヘラミガキが

施されるものとそうでないものがある。高台の小さ

いものは、内渭気味に立ち十かり日縁部でやや外反

する。高台の高いものは、直線的に立ち上がり外反

する。甕は口縁部が短く外反し、分肛く、外面のヘ

ラケズリが縦方向のものと、日縁部が強く外反し、

薄手で、日縁部直下に横位のヘラケズリが施される

ものがある。羽釜はロクロ整形で、底部がヘラケズ

l)されるものと、ロクロ整形を行わず、鍔の下から

縦方向にヘラケズリが施されるものがある。

ロクロ土師器は、これまでの研究で高台付椀か

大。中・小に法量分化していて、小Jlll..椀。高台付

椀は時期がドると小形化する傾向にあると言われて

きた。これに基づき、本期を数期に分類しようと試

みたが、明確に分けることは出米なかった。これは、

I区第176号住居跡にみられるように、小Jlll.は器形

にばらつきがあり、高台付椀には法斌分化した明瞭

なセットがみられなかったことによるもので、周辺

の遺跡の資料との比較等で再確認、する必要がある。

また羽釜・甕を用いて、細分を試みたが、どちらも

明確な型式変遷を辿れるものが見出せなかった。本

稿では、ロクロ上師器を主体とする時期として、本

期を設定するに留めざるを得ない。今後他遺跡との

比較。検討を経て、細分出来るものと考えられる。

しかし、 II区第134号住居跡の椀が大ぶりで、羽釜の

口縁部や鍔のつくりがしっかりしていること、 II区

第145号住居跡にXIII期でみられたロクロ土師器高

脚高台付杯に類似する杯の口縁部の破片 (2)があ

り、甕の形態も XIII期の第142号住居跡 7と相似し

ていることなどから、これらは本期の中でも古い様

相である可能性が高い。また、 II区第156号住居跡 6

の椀は第134号住居跡 2よりも小ぶりであり、甕。羽

釜も小さくなり直立しており、後出する要索ではな

いかと考えられる。

2.年代

大寄遺跡からは、具体的な年代をボす追物は出土

しなかった。そこで、これまでの土師器・須恵器・

灰釉陶器の年代観を参考にして、各期の年代を大ま

かに把捏したい。年代の基準となる遺物を順に挙げ

ておく。 IV期の土師器杯は、八幡太神南A第1号住

居跡及び今井G第2号住居跡のものと並行関係にあ

る。 V期の上師器は、今井G第5号住居跡及び立野

南第 2号住居跡のものと並行関係にある。 VII期の南

比企産須恵器杯は、南比企編年III期の杯に相当する。

IX期の灰釉陶器浄瓶は、黒笹14号窯式に相当する。

以上の点から、 I期を 6匪紀末～ 7世紀初頭、 II

期を 7匪紀第 1四半期、 III期を 7憔紀第 2四半期、

IV期を 7世紀第 3四半期、 V期を 7世紀第 4四半期

~ 8糀紀初頭、 VI期を 8憔紀第 1四半期、 VII期を 8

世紀第 2四半期～中葉、 VIII期を 8世紀中葉～後半、

IX期を 9世紀前半、 X期を 9世紀中葉、 XI期を 9

椛紀後半、 XII期を10世紀第 1四半期、 XIII期を10

世紀第 2四半期とする。 XIV期は、 XIII期の様相と

大きく巽なるため、両期は連続せず、 1期以上の隔

たりがあると考えられる。この間を埋める土器群と

しては、中掘遺跡第20号住居跡出土土器が挙げられ

る。この中には、ロクロ土師器小皿の前段階と推定

される土師質の杯がみられ、高脚高台付杯が定鼠み

られる。中掘VIII期に属し、 10世紀第 3四半期である

と報告されている。この後に、ロクロ土師器が主体

となる時期へと移行すると考え、 XIV期を10世紀第

4四半期～11世紀前半とする。 XIV期の様相の部分

で前述したように、 2~ 3段階に細分される可能性

が高く、今後の課題である。
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(2) ロクロ使用の酸化烙焼成土器の位置付け

はじめに された概念である。中沢氏はそれまでロクロ土師器

古代の代表的な土器といえば、土師器・須恵器で

ある。一般に土師器とは、ロクロを用いず、焼成坑

で焼かれた酸化烙焼成の土器で、須恵器とは、ロク

ロを用い、窯で焼かれた還元烙焼成の土器であると

定義されている。平安時代前半までの北武蔵で出土

する土器は、これらの土器で占められている。しか

し10世紀に人ると、この 2種類の土器に該当しない

土器が出土するようになる。ロクロを使用した酸化

烙焼成の土器である。この土器は、各研究者により

様々な名称で呼ばれている。関東では「土師質土

器」・「須恵系土師質土器」・「ロクロ土師器」、東北で

は「須恵系土器」。「赤焼き土器」と多くの名前が付け

られている。その定義は研究者の間で大きな隔たり

があり、共通の認識がないのが現状である。

大寄遺跡では、平安時代後半の集落が検出され、

ロクロを使用した酸化烙焼成の土器がまとまって出

土した。これらの土器を仔細に観察したところ、晃

なる土器群に分類できるのではないかと考えるにい

たった。本節では、この土器群を定義し、北武蔵に

おける平安時代後半の土器生産の中でどのように位

置付けられるのかについて検討したい。

1.研究史

ロクロを用いた酸化焔焼成の土器をめぐる問題

は、 1980年代に関東地方でさかんに論じられてい

た。最大の論点はこの土器の名称であり、各研究者

により様々な名称が付けられている。それらをすべ

てここで整理することは出米ないため、本書で使用

した「須恵系土師質土器」・「ロクロ土師器」と、北武

蔵で使われている「土師質土器」が、どのように定

義されたのかについてみておくことにしたい。

「ロクロ土師器」という呼称は、早い段階から巽淳

一郎氏が使用していることが良く知られている。そ

れによると、ロクロ土師器はロクロを使用した土師

器とされている。（巽1983)

「土師質土器」は、 1981年に中沢悟氏によって提唱

又は土師器と呼ばれていた土器を、「ロクロ使用の酸

化焔焼成による椀．j:不・内黒椀を土師質土器と一括

して呼称し、羽釜とともに須恵器として取り扱っ」

ている。この「土師質土器」の提唱が、 1980年代の

ロクロ土師器か、土師質土器かという呼称をめぐる

議論の火付け役となった。ここでは服部・佐久間・

福田氏の説を取り上げる。

この問題は、 1986年神奈川考古同人会によって開

催されたシンポジウム「古代末期～中槻における在

地系土器の諸問題」でも取り上げられた。服部敬史

氏は「ロクロ土師器とした大枠で概念規定し、その

第 2段階とする画期が現れるのを「土師質土器様相」

と表現すれば、ある程度、生産体制も時代性も含み

うる」として、土師質土器はロクロ土師器に合むも

のとしている。同年、佐久間豊氏は「ロクロ土師器

の第二段階でも土師質土器でもよいと考えている

が、…… 9世紀末葉～10祉紀初頭に大きな杜会状況

の変化があり、それが土器様相に具現化されている

ならば、「土師器」と区別してもあながち不適当では

ないと考える。」（佐久間1986) として、ロクロ土師

器と土師質土器を同様なものと捉えている。同時に

土師器とは区別する可能性を残している。

福田健司氏は、この土器を80年代から「須恵系土

師質土器」と称しており、ロクロ土師器という名称

を批判し続けている（註 3)。福田氏は1995年、須恵

系土師質土器はその出現を須恵器生産と同時か直後

に求め、「須恵器の模倣から始まり、須恵器生産が停

止した後は灰釉陶器・緑釉陶器を模倣し、それら両

者の生産が終わると木器・山荼碗を模倣する」とし

ている。

このようにこれまでの研究は、ロクロ使用の酸化

烙焼成の土器を「ロクロ土師器」とするか、「土師質土

器」（「須恵系土師質土器」という名称も合め）とする

かに論点が集中し、同様の土器を地域や研究者の考

え方で、呼び分けているという段階に留まっている。
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筆者は、酸化焔焼成の土器はこれまでのように一

つの概念では捉えられないと考えている。冒頭に触

れたが、大寄遺跡出土土器には、須恵器に近いもの

とロクロ土師器に近いものの 2種類があると考えら

れる。本節では、 2種類の土器を「須恵系土師質土

器」・「ロクロ土師器」と呼び分けて新たに位置付け

を行う （註 4)。

2.分類の基準

「須恵系土師質土器」・「ロクロ土師器」の両土器群

を定義するためには、土師器・須恵器についても再

定義する必要がある。以下では、まず「ロクロ」と

「焼成」を分類の基準として、各土器群を検討する。

ロクロと焼成

関東地方の土器生産の中で、北武蔵北部は、土師

器を一貫して非ロクロで造っている地域である。渡

辺ー氏は東関東を非ロクロ土師器圏と位置付けてい

る（渡辺1997)。大寄遺跡が位置する埼玉県北部はこ

の土器圏の中でも中心的な地域に該当する。した

がって、各土器群はロクロ使用の有無により大別で

きる（註 5)。ロクロを使用する土器群は須恵器A・

須恵器B・須恵系土師質土器・ロクロ土師器であり、

ロクロを使用しない土器群は土師器・土師系土師質

土器である。ロクロ使用の頻度と焼成状態をもとに、

各土器群を概念的に位置付けたのが第278図であ

る。須恵器Aはロクロを多用し、還元烙焼成である。

須恵器Bは須恵器Aよりロクロの使用頻度が低く、

還元しているが須恵器Aはどではない。須恵系土師

質土器は須恵器Bと同等か、それ以下でしかロクロ

を使用せず、酸化焔焼成である。ロクロ土師器は須

恵器Bと同等か、それ以下でしかロクロを使用せず、

酸化焔焼成である。しかし、焼成は須恵系土師質土

器より良好なものが多い。土師系土師質土器はロク

ロを使用せず、酸化烙焼成だが、より還元焔に近い。

土師器はロクロを使用せず、酸化烙焼成である。

以上の定義のみでは非常にあいまいで、各土器群

の違いがはっきりしない。それは 2つの問題点があ

るためである。 1点目は、各上器群が重複する部分

や概念図の中心に近づく部分は、土器が類似してく

るため分類することが困難になってくることであ

る。それを具体的に示したのが日絵4である。これ

は各土器群の焼成と高台の製作技法の特徴を示すた

めに、底部を上にしてその部分のみを拡大したもの

である。須恵器Aの中には 3のような灰色のものだ

けではなく、 6のような黄灰色のものもある。須恵

器Bと須恵系土師質土器の中にも、灰色に近いもの

と褐色に近いものがみられる。 9• 13 • 15などは児

なる土器群だか、色調は非常に良く似ている。 2点

目は概念図では同じカテゴリーに入ってくる須恵系

土師質土器とロクロ土師器か、実際に土器を比較す

ると全く晃なるものであるということである。日絵

4の12~14と16~18を比較してみると、同じ酸化烙

焼成と言っても、その焼成状態や器形が明らかに晃

なっていることが分かる。

この 2つの問題点から、ロクロ使用の有無と酸化

烙焼成か否かだけでは土器群を明確に分類すること

は出来ないことがわかる。

製作技法と器形

次に、分類の基準としたいのは「製作技法」と「器

形」である。ロクロを使用する 4種類の上器群の製

作技法は、ロクロ使用、底部の切り離し技法は糸切

ロクロ

B 
非ロクロ

第278図 各土器群の概念図
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りが多く、高台は貼り付けである等の点では同じで

ある。しかし、ロクロ使用の頻度は大きく異なって

いる。このロクロ使用の頻度を分類の基準とする。

この差が特に現れている部分が、高台のつくりと貼

り付け方である。

日絵4の須恵器Aは高台の形が整えられており、

丁寧に貼り付けられていて、整形段階にかなりロク

ロを使用していることが分かる。須恵器Bの高台は、

Aと比較すると造りがやや雑になっているか、ある

程度の整形は行われていると考えられる。須恵系土

師質土器は非常に雑な造りで、枯土紐で輪を作った

だけの高台が底部に簡単に貼り付けられただけであ

り、整形はほとんど行われていない。一方、ロクロ

土師器の高台は形が丁寧に造られており、貼り付け

方も丁寧である。確実に丁寧な整形が行われていた

と考えられる。上師系土師質土器は、日縁部をヨコ

ナデし、体部ド半をヘラケズリしている点は土師器

の製作技法と同様である。しかし、高台の造りと貼

り付け方は須恵系土師質土器のそれと同様である。

第279図は各土器群の供膳具を挙げたものであ

る。須恵器Bの杯の中には、非常に分厚いもの (8)

や極端に小ぶりのもの（ 7)がある。高台付杯。椀

類には、高台が「ハの字」に開き高脚高台に近いも

の (9)、高台が形骸化したもの(14)、高台が小さ

くなり磁器の模倣と思われるもの (12)などがある。

須恵器Bの特徴は、それまでの須恵器にはみられな

い形態があり、器種ごとにかなりバリエーションが

みられることである。須恵器生産内の要因だけでな

く、外部からの影響が多分にあると考えられる。須

恵系土師質土器とロクロ土師器を比較してみると、

須恵系土師質土器は須恵器を模倣しているが、ロク

ロ土師器は陶器や木器を模倣していると考えられ

る。土師系土師質土器は、須恵系土師質土器と同様

の器形であり、須恵器を模倣していると思われる。

土師器の高台付椀とは、明らかに臭なる器形である。

以上のように整形の差と器形をみていくことで、

先に挙げた 2つの問題点を解消し、ロクロ使用の有

無と焼成だけでは分けきれなかった各土器群を、明

確に分類することかできると考えられる。

ここで、各土器群を改めて定義すると、須恵器A

はロクロを多用し還元烙焼成の土器である。須恵器

Bはロクロを使用し、還元烙焼成の土器だが、従米

にはなかった器形がみられ、バリエーションがある。

須恵系土師質土器はロクロをほとんど使用せず、酸

化烙焼成の土器である。器形は須恵器を模倣する。

ロクロ土師器はロクロを使用する、酸化焔焼成の土

器であり、器形は陶器や木器を模倣する。土師系土

師質土器はロクロを全く使用しない、酸化烙焼成の

土器であり、器形は須恵器を模倣している。土師器

はロクロを全く使用せず、酸化烙焼成の土器である。

3.各土器群の共伴関係

次に、各土器群か前節で挙げた大寄遺跡XII期か

らXIV期の中で、どのような共伴関係があり、時間

的にどのような広がりを持っているのかについて検

討する。第280図は時期を 5段階に設定して、各土器

群の共伴関係を示したものである。

各段階の特徴は以下のとおりである。 1段階は須

恵器Bが主体的に出土し、須恵器Aや須恵系土師質

士器がわずかに共伴する。 2段階は須恵器Aがなく

なり、須恵器B，須恵系土師質土器・土師系土師質

土器が共伴する。 3段階は須恵器Bがなくなり、須

恵系土師質土器が主体的になる。 4段階は須恵系土

師質土器とロクロ土師器が共伴する。 5段階はロク

ロ土師器が主体的になる。

第37号井戸跡は木製の井戸枠が組まれた状態で

検出されており、本遺跡の中で最も出土状態の良好

な井戸跡である。この井戸跡出土土器の内、須恵器

Bでも小ぶりな杯（7)と、第231号住居跡出土須恵

器B杯 (6) に類似する杯 (11) は、須恵系土師質

土器，土師系土師質士器と一緒に井筒内から出土し

ており、それ以外の須恵器Bは掘り方から出土して

いる。出土位置の違いが時間差を示すと考え、 1。

2段階に分けた。 1段階は大寄XII期に、 2, 3段

階は大寄XIII期に、 5段階はXIV期に合まれる。 4
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段階は大寄遺跡には良好な資料がなかったので、中

掘遺跡第20苛住居跡出土土器で補った。

ここで問題になるのは、 4段階の高脚高台杯。椀

である。杯・椀。高台付杯は、先に示した基準をも

とに須恵系土師質土器とロクロ土師器に分類するこ

とが出米る。しかし、高脚高台杯。椀は同一の器形

であっても、この基準では両土器群に分類すること

は出米なかった。中掘遺跡第20号住居跡出土土器を

例に挙げると、 25は赤褐色で、須恵系土師質土器の

焼きである。 27は灰色で還元烙に近い酸化烙焼成で

あり、ゆがみがひどい。須恵系上師質土器に合まれ

るであろう。 26は灰白色であり、 T寧な造りなので、

ロクロ土師器と考えられる。このように高脚高台

杯・椀は須恵系土師質土器・ロクロ土師器の両方が

あり、それは共伴していると考えられる。しかし、

両者がどのような関係にあるのかは、今回明確にす

ることは出米なかった。今後の課題である。

第280図をもとに各土器群の消長を、概念的に図

化したのが第281図である。 10世紀以降出土する土

器の主体は、須恵器B・須恵系土師質土器・ロクロ

土師器と変化していることが分かる。この変化はど

のようなことに起因しているのだろう。各段階の背

景について考えると、 1段階は須恵器生産の衰退期、

2段階はその解体期であると言えよう。この段階は

須恵器・須恵系土師質土器・土師系土師質土器と、

各土器群が混在している。また各土器群を個別にみ

ても、器種内でかなりバリエーションがある。これ

は従来の須恵器生産が解体し分散するためであると

考えられる。 3段階は須恵系土師質土器生産主体の

段階、 4段階は 3段階同様、須恵系土師質土器生産

主体の段階だが、ロクロ土師器生産が出現する段階、

5段階はロクロ土師器生産主体の段階と考えられ

る。

4. 出現の背景と問題点

ロクロ使用の酸化烙焼成土器を須恵系土師質土器

とロクロ土師器に分類することが可能なことを述べ

てきた。では、これらはどのような背景で出現した

のだろうか。

須恵系士師質土器は須恵器生産の解体する過程で

出現した土器群である。器形・製作技法は須恵器と

同様で、須恵器の変質したものだと言える。ここで、

須恵器生産が盛んに行われていた地域のその後の様

相をみてみよう。折原石道遺跡は末野窯跡群に、森

坂遺跡は東金子窯跡群に近接する遺跡である。この

様に須恵器生産に近接する遺跡からは焼成坑が検出

され、出上する土器は須恵系七師質土器に類似する

ものがある。このことも須恵系土師質土器が須恵器

生産の解体する過程で出現したものであることを裏

付ける。

一方、ロクロ士師器の出現は 2つの可能性が考え

られる。 1つは、須恵系土師質土器がロクロ土師器

に変質したというものである。もう 1つは須恵系土

師質土器とロクロ土師器は全く別のものであるとい

うものである。現時点では、後者の方を採りたいと

考えている。その根拠としては、両者は各器種の器

形が嬰なり、ロクロ土師器の焼成。整形の状態が、

須恵系土師質土器から変化したとは考えにくいこと

が挙げられる。またロクロ土師器の高台付椀にみら

れる内面の黒色処理やミガキを施す技法が須恵器・

須恵系土師質土器にはみられないことなども、両者

須恵器B |±畠嘗言凪芦贔に謡塁器

llC 

第281図 各土器群の消長図
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が結びつかない理由の一つである。しかし、大寄遺

跡では、須恵系土師質土器とロクロ土師器が共伴し

ている良好な資料がなく、移行期の土器を十分に検

討することが出来なかった。したがって、現状で前

者の可能性を完全に否定できたとは言えない。

今回位置付けたロクロ土師器と従米のロクロ土師

器との関係も、ここでは明らかにできない。従米の

ロクロ土師器は土師器生産の中に含まれるものだ

が、今回取り上げたロクロ土師器か‘土師器生産の中

に合まれるものであるとは、現時点では判断するこ

とが出米ない。この土器の実態が明確になり、生産

体制が明らかになってはじめて、土師器として生産

されたロクロ土師器であるか、否かが決められるで

あろう。それまでの仮称としてロクロ土師器を用い

る。

おわりに

ロクロ使用の酸化焔焼成の土器を須恵系土師質土

器とロクロ土師器の 2種類に分類し、両者を別々に

定義した。須恵系土師質土器とは須恵器生産が解体

する10惟紀前半に、解体の流れの中で出現する土器

である。器形は須恵器を模倣するが、酸化烙焼成で、

ロクロをほとんど使用しないため、非常に雑な造り

である。ロクロ土師器は10匪紀後半のある時期に出

2.集落の変遷

今回の大寄遺跡 I• II区の調査区からは、竪穴住

居跡475軒、掘立柱建物跡91棟、井戸跡68基、土壊412

基、荼毘跡 1基、土壊墓 4基、溝跡57条、柵列13条

等が検出された。竪穴住居跡は縄文時代前期のもの

が4軒、不明 2軒、古墳時代後期～平安時代に至る

ものが469軒である。

ここでは 1の編年に基づき、古墳時代から平安時

代に至る集落の変遷を索描したい。なお、掘立柱建

物跡については、時期を限定できるものが少なく、

遺構の重複関係をもとに、ある程度の幅をもって考

えざるを得なかった。従って、厳密に各期に割り振

ることは困難である。掘立柱建物跡の帰属について

-361 

現し、古代の終わりまで供膳具の中心となった土器

である。器形は陶器や木器を模倣するが、ロクロを

使用し、酸化烙焼成の土器である。

また、今回は杯・椀などの供膳具のみを対象にし、

同時期の煮沸具の中心である羽釜については取り上

げなかった。どの土器群に属するのかについては、

今後の課題である。羽釜にも焼成は酸化烙焼成と還

元烙焼成があり、技法ではロクロ・非ロクロがある

など、単純に 1つの土器群には属さないと思われる。

須恵系土師質土器は須恵器の変質したものである

と考えると、須恵系土師質上器は須恵器であり、一

つの土器群として分類することはないと考える意見

も挙がるであろう。しかし、須恵器生産解体の実態

を捉えるためには、敢えて須恵器と区別し時間と空

間の広がりを把握することが必要だと考える。さら

に須恵系土師質土器とロクロ土師器を区別すること

もロクロ土師器の実態を明確にするためには必要な

ことであると考え、この様な土器群を設定した。今

後、北武蔵の他の遺跡出土土器を同様の視点で検討

し、各土器群の実態を明確にした後、再度名称につ

いて検討するという方向性を持たなければ、平安時

代の土器生産についての研究は進展しないと思われ

る。

は、更に変更の余地があることを予め断っておきた

しヽ。

集落の中で最も古く位置づけられる 6匪紀の I期

の住居跡は 8軒のみである。調責区の北側に分布が

限られる。 I区第 8• 21 • 54 • 55 • 56号、 II区第57・

73 • 74号が該当する。住居跡の全体が調査できたも

のはなく、全体の様相は不明である。 II区第57号住

居跡はカマドをコーナ一部にもつ特異なものであ

る。また、 II区第 8• 11号溝跡、第38。54号井戸跡

もこの時期に属するものである。井戸跡はいずれも

小規模で、索掘りである。

7椛紀に入っても、 II期の段階の遺構は少なく、
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第283図 住居跡・掘立柱建物の軸方向

住居跡は 4軒のみである。 I期同様調査区の北側に 柱穴である。 II区第75号住居跡には、主柱穴のほか

散在する。 1区第27号、 II区第10・ 14・ 151号住居跡

が該当する。規模には大小があり、いずれも北西方

向にカマドが造られている。

集落が調査区全体に展開し始めるのは、 III期から

である。ここに、集落の第 1の画期を認めてもいい

だろう。大きく I区の東側と北西側、 II区の北西側

と北東側の 4つのまとまりが見られる。恐らく各々

が、調査区北側へ展開すると考えられる。住居跡は

15軒あり、 1区20• 57 • 151・187号、 II区53• 55 • 

59 • 75 • 197 • 201 • 204 • 205 • 207~209号住居跡が

該当する。北東ー南西の軸方向を持つものが多く、

北東壁、南西壁にカマドが造られている。この他に、

南北・東西方向の軸方向のものがあり、軸方向によ

りグループ分けができる可能性もある。また、規模

にも大・中。小があり、 II区東側の群は中・小規模

のもので構成されている。規模の大きいものは 4本

に補助的な柱と考えられる小ピットがある。 I区第

151号住居跡は、土師器杯・壺・鉢・小型甕・甕が、

カマドの左側の壁際を中心に大星に出土している。

IV期になると、調査区の南側でも住居跡が造られ

るようになり、大規模集落が拡大するものと考えら

れる。 18軒の住居跡があり、 I区第91・99・190・208

号、 II区第21• 23 • 28 • 55 • 65 • 199 • 200。211• 

216~218 • 249 • 258 • 262号住居跡が該当する。規模

には大中小があるが、大型の住居跡が目立つように

なる。 II区第23号住居跡は、 9mを越える本遺跡最

大の住居跡である。この他にも II区第21• 55・ 262号

住居跡は大型である。軸方向は、北西方向のものと

北東方向のものがある。 I区第91号住居跡は南カマ

ドである。カマドは、奥壁の中央よりやや右側に造

られるものが多い。貯蔵穴があるものはカマドの向

かって右側に造られている。規模の大きいものはい
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第284図 I • II期の住居跡
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第287図 VIII • IX期の住居跡
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第288図 X • XI期の住居跡
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第293図 9。10世紀の掘立柱建物跡
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ずれも 4本柱穴である。 II区第217号住居跡には、入

り口と考えられる施設が付設されている。

また、時期の限定が難しいため確実ではないが、

南側のエリアヘの住居跡の展聞を勘案すると、この

時期から掘立柱建物跡が本格的に造られるようにな

ると推定される。 II区第 3• 31号が本期のものと考

えられる。仮に、 V期に属さない 7世紀の掘立柱建

物跡を本期のものとすると、 II区第12~14• 43 • 

57~59号か本期の可能性があるものになる。 I区で

は、まだ分布が見られない。これらを含めると、住

居跡群からやや離れた南側と東側に、総札主建物跡、

側柱建物跡が分布することになる。側柱建物跡は、

3 X 2間のものが最も多いか、 5X 2聞のII区第13

号建物跡のような大型のものもある。 13号は中央に

3 X 1間の小規模な柱穴列かある特異なものであ

る。調査区の北側の住居跡群に接しているものは、

やや軸方向が西に偏している。その内の 3棟、西庇

のII区第57~59号建物跡は、 D-21グリッド付近に

集中して分布している。 II区第 3号は北東ー南西の

軸方向を持つもので、今阿の調査区では他に見られ

ない。性格等が晃なるのであろうか。

総柱建物跡は 4棟あり、いずれも 2X 2間（第12・

14 • 31 • 56号建物跡）である。第31• 56号掘立柱建

物跡は調査区の北側、 12• 14号は南側に位憐する。

側柱建物跡同様に、両者では軸方向が巽なる。調査

区の南側のものは、一定の間隔を置いて配置されて

いる可能性が高い。

ただし、南北軸のものは 8世紀以降に下がる可能

性もあり、 V期にこういった様相を考えた方が適切

であるかもしれない。

第42。44• 47 • 60号井戸跡は、いずれも調査区の

南側の低地にかかる部分に分布している。いずれも

規模が小さく、索掘りで、溜井と考えられる。

調査区を東西方向に貰く大規模な第10与溝は、本

期もしくは次の時期に開削されている。第 9• 19 • 

33号溝は、第10号溝に関連する一連のものと考えら

れる。

V期は、更に軒数が増える時期である。 I区では、

調査区全体に遺構が分布するようになる。 II区では

調青区の東側に分布が見られないが、前後の時期の

様相を勘案すると、やや北寄りに分布する東側の群

がある可能性が高い。 VI期と並んで、最も集落域か‘

拡大した時期の一つとしていいだろう。本期に該当

する住居跡は30軒ある。 I区第24• 63 • 69 • 70 • 81・

82 • 117 • 144。145• 152~154 • 160 • 163 • 179 • 193 • 

201号、 IIIメ第39• 48 • 50 • 55 • 89 • 141・155• 160 • 

189 • 240。245。248• 261号住居跡が該当する。

規模には大中小があり、一辺 7mの I区第55号、

II区第241・245号から、長軸方向 3mの第248号住居

跡まで輻がある。大堕のものと小型のものがセット

になる可能性もあるが、断定には至らない。軸方向

は、北・東・北東。北西。南西方向のものがあり、

軸方向による分類も可能である。平面形は正方形と

長方形のものがある。カマドは奥壁の中央ではなく、

向かってやや右寄りに造られるものが多い。大型の

ものは 4本柱穴だが、中・小型のものについては柱

穴か認められないものも多い。

掘立柱建物跡も本期に特定できるものが多く、 I 

区では、この時期から掘立柱建物跡の分布か見られ

るようになる。 I区第 2• 5 • 13号、 II区第26~28・

54号が該当する。

II区のIV期、あるいは本期に開削された第10号溝

の埋没後に造られた、分布域の南側にある II区第

11 • 15号建物跡も本期に属すると思われる。第11号

建物跡は、第18• 30同溝によって区画されている。

周辺の建物跡が並存したものかは確かではないが、

やや軸方向が晃なることから性格が異なる可能性も

ある。第15号建物跡は 2X 3間の総柱主建物跡で、建

て替えが行われている。

これらとは別に、 I区の北側、 II区の北側にも建

物跡が分布する。いずれも 2X 3間の側柱建物跡で

ある。軸方向は、やや西に偏している。

井戸跡は、 II区第 9,18 • 21 • 60号が該当する。

いずれも小規模なもので、索掘りである。第60号
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以外は、住居跡群の西側に接して造られている。

VI期は、 XN期と並んで最も住居跡が増える時期

である。 XN期が80年から100年程度の時期輻があ

るのに対して、 VI期は長くとも30年はどであり、一

時期の数の点から言えは、本期が最も集落が拡大し

た時期と考えられる。 7憔紀から展開する集落は、

この時期に最大規模になる。 I区北西側、 II区北西

側、北側、北東側、中央の、少なくとも 5つの群に

分けられると思われる。この時期に該喝する住居跡

は45軒になる。 I区第23• 37 • 45 • 71 • 72 • 103 • 109 • 

110 • 114 • 118 • 119号、 II区第128。140• 144 • 146。

158 • 169 • 180 • 182 • 184 • 185。191。210• 213~215・ 

222 • 223 • 237 • 239 • 241号住居跡が該刈する。重複

するものや、拡張されるもの、カマドを造り替える

ものが多く、継続した居住を窺わせる。軸方向は、

北側。東側のものがあり、東側のものが多い。平面

形は正方形が多く、長方形のものもある。カマドは、

壁の中央もしくは向かってやや右側に造られてい

る。規模は 5m前後のものと 3m前後のものがある。

大型のII区第140• 144 • 237号住居跡は、カマドが造

り替えられている。 II区第241号住居跡には棚状施

設や、入り日と考えられる施設が付設されている。

規模の大きなものには 4本柱穴のものもあるが、そ

の割合は小さく、むしろ柱穴を持たないものか多い。

II区第237・241号住居跡は出土遣物が多く、 237号

からは切子玉や猿投窯産の水滴が出土している。

II区第71号住居跡は、本期あるいはVII期と考えら

れるが、床面に鍛冶炉が2基付設されており、鞘の

羽日等も出土している。

掘立柱建物跡は、 I区第14・21号、 II区第 9・21・

22 • 24 • 30。33• 34 • 39 • 41 • 42。45• 52 • 53。63

号が本期あるいはVII期のものと考えられる。 II枢の

中央やや西側を中心に展開する。大きく南北軸、東

西軸のII区住居跡群南側エリアのもの、やや西に偏

した軸方向のそれ以外のものに分けられる。

側柱建物跡は、 3 X 2間のものが最も多い。 II区

第33• 34号建物跡は南側に第 7号溝がある。 G・H

-17~19グリッドの建物跡は 8机紀代のまとまり

のある建物跡群で、時期が特定できないものもある

が、第 7号溝により区画されるものと考えられる。

南庇を持つII区第22号建物跡は近接するか、この述

物跡群とは軸方向が臭なり、性格が晃なるものと思

われる。

これ以外の北側に位置する建物跡は、先に述べた

住居跡群の分布と重なっており、各々の住居跡群に

対応している可能性が高い。

総柱建物跡で、この時期に特定できるものは第34

号 1棟のみである。住居跡南側の建物跡群に含まれ

ている。

井戸跡も時期を特定できるものが少ないため断定

はできないが、重複関係等から11基が8世紀前半ま

でに開削されたものと考えられる。 II区第49• 56号

井戸跡は、規模が大きく、深い。第56号井戸跡から

はまとまって土器が出土している。

VII期は、分布域は同様だが、軒数は少なくなる。

VI期にピークを迎えた集落は縮小に向かう。この時

期に特定できる住居跡は33軒である。 I区の第12。

48 • 49 a • 59 • 76 • 77 • 90 • 121 • 122 • 155 • 164 • 

192 • 196 • 200号、 II区の36• 70 • 91・108。113• 152 • 

165 • 166 • 179 • 183 • 188 • 212。225。238• 242 • 246 • 

251 • 256号住居跡が該当する。軸方向はほとんどの

ものか東側である。平面形は正方形のものと、主軸

方向か長い長方形のものがある。カマドは、壁の中

央もしくは向かってやや右側に造られている。規模

は5m前後のものと 3~4mのものがある。 II区第

152号住居跡は、一辺1.8mほどのごく小型のもので

ある。 II区第91• 200。238号住居跡は、カマドが造

りかえられているが、規模の大小との閃係は不明瞭

である。規模の大きなものには 4本柱穴のものが多

く、規模のやや小さいものは柱穴を持たないものが

多い。第238号住居跡からは、遺物が多く出土してい

る。

この時期に特定できる建物跡は、 II区第44• 47号

建物跡のみである。いずれも住居跡の分布からやや
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離れた南側に位置する。この内47号建物跡は、周辺

の建物跡と一定の距離を置いて配置されている可能

性がある。

井戸跡で本期に特定できるものは、 II区第48• 56 

号のみで、住居跡群とやや距離を置いている。いず

れも大型のもので、 2段の掘り方を持っている。

8世紀代だが、時期の特定できない掘立柱建物跡

は15棟ほどある。これまで述べてきたように、住居

跡と同じ位置に分布し、やや西偏する軸方向を持つ

ものと、住居跡の南側のエリアにあり、先の33• 34 

号建物跡等とともに建物跡群を構成するものの 2者

がある。 3 X 2間の側柱建物跡が最も多い。総札主建

物跡は 3棟あり、南側のエリアに造られている。住

居跡群に近接するものは、各々の住居跡群と対応関

係にあることも考えられよう。

VIII期は更に集落力沖眉小する。分布域に大きな違い

はないが、住居跡は14軒のみである。 I区の第19• 

58 • 112号、 II区の第12• 15 • 82 • 95。101・121・150・

163 • 167 • 220 • 236号住居跡が該当する。この傾向

はX期まで継続し、集落の縮小期といえよう。住居

跡は、正方形のものと主軸方向が長い長方形のもの

があり、後者か多い。 II区第167号1:t居跡以外はいず

れも軸方向は東向きである。第167号住居跡は、カマ

ドが造りかえられており、当初は東カマドであった。

従って、本期の住居跡群は、ある時期いずれも東側

に軸方向をもって散在する景観を見せていたと考え

られる。規模は第167号住居跡以外、いずれも長軸 3

~4mのものである。カマドは、奥壁の中央に造ら

れるものと、やや右寄りに造られるものがある。第

167号住居跡は 4本柱穴で、それ以外は柱穴を持たな

いものが多い。

掘立柱建物跡でこの時期に特定できるものはII区

第35号のみである。 1X 1間の布堀を持つ特晃なも

のである。この他に I区第 3• 4号建物跡も本期の

可能性がある。いずれも 3X 2間の側柱建物跡であ

る。住居跡群に対応するものであろうか。

I区第 3砕井戸跡は、唯一この時期に帰属すると
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考えられるもので、住居跡群の東側にある。 2段の

掘り込みを持つ大型のものである。

IX期の遺構は極端に少なく、住居跡は 9軒のみで

ある。 I区の第11• 102 • 185 • 197 • 198号、 II区の

第25• 49 • 111 • 119号が該当する。軸方向は、北向

きのII区第111号住居跡以外は、いずれも東方向で

ある。平面形は正方形のものと長方形のものがあり、

後者には主軸方向が長い縦長のものと、逆の横長の

ものがある。規模は 3~4mのものが多い。 II区第

111号はやや大型である。カマドは奥壁の中央に造ら

れるものが多い。いずれも主柱穴を持たない。 l区

第185号は出土遺物がやや多く、灰釉陶器の浄瓶が

出土している。

掘立柱建物跡で本時期に明確に伴うものはない。

X期も前段階同様集落の規模は小さく、 14軒のみ

である。 I区の第66~68号、 II区の第143。149・153。

154 • 157 • 177 • 203。234。235• 247 • 250号が該当

する。調査区内での遺構の分布は散在的だが、第203

芳住居跡は東側の調査区北側法面にかかって検出さ

れており、もう一つの群が北側に展開する可能性が

ある。住居跡は第66• 67号以外いずれも軸方向が東

向きである。平面形は正方形のものと長方形のもの

があり、後者はいずれも主軸方向が長い。規模はい

ずれも長軸 4m前後である。第66• 67号住居跡はカ

マドが造りかえられている。

IX期同様にこの時期と確定できる掘立柱建物跡は

見られない。井戸跡はII区第33• 40号が該当する。

いずれも大きな掘り方を持つものである。

住居跡が再び増加に転ずるのは、 9世紀後半のX

l期からである。 39軒の住居跡が検出されている。

I区第15• 16 • 28 • 32。40• 75 • 78 • 86 • 94 • 95 • 

113 • 120 • 123 • 133。162• 166 • 172。194• 195 • 202 • 

203号、 II区第13• 16 • 18 • 30 • 60 • 61 • 68 • 80 • 102 • 

104 • 115 • 129 • 138 • 168 • 180 • 230 • 252号住居跡

が該当する。 I区の西側と II区の北西側、 II区の北

側中央に分布が集中し、少なくとも 3群以上に分か

れていると考えられる。軸方向は、東向きのものと



北向きのものがあるが、後者はごく僅かである。平

面形は正方形、主軸方向が長い縦長、その逆の横長

の長方形のものがある。正方形のものがやや多く、

長方形のものは双方で割合を分け合っている。 II区

第115号住居跡は、極端に細長い平面形である。規模

には大中小がある。 I区の16・113号住居跡は、正方

形で一辺 5~6mの大型のものである。その他は長

軸 3~4mのものが多いが、 I［メ第78号、 II区第18・

30・ 102・ 115号は2.5mほどでごく小さい。カマドは、

奥壁中央のやや右寄りに造られるものが多い。右側

コーナーに極端に近いものや、対角線上に斜めに突

出するもの (II区第30号）も本期より見られるよう

になる。柱穴は、 I区第113号が4本柱穴であるのみ

で、その他は不明瞭である。 II区第60号住居跡は、

焼失家屋である。 I区第32号、 II区第16・252号住居

跡は出土遺物が多い。

掘立柱建物跡は、 I区第10号、 II区第 7• 8号が

本期のものである。いずれも南北軸をもつものであ

る。住居跡群との関係は不明瞭である。 II区の北西

部に分布する南北軸のものの中には、住居跡群に伴

うものも含まれていると考えられる。

井戸跡は、 II区第16号が該当する。大型で、断面

形は漏斗状になる。

II区第 5~ 7号柵列は時期が明確でないが、集落

が拡大した本期以降のものであると考えられる。集

落景観を考える上で重要な要索と考えられるので、

本期～XIV期まで、この遺構があった可能性を意識

しておきたい。

XII期はXI期に比べて大幅に集落か縮小し、住

居跡は11軒のみである。この傾向はXIII期まで継続

する。遺構の分布も I。II区の北西側に限られる。

I区第10• 43 • 97 • 126号、 II区第117・ 135・ 137。

147 • 148 • 162 • 255号住居跡力噸亥当する。第255号住

居跡はM~14グリッドに位置し、南側に離れている。

この周辺にもう一つの住居跡群がある可能性もあ

る。

軸方向は、いずれも東向きである。平面形は正方

形、主軸方向が長い縦長、その逆の横長の長方形の

ものがある。規模は 4~5mの大型のものと、 3~ 4 

mの小型のものがある。カマドは、奥壁中央のやや

右寄りや、より右寄りに造られるものが多く、対角

線上に斜めに突出するもの（II区第135号）もある。

本期から長大な煙道を持つものが見られるようにな

る。柱穴は不明瞭で、主柱穴とできるものは見られ

ない。

掘立柱建物跡は、 1区第 1号、 II区第38号が本期

に該当する。前者は 3X 3間の側柱建物跡で、柱間

が一定せず、柱穴も軸線上にきれいに並ぶとは言い

難い。後者は 3X 2間の総杜主建物跡である。

木期に特定できる井戸跡は第37号のみである。調

査区の北側にあり、住居跡群に対応するものと考え

られる。規模が大きく、蒸籠組みの井戸枠が施され

ている。中からは土器とともに曲物と大型の容器が

出土している。

XIII期はXII期に続いて、調査区の北側を中心に

遺構が散在する程度である。この時期に該当するも

のは11軒に留まる。 1区第17。22。42。108• 132号、

II区第117• 135 • 137 • 147 • 148 • 162 • 255号住居跡

が該当する。軸方向は、いずれも東向きである。平

面形はXII期同様に、歪んだ正方形、主軸方間が長

い縦長、その逆の横長の長方形のものがあり、横長

のものが多くなる。規模は全体的に小型化し、 4m

前後のものと、 2 ~3mのものがある。カマドは、

中央より、より右寄りに造られるものが多くなる。

対角線上に斜めに突出するものも継続して認められ

る。長大な煙道を持つものが増え、カマド構造の変

化を窺わせる。柱穴は不明瞭で、主柱穴は認められ

ない。

XIII期の後にはXIV期まで、 30~40年の集落の空

白期が存在する。もっとも、これは住居跡でこの時

期に属するものが不明確であると言うだけで、掘立

柱建物跡や井戸跡、土坑等が存在した可能性はある。

その場合は分布域が北に偏ったとも考えられる。い

ずれにせよ、 9世紀からの集落が最も縮小した時期
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と捉えられる。

XIV期の住居跡は84軒を数え、 8匪紀前半と並ん

で、集落が最大規模に拡大した時期である。既に 1

-(1)で示したように、本期は 2~ 3期に細分でき

る可能性があり、時間輻もおおよそ100年間にわた

ると考えられる。仮に均等割した場合約30軒程度の

集落が継続して営まれたものとも考えられる。住居

跡は、 I区全体、 II区の北西側に分布している。 I 

区第25• 31 • 35 • 38 • 60 • 79 • 80 • 83~85 • 92。93• 

100 • 101。116• 124 • 127 • 131 • 134 • 136 • 137 • 

146~150 • 156~159。168・ 170・ 171・175・ 176・ 178・ 

180 • 181・183• 184 • 186 • 189 • 199 • 204 • 205 • 209 • 

210号、 II区第 4• 6~8 • 19 • 22 • 24 • 27 • 33~35 • 

37 • 38。43• 44 • 46 • 4 7 • 54 • 56。58• 66 • 78 • 81・

85 • 86 • 88 • 96 • 97 • 114 • 118 • 120 • 122 • 126。131・

132 • 136 • 145 • 156 • 170 • 171・173• 176 • 224 • 226 • 

227号住居跡が該当する。軸方向は、東向きのものが

大部分だが、北向きのものも少数認められる。 I区

第79号住居跡は南カマド、第101号住居跡は西カマ

ドである。平面形はXII期同様に、歪んだ正方形、

主軸方向が長い縦長、横長の長方形のものがある。

横長のものが大部分で、正方形のものはほとんど見

られなくなる。規模には長軸 5~6m、3 ~4m、

2 ~3mの大中小がある。中・小規模のものが多く、

主たる居住施設から性格が変わりつつあることを窺

わせる。深さは概して、ごく浅いものが多い。竪穴

というより、むしろ平地式建物跡のような印象を受

ける。カマドは、中央より右寄りに造られるものが

多く、コーナー近辺に取り付くものも多い。対角線

上に斜めに突出するものも継続して認められる。住

居跡の規模に対して、カマドが大きく、小型のもの

では燃焼部と煙道が短軸の半分から 3分の 2に及ぶ

ものもある。よく焼けているものが多く、使用頻度

の高さを窺わせる。柱穴は不明瞭で、主柱穴は認め

られない。 II区第156号住居跡は比較的多く土器が

出土したが、それ以外はあまり多くないようである。

掘立柱建物跡でこの時期に明確に該当するものは

I区6• 12号、 II区48号のみである。 6• 12号は 3X

2聞の総柱建物跡である。 48号は攪乱により全体が

明らかでないが、 3 X 2間程度の側柱建物跡になる

と考えられる。いずれも柱穴の規模が小さく、軸線

トにきれいに並ばないものである。

井戸跡で本期に特定できるものは、 II区第22• 25 

号井戸跡のみである。住届跡群の中に造られている

が、南側と東側の分布域の端に造られていると見る

こともできる。いずれも規模が大きく、 2段の掘り

込みを持つ。

土壊墓は 2基あり、住居跡の中に掘り込まれてい

る。 10憔紀後半以降の住居跡を利用した廃屋墓と考

えられる。

10世紀代と考えられる掘立柱建物跡は 1区で 1

棟（第12号）、 II区で 3棟（第49~51局）認められる。

I区12号建物跡は 3X 2間の総札主建物跡である。 II

区のものは 5X 2間、 2 X 2間の側柱建物跡で、い

ずれも第 5 • 6号柵列との関連を窺わせる位置関係

にある。

先述のように、柵列跡は I区で 6条、 II区で 7条

検出されている。時期の特定は難しいが、 8泄紀と

考えられる II区第 4号柵列跡以外は、概ね 9• 10軋

紀頃のものと思われ、相互に区画溝として関連し合

うものと推定される。

II区第 5~7号は、集落域の外延を区画するもの

と考えられ、その至近には掘立柱建物跡が造られて

いる。 X~XII期とした場合、住居跡の分布域とほ

ぼ重なる範囲と、その外延に位置する掘立柱建物跡

群とをともに区画するものと考えることができる。

また、 XN期の集落に伴うと考えた場合には、住居

跡の分布域とはやや離れた位置関係にあり、住居跡

群と掘立柱建物跡群力噌十画的に配置され、その外側

を区画するものと考えられる。住居跡群、掘立柱建

物跡柱、柵列跡の位置関係を見た場合、後者とする

にはやや無理を感じる。更に検討を尽くした後再検

討する必要があろう。

I区第 4号と第 6号は約22m離れて平行し、富田
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氏が既に指摘しているが、住居跡群内部の区両と考

えられる。 II区のものも住届跡群内部の区画の可能

性が高く、第 5~7号とともに居住の単位を示すも

のと考えられる。

溝は南流する II区第22• 23号溝かある。浅く、性

3。まとめ

以上、大寄遺跡の出土土器と遺構について若干の

検討を試みた。しかし、検討が不充分であることは

明らかである。ここでは、残された課題と展望につ

いて述べ、まとめとしたい。

出土土器については、 14期に細分した。これは、

これまでの長い土師器、須恵器、灰釉陶器の研究成

果を踏まえ、良好な一括遺物を選別し、層位論的前

後関係を考慮して編成したものである。この編年に

ついては、 9匪紀までの部分に付いては大方の首肯

が得られるだろう。しかし、 10柾紀以降については、

見方が分かれるものと思われる。既に大寄遺跡の10

世紀以降の土器については、『大寄遺跡 I』において、

富田和夫氏が10祉紀中葉から11世紀中葉を A~E

期に細分する案を示しているが、今回の報告ではそ

の案を棚上げしている。特に、本報告では10棋紀中

葉段階に集落の間隙があると考え、中堀遺跡出土資

料をもって、その空白を埋めた。 XII期以降の土器

群のおおまかな推移を示したつもりだが、準備不足

もあり、富田案との関係は明確に示せなかった。今

後は、西浦北遺跡や宮西遺跡、あるいは大久保山遺

跡や群馬県の資料を含めた周辺遺跡の資料との比

較、検討が必要であろう。富田案との関係は、その

中で示すことにしたい。

平安時代後半の所謂「ロクロ土師器」を巡っては、

これまでにも多くの研究の蓄積がある。本書では、

大寄遺跡出土資料の観察を通して、ロクロの使用頻

度や焼成、整形の精粗や器形の分析をもとに、 10祉

紀の土器を「須恵器A」「須恵器B」「須恵系土師質土

器」「土師系土師質土器」「ロクロ土師器」に分け、各々

定義を行った。特に、ロクロ使用の酸化烙焼成土器

格は不明だが、集落域の区画とも考えられる。

以上、大変雑駁ではあるが、 6世紀から11世紀の

集落の推移について述べた。 500年に渡った集落の

景観の推移を描ききるには遠く及ばざるをえないも

のである。更に検討を尽くす必要かある。

については、「須恵系土師質上器」、「ロクロ土師器」

に分類できることを示し、その背景となる須恵器生

産体制の解体、土師器を合む該期の土器生産につい

て述べた。ここでの見解は、あくまで大寄遺跡出土

資料をもとにしたものである。今後周辺資料の検討

を通して再吟味する必要を感じている。恐らく異論

も多々あるのではないかと思われ、活発な議論を期

待したい。

大寄遺跡は、当初より 10世紀後半から11憔紀の集

落として注目されてきた。その際に語られる集落像

は、柵列に囲まれた掘立柱建物跡群と竪穴住居跡が

群在するものだったと思われる。しかし、掘立柱建

物跡の大部分は 8世紀までのもので、 10世紀以降と

できるものはごく限られること、集落の外延を区画

する第 5~ 7号柵列跡が、 XIV期より X期のもので

ある可能性が高いことから、むしろ柵列が群在する

竪穴住居跡群を囲む 9槻紀後半の集落を推定せざる

をえない結果となった。 XIV期の集落は、柵列を伴

う可能性もあるが、むしろ集落の外延に掘立柱建物

跡があり、それよりやや離れて住居跡群かあるとい

う構造のようである。ただし、前節で述べたように

この集落像は、現時点における箪者の認識であり、

議論する余地は多々ある。むしろ、筆者等の集落像

を巡って議論が起こることを期待したいと思ってい

る。

何度も引いているように、 10祉紀後半～11世紀の

集落は、県内では本庄市大久保山遺跡等で知られる

のみである。大久保山遺跡の集落は、大寄遺跡同様

の竪穴住居跡と掘立柱建物跡で構成されるものであ

る。具体的に比較、検討することはここではできな
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いが、、この時期の集落構造を明らかにする上で両者

の検討は欠くことができない。今回残された大きな

課題の一つである。

また、 500年もの間、営々と竪穴住居跡が造られ続

けることによる課題も多い。住居跡の構造の変遷、

例えばカマドの位置や構造、床下土坑、柱穴から考

えられる卜屋構造、入り日部の施設と枚挙にいとま

がない。同様に掘立柱建物跡についても、その構造

や規模の変遷、柱穴のあり方といった問題がある。

井戸跡や上坑、柵列跡、土壊墓、荼昆跡等も同様に

多くの課題がある。通時的な検討が可能な良好な資

料を前に、これらの問題に取り組めないのは、時間

的な制約もあるが、筆者の力最不足によるものであ

る。これらの多くの問題については、今後時間をか

けて取り組んでいきたい。

ところで、大寄遺跡からは、所謂特筆されるよう

な出土遺物はない。重要文化財に指定された緑釉陶

器が出上した西浦北遺跡や、奈良三彩や畿内産土師

器、墨書上器を多く出土する熊野遺跡とは対照的で

ある。このことは何を意味するのだろうか。一方で

熊野遺跡は、 7椎紀後半から10世紀初頭まで継続す

るが、 9世紀後半には急速に収束する。西浦北遺跡

は8世紀から10世紀まで継続するが、 10世紀後半頃

には途絶すると考えられている。大寄遺跡は細々な

がらおおよそ500年もの間継続して集落が営まれて

いる。このことは、大寄遺跡が特別な集落ではない、

極々一般的な集落であることによるのではないだろ

うか。集落が大きくなることもあるが、十数軒で営

まれ続ける集落の景観は関東地方の農村の姿を初彿

とさせる。「一般的であること」、これこそが大寄遺跡

の特徴であり、当時の人々のありのままの生活を伝

える貰重な資料なのではないかと考えている。課題

は山積みだが、一つ一つ明らかにすることにより、

当時の人々の H常生活を坦間見ることができる予感

に満ちている。後考を期し、ひとまず筆を憐くこと

にしたい。

註

1.須恵系土師質土器とロクロ土師器については次

節で詳しく述べる。

2. ここでいう「ロクロ土師器」は、土師器として

のロクロ土師器である。 XIV期のロクロ土師器と

は児なる。

3。先に挙げた『神奈川考古』 21号の「南武蔵にお

ける平安時代後期の土器群」註 8で須恵系土師質

土器を土師質土器やロクロ土師器と同一であると

している。

4. ここで言う 「須恵系土師質土器」はネ副田氏の提

起したものとは若干異なる。幅田氏が述べている

須恵器生産の影響を多大に受けた土器であるとい

う点は首肯できるが、この土器の出自や古代の終

焉まで続くという点には同意できない。又、ここ

で言う「ロクロ土師器」も従来の土師器としての

ロクロ土師器とは、一線を引くものである。

5.土器はすべて粘土紐・帯を巻き上げる、又は積

み上げた後、回転をかけてある程度の形を造る。

ここまでを成形段階とし、成形後、さらに回転を

かけて器面を調整することを整形段階とする。本

稿で用いるロクロは、整形段階にかける回転力の

ことを言う。
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